
2020年多チャンネル放送実態調査
調査報告書

多チャンネル放送研究所
2021 年 3 月



1

はじめに

多チャンネル放送研究所では、多チャンネル放送市場の実態と衛星放送事業の現状把握

を目的とした調査研究「多チャンネル放送研究」プロジェクトを進めているが、その一環

として、2020 年 11 月に「2020 年多チャンネル放送実態調査」を実施した。本調査は、多

チャンネル放送サービスを提供している一般社団法人衛星放送協会加盟のチャンネル各社

を対象に、その現状や様々な課題にどのように取り組んでいるか等、その動向を把握すべく、

継続的に実施しているものである。

今回の調査は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、例年よりも実施時期が遅らせ

ざるを得なかった。それに伴い本報告書も例年より半年遅れたこの時期の発行になった。

他方で、総務省の「放送を巡る諸課題に関する検討会」の下に設置された「衛星放送の

未来像に関するワーキンググループ」においては、新 4K8K 衛星放送の開始や、インターネッ

ト動画配信サービスの伸長など、衛星放送を取り巻く状況の変化を踏まえ、その政策の方

向性について検討がなされ、2020 年 12 月には、報告書案がリリースされている。

本報告書は、このような衛星放送事業を取り巻く動きを踏まえつつ、2020 年に多チャン

ネル放送研究所が行なった調査のなかから、単純集計を中心にした調査結果と、自由記述

形式の回答のうちの主な意見をまとめたものによって構成されている。多チャンネル放送

研究所ではこれらのデータの蓄積・整備を進める一方で、多チャンネル放送の現状やメディ

ア全体の環境変化、メディア利用者の動向などを視野に入れながら、日本の多チャンネル

放送の産業的・構造的な分析や直面する課題の検討、さらにそれを踏まえた戦略的な提言

を行っていきたいと考えている。

今回の調査に多大なご協力をいただいた方々に謝意を表するとともに、本報告書が、多

チャンネル放送市場の健全なる発展に資する資料となれば幸いである。

2021 年 3 月
多チャンネル放送研究所

所長　音 好宏

調査概要
今回の調査は、多チャンネル放送研究所が 2020 年 10 〜 11 月に一般社団法人衛星放

送協会の加盟各社が運営する 87 のチャンネルに対して実施した。有効回答数は、86 チャ
ンネル（回収率 98.9％／有料放送事業者だけでは、84 事業者回収率 100%）であった。
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 所長兼主任 音 好宏 上智大学

 顧　問 岡本 光正 （一社）衛星放送協会

 主　管 藤田 高弘 ㈱東北新社

 研究員 神崎 義久 ㈱東北新社 事業者動向研究グループ

 研究員 湯本 拓也 ㈱インタラクティーヴィ 　同 制度・市場動向 wg

 研究員 山本 達磨 ㈱ CS 日本 　同 制度・市場動向 wg

 研究員 並川 敬 スカパー JSAT ㈱ 　同 制度・市場動向 wg

 研究員 福田 雄介 スカパー JSAT ㈱ 　同 制度・市場動向 wg

 研究員 谷澤 義人 日活㈱ 　同 制度・市場動向 wg

 研究員 鈴木 隆泰 ㈱日本ケーブルテレビジョン 　同 制度・市場動向 wg

 研究員 桃井 義生 ㈱ WOWOW 　同 制度・市場動向 wg

 研究員 岩本 誠一郎 ㈱スカイ・エー 　同 技術動向 wg

 研究員 三塚 洋佑 名古屋テレビネクスト㈱ 　同 技術動向 wg

 研究員 青木 学 BBC グローバルニュースジャパン㈱ 　同 技術動向 wg

 研究員 井畑 憲哉 ㈱ GAORA 視聴者研究グループ

 研究員 小野田 進 ㈱シー・ティ・ビー・エス 視聴者研究グループ

 研究員 初山 弘行 ㈱ジェイ・スポーツ 視聴者研究グループ

 研究員 油井原 康介 ジュピターエンタテインメント㈱ 視聴者研究グループ

 研究員 小寺 知 ジュピターショップチャンネル㈱ 視聴者研究グループ

 研究員 前田 奈都子 ターナージャパン㈱ 視聴者研究グループ

 研究員 福寿 亮 ㈱東北新社 視聴者研究グループ

 研究員 清正 徹 ㈱ WOWOW プラス 視聴者研究グループ

 研究員 川戸 裕士郎 ㈱ AXN ジャパン 視聴者研究グループ

 事務局 西山 彰 （一社）衛星放送協会

஫ʣ多チャンネル放送研究所ͷ研究һ͸ɺຊདྷ 2年ͷ೚ظͰ͋Δ͕ɺ2020 年͸ίϩφՒͷӨ
ΘΕͳ͔ͬͨɻୈߦͰվબ͕ڹ �͸ɺ201ظ� 年͔Β 2020 年ͷ೚ظΛؚΊͯɺ߹ܭͰ 3
年ͷ೚ؒظظʹͳͬͨɻ

（一社）衛星放送協会 多チャンネル放送研究所メンバー
（第 6 期 2020 年 10 月～ 2021 年 9 月）
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Ⅰ . 収入の現状について
◆ネット収入総額について
「多チャンネル放送実態調査」で従来から継続して定点観測している設問であり、継続的
に各事業者の収入規模やその構造の変化を確認するものである。2019 年度決算の実績な
いし見込みから、プラットフォーム手数料を除いたネット収入の総額を聞いた。

全回答 84 件中、最も回答が多かったのが「10 億円以上〜 20 億円未満」の 17 件（20.2％）で、
続いて「20 億円以上〜 30 億円未満」の 13 件（15.5％）、そして「30 億円以上〜 50 億円未満」
が 12 件（14.3％）で続いた。

各収入の範囲の中央値を平均として、未回答（11 件）を除いた回答（73 件）1 件あた
りの平均ネット収入を算出すると約 21 億 550 万円で、そこから割り出した回答者全体（84
件）のネット収入推定総額は約 1770 億円となった。

◆売上げ比率について
収入の比率が最も大きいのが「CATV」の 32.5％、次いで「スカパー！（110 度）」の

24.8％、続いて「スカパー！（124/128 度）」の 19.0％、「広告」が 7.6％という結果となった。
前回と比較して、増加幅が最も大きかった項目は、「スカパー！（110 度）」（＋ 4.5 ポイ

ント）、次いで「その他」（＋ 1.1 ポイント）であった。逆に減少幅が最も大きかったのは、
「CATV」（－ 1.9 ポイント）、次いで「スカパー！（124/128 度）」（－ 1.4 ポイント）であった。
「スカパー！」2 サービスと「CATV」が収入の大きな柱となっているのはこれまでと
同様であるが、今年度は「スカパー！（110 度）」の比率が増加した一方で、「スカパー！

（124/128 度）」と「CATV」の比率は減少しており、対照的な結果となった。

◆「放送外収入」の増加について
前回に引き続き、「放送外収入」に関する深堀りを目的として、「PPV 〜その他」の中で「各

社が顕著に増加、あるいは戦略上増強した項目」とその理由について質問した。
全回答数 48 件中、最も回答が多かったのは、「OTT 系動画配信」の 23 件（47.9％）、

次いで「放送系動画配信」の 9 件（18.8％）であった。
前回と比較すると、「OTT 系動画配信」が引き続き多数を占める結果となった（前回

26 件）。また、「放送系動画配信」が増加し（前回 4 件→今回 9 件）、一方で「番組販売」
が大きく減少した（前回 9 件→今回 3 件）。

Ⅱ . 費用の現状について
各事業者における費用の現状について、2019 年度決算の実績あるいは見込から、プラッ

トフォーム手数料を除いた「ネット費用」について、各事業者から回答を得た。尚、各設
問については、ネット費用の総額について選択肢の中から該当する範囲を選択の上、各費
用項目について総額に占める割合（％）を記入する形式で回答してもらった。

最も多い回答は、「10 億円以上 20 億円未満」（23.8％）、次いで「30 億円以上」（15.5％）、「20
億円以上 30 億円未満」（13.1％）となった。各費用の範囲の中央値を平均として、未回答（14
件）を除いた回答（70 件）1 件あたりの平均ネット費用を算出すると約 16 億 300 万円で、
そこから割り出した回答者全体（84 件）のネット費用推定総額は約 1346 億 4000 万円となっ
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た。
前回と今回の調査結果を比較すると、1 件あたり平均ネット費用は約 15 億 7600 万円か

ら約 16 億 300 万円へと、僅かながら増加する結果となった。

Ⅲ . 営業損益の増減について
収入・費用に加え、同じく 2019 年度の実績ないし見込から、営業損益についても聞いた。
最も多い回答は、「1 億円未満の利益」（17.9％）で、次いで「1 億円以上〜 3 億円未満の利益」

（16.7％）だった。損失となった事業者は計 11 件（13.1％）となった。
「2019 年調査」との比較では、「1 億円未満の利益」及び「1 億円以上〜 3 億円未満の利益」
の回答が合計で 2.6 ポイント増加した。一方で「3 億円以上の損失」及び「3 億円未満の損失」
の回答は合計 0.2 ポイントの増加で、ほぼ横ばいだった。また、「ほぼ均衡」は 2.9 ポイン
ト増加した。

また、前年度決算との比較では、「増益」と回答した事業者が 46.4％と、「減益」と回答
した事業者の 42.9％を上回る結果となった。

Ⅳ . 広告営業活動について
前回の調査では、86 チャンネル中、72 チャンネル（83.7％）が広告営業活動を行って

いた。今回の調査では、84 チャンネル中、67 チャンネル（79.8％）が広告営業活動を行っ
ていると回答した。多チャンネル放送は基本的に有料放送であるため、視聴料収入が主た
る収入だが、広告も主要な収入源となっている。このような現状を踏まえて、各チャンネ
ルに広告営業活動について聞いた。

2019 年度の広告収入における種類別（タイム・スポット・その他）の売上比率を聞き、
67 チャンネルから回答を得た。まず、「タイム」の比率は「0％」が 40 件で 6 割、「10 〜
20％未満」が 7 件、「0 〜 10％未満」が 5 件と、広告売上の 20％未満とする回答が全体の
7 割強を占めた。一方、「スポット」の比率は、「100％」が 19 件、「90％〜 100％未満」が
15 件となっており、半数の事業者でスポットでの出稿が大多数を占めていることがわか
る。「その他」に関しては、「0％」が 34 件で半数、「0 〜 10％未満」が 10 件、「10 〜 20％
未満」が 8 件と、「タイム」と同様に広告売上の 20％未満とする回答が全体の 7 割強を占
めた。

なお、売上比率の平均値は「タイム」が 15.2％、「スポット」が 71.2％、「その他」が
13.5％となっている。

Ⅴ . スカパー！商品について
今後の 110 度サービスについて必要と思われる商品はどのようなものかたずねた。見

たいチャンネルを個別に選択できる「アラカルト」という回答が 28 チャンネルで 45.2％、
次いで「特定ジャンルパック」26 チャンネル 41.9％「月額固定見放題パック」25 チャン
ネル 40.3％、「高額プレミアムパック」9 チャンネルで 14.5％「該当するものはない」15
チャンネルで 24.2％という結果となった。昨年までは「アラカルト」「特定ジャンルパッ
ク」といった、選択型商品に目が向けられていたが、「月額固定見放題パック」という回
答が増え選択型に多様性が求められる結果となった。「該当するものがない」という回答
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も 1/4 あり、有効な商品について決定打に欠けるという状況は続いている。

Ⅵ .CATV 商品について
多チャンネル業界全体の成長を考える立場から、CATV の主力商品としてどのような

ものが最良と考えているかたずねたところ、「ビッグ・ベーシック」との回答が 69.2％
と圧倒的な大勢を占めた。ビッグ・ベーシック以外の選択肢の中では、「ジャンル」が
10.3％とトップで、「ミニパック」（7.7％）、「アラカルト」（6.4％）がそれに続いた。

前回と比較すると「ビッグ・ベーシック」は 5.8 ポイント減少している。また前回まで
は「ビッグ・ベーシック」以外の選択肢はいずれも 10％に満たなかったが、今回は「ジャ
ンル」が 10％を超え、前回（1.3％）から 9 ポイント伸びているのが特徴的である。

また、オプション選択できる商品構成についてどのようなものが望ましいか複数回答で
たずねたところ、「ミニパック」（35 件）、「ジャンル」（34 件）、「アラカルト」（33 件）、「VOD」

（32 件）がほぼ横並びとなった。
前回と比較すると、「アラカルト」「ジャンル」「ミニパック」の回答が減少して、これ

に「VOD」を加えた 4 つの選択肢がほぼ並ぶ格好になった。

Ⅶ . IPTV 商品について
IPTV 市場において最良と思われる主力商品とオプション選択商品構成についてたずね

た。
主力商品と考えているのは、「ビッグベーシック」であるとの回答が 45 件で 65.2％、前

回が 54 件で 76.1％、前々回が 50 件で 74.6％であった。「アラカルト」が 7 件で 10.1％、
前回が 6 件で 8.5％、前々回が 6 件で 9.0％であった。「ミニパック」が 4 件で 5.8％、前回
が 6 件で 8.5％、前々回が 2 件で 3.0％であった。「ジャンル」が 8 件で 11.6％、前回が 0 件、
前々回が 1 件で 1.5％であった。「VOD」が 3 件で 4.3％、前回が 2 件で 2.8％、前々回が 6
件で 9.0％であった。「選択可能なミニパック」が 1 件で 1.4％、前回が 3 件で 4.2％、前々
回が 2 件で 3.0％であった。「その他」が 1 件で 1.4％、前回、前々回は 0 件であった。「ジャ
ンル」が増えているが、「ビッグベーシック」との回答が前回から減っているものの多数
を占めた。

一方、オプション選択商品の構成は「ビッグベーシック」は 7 件で 10.1％、前回が 4 件
で 5.6％、前々回が 5 件で 7.5％であった。「アラカルト」は 34 件で 49.3％、前回が 35 件
で 49.3％、前々回が 28 件で 41.8％であった。「ミニパック」は 29 件で 42.0％、前回が 34
件で 47.9％、前々回が 17 件で 25.4％であった。「ジャンル」は 27 件で 39.1％、前回が 32
件で 45.1％、前々回が 18 件で 26.9％であった。「VOD」が 35 件で 50.7％、前回が 21 件
で 29.6％、前々回が 24 件で 35.8％であった。「選択可能なミニパック」が 17 件で 24.6％、
前回が 15 件で 21.1％、前々回が 18 件で 26.9％であった。「その他」は 3 件で 4.3％、前回
が 0 件、前々回が 1 件で 1.5％であった。
「ビッグベーシック」「VOD」「選択可能なミニパック」が増える結果となった。
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Ⅷ . 編成とコンテンツについて
◆番組編成の「放送時間」の種類と比率について

番組の調達先について、『自主制作番組』『外部調達番組（そのまま放送・配信）』『二次
加工番組（調達後、翻訳などの加工を経たもの）』『その他』の回答項目ごとに、放送時間
ベース・費用ベースの比率について聞いた。下記に項目ごとの回答結果をまとめた。

放送時間・費用ともに、前年同様「0％」「0.1％〜 10％」と「90.1％〜 100％」の件数が多く、
それ以外は少ない傾向となった。昨年からの変化した点は、『二次加工番組』の放送時間・
費用ともに「0％」の回答が昨年よりも 9 〜 10 件増加、『外部調達番組』の費用が「90.1％
〜 100％」との回答が昨年よりも 8 件増加した。

これらの回答結果から、『自主制作番組』『外部調達番組』『二次加工番組』を満遍なく
編成するのでなく、いずれかに偏った編成をしているチャンネルが多い傾向は昨年と変わ
らないが、『二次加工番組』の費用を減少させた分を『外部調達番組』に充てる傾向が若
干みられる。

◆チャンネル編成について
『編成の効果検証として重視しているもの』について、もっとも重視しているものは「加
入契約数」が 30 件、「自局の視聴率」が 25 件となった。昨年は「加入契約数」が 25 件、「自
局の視聴率」が 28 件であったため、「加入契約数」を重視することに転じたことがうかが
える。複数回答（3 つまで）においては「加入契約数」が 58 件と最も多く、「自局の視聴率」
がほぼ同数の 57 件、「プラットフォームからの評価」が 42 件と続いた。契約件数や視聴率、
プラットフォームからの評価を重視している点は昨年と同様である。
『改編を行う際に重視しているもの』について、もっとも重視しているものは「自社内の
分析データ」との回答が 54 件ともっとも多く、「コンテンツ調達の都合」の 11 件と比較
しても重要視していることがわかる。複数回答（3 つまで）では「自社内の分析データ」
が 75 件、「視聴者からの要望」40 件、「コンテンツ調達の都合」39 件、「有料 BS・CS 局
の動向」25 件、「プラットフォームからの要望」22 件と続いた。昨年の「視聴者からの要
望」47 件から 7 件減、「プラットフォームからの要望」が 18 件から 4 件増となっている。

◆ IP リニア配信について
配信と編成の一致については、「放送の完全サイマル」が 31.0％と最も多いが、前回

の 51.5％から大きく下げた。「放送の部分サイマル」25.0％、「別編成でチャンネルも別」
14.3％と続く。前回の回答数 66 より回答対象者が増え、「配信していないし、配信する予
定もない」との回答が 29.8％あることについても留意されたい。

◆ IP リニア配信について
「OTT サービス」についての意見を記入式でたずねたところ、オリジナルコンテン
ツ、独占コンテンツ、専門チャンネルの特性による差別化を図る回答が目立った。一方、
OTT を自社の新たなサービスとして活用していく事業者も多数あり、放送、配信を総合
的にとらえる動きがうかがえる。
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Ⅸ . 広告出稿媒体マーケティング活動について
◆純広告費の増減

各媒体の純広告費について昨年度比での増減および今後の予定について訊ねた。昨年度
調査との比較では「増えた」との回答は 15.5％で昨年度を上回ったものの、「変わらない」
36.9％％（前年度 47.7％）、「減った」は 47.6％（同 39.5％）で、全体としては削減が半分
近くにのぼり、現状維持というよりは減少傾向にあると思われる。

広告費の今後の出稿予定については、「増やす」との回答は 23.9％で昨年度の 5.8％を大
きく上回った。また、「減らす」については 30％（同 28％）。ここ数年減少傾向が続いた
が来年度以降、積極的な広告展開を目指す動きが見て取れる。

Ⅹ . マーケティング・宣伝販促戦略
◆視聴者への重視項目

重視する項目を訊ねたところ、「パブリシティ」、「広告宣伝」、「販促キャンペーン」が
それぞれ 40 〜 50％台で、上位 3 項目については昨年度調査とほぼ同じ結果であった。「自
社メディア運営 44％（前年度 41％）で、重要性は引き続き認知されている。

重視する媒体については、WEB や SNS での展開が昨年度に引き続きいずれも 70％を
超えており、今後も WEB，SNS が中心となる傾向が続いている。但し、コロナ禍の中で
の様々な自粛制限でイベント等の興行場での展開は困難であったため、昨年 74％が重要
と回答したが、本年は 14％に留まった。また、TV，ラジオ、新聞、雑誌の占める割合は
ほぼ横ばいとなった。

◆ソーシャルメディアの活用について
対応済みの上位 3 つは、2019 年と変わらず、① Twitter（前年比＋ 8.6％）② YouTube（＋

16.3％）③ Facebook（＋ 9.9％）で、いずれも前年より大幅アップした。逆に前年割れし
たのが、Instagram（－ 1.7％）、ニコニコ動画（－ 1.0％）と GYAO（－ 2.2％）。ソーシャ
ルメディアの導入からレスポンスの経験を重ね、メディアの絞り込みを行っている傾向が
うかがえる。

ソーシャルメディアの活用目的は、全メディア共通で「チャンネルの認知拡大」が圧倒
的。その他の目的をみると、メディア毎に特徴がみえてきた。Facebook は引き続き「キャ
ンペーン情報の告知」や「ファン育成」など顧客との長期的な関係を構築する目的も重視
されているが、Twitter は「認知拡大」以外の項目が減少した。コロナ禍で幅広い年代で
利用が急拡大した YouTube をみると、新規拡大が 7％も上昇しているのも特徴的だ。

Ⅺ . 多チャンネル放送サービス全体の加入者数予測
◆スカパー！（124 ／ 128 度）

19 年度末の実績 93 万件に対して、20 年度末では 80 〜 85 万件、21 年度末では 75 〜 80
万件、22 年度末では 70 〜 75 万件という回答がもっとも多くなり、直近の数年間の調査
結果と同じく、今後も年間 5 〜 10 万件程度のペースで減少が続くという厳しい予測が、
全体の 4 割から 5 割に上った。
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◆スカパー！（110 度）
19 年度末の実績 216 万件に対して、20 年度末では、210 万〜 220 万と横ばいの予測が

大勢を占めた。21 年度末では横ばいの予想と減少（200 〜 210 万）が均衡し、22 年度末
においては減少が横ばいを上回る結果となっており、プレミアムサービスと比べるとゆっ
くりとしたペースではあるが、減少トレンドで推移すると考える事業者が昨年より増加し
ていることがみてとれる。

◆ CATV
19 年度末の推定値 682 万件から、20 年度末では横ばい予測が全体の半数、そして約 4

割が 650 万〜 670 万件と減少予測となった。21 年度末も同じ傾向となったが、翌 22 年度
末では 650 万件〜 670 万件が逆転して最多となった。こちらも前の設問同様、増加予測を
する事業者が、昨年と比較して大きく減少した。

◆ IPTV
2018 年度末の推定値 86 万件から、将来 3 ヵ年にわたって同じレンジにとどまるとの予

測がもっとも大きくなっており、横ばい傾向が顕著となった。前回調査と同様、21 年度
末と 22 年度末では増加と減少で見方が別れる傾向もみられるが、80 万〜 85 万まで減少
するとの回答が若干優勢となった。

◆各プラットフォーム予測値の平均
すべての回答の予測値をプラットフォームごとに平均したものが下表である。総合計

では 19 年度末実績の 1085 万件に対して、20 年度末が 1068.5 万件（前年比 98.9％）、21
年度末が 1052.5 万件（同 98.5％）、22 年度末では 1032.2 万件（同 98.9％）と、毎年 20 万
件に迫るペースで減少するという大変厳しい予想となった。プラットフォームごとでは、
IPTV がかろうじて微増するものの、その他のプラットフォームでは軒並み減少予測と
なっている。

◆今後重視するプラットフォームの順位
「1 位」と回答されたプラットフォームの割合を見ていくと、最も多く挙げられているの
は、スカパー！（110 度）の 29 件（34.5％）、次いで OTT プラットフォームが 25 件（29.8％）、
3 番目は CATV で 21 件（25.0％）、以下スカパー！プレミアム（124/128 度）が 7 件（8.3％）、
IPTV が 2 件（2.4％）となった。「1 位」の順位では、スカパー！（110 度）が前回調査同
様の 1 位になっている。また、ここ数年の調査で重視度を増していた OTT プラットフォー
ムは、今回 2 番目に順位をあげ、CATV が 3 番目となり、前回と比べると逆転となって
いる。しかし、「1 位」だけでなく「2 位」まで含めた順位を見ると、前回同様 CATV が
最も多く 57 件（67.9％）で、スカパー！（110 度）の 46 件（54.7％）、OTT プラットフォー
ムの 30 件（35.8％）の順となった。次いで、スカパー！プレミアム（124/128 度）の 16
件（19.0％）、IPTV の 14 件（16.7％）、スカパー！プレミアム光の 5 件（6.0％）と続く。
CATV は OTT プラットフォームと順位が逆転となり、前回調査から 3 位と順位を下げる
も、「2 位」合算比率は前回調査と同程度であり、収益の安定性・マーケット伸長への期
待が寄せられていることがわかる。
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Ⅻ . 経営課題について
◆自社と各サービスとの関係

自社の経営課題について「各チャネル等との関係」を聞いた。各種放送サービスやプラッ
トフォーム、配信系映像サービス、リアルなエンターテインメント、SNS などを、各事
業者はパートナーととらえているのか、競合ととらえているのか、その意識を明らかにし
ていく。
「最も重要なビジネスパートナー」としては昨年調査と同様、スカパー！が 1 位、CATV
が 2 位であったが、スカパー！が昨年度比 6％の増加であったのに対して、CATV は
4％の減少となった。その他、SNS（前回 2.3％→今回 14.3％）、リアルイベント（4.7％
→ 8.3％）などが票を伸ばした。また、有料配信サービスを「直接的な競合サービス」と
する割合が昨年からほぼ倍増（20.9％→ 41.7％）する結果となり、今回で最大の変化をみ
せた。

◆業界の課題
【業界全体】について、下記の 4 種の回答項目から特に重要と思われるものを最大 3 項目、
選択してもらった。

ここでも最多数の回答を集めたのがコスト軽減に関する項目で、「VOD コンテンツの編
成など、次世代型放送実現に伴い急増する事業者のコスト負担に対するプラットフォーム
の経済的支援策」が 59 件（68.6％）にのぼった。次いで、「CATV/IPTV 加入者数の統一
データの整備」が 36 件（41.8％）であった。VOD コンテンツの編成など、次世代型放送
に向けた取り組みが本格化される中で、膨らむコストを抑えたい事業者の意向が明らかと
なった。

◆コロナ禍における取組
コロナ禍における取組について、フリーアンサーで回答してもらった。テレワーク・在

宅勤務に関するコメントが多く、勤務体制を柔軟に変更することで感染拡大を抑える取り
組みを実施していたことがうかがえる。イベントの延期・中止が大きな影響を与えたとい
うコメントも寄せられた。一方で、巣ごもり需要の拡大に答える形で、普段とは違う番組
制作を実施したなど、前向きなコメントも一部寄せられている。

また、コロナ禍が与える業務上の課題やハードルについてもフリーアンサーで回答して
もらった。ここでもやはりイベント中止による影響は大きく、販促活動が実施できずプロ
モーションに影響が出ている、スポーツやライブイベントの中止によるコンテンツ不足と
いったコメントが多数寄せられている。また、在宅勤務での放送運用の確立や、社員のメ
ンタルヘルスを含めた健康の維持に関するコメントも多く、業務体制が大きく変わったこ
とによってさまざまな影響が出ていることがうかがえる結果となった。

ⅩⅢ . 多チャンネル放送の課題について
◆「配信展開」について

配信について、各プラットフォームそれぞれへのコンテンツ配信実施状況について選択
「業界の発展に寄与すると期待している」32.1％、「業務への影響は不明だが、関心はある」
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46.4％、「今のところ関心は無い」20.2％との回答結果となり、多チャンネル業界と AI 技
術の関わりが草創期といえる昨今、大勢の事業者が期待・関心を寄せている事が分かる。

ただし、前回調査と比較すると「影響は不明」と回答している事業者の割合がほぼ変わっ
ておらず、この 1 年では大きな進展がなかった事が分かる。式で聞いた。

各プラッフォホームの取り組みについては、「スカパー！」「CATV」がそれぞれ
61.8％、58.1％と約 6 割の事業者が実施している回答となった。「自社」プラットフォーム
での実施が 38.4％と続き、検討していると合わせると、約半数の事業者が「自社」での配
信展開を実施または検討していると言う回答になった。「AmazonPrimeVideo チャンネル」

「dTV チャンネル」での実施は 24.4％、19.8％となっており、「その他」の 15.1％と比較して、
この 2 社が配信プラットフォームでは牽引している事が見えた。但し、「実施したがやめた」

「実施を検討したがやめた」についても合わせるとそれぞれ約 2 〜 3 割の事業者が回答し
ている状況にも注視したい。

◆コンテンツ提供への障壁
配信を取り組むにあたりどのような障壁があるかを複数回答で聞いた。
提供 / 実施をやめた理由と同じく、「映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい」「映

像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い」と言った配信権についての回答と、「費
用対効果 / 収支がかみあわない」といった経済的な回答の 2 つが多くみられた。一方で「障
壁は特にない」との回答も多数あり、障壁なく取り組めている事業者が一定数いることも
確認できる。

◆ 4K について
2018 年 12 月のサービス開始から 2 年が経過した 4K 放送の市場開拓について選択形式

で回答を求めた。
BS、CATV は 50％、IPTV も 42％が市場開拓に「つながる」と回答、「つながらない」

「まだわからない」を上回った。一方スカパー！については 124/128 度だけでなく、主力
の 110 度でも「つながる」の回答は 30％未満となり、4K 放送が直接的に加入を後押しす
る事については懐疑的な見方が強い結果となった。尚、今回の回答と前回調査の回答は全
く同じ結果となっており、4k の見解については足踏み状態が続いている事が分かった。

高画質化については、4K は「あまり普及していない」、「まったく復旧していない」、「わ
からない」の合計が 8 割を超え、サービスが開始しても普及が進まない現状からネガティ

ブな回答が多く、8k に関しては「まったく普及していない」が 7 割以上となった。
既に普及している「録画視聴によるタイムシフト化」の「広く普及」の 7 割に続き、「VOD

によるタイムシフト化」「見逃し視聴の普及」の「広く普及」も 5 割以上となり、前回調
査と比べて配信による視聴スタイルが普及するという回答が増えている結果となった。

◆ VR 映像や縦型動画等のコンテンツ製作
昨今の視聴サービス多様化の中で「VR 映像や縦型動画など」の映像コンテンツについ

ての制作・展開において取り組み状況、関心度を聞いた。
「すでに取り組んでいる」7.1％、「取り組む予定である」2.4％と 9.5％の事業者が取り組
む姿勢を見せた。また「関心はある」が 59.5％との回答結果となり、実際の取り組みは少
数であるものの、過半数以上の事業者が新たな映像領域に興味関心を示す事が伺える。
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◆人工知能（AI）の可能性
今後の多チャンネル放送業界のポイントとして挙げられる人工知能（AI）。字幕生成や

映像制作における AI 技術の活用が、業界発展に繋がるかについて、その可能性を聞いた。
「業界の発展に寄与すると期待している」32.1％、「業務への影響は不明だが、関心はある」
46.4％、「今のところ関心は無い」20.2％との回答結果となり、多チャンネル業界と AI 技
術の関わりが草創期といえる昨今、大勢の事業者が期待・関心を寄せている事が分かる。

ただし、前回調査と比較すると「影響は不明」と回答している事業者の割合がほぼ変わっ
ておらず、この 1 年では大きな進展がなかった事が分かる。

◆ e スポーツコンテンツについての経営戦略
世界的な盛り上がりに対して遅ればせながら日本でも徐々に浸透してきた e スポーツ。

新たな放送コンテンツとして注目される中、取り組み状況、関心度を聞いた。
「映像コンテンツの制作」「イベント・大会の運営」ともに、「すでに取り組んでいる」「取

り組む予定である」「関心はある」と半数強の事業者が関心を示している事は、世の中
の特に若年層からの注目度の高さがあるジャンル且つ、イベント事業（放送外収入）とし
ても魅力的だからだと推測させる。一方、「関心がない」の回答も 45.2％と多い。

前回調査と比較すると「取り組む予定である」との回答が減少しており、「関心がある」
と答えている事業者が、今後具体的に取り組むかどうかは経緯を見ていく必要がある。
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「多チャンネル放送実態調査」で従来から継続して定点観測している設問であり、継続的
に各事業者の収入規模やその構造の変化を確認するものである。2019 年度決算の実績な
いし見込みから、プラットフォーム手数料を除いたネット収入の総額を聞いた。

全回答 84 件中、最も回答が多かったのが「10 億円以上〜 20 億円未満」の 17 件（20.2％）で、
続いて「20 億円以上〜 30 億円未満」の 13 件（15.5％）、そして「30 億円以上〜 50 億円未満」
が 12 件（14.3％）で続いた。

各収入の範囲の中央値を平均として、未回答（11 件）を除いた回答（73 件）1 件あた
りの平均ネット収入を算出すると約 21 億 550 万円で、そこから割り出した回答者全体（84
件）のネット収入推定総額は約 1770 億円となった。

Ⅰ . 収入の現状について

1. ネット収入総額について

N=84

100億円
未満
6.0％

１億円未満6.0％

10億円未満
10.7％

20億円未満
20.2％

50億円未満
14.3％

  3 億円
 未満
9.5％ 5億円未満

4.8％

30億円未満
15.5％

NA
13.1％

100億円以上
0％

ਤද 1　ネοτऩೖ૯ֹ

ネοτऩೖͷ૯ֹ ݅ ˋ
1ԯԁະຬ � ��0
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3 ԯԁҎ্ʙ �ԯԁະຬ � ���
� ԯԁҎ্ʙ 10ԯԁະຬ � 10��
10 ԯԁҎ্ʙ 20ԯԁະຬ 1� 20�2
20 ԯԁҎ্ʙ 30ԯԁະຬ 13 1���
30 ԯԁҎ্ʙ �0ԯԁະຬ 12 1��3
�0 ԯԁҎ্ʙ 100ԯԁະຬ � ��0
100 ԯԁҎ্ 0 0�0
/" 11 13�1
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尚、前回調査では、全回答 86 件中、最も回答が多かったのが「10 億円以上〜 20 億円未満」
の 19 件（22.1％）で、次いで「30 億円以上〜 50 億円未満」が 13 件（15.1％）となっていた。

前回と今回の調査結果を比較すると、1 件あたり平均ネット収入は約 25 億 9300 万円か
ら約 21 億 550 万円へと減少する結果となった。内訳をみると、下位の 3 ֊層（「1 億円未満」

「1 億円以上〜 3 億円未満」「3 億円以上〜 5 億円未満」）の合計割合は 19.8％から 20.2％と、
0.4 ポイントの増加となった。また、中位 3 ֊層（「5 億円以上〜 10 億円未満」「10 億円以
上〜 20 億円未満」「20 億円以上〜 30 億円未満」）の合計は 44.2％から 46.4％と、2.2 ポイ
ントの増加となった。一方で、上位 3 ֊層（「30 億円以上〜 50 億円未満」「50 億円以上〜
100 億円未満」「100 億円以上」）の合計は 27.9％から 20.2％と、7.7 ポイントの減少となった。

これを֊層ごとにৄしくみると、最も増加したのは、「20 億円以上 30 億円未満」の 5.0
ポイント増加、続いて「1 億円未満」の 2.5 ポイント増加であった。逆に最も割合が減っ
たのは「50 億円以上〜 100 億円未満」の 5.7 ポイント減少、続いて「3 億円以上〜 5 億円
未満」の 3.4 ポイント減少であった。

今年度は下位層および中位層の割合が増加した一方で、上位層の割合が大きく減少する
結果となり、このことが 1 件あたり平均ネット収入を押し下げる要Ҽになったと考えられ
る。

N=86

100億円
未満
11.6％

１億円未満3.5％

10億円未満
11.6％

20億円未満
22.1％

50億円未満
15.1％

  3 億円
 未満
8.1％

5億円未満
8.1％

30億円未満
10.5％

NA
8.1％

100億円以上
1.2％

N=87

100億円
未満
12.6％

１億円未満6.9％

10億円未満
10.3％

20億円未満
14.9％

50億円未満
16.1％

3億円未満
11.5％

5億円未満
5.7％

30億円未満
12.6％

NA
8.0％

100億円以上
1.1％

ͷネοτऩೖ૯ֹڈա　ߟࢀ
201� ೥ௐࠪ 2018 ೥ௐࠪ
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ਤද 2　ച্͛ൺ཰ N=84（NA-3）

次に、総売上の構成比率について質問した。回答方法は『1. スカパー！（124/128 度）』
『2. スカパー！（110 度）』『3.CATV』『4.IPTV/FTT)』『5.S.ATV』『6. 広告』『7.PPV』『8. 放
送系　動画配信』『9.OTT 系　動画配信』『10. アプリサービス（ήームなど）』『11. 番組
販売』『12. 番組・C. 等制作ҕୗ』『13.DVD などパッケージメディア販売』『14. ෺販』『15.
有料イベント』『16. その他』の 16 項目から収入のあった項目に比率を記入する方式とした。
全回答 84 件の内、総売上に対して、各項目別に占める割合の分෍は以下の通りである。

2. 収入比率について（全体）
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上記のプラットフォーム別の売上げ平均値（図表）をみると、収入の比率が最も大きい
のが「CATV」の 32.5％、次いで「スカパー！（110 度）」の 24.8％、続いて「スカパー！

（124/128 度）」の 19.0％、「広告」が 7.6％という結果となった。
前回と比較して、増加幅が最も大きかった項目は、「スカパー！（110 度）」（＋ 4.5 ポイ

ント）、次いで「その他」（＋ 1.1 ポイント）であった。逆に減少幅が最も大きかったのは、
「CATV」（－ 1.9 ポイント）、次いで「スカパー！（124/128 度）」（－ 1.4 ポイント）であった。
「スカパー！」2 サービスと「CATV」が収入の大きな柱となっているのはこれまでと
同様であるが、今年度は「スカパー！（110 度）」の比率が増加した一方で、「スカパー！
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それぞれの項目について見てみよう。

ᶃ「スカパー！（124�128 度）」の収入比率
「スカパー！（124/128 度）」の収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは、「0
〜 10％」（36.9％）で、次いで「10 〜 20％」（25.0％）、続いて「20 〜 30％」（10.7％）となっ
た。全体の平均は 19.0％であった。

昨年の調査結果で最も多かったのは「0％〜 10％」（36.0％）、次いで「10 〜 20％」（27.9％）、
続いて「20 〜 30％」（9.3％）であった。前回と比べて変化の大きかったのは、「60 〜 70％」（＋
3.6 ポイント）、「10 〜 20％」（－ 2.9 ポイント）であった。

「0％」4.8％
NA
3.6％

「0～10％」
36.9％

「50～60％」
2.4％

「90～100％」3.6％

「60～70％」4.8％
「70～90％」0％

「10～20％」
25.0％

「30～40％」
4.8％

「100％」1.2％

「20～30％」
10.7％

「40～50％」2.4％

�. 収入Λ઎Ίるׂ߹（項目ผ）

ਤද �　εΧύʔʂʢ12��12� ౓ʣͷऩೖൺ཰

N=84

2020 ೥ௐࠪ

（124/128 度）」と「CATV」の比率は減少しており、対照的な結果となった。

「0％」2.3％
NA
4.7％

「0～10％」
36.0％

「50～60％」3.5％

「90～100％」1.2％

「60～70％」1.2％
「70～80％」1.2％
「80～90％」0％

「10～20％」
27.9％

「30～40％」
4.7％

「100％」3.5％

「20～30％」
9.3％

「40～50％」4.7％

N=86

201� ೥ௐࠪ
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ਤද �　εΧύʔʂʢ110౓ʣͷऩೖൺ཰

ᶄ「スカパー！（110 度）」の収入比率
「スカパー！（110 度）」の収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは、「0％」

（23.8％）で、次いで「20 〜 30％」と「30 〜 40％」（ともに 16.7％）であった。全体の平
均は 24.8％であった。

昨年の調査結果で最も多かったのは「0％」（29.1％）、次いで「10 〜 20％」と「20 〜
30％」（ともに 17.4％）であった。前回と比べて変化の大きかったのは、「30 〜 40％」（＋
10.9 ポイント）、「40 〜 50％」（－ 6.9 ポイント）であった。

「0％」
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NA
4.7％

「10～20％」
17.4％

「30～40％」
5.8％

「20～30％」
17.4％

「40～50％」
14.0％

「0～10％」
4.7％

「0％」
23.8％

「70～80％」3.6％

「50～60％」
8.3％

「60～70％」1.2％

「80～100％」0％ 「100％」1.2％

NA
3.6％

「10～20％」
15.5％

「30～40％」
16.7％

「20～30％」
16.7％

「40～50％」7.1％
「0～10％」2.4％

N=84

N=86

201� ೥ௐࠪ

2020 ೥ௐࠪ
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ᶅ「CATV」の収入比率
「CATV」収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは、「30 〜 40％」（21.4％）
で、次いで「40 〜 50％」（19.0％）、続いて「20 〜 30％」（15.5％）となった。全体の平均
は 32.5％であった。

昨年の調査結果で最も多かったのは「30 〜 40％」（25.6％）、次いで「40 〜 50％」（19.8％）、
続いて「20 〜 30％」（15.1％）であった。前回と比べて変化の大きかったのは、「30 〜
40％」（－ 4.2 ポイント）、「60 〜 70％」（＋ 3.7 ポイント）であった。

「0％」
8.1％

「50～60％」
8.1％

「60～70％」2.3％

「90～100％」0％

「10～20％」
8.1％

「30～40％」
25.6％

「70～80％」2.3％
「80～90％」3.5％ 「0～10％」

2.3％

「20～30％」
15.1％「40～50％」

19.8％

NA
4.7％

「0％」
10.7％

「50～60％」
10.7％

「90～100％」0％

「10～20％」
8.3％

「30～40％」
21.4％

「70～80％」1.2％
「80～90％」1.2％

「0～10％」
2.4％

「20～30％」
15.5％「40～50％」

19.0％

NA
3.6％「60～70％」6.0％

ਤද �　$"57ͷऩೖൺ཰

N=84

N=86

201� ೥ௐࠪ

201� ೥ௐࠪ



23

Ⅰ . 収入の現状について

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

ᶆ「IPTV�'TT)」の収入比率
「IPTV/FTT)」収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは、「0 〜 10％」

（60.7％）、次いで「0％」（19.0％）、続いて「10 〜 20％」（14.3％）であった。全体の平均は 5.1％
であった。

昨年の調査結果で最も多かったのは「0 〜 10％」（60.5％）、次いで「0％」（22.1％）、続
いて「10 〜 20％」（11.6％）であった。前回と比べて変化の大きかったのは、「0％」（－ 3.1
ポイント）、「10 〜 20％」（＋ 2.7 ポイント）であった。

「0％」
22.1％

「0～10％」60.5％

「30～100％」0％

NA
4.7％

「20～30％」1.2％

「10～20％」
11.6％

「0％」
19.0％

「0～10％」60.7％

「30～100％」0％

NA
3.6％

「20～30％」2.4％

「10～20％」
14.3％

ਤද �　*157�'55)ͷऩೖൺ཰

N=84

N=86

201� ೥ௐࠪ

2020 ೥ௐࠪ
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ᶇ「4.ATV」の収入比率
「S.ATV」収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは、「0％」（67.9％）で、
次いで「0 〜 10％」（23.8％）、続いて「20 〜 30％」（2.4％）であった。全体の平均は 2.1％
であった。

昨年の調査結果で最も多かったのは「0％」（53.5％）、次いで「0 〜 10％」（34.9％）、続
いて「20 〜 30％」（3.5％）であった。前回と比べて変化の大きかったのは、「0％」（＋
14.4 ポイント）、次いで「0 〜 10％」（－ 11.1 ポイント）であった。

「0％」53.5％

「30～40％」0％

「50～70％」0％ 「70～80％」1.2％
「40～50％」2.3％ 「80～100％」0％

NA
4.7％

「0～10％」
34.9％

「10～20％」0％

「20～30％」3.5％

「0％」67.9％

「30～40％」1.2％
「50～100％」0％

「40～50％」1.2％

NA
3.6％

「0～10％」
23.8％

「10～20％」0％
「20～30％」2.4％

ਤද �　4."57ͷऩೖൺ཰

N=84

N=86

201� ೥ௐࠪ

2020 ೥ௐࠪ
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ᶈ「広告」の収入比率
「広告」収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは「0 〜 10％」（38.1％）、
次いで「0％」（27.4％）、続いて「10 〜 20％」（21.4％）となった。全体の平均は 7.6％であった。

昨年の調査結果で、最も多かったのは「0 〜 10％」（33.7％）、次いで「0％」（26.7％）、
続いて「10 〜 20％」（24.4％）であった。前回と比べて変化の大きかったのは、「30 〜
40％」（－ 4.6 ポイント）、「0 〜 10％」（＋ 4.4 ポイント）であった。

「0％」
26.7％

「0～10％」
33.7％

「10～20％」
24.4％

「30～40％」5.8％
「40～50％」1.2％ 「50～100％」0％

NA
4.7％「20～30％」3.5％

「0％」
27.4％

「0～10％」
38.1％

「10～20％」
21.4％

「30～40％」1.2％
「40～50％」1.2％ 「50～100％」0％

NA
3.6％「20～30％」

7.1％

ਤද 告ͷऩೖൺ཰޿　10

N=84

N=86

201� ೥ௐࠪ

2020 ೥ௐࠪ
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「0％」
94.2％

「0％」
74.4％

「0％」
54.7％

「0％」
91.9％

「10～20％」2.3％

「10～20％」2.3％
「20～30％」0％
「30～40％」2.3％ 「40～100％」0％ 「10～100％」0％

「10～100％」0％
「0～10％」1.2％

「0～10％」3.5％

「20～100％」0％NA 4.7％

NA 4.7％

NA 4.7％

NA 4.7％

「0～10％」
18.6％

「0～10％」
36.0％

PPV

アプリ
サービス

放送系
動画配信

OTT系
動画配信

ᶉ「PPV� 動画配信ଞ」の収入比率
本項では、『PPV』『放送系動画配信』『OTT 系動画配信』『アプリサービス（ήームな

ど）』の 4 項目をまとめて「PPV/ 動画配信他」とした。その「PPV/ 動画配信他」の収入
がネット収入総額に占める比率は、4 項目いずれにおいても「0％」が最も多く、次いで「0
〜 10％」であった。この中で『OTT 系動画配信』については、前回と比べて「0％」が
＋ 15.5 ポイント、「0 〜 10％」が－ 19.3 ポイントと変動が大きくなっており、次回以降も

ਤද 11　117� ಈը഑৴ଞͷऩೖൺ཰

N=86

2020 ೥ௐࠪ

201� ೥ௐࠪ

「0％」
95.2％

「0％」
79.8％

「0％」
70.2％ 「0％」

95.2％

「10～20％」1.2％
「20～30％」2.4％

「10～20％」
9.5％

「20～100％」0％
「10～100％」0％

「20～100％」0％
「0～10％」0％

「10～20％」1.2％

「0～10％」1.2％

「20～100％」0％
NA 3.6％

NA 3.6％

NA 3.6％

NA 3.6％

「0～10％」
13.1％

「0～10％」
16.7％

PPV

アプリ
サービス

放送系
動画配信

OTT系
動画配信

N=84
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ਤද 12　൪૊ൢചͷऩೖൺ཰

「0％」
78.6％

「0～10％」
14.3％

「10～20％」1.2％
「20～30％」1.2％
「30～40％」1.2％

「40～100％」0％
NA
3.6％

注視する必要がある。

ᶊ「番組販売」の収入比率
「番組販売」の収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは、「0％」（78.6％）、
次いで「0 〜 10％」の 14.3％であった。全体の平均は 1.5％であった。

前回と比べて変化の大きかったのは、「0％」（＋ 7.7 ポイント）、「0 〜 10％」（－ 6.6 ポ
イント）であった。前回に引き続き、「0％」の割合が増加する結果となった。

N=84

「0％」
70.9％

「0～10％」
20.9％

「10～20％」2.3％
「20～30％」0％
「30～40％」1.2％

「40～100％」0％

NA
4.7％

N=86

201� ೥ௐࠪ

2020 ೥ௐࠪ
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ਤද13　੍࡞ҕୗ�ύοέʔδϝσΟΞ�෺ൢ �༗ྉΠϕンτͷऩೖൺ཰

「0％」92.3％

「0～10％」3.9％
「20～100％」0％「10～20％」0.3％
NA 
3.6％

N=84

「0％」85.5％

「0～10％」
9.0％

「40～100％」0％

「10～20％」0％

「30～40％」0.3％
「20～30％」0.6％

NA 
4.7％

N=86

201� ೥ௐࠪ

2020 ೥ௐࠪ
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ᶋ「੍作ҕୗ � パッケーδメディア � ෺販 � ༗ྉΠϕント」の収入比率
本項では、『番組・C. 等制作ҕୗ』『DVD などパッケージメディア販売』『෺販』『有

料イベント』の 4 項目をまとめて「制作ҕୗ / パッケージメディア / ෺販 / 有料イベント」
とした。「制作ҕୗ / パッケージメディア / ෺販 / 有料イベント」の収入がネット収入総
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ਤද 1�　ͦͷଞͷऩೖൺ཰

「0％」73.8％

「10～50％」0％
「50～60％」3.6％
「60～70％」0％ 「70～80％」1.2％

「80～100％」0％
NA
3.6％

「0～10％」
17.9％

N=84

額に占める比率で最も多かったのは、「0％」（92.3％）で、次いで「0 〜 10％」（3.9％）と
なった。

前回同様、ほとんどの事業者が「0％」または「0 〜 10％」と回答しているが、前回と
比べると「0％」の割合が増加する結果となった。

ᶌ「ͦのଞ」の収入比率
「その他」の収入がネット収入総額に占める比率で最も多かったのは、「0％」（73.8％）で、

「0％」65.1％

「10～20％」2.3％
「20～30％」1.2％
「30～40％」1.2％

「40～50％」1.2％
「50～100％」0％
NA
4.7％

「0～10％」
24.4％

N=86

201� ೥ௐࠪ

2020 ೥ௐࠪ
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4.「放送外収入」の増加について
前回に引き続き、「放送外収入」に関する深堀りを目的として、「PPV 〜その他」の中で「各

社が顕著に増加、あるいは戦略上増強した項目」とその理由について質問した。
全回答数 48 件中、最も回答が多かったのは、「OTT 系動画配信」の 23 件（47.9％）、

次いで「放送系動画配信」の 9 件（18.8％）であった。
前回と比較すると、「OTT 系動画配信」が引き続き多数を占める結果となった（前回

26 件）。また、「放送系動画配信」が増加し（前回 4 件→今回 9 件）、一方で「番組販売」
が大きく減少した（前回 9 件→今回 3 件）。

次いで「0 〜 10％」（17.9％）であった。全体の平均は 3.5％であった。
昨年の調査結果で、最も多かったのは「0％」（65.1％）、次いで「0 〜 10％」（24.4％）であっ

た。前回と比べると「0％」の割合が増加し、「0 〜 10％」の割合が減少する結果となった。
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より具体的に記入いただいた全 24 件のフリーアンサーには、「OTT 系プラットフォー
ムの進出」、「自社の OTT に注力しているため」、「動画配信サービスの浸透」といったキー
ワードがみられた。前回同様、動画配信に関する取り組みを重視する事業者の意見が目立っ
た。

w� 1� 年౓ͱେ͖ͳࠩͳ͠
w�055 ϓϥοτϑΥʔϜͷ੒௕ʹΑΓ
w�055 ϓϥοτϑΥʔϜͷਐग़ܥ
w�Πϕンτチέοτച্૿
w�͜Ε·ͰϦʔチग़དྷ͍ͯͳ͔ͬͨ૚ʹϦʔチ
͢ΔΑ͏ڧԽͨͨ͠Ί
w�αʔϏε֦ॆ
w�χʔζ͕͔͋ͬͨΒ
w�ϓϩϞʔγϣンͷڧԽ
wܖ�໿ऀ਺ͷ૿Ճɺ୯ՁΞοϓ
wࠓ�·Ͱ౰֘ 1'ʹͳ͔ͬͨίンςンπΛఏڙ
Ͱ͖ͨͨΊ
wࢢ�৔ͷ੒௕ੑͷ͞ߴ
wࢹ�ௌҡܧ࣋ଓଅਐɾ࿩୊ԽΛاਤͨ͠༗ྉΠ
ϕンτ΁ͷτϥΠΞルΛ࢝Ί͔ͨΒ

wࢹ�ௌ਺ͷ૿Ճ
w�ࣗࣾͷ055ʹ஫ྗ͍ͯ͠ΔͨΊ
w�ू٬ྗͷ͋Δίンςンπͷ഑৴
w�্ಘҙ΁ͷӦۀΛڧԽͨ݁͠Ռɺߪೖຊ਺ͷ
্ੵΈ͕͋ͬͨ
w�৳௕ͷ༨஍͕͋Δ
w�৽ͨʹ *1 Ί࢝ϏδネεʣΛ࢈ࡒʢ஌తۀࣄ
ͨͨΊ
w�ઓ্ུ૿͍ͯ͠ڧ·͕͢ɺച্૿Ճ͸ͳ͠
w�૊৫มߋʹ൐͏ӦڧۀԽͷͨΊ
w�ಈը഑৴αʔϏεͷਁಁ
w�഑৴ίンςンπΛ૿΍ͨͨ͠Ί
w�഑৴༻ͷ൪૊ฤूडୗ͕૿͑ͨ
w�ച্૿Λ໨తͱͨ͠ӦڧۀԽ

【放送外収入】その他売上が増加した理由
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各事業者における費用の現状について、2019 年度決算の実績あるいは見込から、プラッ
トフォーム手数料を除いた「ネット費用」について、各事業者から回答を得た。尚、各設
問については、ネット費用の総額について選択肢の中から該当する範囲を選択の上、各費
用項目について総額に占める割合（％）を記入する形式で回答してもらった。

1. ネット費用総額について
最も多い回答は、「10 億円以上 20 億円未満」（23.8％）、次いで「30 億円以上」（15.5％）、「20

億円以上 30 億円未満」（13.1％）となった。各費用の範囲の中央値を平均として、未回答（14
件）を除いた回答（70 件）1 件あたりの平均ネット費用を算出すると約 16 億 300 万円で、
そこから割り出した回答者全体（84 件）のネット費用推定総額は約 1346 億 4000 万円となっ
た。

前回と今回の調査結果を比較すると、1 件あたり平均ネット費用は約 15 億 7600 万円か
ら約 16 億 300 万円へと、僅かながら増加する結果となった。

Ⅱ . 費用の現状について

N=84

１億円未満3.6％
5000万円未満6.0％

10億円未満
8.3％

3億円未満
4.8％

30億円未満
13.1％

NA
16.7％

5億円未満
8.3％

20億円未満
23.8％

30億円以上
15.5％

N=86

１億円未満4.7％
5000万円未満3.5％

10億円未満
11.6％

3億円未満
5.8％

30億円未満
14.0％

NA
10.5％

5億円未満
12.8％

20億円未満
19.8％

30億円以上
17.4％

ਤද 1�　ネοτඅ༻૯ֹ
2020 年調査 201� 年調査
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2. 費用Λ઎Ίるׂ߹について（項目ผ）
続いてネット費用総額に占める割合を次の 4 項目（番組送信費、番組制作・ߪ入費、マー

ケティング・宣伝販促費、一般管理費・その他）について聞いた。

ᶃ番組送信費（トラポンɺ送信ྉͳͲ）
ネット費用総額における番組送信費の割合は「20 〜 30％」（29.8％）が最も多く、次い

で「10 〜 20％」（26.2％）となった。前回調査では番組送信費が 30％未満と回答した事業
者の割合が合計 66.3％であったが、今回は若干増加し、合計 71.5％となっている。

ਤද 1�　൪૊送৴අͷൺ཰

N=84

NA
4.8％

「0～10％」
14.3％

「0％」1.2％

「20～30％」
29.8％

「40～50％」6.0％

「50～60％」3.6％

「70～80％」2.4％
「80～90％」0％

「60～70％」0％

「90～100％」1.2％

「10～20％」
26.2％

「30～40％」
10.7％

N=86
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「60～70％」1.2％

「90～100％」1.2％

「10～20％」
24.4％

「30～40％」
20.9％

2020 年調査 201� 年調査

ਤද 20　൪૊੍࡞ɾߪೖඅͷൺ཰
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「90～100％」1.2％
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9.3％

「0％」1.2％

2020 年調査 201� 年調査

ᶄ番組੍作・ߪ入費
「40〜50％」と「50〜60％」（ともに22.6％）の回答が最も多く、次いで「30〜40％」（15.5％）、

「20 〜 30％」（10.7％）と続いた。前回調査では番組制作・ߪ入費が 50％未満と回答した
事業者が合計 45.5％と過半数に満たなかったが、今回は合計 53.6％と増加し、過半数を上
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回る結果となった。

ᶅマーケティング・宣伝販促費
「0 〜 10％」の回答が半数近く（46.4％）を占め、「10 〜 20％」（31.0％）、「0％」（9.5％）
と続いた。

 

ᶆҰൠ؅ཧ費・ͦのଞ
「10 〜 20％」（29.8％）が最も多く、次いで「20 〜 30％」（20.2％）、「30 〜 40％」（15.5％）
と続いた。前回調査では一般管理費・その他が 20％未満と回答した事業者が合計 57.0％
であったが、今回は合計 46.5％と減少し、過半数を下回る結果となった。

ਤද 21　ϚʔέςΟンάɾએ఻ൢଅඅͷൺ཰
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�. 費用の増加について
ネット費用項目のうち、増加あるいは増強した費用項目についても回答してもらった。

増加した費用項目については「番組制作・ߪ入費」と回答した事業者が、全回答 45 件
のうち、29 件と最も多くを占めた。増加理由としてはコンテンツの強化を目的とした回
答が多くみられた。
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4. 配信費用の増加について
各事業者が配信サービスに係る費用について、前年比での増加率について回答しても

らった。

全回答 84 件のうち、およそ半数の 44 件が「変わっていない」と回答している。増額と
回答した事業者（26 件）についても、約 7 割（18 件）が 10％未満の増額であり、多くの
事業者が前年並みあるいは微増にとどまる結果となっている。
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Ⅲ . 営業損益について
収入・費用に加え、同じく 2019 年度の実績ないし見込から、営業損益についても聞いた。

1. 営業損益
最も多い回答は、「1 億円未満の利益」（17.9％）で、次いで「1 億円以上〜 3 億円未満の利益」

（16.7％）だった。損失となった事業者は計 11 件（13.1％）となった。

ਤද 2�　Ӧۀଛӹ
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2. 経೥比ֱ
「2019 年調査」との比較では、「1 億円未満の利益」及び「1 億円以上〜 3 億円未満の利益」
の回答が合計で 2.6 ポイント増加した。一方で「3 億円以上の損失」及び「3 億円未満の損失」
の回答は合計 0.2 ポイントの増加で、ほぼ横ばいだった。また、「ほぼ均衡」は 2.9 ポイン
ト増加した。

また、前年度決算との比較では、「増益」と回答した事業者が 46.4％と、「減益」と回答
した事業者の 42.9％を上回る結果となった。
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NA
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N=84
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Ⅳ . 広告営業活動について
ᶃ広告営業活動の༗ແ

前回の調査では、86 チャンネル中、72 チャンネル（83.7％）が広告営業活動を行って
いた。今回の調査では、84 チャンネル中、67 チャンネル（79.8％）が広告営業活動を行っ
ていると回答した。多チャンネル放送は基本的に有料放送であるため、視聴料収入が主た
る収入だが、広告も主要な収入源となっている。このような現状を踏まえて、各チャンネ
ルに広告営業活動について聞いた。
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79.8％

20.2％

はい

いいえ

N=84

2020年

2016年

2017年

2018年

2019年

0 20 �0 �0 �0 100

͸͍���� 22��

���� 23��

�0��

�3��

���� 20�2

1���

1��3

͍͍͑

/���

/���

/���

/���

/���

（％）

ᶄ 201� ೥度の広告収入の಺༁

2019 年度の広告収入における種類別（タイム・スポット・その他）の売上比率を聞き、
67 チャンネルから回答を得た。まず、「タイム」の比率は「0％」が 40 件で 6 割、「10 〜
20％未満」が 7 件、「0 〜 10％未満」が 5 件と、広告売上の 20％未満とする回答が全体の
7 割強を占めた。一方、「スポット」の比率は、「100％」が 19 件、「90％〜 100％未満」が
15 件となっており、半数の事業者でスポットでの出稿が大多数を占めていることがわか
る。「その他」に関しては、「0％」が 34 件で半数、「0 〜 10％未満」が 10 件、「10 〜 20％
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未満」が 8 件と、「タイム」と同様に広告売上の 20％未満とする回答が全体の 7 割強を占
めた。

なお、売上比率の平均値は「タイム」が 15.2％、「スポット」が 71.2％、「その他」が
13.5％となっている。
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ͦͷଞͷճ౴
w� ϒϥンσουίンςンπͷ
ύʔτφγοϓڧԽ

ᶅ広告売上Λ৳͹すͨΊの取Γ組Έ

広告売上を伸ばすために取り組むべき課題、その中で最も重要だと考えている課題につ
いて聞いた。なお、前半の質問については複数回答も可としている。

（1）取Γ組Ή΂͖課題
最重要課題としてあげられたもので最も多かったのは、「スポット広告の獲得強化」で

17 件（25.4％）、次いで「放送外での広告売上の強化」が 14 件（20.9％）であった。この
2 項目は、取り組みたいことでも上位につけており、多くの事業者で重要と考えられてい
ることがわかる。取り組みたいことについては複数回答で多くの項目に回答が寄せられて
おり、事業者がさまざまなଆ面から広告収入の伸ுに向けての取り組みを検討しているこ
とがうかがえる。

೥との比ֱࡢ（2）
最重要課題に挙げられた項目について、前々回、前回との比較をしたものが以下の図表

である。今回は前回までと比較して、「タイム広告の獲得強化」および「通販・インフォマー
シャルの強化」へのマインドが減少し、かわりに「広告代理ళとの関係強化」および「放
送外での広告売上の強化」へ意識が向けられている傾向にあった。その理由を以下の設問
で聞いている。
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ᶆ࠷΋重要ͩと͑ߟているཧ༝

最も重要だと考えている理由についてフリーアンサー形式で聞いてみたところ、以下の
ような回答が寄せられた。
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〈タイム広告の獲得強化〉
w�҆ఆͨ͠ऩೖݯʹͳΔͷͱɺऩೖ૿ʹͭͳ͕Δҝ
w�ࣗࣾチャンネルΒ͍͠൪૊։ൃʹΑΓϒϥンυɾϩΠΞϦςΟͷཱ͔֬Βൃੜ͢ΔίϛϡχςΟʹ
ର͢ΔλΠϜ޿告֫ಘͰऩӹ֬อΛ໨͢ࢦ

〈スポット広告の獲得強化〉
w�εϙʔπɺԻָδャンルͷίンςンπ͕ՃΘΔͷͰɺ෯͍޿εϙンαʔ΁ͷΞϓϩʔチ͕Մೳʹͳ
Δ͔Β
w�$4ۀքͰ͸ɺλΠϜग़ߘͷػձ͸΄ͱΜͲ໛ࡧͰ͖ͳ͍ɻ·ͨɺಈըίンςンπͷαϒεΫϦϓγϣ
ンϏδネε͕ྲྀ͢ߦΔதͰɺ༗ྉ放送ͷதͰ޿告ల։Λ͢Δگࢢ͸͍͠ݫঢ়گʹ͋ΔɻΫϥΠΞン
τʹ͔ͬ͠Γͱ͖޲߹͍ɺগͣͭ͠ͷग़ߘΛ΋Β͍ͬͯ͘͜ͱΛେ੾ʹ͍ͨ͠ͱ͍͏͍ࢥΛͯͬ࣋
͍ΔɻͦͷͨΊɺεϙοτग़ߘͷڧԽͦ͜ɺ্໋ࢸ୊ͱͯ͠औΓ૊Ή͜ͱΛ͍ͯ͑ߟΔ
w�ΦϦδφル൪૊૿Ճʹ൐͍ɺ࿮ఏ͕ڙൺֱత調੔͠΍͍͢εϙοτͰ޿告ऩೖΛ61͍ͤͨ͞
w�εϙοτ޿告͕ച্ͷج൫ͱͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͔Βޙࠓ΋ܧଓతͳ֫ಘΛ͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋Δͱ͑ߟ
͍ͯΔ
w�λΠϜग़ߘʹ͍ͭͯ͸ɺ$4ۀքͰ͸ඇৗʹ೉͘͠ɺεϙοτग़֫ߘಘͰগͣͭ͠Ͱ΋͓٬༷ʹՁ
஋Λఏ͢ڙ΂͖ͱ͍ͯ͑ߟΔͨΊ
wݱ�ஈ֊ͰओཁͳऩೖݯͳͷͰ
wࠓࡢ�ͷ޿告ऩೖͷֹ͕ݮɺ౰ࣾʹͱͬͯվળ͢΂͖ૣٸͳ՝୊ͱͳ͍ͬͯΔͨΊ
w�औҾ݅਺͕৳ͼ͓ͯΒͣɺ·ͩ·ͩ޿告࿮ʹΏͱΓͷ͋Δঢ়گͷҝɺ֫ಘڧԽ͕࠷ॏཁͱ͑ߟΔɻ�
w�ઐ໳チャンネルͳͷͰɺܶ৔৽࡞ͷεϙοτ΍ؔ࿈ಛूͰͷҰൠ޿告Ҋ݅ͷ֫ಘΛ֦ॆ͍͖ͯͨ͠
͍ɻίϩφՒͷӨڹͰܶ৔৽࡞ͷެ։͕தࢭɾԆظʹͳΓɺөըҎ֎ͷҰൠ޿告Ҋ݅Λޙࠓ͸֫ಘ
͍͔ͯ͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ͱ͍ͯ͑ߟΔ
w�ಈըίンςンπʹΑΔαϒεΫϦϓγϣンϏδネε͕୆಄͢ΔதͰɺ༗ྉ多チャンネルͰͷ޿告ల
։͸گࢢͱͯ͠͞͠ݫΛ૿͠ɺͦͷதͰɺগ͠Ͱ΋޿告ച্Λ֫ಘ͢ΔͨΊʹεϙοτ$.֫ಘ͕
ΔͨΊ͑ߟॏཁͱ࠷
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w�ಈըίンςンπͷࢹௌͷத৺͕αϒεΫϦϓγϣンϞσルʹҠ͢ߦΔதͰɺ༗ྉ多チャンネルͷ޿
告धཁɾگࢢ͸ڥ؀͍͠ݫʹ͋Δ͕ɺ͔ͩΒͦ͜ɺεϙοτ$.ͷ֫ಘʹΑΓɺগͣͭ͠Ͱ΋Ϋϥ
ΠΞンτͷχʔζΛर্͍͛ɺച্֦େʹ͚ͨ޲ΞΫγϣンΛऔΔඞཁΛ͍ͯ͡ײΔ

〈広告単価の値上げ〉
w�ίンςンπͷՁ஋ΛߴΊΔ͜ͱ͕޿告୯Ձͷ্ঢʹͭͳ͕ΓɺΫϥΠΞンτͷຬ଍౓্޲ʹ΋ͭͳ
͕ΔͨΊ
w޿�告୯Ձ͕௿͍··Ͱ͸ɺ޿告࿮Λ֦େͯ͠΋ޮՌ͕ബ͍ͱ͍ͯ͑ߟΔͨΊ
w�୯Ձ͕௿͍··Ͱ͸ɺ޿告࿮Λ֦େͯ͠΋ޮՌ͸ബ͍ͱ͍ͯ͑ߟΔͨΊ

〈通販・インフォマーシャルの強化〉
wࢹ�ௌ཰ࡦࢪ্޲ʹΑΔ௨ൢεϙンαʔग़ߘͷ֦େɺͦΕʹ൐͍͍ߴਫ४Ͱͷച্ϕʔε࡞ΔࣄΛ࠷
ॏཁͱ͍ͯ͑ߟΔ

〈プロダクト・プレイスメントへの取り組み強化〉
w�ࣗओ੍࡞ൺ཰ͷ͍ߴチャンネルͰ͋Δ͕ނʹɺ�ΦϦδφル੍࡞൪૊ͷ಺༰ɾチャンネルͷڧΈ�౳Λ
௚઀εϙンαʔʹ͝Ҋ಺Λ্ͨ͠Ͱɺ�ͦͷ༗ޮత׆༻ํ๏ΛఏҊ͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟΔҝ
w�࿮ചΓͰड஫͢Δͷ͸͍ͨ͠ݫΊίンςンπʷεϙンαʔͷ޿告اըྗΛߴΊΔ͜ͱ͕ॏཁ

〈広告代理店との関係強化〉
w�Ӧޮۀ཰ɺ͔ࡉͳΞΧ΢ンτ΁ͷఏҊྗ
w޿�告࿮͸ແ҉ʹ૿΍ͤͳ͍ͷͰɺग़ߘΛ૿΍͢΂͘୅ཧళ΍εϙンαʔͱͷؔߏੑ܎ஙΛ͍ͨ͠

〈スポンサーへのダイレクトセールス強化〉
w�$4 ΔதͰɺ�ฐࣾチャンネル͕εϙ·ߴ告ʯ�ͷൺॏ͕޿告͕Ϩεϙンε͚ͩͰ൑அ͞ΕΔʮ௨ൢ޿
ンαʔͱ૝ఆ͞ΕΔ٬ސʹର͠௚઀ɺ�チャンネルͷ಺༰ʢίンςンπɾࢹௌଐ ɾੑڧΈʣ�౳Λઆ໌͠ɺ
チャンネルͷ༑޷తͳ׆༻ํ๏Λཧղ্͍͍ͨͩͨͰग़ߘʹͭͳ͍͛ͨɻͱ͍ͯ͑ߟΔҝ
w�χοチͭ׌ίΞͳۀքͰ͋ΔͷͰɺ֬実ʹݸʑͷεϙンαʔͱີͳؔ܎Λங͍͍ͯ͘΂͖ͩͱ͑ߟ
ͨͨΊ
w޿�告ͱͯͬݴ΋୯७ͳ放送αʔϏε͚ͩͰͳ͘ɺ഑৴ɺ8&#ͱ͍ͬͨෳ߹తͳఏҊ͕Ͱ͖Δ͸ͣ
ͳͷͰɺϑϨΩγϒルͳରԠ΍ϨεϙンεΛͯ͑ߟ΋ɺΫϥΠΞンτͱ௚઀ͭͳ͕ΓΛͭ࣋͜ͱ͕
ඞཁͱ͑ߟΔ
w޿�告ձࣾܦ༝Ͱ͸ઐ໳チャンネルͳΒͰ͸ͷ޿告ηʔルε͸͍͠ݫʢεϙンαʔʹಧ͔ͳ͍ʣ
wࢹ�ௌऀͷݸਓ৘報͕ޙࠓେ͖ͳՁ஋Λͭ࣋ɻ57γϣοϐンάऀۀʹ͢΂ͯಠ઎͞Ε͍ͯΔݱঢ়Ͱ
͸࣍ͷҰखʹ͚ܽΔɻͦͷͨΊɺ௚઀�μΠϨΫτγϣοϐンάΛチャンネルଆ͕͏ߦͳͲ͍ͯ͠
͘ඞཁ͕͋ΔͨΊ
wࢹ�ௌऀ૚͕ ͩ·ͩ·୅ͳͷͰࡀ�0 &ίϚʔεΛ実͢ߦΔ͜ͱ͕͍ͨ͠ݫΊɺ57γϣοϐンάͷ
χʔζ͸େ͖͍ͱ͏ࢥ
w�ࣗओ੍࡞ൺ཰ͷ͍ߴチャンネルͳͷͰɺ�ͦͷίンςンπͷ಺༰͓ΑͼڧΈɾಛੑΛ௚઀͝Ҋ಺Λ͠
ͨ�্Ͱɺͦͷϊ΢ϋ΢Λੜ͔ͨ͠ө૾੍ٴ࡞ͼ൪૊ࢍڠ౳Λ�ηʔルεɾग़ߘʹͭͳ͍͛ͨɻͱߟ
͍͑ͯΔҝ
w�৽نΫϥΠΞンτ։୓

〈放送外での広告売上の強化〉
w�$.࿮ηʔルεͰ͸ઌࡉΓ͢ΔͷͰ放送֎ʹ஫ྗ͍ͨ͠
w�$4 放送ͷରମྗ௿ԼٴͼɺۀڝϝσΟΞͷ୆಄ʹΑΓɺ放送֎ऩӹΛ֫ಘ͢ΔҝͷϦιʔε΍Φ
Ϧδφルίンςンπʢ*1ʣͷڧԽ ࣋ங͍͔ͤͯ͞ͳ͚Ε͹ɺച্Λ੒௕͢Δ͜ͱ΋͓Ζ͔ɺҡߏ�
͢Δ͜ͱ΋ࠔ೉ͱ͑ߟΔ
w�$4 放送ͷഔମՁ஋΍৽͍͠ϝσΟΞ͕ొ৔͢Δதɺίンςンπͷ։ൃ͸໪࿦ɺΧελϚʔͱͷ৘
報઀఺ΛڧԽ͢Δඞཁ͕͋Δͱ͑ߟɺΧςΰϦʔʹಛԽͨ͠ɺۀࣄ։ൃ͕ٸ຿ͱྀࢥ
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w�σδλル΁ͷγϑτɻ࣌୅͕ͦ͏ͳ͍ͬͯΔ͔Β
w�σδλルڧԽ
w�σδλル޿告ͷ૿੎ʹΑΓɺςϨϏ޿告ͷऩೖ͕མͪࠐΜͰ͍Δ�ͨΊ
w�Իָチャンネルͱͯ͠ͷ多༷ੑΛ実͍ͨͤ͞ݱ
wܖ�໿ऀ਺ͷݮগʹΑΓɺεϙοτ޿告Ͱ͸ऩӹ͕ࠐݟΊͳ͍ͨΊ
w޿�告ऩೖ΋ݮগ͕ଓ͍͓ͯΓɺ放送ʹཔΒͳ͍Πϕンτ౳Ͱͷ޿告ڧԽ͕ඞཁͩͱ͍ͯ͑ߟΔ
w�放送ۀࣄ͸Լ͍߱ͯ͠Δҝ
w�༸ըઐ໳Λத৺ͱͨ͠チャンネルͰ͸$4ࢢ৔Ͱ࠷΋େ͖͍௨ൢ޿告ͷ֦େ͸೉͘͠ɺޙࠓ͸放送
֎Ͱͷ޿告ηʔルεڧԽ͕ߋʹඞཁͩͱ͍ͯ͑ߟΔ

〈協賛スポンサー獲得の為のイベント強化〉
w޿�告Ӧۀʹ͍ͭͯ͸ɺ޿告࿮ΛຒΊΔۀ࡞ͷ࣌୅Ͱ͸ͳ͍Πϕンτͱ൪૊Λ࿈ಈͤ͞Δ͜ͱͰϚネ
λΠζ͢Δ͜ͱ͕ॏཁ
w�放送֎ऩೖͷඞཁੑΛ͍ͯ͡ײΔҝ

〈その他〉
w�ϒϥンυΛੜ͔ͨ͠ίンςンπʹΑΔϓϨΠεϝンτૌٻΛఏ͢ڙΔ͜ͱͰɺڝ߹ϝσΟΞͱͷ౰
チャンネルͳΒͰ͸ͷࠩผԽΛਤΔ

さまざまな回答が寄せられたが、自社チャンネルおよび CS 放送全体の価値向上、クラ
イアントの理解といった従来の課題のほかに、放送内の広告販売（C.）での広告売上

の拡大に限界を感じるなか、スポンサーへのμイレクトηールス強化や、放送外での広告
で、他にはない強みをいかに作るかなど、既ଘの࿮組みを超える新たな取組みによって収
入拡大を模ࡧしている事業者の੠が目立った。
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Ⅴ . スカパー！サービスについて

1. スカパー！における番組配信ܗଶ

配信先のスカパー！への番組の配信形態についてたずねた。プレミアムサービスにおい
て「ベーシック」が 51.2％、「プレミアム」が 31.0％、「ベーシックとプレミアム྆方」が
14.3％となった。続いてスカパー！サービス（110 度）は「ベーシック」が 46.4％、「プレ
ミアム」が 13.1％、「ベーシックとプレミアム྆方」が 14.3％、スカパー！サービスに配
信できていないという回答が 26.2％となった。スカパー！光においては「ベーシック」が
53.6％、「プレミアム」が 29.8％、「ベーシックとプレミアム྆方」が 14.3％となっている。

110 度の 12 スロット )D 化によるଳ域整理でチャンネル数が増えたものの 22 チャンネ
ルは 110 度でサービスできていない。

配信していない3.6％

ベーシックで
配信
51.2％

プレミアムで
配信
31.0％

両方で配信
14.3％

N=84

ਤද 3�　εΧύʔʂʢ12��12� ౓ʣ΁ͷ൪૊഑৴ঢ়گ

ベーシックで
配信
46.4％

プレミアムで
配信13.1％

両方で配信
14.3％

N=84

配信していない
26.2％

ਤද 3�　εΧύʔʂʢ110౓ʣ΁ͷ൪૊഑৴ঢ়گ
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ベーシックで
配信
53.6％

プレミアムで
配信
29.8％

両方で配信
14.3％

N=84

配信していない2.4％

ਤද 3�　εΧύʔʂϓϨϛΞϜαʔϏεޫ΁ͷ൪૊഑৴ঢ়گ

今後の 110 度サービスについて必要と思われる商品はどのようなものかたずねた。見
たいチャンネルを個別に選択できる「アラカルト」という回答が 28 チャンネルで 45.2％、
次いで「特定ジャンルパック」26 チャンネル 41.9％「月額固定見放題パック」25 チャン
ネル 40.3％、「高額プレミアムパック」9 チャンネルで 14.5％「該当するものはない」15
チャンネルで 24.2％という結果となった。昨年までは「アラカルト」「特定ジャンルパッ
ク」といった、選択型商品に目が向けられていたが、「月額固定見放題パック」という回
答が増え選択型に多様性が求められる結果となった。「該当するものがない」という回答
も 1/4 あり、有効な商品について決定打に欠けるという状況は続いている。

2. スカパー！商品について

その
他

ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=62（複数回答あり）

1
1

0 10 20 30 �0

28

26

25

9

15

ΞϥΧルτ

ಛఆδャンルύοΫ

放୊ύοΫݟఆݻֹ݄

ϓϨϛΞϜύοΫֹߴ

֘౰͢Δ΋ͷ͸ͳ͍

（45.2％）

（41.9％）

（40.3％）

（14.5％）

（24.2％）

ਤද 3�　εΧύʔ � ʹͱͬͯඞཁͱࢥΘΕΔ঎඼
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�. 商品Λඞ要と͏ࢥཧ༝（フリーアンサー）
必要と思われる商品に対してその理由をフリーアンサー形式で௖いたものをྻ記しておく。

1ɽͨݟいチャンネルΛݸผにબ୒Ͱ͖る「アラカルト」
̤̩̩に対߅するため
お客様に多様な選択肢を提供すべきだから
商品の多様性が DT) のストロングポイントのため
それ以外の有効な商品がないため
ニーζに合った商品を組成することで、柔軟に対応するため
パックも一定のニーζはあるかと思うが、個別に選択できるアラカルトは基本的なスタンスとして重要
ベーシックパックなど高額商品の選択率௿下に伴い、྿価൛商品のアラカルト販売は必要と思われる
視聴者ニーζに応えるため（安価であること）
視聴者のࢤ向の変化。見たいものだけを観たい、༨計な費用をかけたくないなど
視聴者の選択形態に合致していると思うので
自由選択、及びϘリュームパックの優位性を感じるҝ
商品の多様性
世ଳという考え方から個人という考え方に時代はシフトしているので、個人のझ味ᅂ好によって商品を構成

できることが魅力の一つ
選択の幅が広いことはスカパー � の強みであると考えています。一方主力商品として競૪力のあるミニパッ

クも必要だと思います
配信プラットフォームとの競૪力をあげるため

2ɽಛఆδャンルパッΫ（ಉδャンルɺҟͳるδャンルの組Έ߹ΘͤͰྗڧパッΫ）
110 度に該当するパックが無いため
お客様に多様な選択肢を提供すべきだから
商品の多様性が DT) のストロングポイントのため
それ以外の有効な商品がないため
ニーζに合った商品を組成することで、柔軟に対応するため
ۚ額を抑えた商品の開発のため
視聴者ニーζの多様化への対応、OTT への対߅手段として商品ラインナップの充実化が必要だと思います
視聴者のࢤ向の変化。見たいものだけを観たい、༨計な費用をかけたくないなど
視聴者の選択形態に合致していると思うので
商品の多様性
世ଳという考え方から個人という考え方に時代はシフトしているので、個人のझ味ᅂ好によって商品を構成

できることが魅力の一つ
選択の幅が広いことはスカパー � の強みであると考えています。一方主力商品として競૪力のあるミニパッ

クも必要だと思います
配信プラットフォームとの競૪力をあげるため

3．好きな番組を好きなだけ選べる月額固定見放題パック
OTT サービスとの価格競૪力
̤̩̩に対߅するため
お客様に多様な選択肢を提供すべきだから
シェアを拡大する配信系サービスと対߅するため
商品の多様性が DT) のストロングポイントのため
ニーζに合った商品を組成することで、柔軟に対応するため
Ϣーβーニーζの多様化
視聴者ニーζの多様化への対応、OTT への対߅手段として商品ラインナップの充実化が必要だと思います
視聴者の選択形態に合致していると思うので
自由選択、及びϘリュームパックの優位性を感じるҝ
商品の多様性
世ଳという考え方から個人という考え方に時代はシフトしているので、個人のझ味ᅂ好によって商品を構成

できることが魅力の一つ
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スカパー！において放送サービスおよび放送外サービスとして実施しているコンテン
ツ供څと目的をたずねた。無料のスカパー！オンデマンドは 37 チャンネルが実施 / スカ
パー！オンデマンドの有料は 36 チャンネルが実施 /「BS スカパー！」38 チャンネル、「ス
カチャン」21 チャンネルと多くの事業者が供څしている。目的としても「無料のスカパー！
オンデマンド」の場合、チャンネルプロモーション 19 チャンネルで目的としてはチャン
ネルプロモーションといった意味合いが強い。「有料のスカパー！オンデマンド」は収益
目的が 27 チャンネル、次いでチャンネルプロモーションとなった。有料なので収益目的
が多いのは当વであるが、有料でもチャンネルプロモーションは意識されているようであ
る。「BS スカパー！」では 34 チャンネルがチャンネルプロモーション、収益目的が 11 チャ
ンネルという結果であった。「スカチャン」の場合も 18 チャンネルがチャンネルプロモー
ション、という結果になり、プラットフォームの自主放送はチャンネルプロモーションの
場という意識が強く、プラットフォーム支援という回答が昨年と比べて大きく減少する結
果となった。

選択の幅が広いことはスカパー � の強みであると考えています。一方主力商品として競૪力のあるミニパッ
クも必要だと思います

定額制サービスは今のマーケットに合っているؾがします。商品内༰は検討の༨஍あり
配信サービスと同様の商品が必要だと思うから

4ɽߴ額プϨϛアムパッΫɿ全てのྗڧコンテンツ͕ݟΕるڃߴ࠷パッΫ
お客様に多様な選択肢を提供すべきだから
商品の多様性が DT) のストロングポイントのため
ニーζに合った商品を組成することで、柔軟に対応するため
自由選択、及びϘリュームパックの優位性を感じるҝ
商品の多様性

4. スカパー！における放送サービス等の࣮ࢪ状گについて

0 20 �0 �0 �0 100
ʢˋʣ

N=83

実施中 実施していない

44.6

43.4

45.8

25.3

BSスカパー！

スカチャン

スカパー！オンデマンド
（有料）

スカパー！オンデマンド
（無料） 55.4

56.6

54.2

74.7

ਤද 3�　放送αʔϏε౳ͷ実ࢪঢ়گʹ͍ͭͯʢશମʣ
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0 20 �0 �0 �0 100ʢˋʣ

実施中 実施していない

2018年／N=86
2019年／N=85
2020年／N=83

BSスカパー！

スカチャン

スカパー！オンデマンド
（有料）

スカパー！オンデマンド
（無料）

48.8 51.2

45.9 54.1

44.6 55.4

43.0 57.0

45.9 54.1

43.4 56.6

57.0 43.0

57.6 42.4

45.8 54.2

27.9 72.1

24.7 75.3

25.3 74.7

201�年

201�年

2020年

201�年

201�年

2020年

201�年

201�年

2020年

201�年

201�年

2020年

ਤද 3�　放送αʔϏε౳ͷ実ࢪঢ়گͷܦ年ൺֱʢશମʣ
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w��, αʔϏεͷ֦͕Γ͕গͳ͍͜ͱ
w�#4 εΧύʔ � ΍εΧύʔΦンσϚンυͳͲɺϝσΟΞࣗମͷ஌໊౓ɺ઀৮཰ͷ௿͞
w�#4 εΧύʔɺεΧチャンࣗମͷೝ஌͕௿͘ɺϓϩϞʔγϣンʹͳΓಘ͍ͯͳ͍
w�#4 εΧύʔ΍εΧチャンʹ࿮͕ͳ͍
w�1' ͷૌ͕ྗٻෆे෼
w�ΦンσϚンυͷೝ஌Λ্͍͖͍ͨͩͨͯͤ͞޲
w�ΦンσϚンυࢹௌͷ͕޿Γ͕ͳ͍ɻϓϩϞʔγϣン΍རศੑΛߴΊΔඞཁ͕͋Δͱ͡ײΔ
w�ΦンσϚンυࢹௌͷೝ஌΍ϝϦοτͷܒ໤͕΋͏গ͋͠ΔͱΑ͍ͱ͍ࢥ·͢
w�ΦンσϚンυೝ஌ɺར׆༻ʹର͢ΔϓϩϞʔγϣンෆ଍Λ͡ײΔ
w�ΦンσϚンυച্ͷ௿͞ɺऩӹੑ
w�αʔϏεͷೝ஌౓͕௿͍
w�δャンルʹΑΔಛੑΛੜ͔͖͠Ε͍ͯͳ͍
w�εΧύʔΦϦδφルチャンネル΍ �L ͷೝ஌౓͕௿͍
w�εΧύʔΦンσϚンυͷݟ௚͕͠ඞཁ͔ͱ͍ࢥ·͢
w�εΧύʔͷίンςンπʹର͢Δࢧԉ͕ݮΓɺ݁ՌɺՃೖऀ֫ಘ͕೉͍͠ঢ়گͱͳ͍ͬͯΔ
w�εΧύʔࣗ਎ͷΦϦδφルڧԽ͹͔Γ͕໨ཱ͓ͬͯΓɺ#4εΧύʔͰͷൢଅ͕ຊ౰ʹチャンネル
ϓϩϞʔγϣンڧԽʹͭͳ͕͍ͬͯΔͷ͔͕ٙ໰
w�放送ڥ؀΁ͷΞΫηε͕͍͠ݫதͰɺεΧύʔΦンσϚンυʢ༗ྉʣͰͷϚネλΠζͷ֬อ͸ॏཁ
Ͱ͋Δ
w�ϝσΟΞͷೝ஌౓ɺ઀৮཰ͷ௿͞
w�ΑΓチャンネル΁ͷམͱ͠ࠐΈͷࡦࢪΛݕ౼͍͖͍ͯͨ͠
w�ө૾ૉࡐɺϝλσʔλͷ͕ۀ࡞ඇৗʹख͕͔͔ؒΔ
w�༗ྉ 055αʔϏεͷՃೖ݅਺ͷ֦େɻܖ໿ऀ෇ଳແྉαʔϏείンςンπͷ֦େ
wݖ�རͷ֬報
wݖ�རॲཧͷखؒͱίετ͕͔͔Δ͕ޮՌ͕ෆ໌֬
wࢹ�ௌ਺্޲ͷͨΊͷϓϩϞʔγϣンΛڧԽͯ͠΄͍͠
wࢧ͕ऀۀࣄ�෷͍ͬͯΔख਺ྉΛࢿݪʹͯ͠ɺڝ߹͢Δίンςンπͷߪೖ͸΍Ίͯ΄͍͠
w�ऩӹʹͭͳ͕Βͳ͍
w�৽ͨͳΦンσϚンυ঎඼ମܥͷߏங͕ٸ຿
w�ಈըαʔϏεΛ͍ͯͬߦΔೝ஌΋௿͘ɺऩӹྗ͕ऑ͍
w�ಛʹ #4εΧύʔʂɺεΧチャンͰͷల։ʹ͓͍ͯɺ�Ճೖ໘ͰͷޮՌΛ۩ମతʹଌఆ͢Δज़͕ͳ͍
w�഑৴ݖͷϋʔυル͕͍ߴ�๏తʹɺ放送ͱ഑৴ͷݖརΛ্ख͘औΓవΊͯ΄͍͠

実施している中での問題点・改ળ点など感じていることをフリーアンサー形式で回答し
て௖いたものをྻ記する。

�. スカパー！における放送サービスの໰題఺・վળ఺について
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実施している
44.6％実施していない

55.4％

N=83 N=37（複数回答あり）
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N=46（複数回答あり）
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ਤද �0　εΧύʔʂΦンσϚンυʢແྉʣͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w� ಀ͠ݟ໿ऀܖ
w� ௌऀαʔϏεࢹ
w� ౼ݕޙࠓ

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w� Δίンςンπ͕ͳ͍ͨΊ͢څڙ

コンテンツの供څに関して、実施していないと回答しているチャンネルに理由をたずね
た。「スカパー！オンデマンド（無料）」に供څしない理由としては、「権利的な問題」24
チャンネル、「収益が合わない」17 チャンネル、「チャンネルプロモーションにつながら
ない」13 チャンネル、という結果になった。要は、予算を割いて権利をクリアしても無
料であり収益にはつながらず、プロモーションにもつながらないので実施を回ආしている
現状と考えられる。「スカパー！オンデマンド（有料）」は「権利的な問題」25 チャンネル、

「収益が合わない」21 チャンネル、権利をクリアしてもそれほどメリットを感じられない
という൑அのようである。「BS スカパー！」では「権利的な問題」16 チャンネル「チャ
ンネルプロモーションにつながらない」13 チャンネルという回答となった。「スカチャン」
では「権利的問題」が 22 チャンネル「収益が合わない」13 チャンネルという回答だが「チャ
ンネルプロモーションにつながらない」23 チャンネルという結果になりプロモーション
につながらないものにはコンテンツを供څしないという姿勢が明確になった。

�. スカパー！における放送サービス等へのコンテンツ供څະ࣮ࢪについて
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実施している
43.4％実施していない

56.6％

N=83 N=36（複数回答あり）
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ਤද �1　εΧύʔʂΦンσϚンυʢ༗ྉʣͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
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実͍ͯ͠ࢪͳ͍ཧ༝ N=45（複数回答あり）
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N=83 N=38（複数回答あり）
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ਤද �2　#4εΧύʔʂͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾ/"

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w�Ξμルτ/(
w�ٕज़త໰୊
w�࿮͕ͳ͍
w͢څڙ�Δίンςンπ͕ͳ͍ͨΊ
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実͍ͯ͠ࢪͳ͍ཧ༝ N=62（複数回答あり）
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N=83 N=21（複数回答あり）
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ਤද �3　εΧチャンͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾݕޙࠓ౼

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w�Ξμルτ/(
w�ޮՌͳ͠
w�࿮͕ͳ͍
w͢څڙ�Δίンςンπ͕ͳ͍ͨΊ



55

ᶜ .$"57഑৴について

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

Ⅵ .…CATV配信について

1. CATV における販売ܗଶについて

2. CATV における配信ہ数について

まず配信先の CATV における販売形態についてたずねた。「ベーシック」が 44.0％、「プ
レミアム」が 19.0％、「ベーシックとプレミアム྆方」が 29.8％、「配信していない」が 7.1％
となった。

前回との比較でみると、「ベーシックとプレミアムの྆方で配信」が 10 ポイントと大幅
に増加している一方で、「プレミアム」と「ベーシック」はそれぞれ約 5 ポイントずつ減
少している。ベーシックが主ྲྀではあるものの、販売形態が多様化していることがうかが
える。

配信局数については、「100 局以下」から「351 局以上」まで 50 局きざみの各レンジに、
それぞれ 10％台で分ࢄし、20％をこえるレンジはなかった。内訳としては「151 〜 200 局」
と「301 〜 350 局」がそれぞれ 19.2％で最多となった。

前回と比較すると、「100 局以下」が 8.5 ポイント減少して「151 〜 200 局」が 7.9 ポイ
ント増加する変化が見られた。一方、「201 〜 250 局」から「351 局以上」までのグループ
の合計は 57.6％で前年と変わらず、内訳にはやや小動きがあったものの、201 局以上で࠾
用されているグループ合計には大きな変化がなかった。

配信していない7.1％

ベーシックで
配信
44.0％

プレミアムで
配信
19.0％

両方で
配信
29.8％

N=84

ਤද ��　$"57΁ͷ൪૊഑৴ঢ়گ
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�. CATV における配信ہ数の増減について
配信局数の増減については、「変わらない」との回答が 47.4％と多数を占めた。
前回と比べると、「減った」との回答だけが増えていて、5.3 ポイント増加した。その影

響で「増えた」が 4.1 ポイント減少、「変わらない」が 1.4 ポイント減少した。

ਤද ��　$"57΁ͷ഑৴ہ਺ͷ૿ݮ

増えた
39.7％

変わらない
47.4％

減った
12.8％

N=78

4. CATV における商品ߏ成について
多チャンネル業界全体の成長を考える立場から、CATV の主力商品としてどのような

ものが最良と考えているかたずねたところ、「ビッグ・ベーシック」との回答が 69.2％
と圧倒的な大勢を占めた。ビッグ・ベーシック以外の選択肢の中では、「ジャンル」が
10.3％とトップで、「ミニパック」（7.7％）、「アラカルト」（6.4％）がそれに続いた。

前回と比較すると「ビッグ・ベーシック」は 5.8 ポイント減少している。また前回まで
は「ビッグ・ベーシック」以外の選択肢はいずれも 10％に満たなかったが、今回は「ジャ
ンル」が 10％を超え、前回（1.3％）から 9 ポイント伸びているのが特徴的である。

100局以下
10.3％

N=78

101～150局
12.8％

151～200局
19.2％

201～250局
11.5％

251～300局
14.1％

301～350局
19.2％

351局以上
12.8％

ਤද ��　$"57΁ͷ഑৴ہ਺
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また、オプション選択できる商品構成についてどのようなものが望ましいか複数回答で
たずねたところ、「ミニパック」（35 件）、「ジャンル」（34 件）、「アラカルト」（33 件）、「VOD」

（32 件）がほぼ横並びとなった。
前回と比較すると、「アラカルト」「ジャンル」「ミニパック」の回答が減少して、これ

に「VOD」を加えた 4 つの選択肢がほぼ並ぶ格好になった。

ビッグベーシック
69.2％

アラカルト
6.4％

ミニパック
7.7％

その他　1.3％
VOD  1.3％

選択可能なミニパック3.8％

N=78

ジャンル
10.3％

ਤද ��　$"57ͷ঎඼ߏ੒ʗओྗ঎඼

ビッ
グベ
ーシ
ック

アラ
カル
ト

ミニ
パッ
ク

選択
可能
なミ
ニパ
ック

ジャ
ンル

その
他

VO
D

ʢ݅ʣ
N=78（複数回答あり）

0

10

20

30

�0
35 34

19

3233

6

2

ਤද ��　$"57ͷ঎඼ߏ੒ʗΦϓγϣンબ୒



58

ᶜ .$"57഑৴について

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

これらの選択理由についてフリーアンサーでたずねたので、その回答を下記にྻ挙する。

〈ビッグベーシックに関するおもなフリーアンサー〉
wڝ�૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍ΞϥΧルτͰબ୒ࢶΛ֬อ͢Δͱಉ
͢·͑ߟ๬·͍͠ͱ͕ܗɺϛχύοΫͷՁ஋Λ্͛Δʹ࣌
wࢹ�ௌऀͷχʔζʹద߹ͤ͞ΔͨΊ
wࢹ�ௌऀͷ多༷ͳχʔζʹ߹ΘͤΔ΂͖
w�಺༰ɺՁ֨໘͔Βڝ૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍ΞϥΧルτͰબ୒
Ίͨ͏ࢥΔ͜ͱ͕ඞཁͩͱͤ͞͡ײɺϛχύοΫͷόϦϡʔΛʹڞΛ༻ҙ͢Δͱࢶ
w�഑৴αʔϏε΁ͷରࡦ߅ͱͯ͠

〈アラカルトに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ଆͷ঎඼ߏ੒ʹ߹ΘͤͯॊೈʹରԠ͍ͯ͘͠΂͖ͱ͑ߟΔҝ
w�έʔϒルςϨϏ͸஍σδ#4͕جຊͳͷͰϏοΫϕʔγοΫ͕ओྗ঎඼ͱͯ͠ଘ͢ࡏΔ͜ͱ͕͋ͬ
͍ͯΔ
w�έʔϒルࣗہ਎͕055 αʔϏεͱͷ࿈ܞΛ࢝Ί͍ͯΔதɺैདྷͷϕʔγοΫͷՁ֨ଳͰ͸ɺউෛ
ʹͳΒͳ͍
w�αϓϥΠϠʔͷཱ৔ͱͯ͠͸ɺϏοάϕʔγοΫ͕ଓ͘ݶΓ͸ଘଓͯ͠௖͖͍ͨͱ͍ͭͭࢥɺ͓٬
༷ͷཱ৔͔Β͢Δͱɺ͍ͨݟチャンネル͚ͩݟΔΞϥΧルτ΍ϛχύοΫͷྲྀΕ͸க͠ํͳ͍ͱࢥ
ΘΕΔͨΊ
w�ϏοΫϕʔγοΫ͸શମऩೖߏ଄͔Β΋ඞཁͱࢥΘΕΔ͕ɺࢹௌऀͷ多༷ੑΛؑΈͯɺΞϥΧルτɺ
70%΋બ୒͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͢΂͖
w�ϏοάϕʔγοΫΛத৺ͱ͠ɺΞϥΧルτɺϛχύοΫͰ໘ੵΛ͛޿Δ
w�ϓϨϛΞϜチャンネルͷҝɺϕʔγοΫ঎඼ʹؔ͢Δҙݟ͸ͯͤ͑͞߇௖͖·͢
w�Ϣʔβʔχʔζͷ多༷Խ
wڝ�૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍ΞϥΧルτͰબ୒ࢶΛ֬อ͢Δͱಉ
͢·͑ߟ๬·͍͠ͱ͕ܗɺϛχύοΫͷՁ஋Λ্͛Δʹ࣌
wࡏݱ�ͷ多チャンネル঎඼ʹ͓͍ͯɺϏοΫϕʔγοΫ͕ϕʔεͷརӹߏ଄ͱͳ͓ͬͯΓɺ"316͕
Լ͕ΔϛχύοΫ౳Λओྗʹ͢Δඞཁ͸ͳ͍ͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ͔͠͠ɺϏοΫϕʔγοΫ͚ͩͰ
͸৽֫نಘ͕ۤઓ͍ͯ͠Δ͜ͱ΋͋ΓɺΞϥΧルτ΍ϛχύοΫͷ঎඼૊੒΋ඞཁͰ͋Δͱ͸ೝࣝ
͓ͯ͠Γ·͢
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͍ͯ͘͠ࡧҝ
w�ফڈ๏ɻϛχύοΫͱ͔͕ओྗʹͳΔͱച্͕Լ͕ΓɺチャンネルͷΫΦϦςΟ͕อͯͳ͍
w�େ෯ʹച্Λམ͞ͳ͍ҝͷબ୒
w�಺༰ɺՁ֨໘͔Βڝ૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍ΞϥΧルτͰબ୒
Ίͨ͏ࢥΔ͜ͱ͕ඞཁͩͱͤ͞͡ײɺϛχύοΫͷόϦϡʔΛʹڞΛ༻ҙ͢Δͱࢶ

〈ミニパックに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ଆͷ঎඼ߏ੒ʹ߹ΘͤͯॊೈʹରԠ͍ͯ͘͠΂͖ͱ͑ߟΔҝ
w�έʔϒルہʹͱͬͯɺ055Λڝ߹ͱ࣌ͨ͑ߟʹ͸ɺ多チャンネルʹݟΒΕΔબ୒͕͋ࢶΔఔ౓͸多
͍͜ͱ͕༏ҐͰ͋Δͱ͑ߟΔͨΊ
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
w�ϏοάϕʔγοΫ͸഑৴͕୆಄͖ͯͨ͠ࡏݱͰ͸ັྗతͳ΋ͷʹͳΒͳ͍ͱࢥΘΕΔɻΞϥΧルτɾ
ϛχύοΫʹΑΔࡉ෼ԽͷχʔζʹԠ͑Δ΂͖ͱ͑ߟΔ
w�ϏοάϕʔγοΫΛத৺ͱ͠ɺΞϥΧルτɺϛχύοΫͰ໘ੵΛ͛޿Δ
w�ϛχύοΫ౳ͷ૊੒ͦͷ΋ͷʹ൓ର͍ͯ͠ͳ͍͕ɺ݁Ռͱͯ͠$"57ہɺαϓϥΠϠʔͱ΋ʹݮऩ
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ݕͱηοτͰࡦࢪͰ͖Δ࣋ྉۚʢ૯ֹʣ͕ҡڅڙΔέʔε͕多͍ͨΊɻՃೖ݅਺Λ૿΍͠൪૊ࢸʹ
౼͍͖͍ͯͨͩͨ͠
w�ϢʔβʔधཁʹҰ൪Ϛοチ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΔҝ
w�Ճೖऀʹબ୒ࢶͷ෯Λઃ͚Δ͜ͱ͸ඞཁͱ͑ߟΔɻͨͩ͠ɺネοτ΍ͦͷଞαʔϏεͱͷύοέʔ
δͱͯ͠έʔϒルςϨϏͷϝχϡʔͱ͢ΔചΓํ͕෼͔Γ΍͍͢ͷͰ͸ͳ͍͔ͱ΋͍ࢥ·͢
wࡏݱ�ͷ多チャンネル঎඼ʹ͓͍ͯɺϏοΫϕʔγοΫ͕ϕʔεͷརӹߏ଄ͱͳ͓ͬͯΓɺ"316͕
Լ͕ΔϛχύοΫ౳Λओྗʹ͢Δඞཁ͸ͳ͍ͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ͔͠͠ɺϏοΫϕʔγοΫ͚ͩͰ
͸৽֫نಘ͕ۤઓ͍ͯ͠Δ͜ͱ΋͋ΓɺΞϥΧルτ΍ϛχύοΫͷ঎඼૊੒΋ඞཁͰ͋Δͱ͸ೝࣝ
͓ͯ͠Γ·͢
wࠓ�੎͍͕͋Δ多਺ͷಈըαʔϏεͱͱ΋ʹܖ໿͕͠΍͍͢
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͍ͯ͘͠ࡧҝ
w�ओྗ঎඼͸ϕʔγοΫɺͦͷଞ͸ิ׬঎඼
w�঎඼ͷࣗ༝౓͕ॏཁ
w�঎඼ͷબ୒ࢶʹ多গͷॊೈੑ͸ඞཁͱ͑ߟΔ
w�多༷ͳ$)Λੜ׆ʹ਎ۙʹ৮Εͯ΋Β͏ʹ͸ɺϏοάϕʔγοΫ͕Ұ൪ίεύΑ͘ૌٻͰ͖Δͱࢥ
ΘΕΔ͔Β
w�ച্ͷࠜװͰ͋ΔϏοάϕʔγοΫ͕ओྗͰ͋Δ͜ͱ͸มΘΒͣɻΦϓγϣン͸ϛχύοΫʗϦʔ
ζφϒルʹ঎඼ఏڙɺδャンルύοΫʗࢹௌऀχʔζʹ߹ͬͨ঎඼͕͋Δͱྑ͍
w�ฐチャンネル͸ΦϓγϣンൢചͳͷͰɺϕʔγοΫͷ্Ґίʔεͱ͍͏Ґஔ෇͚ͩͱߪೖͷϋʔυ
ル͕͍ͨߴΊɺ஍σδʴ#4ίʔεʹΦϓγϣンΛ௥ՃͰ͖Δൢചܗ態͕࠷ળͱ͑ߟ·͢
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ

〈ジャンルに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ଆͷ঎඼ߏ੒ʹ߹ΘͤͯॊೈʹରԠ͍ͯ͘͠΂͖ͱ͑ߟΔҝ
w�Φϓγϣン͸ऩӹੑͷ՝୊͕͋Δ
w�Φϓγϣンબ୒͸ऩӹੑΛԼ͛ΔϦεΫ͕͋Δ�
w�έʔϒルςϨϏ͸஍σδ#4͕جຊͳͷͰϏοΫϕʔγοΫ͕ओྗ঎඼ͱͯ͠ଘ͢ࡏΔ͜ͱ͕͋ͬ
͍ͯΔ
w�έʔϒルہʹͱͬͯɺ055Λڝ߹ͱ࣌ͨ͑ߟʹ͸ɺ多チャンネルʹݟΒΕΔબ୒͕͋ࢶΔఔ౓͸多
͍͜ͱ͕༏ҐͰ͋Δͱ͑ߟΔͨΊ
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
w�҆ՁʹΞΫηεͰ͖ΔػձΛ૿΍͢͜ͱ͕ॏཁͩͱ͑ߟΔ
w�Ճೖऀʹબ୒ࢶͷ෯Λઃ͚Δ͜ͱ͸ඞཁͱ͑ߟΔɻͨͩ͠ɺネοτ΍ͦͷଞαʔϏεͱͷύοέʔ
δͱͯ͠έʔϒルςϨϏͷϝχϡʔͱ͢ΔചΓํ͕෼͔Γ΍͍͢ͷͰ͸ͳ͍͔ͱ΋͍ࢥ·͢
wࡏݱ�ͷ多チャンネル঎඼ʹ͓͍ͯɺϏοΫϕʔγοΫ͕ϕʔεͷརӹߏ଄ͱͳ͓ͬͯΓɺ"316͕
Լ͕ΔϛχύοΫ౳Λओྗʹ͢Δඞཁ͸ͳ͍ͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ͔͠͠ɺϏοΫϕʔγοΫ͚ͩͰ
͸৽֫نಘ͕ۤઓ͍ͯ͠Δ͜ͱ΋͋ΓɺΞϥΧルτ΍ϛχύοΫͷ঎඼૊੒΋ඞཁͰ͋Δͱ͸ೝࣝ
͓ͯ͠Γ·͢
wݱ�ঢ়Ͱ΋ϏοάϕʔγοΫ͕ओྗ঎඼Ͱ͋Δ͕ɺ७޲܏ݮͷͨΊδャンルύοΫɺ055૊߹ͤ঎඼
ͳͲ͸ඞཁͩͱ͍ࢥ·͢
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͍ͯ͘͠ࡧҝ
wࢹ�ௌऀͷ多༷ͳχʔζʹ߹ΘͤΔ΂͖
w�঎඼ͷࣗ༝౓͕ॏཁ
w�঎඼ͷબ୒ࢶʹ多গͷॊೈੑ͸ඞཁͱ͑ߟΔ
w�多༷ͳ$)Λੜ׆ʹ਎ۙʹ৮Εͯ΋Β͏ʹ͸ɺϏοάϕʔγοΫ͕Ұ൪ίεύΑ͘ૌٻͰ͖Δͱࢥ
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ΘΕΔ͔Β
w�ച্ͷࠜװͰ͋ΔϏοάϕʔγοΫ͕ओྗͰ͋Δ͜ͱ͸มΘΒͣɻΦϓγϣン͸ϛχύοΫʗϦʔ
ζφϒルʹ঎඼ఏڙɺδャンルύοΫʗࢹௌऀχʔζʹ߹ͬͨ঎඼͕͋Δͱྑ͍
w�ฐチャンネル͸ΦϓγϣンൢചͳͷͰɺϕʔγοΫͷ্Ґίʔεͱ͍͏Ґஔ෇͚ͩͱߪೖͷϋʔυ
ル͕͍ͨߴΊɺ஍σδʴ#4ίʔεʹΦϓγϣンΛ௥ՃͰ͖Δൢചܗ態͕࠷ળͱ͑ߟ·͢
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ

〈VODに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ଆͷ঎඼ߏ੒ʹ߹ΘͤͯॊೈʹରԠ͍ͯ͘͠΂͖ͱ͑ߟΔҝ
w�έʔϒルࣗہ਎͕055 αʔϏεͱͷ࿈ܞΛ࢝Ί͍ͯΔதɺैདྷͷϕʔγοΫͷՁ֨ଳͰ͸ɺউෛ
ʹͳΒͳ͍
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
w�ϏοΫϕʔγοΫ͸શମऩೖߏ଄͔Β΋ඞཁͱࢥΘΕΔ͕ɺࢹௌऀͷ多༷ੑΛؑΈͯɺΞϥΧルτɺ
70%΋બ୒͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͢΂͖
w�Ϣʔβʔχʔζͷ多༷Խ
w�ϢʔβʔधཁʹҰ൪Ϛοチ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΔҝ
wݱ�ঢ়Ͱ΋ϏοάϕʔγοΫ͕ओྗ঎඼Ͱ͋Δ͕ɺ७޲܏ݮͷͨΊδャンルύοΫɺ055૊߹ͤ঎඼
ͳͲ͸ඞཁͩͱ͍ࢥ·͢
wࠓ�੎͍͕͋Δ多਺ͷಈըαʔϏεͱͱ΋ʹܖ໿͕͠΍͍͢
w�঎඼ͷࣗ༝౓͕ॏཁ
w�঎඼ͷཚཱ͸ආ͚Δ΂͖ɻ�ҰํͰɺ055঎඼΁ͷྲྀग़͸͋Δఔ౓ආ͚ΒΕͳ͍ͷ͕ݱঢ়Ͱ΋͋Δɻ
͜ͷݱঢ়Λ౿·͑ɺطଘチャンネルͱͷ਌࿨ੑͷ055͍ߴ αʔϏεͱͷόンυルԽ͕多チャンネ
ルࢢ৔ͷҡ͢ݙߩʹ࣋Δ΋ͷͱ͑ߟΔ
w�ফڈ๏ɻϛχύοΫͱ͔͕ओྗʹͳΔͱച্͕Լ͕ΓɺチャンネルͷΫΦϦςΟ͕อͯͳ͍
w�બ୒͕ݖগͳ͍ํ͕Θ͔Γ΍͍͢ɻϏοΫϕʔγοΫͷΈͰউෛ͢΂͖
w�഑৴αʔϏε΁ͷରࡦ߅ͱͯ͠
w�ฐࣾͷδャンルಛੑ্ɺδャンルύοΫ΍ϛχύοΫ͸ෆ͖޲ͳͨΊ
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ

〈選択可能なミニパックに関するおもなフリーアンサー〉
w�έʔϒルہʹͱͬͯɺ055Λڝ߹ͱ࣌ͨ͑ߟʹ͸ɺ多チャンネルʹݟΒΕΔબ୒͕͋ࢶΔఔ౓͸多
͍͜ͱ͕༏ҐͰ͋Δͱ͑ߟΔͨΊ
w�αϓϥΠϠʔͷཱ৔ͱͯ͠͸ɺϏοάϕʔγοΫ͕ଓ͘ݶΓ͸ଘଓͯ͠௖͖͍ͨͱ͍ͭͭࢥɺ͓٬
༷ͷཱ৔͔Β͢Δͱɺ͍ͨݟチャンネル͚ͩݟΔΞϥΧルτ΍ϛχύοΫͷྲྀΕ͸க͠ํͳ͍ͱࢥ
ΘΕΔͨΊ
w�γンϓルͳ঎඼ߏ੒Ͱ多͘ͷチャンネルΛࢹௌͰ͖Δ͜ͱ͕ɺ多チャンネルαʔϏεͷັྗͰ͋Δ
͜ͱ͸มΘΒͳ͍ͱ͑ߟΔҝɻ��
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
w�҆ՁʹΞΫηεͰ͖ΔػձΛ૿΍͢͜ͱ͕ॏཁͩͱ͑ߟΔ
wࢹ�ௌऀͷ多༷ͳχʔζʹ߹ΘͤΔ΂͖
w�঎඼ͷࣗ༝౓͕ॏཁ
w�੒ਓ͚޲チャンネルͷͨΊ
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ
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CATV に配信しているチャンネルすべてに、平均単価・配信世ଳ数・総売上について、
昨年度との対比をたずねた。回答 78 件中、平均単価については、昨年と比較して「変わ
らない」が 72 件（92.3％）で多数を占め、次いで「増加」が 5 件（6.4％）、「減少」が 1 件（1.3％）
となった。配信世ଳ数については、昨年と比べて「減少」が 38 件（48.7％）で最も多く、
次いで「変わらない」が 28 件（35.9％）、「増加」が 12 件（15.4％）となった。総売上に
ついては、「減少」が 39 件（50.0％）で最も多く、ついで「変わらない」が 26 件（33.3％）、「増加」
は 13 件（16.7％）にとどまった。CATV における平均単価は現状維持の傾向であるものの、
約半数の事業者が、配信世ଳ数の減少に伴い、前年度比で減収となっていることが分かる。
2018 年、2019 年の調査に続いて 3 年࿈続の減収トレンドとなり、厳しい結果となった。

（1）CATV における平均୯Ձの増加率について

平均単価が「増加」したと答えた 5 件の増加率については、「1％」が 4 件、「11％」が 1 件、
であった。

（2）CATV における平均୯Ձの減গ率について

平均単価が「減少」したと答えた 1 件の減少率については、「1％」であった。

�. の平均୯Ձ・配信ੈଳ数・総収入についてࡍ࣮

ਤද ��　$"57ͷฏۉ୯Ձͷ૿ݮʢࡢ年ൺʣ
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変わらない
81.3％

N=80
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減少
9.1％
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7.8％

変わらない
83.1％

N=77

2018 ೥ௐࠪ

（�）CATV における配信ੈଳ数の増加率について
配信世ଳ数が「増加」したと答えた 12 件に増加率をたずねたところ、「1％」が 4 件、「3％」

が 3 件、「5％」「11％」が 2 件、「4％」が 1 件であった。5％以上増加したチャンネルにそ
の理由をたずねると、新規࠾用局の増加や 4K 放送開始があげられた。

（4）CATV における配信ੈଳ数の減গ率について
配信世ଳ数が「減少」したと答えた 38 件に減少率をたずねると、最も多い減少率で「2％」

が 15 件、次いで「3％」が 9 件であった。5％以上減少したチャンネルにその理由をたず

ਤද �0　$"57ͷ഑৴ੈଳ਺ͷ૿ݮʢࡢ年ൺʣ
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ʲ�� Ҏ্૿Ճͷཧ༝ʳ ʲ�� Ҏ্ݮগͷཧ༝ʳ
w�৽نಋೖɾ�,ελʔτ w�Ձ֨ʹରͯ͠͏͋ݟ಺༰ʹͳ͍ͬͯͳ͍ʢ಺෦ͷཁҼʣɺ഑৴αʔϏ

εʹྲྀΕ͍ͯΔʢ֎෦ͷཁҼʣ
w�ղ໿ऀ਺ͷ૿Ճ
w�େܕάϩʔόルΠϕンτ࿈ಈͷੈքಉ࣌放送ͳͲͷίンςンπ͕ɺίϩ
φͷӨڹͰ։࠵Ͱ͖ͣ৽نՃೖͷػձ͕ͨͬ͜ݮͱ΍ɺ$"57Ճೖऀશ
ମͷݮগ΋Өͨ͠ڹʢϖΠ$)͸ϕʔγοΫͷ্ҐίʔεͱͳΔҝʣɻ
w�ඍ޲܏ݮ͸ҎલΑΓมΘΒͣ
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ねると、魅力的な商品になっていない、配信サービスの台಄といった要Ҽにより解約者が
増加していること、またコロナの影響により新規加入が減少したことなどが回答としてあ
げられた。

（�）CATV における総売上の増加率について
総売上が「増加」した 13 件に増加率をたずねたところ、「1％」が 5 件で最も多く、次

いで「2％」「5％」「11％以上」が 2 件で、この 2 項目でほぼ占めた。5％以上増加したチャ
ンネルにその理由をたずねると、配信世ଳ数同様、新規࠾用局の増加や 4K 放送開始があ
げられた。

（�）CATV における総売上の減গ率について
総売上が「減少」した 39 件に減少率をたずねたところ、「2％」が
18 件、「1％」が 9 件となり、この 2 項目で過半数を占めた。「11％以上」も 1 件あった。5％

以上減少したチャンネルにその理由をたずねると、配信世ଳ数同様、魅力的な商品になっ
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減少
31.3％

増加
18.8％

変わらない
50.0％

N=80

201� ೥ௐࠪ

減少
36.4％

増加
24.7％

変わらない
39.0％

N=77

2018 ೥ௐࠪ

ʲ�� Ҏ্૿Ճͷཧ༝ʳ ʲ�� Ҏ্ݮগͷཧ༝ʳ
w�৽نಋೖɾ�,ελʔτ w�Ձ֨ʹରͯ͠͏͋ݟ಺༰ʹͳ͍ͬͯͳ͍ʢ಺෦ͷཁҼʣɺ഑৴αʔϏ

εʹྲྀΕ͍ͯΔʢ֎෦ͷཁҼʣ
w�ղ໿ऀ਺ͷ૿Ճ
w�େܕάϩʔόルΠϕンτ࿈ಈͷੈքಉ࣌放送ͳͲͷίンςンπ͕ɺίϩ
φͷӨڹͰ։࠵Ͱ͖ͣ৽نՃೖͷػձ͕ͨͬ͜ݮͱ΍ɺ$"57Ճೖऀશ
ମͷݮগ΋Өͨ͠ڹʢϖΠ$)͸ϕʔγοΫͷ্ҐίʔεͱͳΔҝʣɻ
w�େख $"57ͷղ໿ͳͲ
w�ඍ޲܏ݮ͸ҎલΑΓมΘΒͣ

CATV における放送サービスおよび放送外サービスとして、「VOD（作品単位課ۚ型サー
ビス）」、「SVOD（月額見放題型サービス）」、「FOD（視聴料無料の VOD サービス）」、「マ
ルチデバイス」、「見逃し࠶生」、「自主チャンネルへの番組供څ」の 6 項目について、コン
テンツ提供を実施しているかどうか、また実施している場合にはその目的をたずねた。

この 6 項目における現在の実施状況としては、「自主チャンネルへの番組供څ」（46.2％）
が最も多く、次いで「マルチデバイス」（41.0％）、「見逃し࠶生」（37.2％）、「FOD」（33.3％）、

「SVOD」（25.6％）、「VOD」（25.6％）という順番だった。
経年比較を見ると、上記6項目の中で、過2ڈ回࿈続して数値が上昇したものはなかった。

また、過ڈ 2 回࿈続して減少している項目は、「SVOD」「FOD」「見逃し࠶生」の 3 項目となっ
た。

前年との比較では、増加したのは「VOD」のみだった。それ以外の項目は前年より減
少しており、なかでも「自主チャンネルへの番組供څ」は約 19 ポイントと大きく下がった。

ていない、配信サービスの台಄といった要Ҽにより解約者が増加していること、またコロ
ナの影響により新規加入が減少したこと、また大手 CATV の解約等の回答があげられた。

�. CATV における放送サービス等の࣮ࢪ状گについて
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ᶃ V0%（作品୯位課ۚ型の V0% サービス）
「VOD（作品単位課ۚ型）」については、20 件（25.6％）が実施していると回答した。理由（複
数回答可）としては「収益目的」がトップ（17 件）だった。

実施しない理由については、「権利的な問題」（23 件）と「収益が合わない」（22 件）が
主要な理由となっている。

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w�$"57 ଆχʔζ
wݕ�౼த
w�ࣗ ࣾͷرগੑΛอͭͨΊ
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ਤද ��　470%ͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

実施している
25.6％

実施していない
74.4％

N=78
N=20（複数回答あり）

ͦ
ͷ
ଞ

ί
ϯ
ς
ϯ
π
ͷ
༗
ޮ
׆
༻

ν
Ỿ
ϯ
ω
ϧ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ

ϓ
ϥ
ỽ
τ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
ࢧ
ԉ

ऩ
ӹ
໨
త

0

10

20

30ʢ݅ʣ
実͍ͯ͠ࢪΔཧ༝

�

�

��

� �

0

10

20

30 ��

��

N=58（複数回答あり） 

ͦ
ͷ
ଞ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ʹ

ܨ
͕
Β
ͳ
͍

ݖ
ར
త
ͳ
໰
୊

༧
ࢉ
త
ͳ
໰
୊

ऩ
ӹ
͕
߹
Θ
ͳ
͍

ʢ݅ʣ

実͠ࢪͳ͍ཧ༝

��

�
�

ᶄ 4V0%（݄額ݟ放題型の V0% サービス）
「SVOD（月額見放題型サービス）」については 20 件（25.6％）が実施していると答えた。
こちらの理由は「収益目的」（15 件）がトップで、「プラットフォーム支援」（8 件）、「チャ
ンネルプロモーション」（7 件）、「コンテンツの有効活用」（7 件）がつͮいた。

実施しない理由については、「権利的な問題」（27 件）がトップ、次いで「収益が合わない」
（18 件）、「予算的な問題」（11 件）となっている。

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w� ɾݕ౼த
w� ࣗࣾͷرগੑΛอͭͨΊ
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ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾ/"

実施している
33.3％

実施していない
66.7％

N=78
N=26（複数回答あり）

ͦ
ͷ
ଞ

ί
ϯ
ς
ϯ
π
ͷ
༗
ޮ
׆
༻

ν
Ỿ
ϯ
ω
ϧ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ

ϓ
ϥ
ỽ
τ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
ࢧ
ԉ

ऩ
ӹ
໨
త

0

10

20

30ʢ݅ʣ
実͍ͯ͠ࢪΔཧ༝

�
�

��
��

�

0

10

20

30

��

�

N=52（複数回答あり） 

ͦ
ͷ
ଞ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ʹ

ܨ
͕
Β
ͳ
͍

ݖ
ར
త
ͳ
໰
୊

༧
ࢉ
త
ͳ
໰
୊

ऩ
ӹ
͕
߹
Θ
ͳ
͍

ʢ݅ʣ

実͠ࢪͳ͍ཧ༝

��
��

�

ਤද ��　'0%ͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ᶅ '0%（視聴ྉແྉの V0% サービス）
「FOD（視聴料無料の VOD サービス）」については 26 件（33.3％）が実施中となった。
実施理由を見ると、「チャンネルプロモーション」（17 件）と「プラットフォーム支援」（14
件）が大勢を占めた。

実施しない理由は、「権利的な問題」（24 件）が大きく、次いで「収益が合わない」（17 件）、
「プロモーションに繋がらない」（12 件）となっている。
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実施している
41.0％

実施していない
59.0％

N=78
N=32（複数回答あり）

ͦ
ͷ
ଞ

ί
ϯ
ς
ϯ
π
ͷ
༗
ޮ
׆
༻

ν
Ỿ
ϯ
ω
ϧ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ

ϓ
ϥ
ỽ
τ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
ࢧ
ԉ

ऩ
ӹ
໨
త

0

10

20

30ʢ݅ʣ
実͍ͯ͠ࢪΔཧ༝

�

�

��

��

�

0

10

20

30

��

�

N=46（複数回答あり） 

ͦ
ͷ
ଞ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ʹ

ܨ
͕
Β
ͳ
͍

ݖ
ར
త
ͳ
໰
୊

༧
ࢉ
త
ͳ
໰
୊

ऩ
ӹ
͕
߹
Θ
ͳ
͍

ʢ݅ʣ

実͠ࢪͳ͍ཧ༝

��
� �

ਤද ��　ϚルチσόΠεͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ᶆマルチデόΠス
「マルチデバイス」については 32 件（41.0％）が実施中と回答した。実施理由の中では、「プ
ラットフォーム支援」（22 件）がಥ出している。

実施しない理由は、「権利的な問題」（21 件）が最も多く、2 番目の「収益が合わない」（11
件）を大きく上回っている。

ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾ/"
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ᶇݟಀ͠࠶ੜ
「見逃し࠶生」については 29 件（37.2％）が実施していると回答している。実施理由は
こちらも「プラットフォーム支援」（21 件）が大きくඈび出している。

実施しない理由については、「権利的な問題」（21 件）が最も多く、「収益が合わない」（11
件）が次点となっている。

実施している
37.2％

実施していない
62.8％

N=78
N=29（複数回答あり）

ͦ
ͷ
ଞ

ί
ϯ
ς
ϯ
π
ͷ
༗
ޮ
׆
༻

ν
Ỿ
ϯ
ω
ϧ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ

ϓ
ϥ
ỽ
τ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
ࢧ
ԉ

ऩ
ӹ
໨
త

0

10

20

30ʢ݅ʣ
実͍ͯ͠ࢪΔཧ༝

�
�

��

�

�

0

10

20

30

��

�

N=49（複数回答あり） 

ͦ
ͷ
ଞ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ʹ

ܨ
͕
Β
ͳ
͍

ݖ
ར
త
ͳ
໰
୊

༧
ࢉ
త
ͳ
໰
୊

ऩ
ӹ
͕
߹
Θ
ͳ
͍

ʢ݅ʣ

実͠ࢪͳ͍ཧ༝

�� �� �

ਤද ͷ༗ແͱͦͷཧ༝ࢪੜͷ実࠶ಀ͠ݟ　��

ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾݕ౼த
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ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾݕ౼த

ᶈ自ओチャンネル
「自主チャンネルへの番組供څ」は 36 件（46.2％）が実施していると答え、実施理由で
は「チャンネルプロモーション」（24 件）がもっとも高く、次いで「プラットフォーム支援」

（18 件）となった。
実施しない理由については、こちらも「権利的な問題」（18 件）が最多を占めた。

実施している
46.2％実施していない

53.8％

N=78
N=36（複数回答あり）

ͦ
ͷ
ଞ

ί
ϯ
ς
ϯ
π
ͷ
༗
ޮ
׆
༻

ν
Ỿ
ϯ
ω
ϧ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ

ϓ
ϥ
ỽ
τ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
ࢧ
ԉ

ऩ
ӹ
໨
త

0

10

20

30ʢ݅ʣ
実͍ͯ͠ࢪΔཧ༝

�

�

��

��

�

0

10

20 ��

�

N=42（複数回答あり） 

ͦ
ͷ
ଞ

ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ʹ

ܨ
͕
Β
ͳ
͍

ݖ
ར
త
ͳ
໰
୊

༧
ࢉ
త
ͳ
໰
୊

ऩ
ӹ
͕
߹
Θ
ͳ
͍

ʢ݅ʣ

実͠ࢪͳ͍ཧ༝

�
�

�

ਤද ��　ࣗओチャンネル΁ͷ൪૊څڙͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾ/"
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コンテンツ供څの際に感じている問題点・改ળ点などについてフリーアンサーでたずね
たところ、下記のような回答があったのでྻ記する。

w� $"57 ͔Βཁ͞ٻΕΔׂʹ׆༻͞Ε͍ͯͳ͍ͱײ
͡Δ
w�ΦンσϚンυ΁ఏͯ͠ڙ΋௚઀ͷऩӹʹ͸ͭͳ͕
Βͳ͍͕ɺૉࡐೲ඼ʹख͕͔͔ؒΓ͗͢ΔͨΊɺ
ఏ͢ڙΔඞཁੑ͸ٙ໰
w�ίンςンπͷݖརॲཧ΍ɺೲ඼ۀ຿ͷख͕͔͔ؒ
Δ
w�ίンςンπݖར
w�ίンςンπ調ୡ΍ૉࡐख഑ͷίετɾखؒʹରԠ
ͨ͠ϝϦοτ΍ޮՌʢՃೖ֫ಘ΍チャンネルධՁʣ
͕ಘΒΕ͍ͯΔͷ͔ෆ໌
w�ίンςンπఏڙͷΈͰऴΘ͍ͬͯΔҝɺऩӹʹܨ
͕Βͣίετ͚͕͔͔ͩΔঢ়態ͱͳ͍ͬͯΔ
w�チャンネル告஌͕೉͍͠
w�ϓϥοτϑΥʔϜଆͷϝσΟΞͷ஌໊౓ɺ઀৮཰
ͷ௿͞
w�ϝσΟΞͷೝ஌౓ɺར༻౓ͷ௿͞
w�ϥΠπͷΫϦΞ�ίετɾखֻ͕͔ؒΔ�

w� ϥΠπͷॲཧ�
w� ϦχΞ΁ͷݙߩ౓ͷޮՌଌఆ
w�ޮՌଌఆ͕ෆे෼
wྔۀ࡞�ͷ૿Ճ
wࢢ�௕ʹඥͣ͘λΠτルͷڧԽ
wࢹ�ௌ࠶ੜ਺͕಄ଧͪͷ͕͋ײΓଧ։͕ࡦΈ͑ͳ͍
w�ओʹチャンネルϓϩϞʔγϣンͷͨΊɺࣗओチャ
ンネル΁ίンςンπఏ͍ͯ͠ڙΔ͕ɺޮՌଌఆ͕
Ͱ͖ͳ͍
w�഑৴͸ݖར໰୊Ͱ実ࢪ΁ͷϋʔυル͕͍ߴɻ�ί
ϛϡχςΟ$)΁ͷఏڙ͸ϓϩϞʔγϣンʹͲͷ
͙Β͍໾ʹཱ͍ͬͯΔͷ͔͕͑ݟͳ͍
w�഑৴֫ݖಘͷखؒͱίετ
w�൪૊ͷݖརॲཧɺϝλσʔλͷ࡞੒͕ۀ࡞൥ࡶ
w�放送ͱ 70%ͷཱ͕྆՝୊
w�༗ྉチャンネルͱ 70%ͳͲͷίンςンπͷ੗Έ
෼͚͕೉͍͠

�. ໰題఺・վળ఺について（フリーアンサー）
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Ⅶ .…IPTV配信について

1. IPTV への番組配信と販売ܗଶ
各チャンネルに IPTV における販売形態についてたずねた。

「ベーシック」が 40 件で 47.6％、「プレミアム」が 19 件で 22.6％、「ベーシックとプレミ
アム྆方」が 10 件で 11.9％、一方「配信していない」が 15 件で 17.9％であった。

前回「ベーシック」が 46 件で 53.5％、前々回が 44 件で 50.6％であった。「プレミアム」は、
前回が 20 件で 23.3％、前々回が 19 件で 21.8％であった。「ベーシックとプレミアム྆方」
が、前回 5 件で 5.8％、前々回が 4 件で 4.6％であった。一方配信していないのは、前回が
15 件で 17.4％、前々回が 20 件で 23.0％であった。

「ベーシック」の割合が減、「プレミアム」の割合が微減「ベーシックとプレミアム྆方」
の割合が増、「配信していない」割合は変わらない結果となっている。

ベーシックで
配信
47.6％

プレミアムで
配信
22.6％

両方で配信
11.9％

N=84

配信して
いない
17.9％

ਤද ��　*157 ΁ͷ൪૊഑৴ঢ়گ

2. IPTV の商品ߏ成について
IPTV 市場において最良と思われる主力商品とオプション選択商品構成についてたずね

た。
主力商品と考えているのは、「ビッグベーシック」であるとの回答が 45 件で 65.2％、前

回が 54 件で 76.1％、前々回が 50 件で 74.6％であった。「アラカルト」が 7 件で 10.1％、
前回が 6 件で 8.5％、前々回が 6 件で 9.0％であった。「ミニパック」が 4 件で 5.8％、前回
が 6 件で 8.5％、前々回が 2 件で 3.0％であった。「ジャンル」が 8 件で 11.6％、前回が 0 件、
前々回が 1 件で 1.5％であった。「VOD」が 3 件で 4.3％、前回が 2 件で 2.8％、前々回が 6
件で 9.0％であった。「選択可能なミニパック」が 1 件で 1.4％、前回が 3 件で 4.2％、前々
回が 2 件で 3.0％であった。「その他」が 1 件で 1.4％、前回、前々回は 0 件であった。「ジャ
ンル」が増えているが、「ビッグベーシック」との回答が前回から減っているものの多数
を占めた。
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ビッグベーシック
65.2％

ミニパック5.8％

選択可能なミニパック1.4％ その他1.4％VOD 4.3％

N=69

アラカルト
10.1％

ジャンル
11.6％

ਤද �0　*157 ͷ঎඼ߏ੒ʗओྗ঎඼

ਤද �1　*157 ͷ঎඼ߏ੒ʗΦϓγϣンબ୒

ビッ
グベ
ーシ
ック

アラ
カル
ト

ミニ
パッ
ク

選択
可能
なミ
ニパ
ック

ジャ
ンル

その
他

VO
D

ʢ݅ʣ

N=69（複数回答あり）

0

10

20

30

�0

29
27

3534

7

17

3

一方、オプション選択商品の構成は「ビッグベーシック」は 7 件で 10.1％、前回が 4 件
で 5.6％、前々回が 5 件で 7.5％であった。「アラカルト」は 34 件で 49.3％、前回が 35 件
で 49.3％、前々回が 28 件で 41.8％であった。「ミニパック」は 29 件で 42.0％、前回が 34
件で 47.9％、前々回が 17 件で 25.4％であった。「ジャンル」は 27 件で 39.1％、前回が 32
件で 45.1％、前々回が 18 件で 26.9％であった。「VOD」が 35 件で 50.7％、前回が 21 件
で 29.6％、前々回が 24 件で 35.8％であった。「選択可能なミニパック」が 17 件で 24.6％、
前回が 15 件で 21.1％、前々回が 18 件で 26.9％であった。「その他」は 3 件で 4.3％、前回
が 0 件、前々回が 1 件で 1.5％であった。
「ビッグベーシック」「VOD」「選択可能なミニパック」が増える結果となった。
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�. 商品ߏ成のબ୒ཧ༝
IPTV 市場において最良と思われる主力商品とオプション選択商品構成について、選択

した理由をフリーアンサー形式で回答してもらい、具体的な回答をいくつかྻ記しておく。

〈ビッグベーシックに関するおもなフリーアンサー〉
wڝ�૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍ΞϥΧルτͰબ୒ࢶΛ૿΍͢ͱͱ΋
ʹɺϛχύοΫͷՁ஋Λ্͛Δ঎඼ߏ੒͕๬·͍͠ͱ͑ߟ·͢
wࢹ�ௌऀχʔζʹద߹ͤ͞ΔͨΊ�
wࢹ�ௌऀͷ多༷ͳχʔζʹ߹ΘͤΔ΂͖
w�಺༰ɺՁ֨తʹڝ૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫʢ70%࿈ಈʣΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍Ξϥ
ΧルτͰิ͢׬Δ͕ܗ๬·͍͠ͱ͑ߟΔ
w�഑৴αʔϏε΁ͷର߅ॲஔͱͯ͠༗ޮͰ͋Δ͔Β
w�྿Ձ঎඼Λத৺ʹਾ͑ɺ多༷ͳ঎඼ϥΠンφοϓʹΑΓফඅऀͷબ୒ࢶΛ૿΍͢͜ͱ͕ద౰ͩͱߟ
͑Δ͔Β

〈アラカルトに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ͱൺֱ͠ɺੈଳن໛Ͱ͸গͳ͍ͨΊɺՃೖऀଆͷチャンネルબ୒ࢶΛ֦͛Ճೖ͠΍͘͢͢Δ
͜ͱ͕ඞཁͰ͸ͱ͑ߟΔɻͱ͸͍͑ɺ୯チャンネルͳͲͷΞϥΧルτతͳ৆඼͕ϝΠンʹͳΔͱɺ
チャンネルଆͷ実ೖΓ͕গͳ͘ͳΔͱ͏ࢥͷͰɺδャンルύοΫ͙Β͍Ͱ෼͚ͨ΄͏͕ϕλʔ͔ͱ
w�$"57 ಉ༷ɺओྗ঎඼ΛϏοΫϕʔγοΫͱ͍ͯ͠Δதɺ"316ͷԼ͕ΔΞϥΧルτ΍ϛχύοΫ
΁ओྗΛม͢ߋΔඞཁ͸ͳ͍ͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ৽ܖن໿ͷ֫ಘ͕ۤઓ͍ͯ͠Δதɺαϒͷ঎඼ͱ
ͯ͠ɺΞϥΧルτ΍ϛχύοΫ͸ඞཁͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢
w�70%Λ͖͔͚ͬʹ�৽͕࡞多͍チャンネルࢹௌΛͯ͠΋Β͏
w�έʔϒルͱಉ༷ʹɺ055ʢ470%ʣΛڝ߹ͱ࣌ͨ͑ߟʹɺ多༷ੑ͕͋Δ͜ͱ͕༏ҐʹͳΔͱ͑ߟΔ
ͨΊ
w�αϓϥΠϠʔͱͯ͠͸ϏοάϕʔγοΫΛଘଓͯ͠ཉ͍͕͋ͪ࣋͠ؾΓͭͭ΋ɺ͓٬༷ͷཱ৔͔Β
ͯ͠ΈΔͱ͍ͨݟチャンネルͷΈݟΕͨํ͕ྑ͍Ͱ͋Ζ͏ͱ͍͏ҙݟͳͷͰ
w�ϏοάϕʔγοΫΛத৺ͱͨ͠ΞϥΧルτͱϛχύοΫͰ໘ੵΛ͛޿Δ
w�ϓϨϛΞϜチャンネルͷҝɺϕʔγοΫ঎඼ʹؔ͢Δճ౴͸ͯͤ͑͞߇௖͖·͢
w�Ϣʔβʔχʔζͷ多༷Խ
wڝ�૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍ΞϥΧルτͰબ୒ࢶΛ૿΍͢ͱͱ΋
ʹɺϛχύοΫͷՁ஋Λ্͛Δ঎඼ߏ੒͕๬·͍͠ͱ͑ߟ·͢
w͍ͨݟ�ίンςンπ͸ͯ͠ࡧݕɺ͋Δ͍͸Ϧίϝンυػೳ͕ओྲྀʹͳ͍ͬͯ͘ͷͰɺ͍ΘΏΔϏοΫ
ϕʔγοΫͷΑ͏ͳ঎඼͸ܴ͞׻Εͳ͘ͳ͍ͬͯ͘ͱ͑ߟΔ͔Β
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͢ࡧΔҝ
wࢹ�ௌྉऩೖͷ҆ఆతͳ֬อͷͨΊ
w�঎඼ͷબ୒ࢶʹ多গͷॊೈੑ͸ඞཁͱ͑ߟΔ
w�঎඼ͷཚཱ͸ආ͚Δ΂͖ɻ�ϦχΞͱ਌࿨ੑͷ055͍ߴΛόンυルͤ͞Δ͜ͱͰ঎඼ྗڧԽ͢Δ͜
ͱ͸ݕ౼ͷ༨஍͕͋Δ
w�಺༰ɺՁ֨తʹڝ૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫʢ70%࿈ಈʣΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍Ξϥ
ΧルτͰิ͢׬Δ͕ܗ๬·͍͠ͱ͑ߟΔ
w�྿Ձ঎඼Λத৺ʹਾ͑ɺ多༷ͳ঎඼ϥΠンφοϓʹΑΓফඅऀͷબ୒ࢶΛ૿΍͢͜ͱ͕ద౰ͩͱߟ
͑Δ͔Β

〈ミニパックに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ͱൺֱ͠ɺੈଳن໛Ͱ͸গͳ͍ͨΊɺՃೖऀଆͷチャンネルબ୒ࢶΛ֦͛Ճೖ͠΍͘͢͢Δ
͜ͱ͕ඞཁͰ͸ͱ͑ߟΔɻͱ͸͍͑ɺ୯チャンネルͳͲͷΞϥΧルτతͳ৆඼͕ϝΠンʹͳΔͱɺ
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チャンネルଆͷ実ೖΓ͕গͳ͘ͳΔͱ͏ࢥͷͰɺδャンルύοΫ͙Β͍Ͱ෼͚ͨ΄͏͕ϕλʔ͔ͱ
w�$"57 ಉ༷ɺओྗ঎඼ΛϏοΫϕʔγοΫͱ͍ͯ͠Δதɺ"316ͷԼ͕ΔΞϥΧルτ΍ϛχύοΫ
΁ओྗΛม͢ߋΔඞཁ͸ͳ͍ͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ৽ܖن໿ͷ֫ಘ͕ۤઓ͍ͯ͠Δதɺαϒͷ঎඼ͱ
ͯ͠ɺΞϥΧルτ΍ϛχύοΫ͸ඞཁͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢
w� *157 ʹ͓͍ͯ͸ΞϥΧルτ΁ͷχʔζ͕େ͖͍ͱ͡ײΔͨΊɻରͯ͠ϏοάϕʔγοΫͷ৳ͼ೰
Έ͕ݦஶ
w�έʔϒルͱಉ༷ʹɺ055ʢ470%ʣΛڝ߹ͱ࣌ͨ͑ߟʹɺ多༷ੑ͕͋Δ͜ͱ͕༏ҐʹͳΔͱ͑ߟΔ
ͨΊ
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
w�ϏοάϕʔγοΫ͸഑৴͕୆಄͖ͯͨ͠ࡏݱͰ͸ັྗతͳ΋ͷʹͳΒͳ͍ͱࢥΘΕΔɻΞϥΧルτɾ
ϛχύοΫʹΑΔࡉ෼Խͷχʔζʹͨ͑͜Δ΂͖ͱ͑ߟΔ
w�ϏοάϕʔγοΫΛத৺ͱͨ͠ΞϥΧルτͱϛχύοΫͰ໘ੵΛ͛޿Δ
w�ϢʔβʔͷधཁͱϚοチ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΔҝ
w͍ͨݟ�ίンςンπ͸ͯ͠ࡧݕɺ͋Δ͍͸Ϧίϝンυػೳ͕ओྲྀʹͳ͍ͬͯ͘ͷͰɺ͍ΘΏΔϏοΫ
ϕʔγοΫͷΑ͏ͳ঎඼͸ܴ͞׻Εͳ͘ͳ͍ͬͯ͘ͱ͑ߟΔ͔Β
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͢ࡧΔҝ
w�঎඼ͷબ୒ࢶʹ多গͷॊೈੑ͸ඞཁͱ͑ߟΔ
w�多༷ͳ$)Λੜ׆ʹ਎ۙʹ৮Εͯ΋Β͏ʹ͸ɺϏοάϕʔγοΫ͕Ұ൪ίεύΑ͘ૌٻͰ͖Δͱࢥ
ΘΕΔ͔Β
w�ച্ͷࠜװͱͳΔ঎඼ɻࢹௌऀͷղ໿ͷड͚ࡼͱͳΔ঎඼
w�ฐࣾチャンネル͸ϖΠチャンネルൢചͱ͍ͯ͠ΔͷͰɺϕʔγοΫͷൢചܗ態͸҆ྗۃՁͳ঎඼ߏ
੒͕ྑ͍
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ
w�྿Ձ঎඼Λத৺ʹਾ͑ɺ多༷ͳ঎඼ϥΠンφοϓʹΑΓফඅऀͷબ୒ࢶΛ૿΍͢͜ͱ͕ద౰ͩͱߟ
͑Δ͔Β

〈ジャンルに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ಉ༷ɺओྗ঎඼ΛϏοΫϕʔγοΫͱ͍ͯ͠Δதɺ"316ͷԼ͕ΔΞϥΧルτ΍ϛχύοΫ
΁ओྗΛม͢ߋΔඞཁ͸ͳ͍ͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ৽ܖن໿ͷ֫ಘ͕ۤઓ͍ͯ͠Δதɺαϒͷ঎඼ͱ
ͯ͠ɺΞϥΧルτ΍ϛχύοΫ͸ඞཁͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢
w� *157 ʹ͓͍ͯ͸ΞϥΧルτ΁ͷχʔζ͕େ͖͍ͱ͡ײΔͨΊɻରͯ͠ϏοάϕʔγοΫͷ৳ͼ೰
Έ͕ݦஶ
w�έʔϒルͱಉ༷ʹɺ055ʢ470%ʣΛڝ߹ͱ࣌ͨ͑ߟʹɺ多༷ੑ͕͋Δ͜ͱ͕༏ҐʹͳΔͱ͑ߟΔ
ͨΊ
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͢ࡧΔҝ
wࢹ�ௌऀͷ多༷ͳχʔζʹ߹ΘͤΔ΂͖
w�঎඼ͷબ୒ࢶʹ多গͷॊೈੑ͸ඞཁͱ͑ߟΔ
w�多༷ͳ$)Λੜ׆ʹ਎ۙʹ৮Εͯ΋Β͏ʹ͸ɺϏοάϕʔγοΫ͕Ұ൪ίεύΑ͘ૌٻͰ͖Δͱࢥ
ΘΕΔ͔Β
w�ച্ͷࠜװͱͳΔ঎඼ɻࢹ�ௌऀͷղ໿ͷड͚ࡼͱͳΔ঎඼
w�ฐࣾチャンネル͸ϖΠチャンネルൢചͱ͍ͯ͠ΔͷͰɺϕʔγοΫͷൢചܗ態͸҆ྗۃՁͳ঎඼ߏ
੒͕ྑ͍
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ
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〈VODに関するおもなフリーアンサー〉
w�$"57 ͱൺֱ͠ɺੈଳن໛Ͱ͸গͳ͍ͨΊɺՃೖऀଆͷチャンネルબ୒ࢶΛ֦͛Ճೖ͠΍͘͢͢Δ
͜ͱ͕ඞཁͰ͸ͱ͑ߟΔɻͱ͸͍͑ɺ୯チャンネルͳͲͷΞϥΧルτతͳ৆඼͕ϝΠンʹͳΔͱɺ
チャンネルଆͷ実ೖΓ͕গͳ͘ͳΔͱ͏ࢥͷͰɺδャンルύοΫ͙Β͍Ͱ෼͚ͨ΄͏͕ϕλʔ͔ͱ
w�Φϓγϣン͸ऩӹੑͷ՝୊͕͋Δ
w�Φϓγϣンબ୒͸ऩӹੑΛԼ͛ΔϦεΫ͕͋Δ�
w�チャンネルಛੑʹҼΔ΋ͷ
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
w�Ϣʔβʔχʔζͷ多༷Խ
w�ϢʔβʔͷधཁͱϚοチ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΔҝ
w͍ͨݟ�ίンςンπ͸ͯ͠ࡧݕɺ͋Δ͍͸Ϧίϝンυػೳ͕ओྲྀʹͳ͍ͬͯ͘ͷͰɺ͍ΘΏΔϏοΫ
ϕʔγοΫͷΑ͏ͳ঎඼͸ܴ͞׻Εͳ͘ͳ͍ͬͯ͘ͱ͑ߟΔ͔Β
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͢ࡧΔҝ
w�঎඼ͷཚཱ͸ආ͚Δ΂͖ɻ�ϦχΞͱ਌࿨ੑͷ055͍ߴΛόンυルͤ͞Δ͜ͱͰ঎඼ྗڧԽ͢Δ͜
ͱ͸ݕ౼ͷ༨஍͕͋Δ
w�બ୒͕ݖগͳ͍ํ͕Α͍
w�಺༰ɺՁ֨తʹڝ૪ྗͷ͋ΔϛχύοΫʢ70%࿈ಈʣΛओྗ঎඼ͱ͠ɺϏοάϕʔγοΫ΍Ξϥ
ΧルτͰิ͢׬Δ͕ܗ๬·͍͠ͱ͑ߟΔ
w�഑৴αʔϏε΁ͷର߅ॲஔͱͯ͠༗ޮͰ͋Δ͔Β
w�ച্͕Լ͕ΔͱチャンネルͷΫΦϦςΟ͕อͯͳ͘ͳΔͨΊ
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ
w�྿Ձ঎඼Λத৺ʹਾ͑ɺ多༷ͳ঎඼ϥΠンφοϓʹΑΓফඅऀͷબ୒ࢶΛ૿΍͢͜ͱ͕ద౰ͩͱߟ
͑Δ͔Β

〈選択可能なミニパックに関するおもなフリーアンサー〉
w�έʔϒルͱಉ༷ʹɺ055ʢ470%ʣΛڝ߹ͱ࣌ͨ͑ߟʹɺ多༷ੑ͕͋Δ͜ͱ͕༏ҐʹͳΔͱ͑ߟΔ
ͨΊ
w�αϓϥΠϠʔͱͯ͠͸ϏοάϕʔγοΫΛଘଓͯ͠ཉ͍͕͋ͪ࣋͠ؾΓͭͭ΋ɺ͓٬༷ͷཱ৔͔Β
ͯ͠ΈΔͱ͍ͨݟチャンネルͷΈݟΕͨํ͕ྑ͍Ͱ͋Ζ͏ͱ͍͏ҙݟͳͷͰ
w�γンϓル͔ͭ多͘ͷチャンネルΛࢹௌͰ͖Δ঎඼͕多チャンネルαʔϏεͷັྗͰ͋Δ͜ͱ͸มΘ
Βͳ͍ͱ͑ߟΔҝ
w�γンϓルͳ঎඼ߏ੒Ͱ多͘ͷチャンネルΛࢹௌͰ͖Δ͜ͱ͕ɺ多チャンネルαʔϏεͷັྗͰ͋Δ
͜ͱ͸มΘΒͳ͍ͱ͑ߟΔҝɻ��
w�ϏοάϕʔγοΫ͸΋͏࣋͞ࢧΕͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻಛʹফඅ੫ΞοϓҎ߱͸ແବͳࢧग़Λ཈͑Δ޲܏
͕多͘ͷਓͷ͑ߟʹ͋Δͱ͓΋͍·͢
w͍ͨݟ�ίンςンπ͸ͯ͠ࡧݕɺ͋Δ͍͸Ϧίϝンυػೳ͕ओྲྀʹͳ͍ͬͯ͘ͷͰɺ͍ΘΏΔϏοΫ
ϕʔγοΫͷΑ͏ͳ঎඼͸ܴ͞׻Εͳ͘ͳ͍ͬͯ͘ͱ͑ߟΔ͔Β
wࢹ�ௌ͞ΕΔҝͷ༷ʑͳՄೳੑΛ໛͢ࡧΔҝ
wࢹ�ௌऀͷ多༷ͳχʔζʹ߹ΘͤΔ΂͖
w�ར༻ऀ͸ίεύॏࢹͰߪೖ൑அ͍ͯ͠ΔͨΊ

〈その他に関するおもなフリーアンサー〉
w�ओྗ঎඼͸ɺϕʔγοΫͰ͋Δͱͷ͑ߟ
w�੒ਓ͚޲チャンネルͷͨΊ
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ᶃ IPTV における平均ネット୯Ձについて

同じく、IPTV に配信しているチャンネルすべてに、平均単価・配信世ଳ数・総売上に
ついて、昨年度との対比をたずねた。回答 69 件中、平均単価については、「変わらない」
が 62　件（89.9％）で多数を占め、次いで「増加」が 4 件（5.8％）、「減少」は僅か 3 件（4.3％）
となった。配信世ଳ数については、「変わらない」が 38 件（55.1％）で最も多く、次いで「減
少」が 26 件（37.7％）、「増加」は 5 件（7.2％）となった。総売上については、「変わらない」
が 35 件（50.7％）で最も多く、ついで「減少」が 28 件（40.6％）、「増加」は 6 件（8.7％）
であった。前回調査と比べると、平均単価は「減少」の比率が若干下がったものの、配信
世ଳ数、総売上において「減少」の比率が大幅に上回る結果となった。マーケットのॖ小
傾向が強まっていることがみてとれる。

ਤද �2　*157 ͷฏۉ୯Ձͷ૿ݮʢࡢ年ൺʣ
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4. の平均୯Ձ・配信ੈଳ数・総収入についてࡍ࣮
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IPTV におけるɺ平均୯Ձの増加率
平均単価が「増加」したと答えた 4 件の増加率については、「1％」が 2 件、「3％」、「11％

以上」がそれぞれ 1　件ずつであった。5％以上増加の理由としては、「PaZ チャンネルで
の料ۚ見直し」や「視聴率の向上」による影響があげられた。

IPTV におけるɺ平均୯Ձの減গ率
平均単価が「減少」した 3 件の減少率については、「2％」、「3％」、「5％」がそれぞれ 1

　件ずつであった。5％以上減少の理由としては、「プラットフォームとの価格ަব」によ
る影響があげられた。

ਤද �3　*157 ͷੈଳ਺ͷ૿ݮʢࡢ年ൺʣ
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w� 1' ࣗମͷݮগɺՃೖ֫ಘࡦࢪͷݟ௚͠
w�ίϩφͷӨڹͰ৽نՃೖ͕গͳ͘ɺղ໿΋ैདྷΑΓ多͔ͬͨҝ
w�Ձ֨ʹରͯ͠͏͋ݟ಺༰ʹͳ͍ͬͯͳ͍ʢ಺෦ͷཁҼʣɺ഑৴αʔϏεʹྲྀΕ͍ͯΔʢ֎෦ͷཁҼʣ
w�ղ໿ऀ਺ͷ૿Ճ
w�ඍ޲܏ݮ͸ҎલͱมΘΒͣ

ᶄ IPTV における配信ੈଳ数について
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IPTV におけるɺ配信ੈଳ数の増加率
配信世ଳ数が「増加」した 5 件に増加率をたずねたところ、「1％」、「2％」、「3％」、「7％」、

「11％以上」がそれぞれ 1 件とばらつきがみられた。5％以上増加の理由としては、「新規
プラットフォームへのࢀ加」による影響があげられた。

IPTV におけるɺ配信ੈଳ数の減গ率
配信世ଳ数が「減少」した 26 件に減少率をたずねると、「1％」が 10 件で最も多く、次

いで「3％」が 4 件、「10％」が 3 件、「2％」、「4％」、「5％」がそれぞれ 2 件ずつ、そして
「8％」、「9％」、「11％以上」がそれぞれ 1 件ずつであった。5％以上減少の理由としては、
新型コロナの影響などによる「新規加入者の減少」や「解約者数の増加」があげられた。

ਤද ��　*157 ͷ૯ച্ͷ૿ݮʢࡢ年ൺʣ

減少
40.6％

増加
8.7％

変わらない
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ᶅ IPTV における総売上について

減少
21.1％

増加
11.3％

変わらない
67.6％

N=71

201� ೥ௐࠪ

減少
40.3％

増加
14.9％

変わらない
44.8％

N=67

2018 ೥ௐࠪ
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IPTV におけるɺ総売上の増加率
総売上が「増加」した 6 件に増加率をたずねたところ、「11％以上」が 2 件で最も多く、

次いで「1％」、「2％」、「3％」、「7％」がそれぞれ 1 件ずつとばらつきがみられた。5％以
上増加の理由としては、「ペイチャンネルでの料ۚ見直し」や「新規プラットフォームへ
のࢀ加」による影響があげられた。

IPTV におけるɺ総売上の減গ率
総売上が「減少」した 28 件に減少率をたずねたところ、「1％」が 6 件で最も多く、次

いで「2％」、「4％」がそれぞれ 5 件ずつ、「5％」、「10％」がそれぞれ 3 件ずつ、「3％」、「8％」
がそれぞれ 2 件ずつ、そして「9％」、「11％以上」がそれぞれ 1 件ずつであった。5％以上
減少の理由としては、配信世ଳ数の減少理由と同様に、新型コロナの影響などによる「新
規加入者の減少」や「解約者数の増加」があげられた。

ʲ�� Ҏ্૿Ճͷཧ༝ʳ

ʲ�� Ҏ্ݮগͷཧ༝ʳ
w� 1' ࣗମͷݮগɺՃೖ֫ಘࡦࢪͷݟ௚͠
w�ίϩφͷӨڹͰ৽نՃೖ͕গͳ͘ɺղ໿΋ैདྷΑΓ多͔ͬͨҝ
w�Ձ֨ʹରͯ͠͏͋ݟ಺༰ʹͳ͍ͬͯͳ͍ʢ಺෦ͷཁҼʣɺ഑৴αʔϏεʹྲྀΕ͍ͯΔʢ֎෦ͷཁҼʣ
w�ղ໿ऀ਺ͷ૿Ճ
w�্هՁ֨ަবʹՃ͑ɺੈଳ਺΋ݮগͨͨ͠Ί
w�ඍ޲܏ݮ͸ҎલͱมΘΒͣ

w�ϖΠチャンネルͰͷྉۚݟ௚͠ͷҝ
w�৽نϓϥοτϗʔϜࢀՃͨͯ͠ͷ৳ͼ

減少
23.9％

増加
9.9％

変わらない
66.2％

N=71

201� ೥ௐࠪ

減少
32.8％

増加
17.9％

変わらない
49.3％

N=67

2018 ೥ௐࠪ

IPTV において放送サービス、放送外サービスとして、コンテンツ供څを実施している
かどうか、また、実施している場合の目的をたずねた。

具体的には IPTV で実施されている「VOD（作品単位課ۚ型の VOD サービス）」、「SVOD
（月額見放題型の VOD サービス）」、「FOD（視聴料無料の VOD サービス）」、「マルチデ
バイス」、「見逃し࠶生」、「自主チャンネルへの番組供څ」、「T コマース」の 7 項目につい
てたずねた。

�. コンテンツ供څの༗ແとͦのཧ༝
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次に、各サービス等を実施する理由についてたずねた。「収益目的」「プラットフォーム
支援」「チャンネルプロモーション」「コンテンツの有効活用」「その他」「実施していない」
から選択する方法で回答を得た。なお、複数回答を含んでいるҝ、回答合計数は有効件数
を上回る。

実施しているという回答数が少ないため、比較が難しいが、「収益目的」との回答が一
番多かったのは「VOD」（17 件 100％、前回 15 件 83.3％、前々回 10 件 83.3％）であった。
前回まで多かった「SVOD」（13 件 76.5％、前回 12 件 57.1％、前々回 13 件 61.9％）は前
回より微増しているいる。
「チャンネルプロモーション」との回答が多かったサービスは前回同様「FOD」であっ
た。「FOD」（10 件 50.0％、前回 15 件 62.5％、前々回 16 件 59.2％）、「FOD」は「プラッ
トフォーム支援」との回答も（10 件 50.0％、前回 16 件 66.7％、前々回 17 件 62.9％）と

0 20 �0 �0 �0 100

Tコマース

見逃し再生

マルチデバイス

FOD

SVOD

VOD

ʢˋʣN=69

自主チャンネル
への番組供給

実施中 実施していない

24.6

24.6

29.0

34.8

75.4

75.4

71.0

65.2

21.7 78.3

2.9 97.1

20.3 79.7

ਤද ��　放送αʔϏε౳ͷ実ࢪঢ়گʹ͍ͭͯʢશମʣ

まずは実施の有無について有効回答数は 69 件で、前回 71 件、前々回 67 件であった。
その中から実施中と回答があったのは「VOD」1718 件（24.6％）、前回 18 件（25.4％）、前々
回 12 件（17.9％）、微減している。「SVOD」は 17 件（24.6％）、前回 21 件（29.6％）、前々
回 21 件（31.3％）、微減。「FOD」は 20 件（29.0％）、前回 24 件（33.8％）、前々回 27 件（40.3％）、
微減している。「マルチデバイス」は24件（34.8％）、前回29件（40.8％）、前々回23件（34.3％）、
微減している。「見逃し࠶生」は 15 件（21.7％）、前回 20 件（28.2％）、前々回 18 件（26.9％）、
微減している。「自主チャンネルへの番組供څ」は 14 件（20.3％）、前回 30 件（42.3％）、前々
回 34 件（50.7％）、減少傾向にある。「T コマース」は 2 件（2.9％）、前回 3 件（4.2％）、前々
回 2 件（3.0％）、微減であった。

全体的に微減、横ばい、という結果となった。
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多かった。「自主チャンネルへの番組供څ」については「チャンネルプロモーション」（8
件 57.1％、前回 19 件 63.3％、前々回 19 件 55.8％）「プラットフォーム支援」（7 件 50.0％、
前回 15 件 50.0％、前々回 17 件 50.0％）という結果となった。「マルチデバイス」は「プ
ラットフォーム支援」（15 件 62.5％、前回 18 件 62.1％、前々回 12 件 52.1％）が多く、「チャ
ンネルプロモーション」（8 件 33.3％、前回 9 件 31.0％、前々回 4 件 17.3％）、「収益目的」（9
件 37.5％、前回 9 件 31.0％、前々回 10 件 43.4％）、「コンテンツ有効活用」（3 件 12.5％、
前回 5 件 17.2％、前々回 4 件 17.3％）となった。「T コマース」については実施数が少な
いため比較は見送る。

0 20 �0 �0 �0 100

5 ίϚーε

ੜ࠶ಀ͠ݟ

ϚルチσバΠε

'0%

470%

70%

ʢˋʣ201�　/���
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実施中 実施していない

17.9

25.4

24.6 75.4

82.1

74.6

31.3 68.7

29.6

24.6 75.4

70.4

26.9 73.1

28.2

21.7 78.3

71.8

40.3 59.7

33.8

29.0 71.0

66.2

34.3 65.7

40.8

34.8 65.2

59.2

50.7 49.3

3.0

2.9 97.1

97.0

42.3

20.3 79.7

4.2 95.8

57.7

ਤද ��　放送αʔϏε౳ͷ実ࢪঢ়گʹ͍ͭͯʢશମʣ
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実施している
24.6％

実施していない
75.4％
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ਤද ��　70%ͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ᶃ V0%（作品୯位課ۚ型の V0% サービス）
ているཧ༝͠ࢪ࣮˙

「収益目的」は 17 件で 100％、前回が 15 件で 83.3％、前々回が 10 件で 83.3％であった。「プ
ラットフォーム支援」は 0 件、前回 4 件で 22.2％、前々回が 2 件で 16.6％であった。「チャ
ンネルプロモーション」も 0 件、前回が 4 件で 22.2％、前々回も 0 件であった。「コンテ
ンツの有効活用」も 0 件、前回が 4 件で 22.2％、前々回が 4 件で 33.3％であった。「実施
していない」が 52 で 75.4％、前回が 53 件で 74.6％、前々回が 55 件で 82.1％であった。

ていͳいཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益が合わない」が 21 件で 40.4％、前回が 11 件で 20.8％、前々回が 21 件で 42.0％、、「コ
ンテンツ等に対する予算的な問題」が 6 件で 11.5％、前回が 7 件で 13.2％、前々回が 4 件
で 8.0％、「コンテンツの権利的な問題」が 26 件で 50.0％、前回が 30 件で 56.6％、前々回
が 16 件で 32.0％「チャンネルプロモーションに繋がらない」が 7 件で 13.5％、前回が 5
件で 9.4％、前々回が 9 件で 18.0％、「その他」が 8 件で 15.4％、前回が 10 件で 18.9％、前々
回が 5 件で 10.0％であった。

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w�ɾχʔζ
wݕ�౼த
w�ࣗ ࣾͷرগੑΛอͭͨΊ
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ᶄ 4V0%（݄額ݟ放題型の V0% サービス）
ているཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益目的」が 13 件で 76.5％、前回が 12 件で 57.1％、前々回が 13 件で 61.9％であった。「プ
ラットフォーム支援」が 6 件で 35.3％、前回が 12 件で 57.1％、前々回が 9 件で 42.8％で
あった。「チャンネルプロモーション」が 4 件で 23.5％、前回が 9 件で 42.8％、前々回が
4 件で 19.0％であった。「コンテンツの有効活用」が 3 件で 17.6％、前回が 3 件で 14.3％、
前々回が 4 件で 19.0％であった。「その他」は前回同様 0 件であった。「実施していない」
が 52 件で 75.4％、前回が 50 件で 70.4％、前々回が 46 件で 68.7％であった。

ていͳいཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益が合わない」が 16 件で 30.8％、前回が 13 件で 26.0％、前々回が 19 件で 44.1％、「コ
ンテンツ等に対する予算的な問題」が 4 件で 7.7％、前回が 6 件で 12.0％、前々回が 6 件
で 13.9％、「コンテンツの権利的な問題」が 28 件で 53.8％、前回が 33 件で 66.0％、前々
回が 14 件で 32.5％、「チャンネルプロモーションに繋がらない」が 5 件 9.6％、前回が 6
件で 12.0％、前々回が 8 件で 18.6％、「その他」が 9 件で 17.3％、前回が 5 件で 10.0％、前々
回が 5 件で 11.6％であった。

実施している
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実施していない
75.4％
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ਤද ��　470%ͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
wݕ�౼த
w�ࣗ ࣾͷرগੑΛอͭͨΊ
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ᶅ '0%（視聴ྉແྉの V0% サービス）
ているཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益目的」が 5 件で 25％、前回が 2 件で 8.3％、前々回が 2 件で 7.4％であった。「プラッ
トフォーム支援」が 10 件で 50％、前回が 16 件で 66.7％、前々回が 17 件で 62.9％であった。

「チャンネルプロモーション」が 10 件で 50％、前回が 15 件で 62.5％、前々回が 16 件で
59.2％であった。「コンテンツの有効活用」が 1 件で 0.5％、前回が 3 件で 12.5％、前々回
が 3 件で 11.1％であった。「実施していない」が 49 件 71％、前回が 47 件で 66.2％、前々
回が 40 件で 59.7％であった。

ていͳいཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益が合わない」が 15 件で 30.6％、前回が 13 件で 27.7％、前々回が 15 件で 41.6％、「コ
ンテンツ等に対する予算的な問題」が 6 件で 12.2％、前回が 4 件で 8.5％、前々回が 7 件
で 19.4％、「コンテンツの権利的な問題」が 27 件で 55.1％、前回が 27 件で 57.4％、前々
回が 14 件で 38.8％、「チャンネルプロモーションに繋がらない」が 10 件で 20.4％、前回
が 8 件で 17.0％、前々回が 7 件で 19.4％、「その他」が 6 件で 12.2％、前回が 4 件で 8.5％、
前々回が 4 件で 11.1％であった。

実施している
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実施していない
71.0％

N=69
N=20（複数回答あり）
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ਤද ��　'0%ͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝
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ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾݕ౼த

実施している
34.8％

実施していない
65.2％

N=69
N=24（複数回答あり）
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ਤද �0　ϚルチσόΠεͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ᶆマルチデόΠス
ているཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益目的」が9件で37.5％、前回が9件で31.0％、前々回が10件で43.4％であった。「プラッ
トフォーム支援」が 15 件で 62.5％、前回が 18 件で 62.1％、前々回が 12 件で 52.1％であっ
た。「チャンネルプロモーション」が 8 件で 33.3％、前回が 9 件で 31.0％、前々回が 4 件
で 17.3％であった。「コンテンツの有効活用」が 3 件で 12.5％、前回が 5 件で 17.2％、前々
回が 4 件で 17.3％であった。「その他」は 0 件であった。「実施していない」が 45 件で
65.2％、前回が 42 件で 59.2％、前々回が 44 件で 65.7％であった。

ていͳいཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益が合わない」が 10 件で 22.2％、前回が 10 件で 23.8％、前々回が 13 件で 41.9％で
あった。「コンテンツ等に対する予算的な問題」が 3 件で 6.7％、前回が 4 件で 9.5％、前々
回が 3 件で 9.6％であった。「コンテンツの権利的な問題」が 25 件で 55.6％、前回が 27 件
で 64.3％、前々回が 14 件で 45.1％であった。「チャンネルプロモーションに繋がらない」
が 6 件で 13.3％、前回が 4 件で 9.5％、前々回が 3 件で 9.6％であった。「その他」が 0 件、
前回が 7 件で 16.7％、前々回が 2 件で 6.4％であった。
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ᶇݟಀ͠࠶ੜ
ているཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益目的」が 3 件で 20.0％、前回が 4 件で 20.0％、前々回が 4 件で 22.2％であった。「プ
ラットフォーム支援」が 8 件で 53.3％、前回が 9 件で 45.0％、前々回が 14 件で 77.7％で
あった。「チャンネルプロモーション」が 8 件で 53.3％、前回が 10 件で 50.0％、前々回が
7 件で 38.8％であった。「コンテンツの有効活用」が 1 件で 6.7％、前回が 4 件で 20.0％、
前々回が 3 件で 16.6％であった。「その他」は 0 件であった。「実施していない」が 54 件
で 78.3％、前回が 51 件で 71.8％、前々回が 49 件で 73.1％であった。

ていͳいཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益が合わない」が 14 件で 25.9％、前回が 15 件で 29.4％、前々回が 13 件で 36.1％であっ
た。「コンテンツ等に対する予算的な問題」が 7 件で 12.9％、前回が 4 件で 7.8％、前々回
が 6 件で 16.6％であった。「コンテンツの権利的な問題」が 29 件で 53.7％、前回が 29 件
で 56.9％、前々回が 16 件で 44.4％であった。「チャンネルプロモーションに繋がらない」
が 8 件で 14.8％、前回が 7 件で 13.7％、前々回が 4 件で 11.1％であった。「その他」が 8
件で 14.8％、前回が 7 件で 13.7％、前々回が 3 件で 8.3％であった。

実施している
21.7％

実施していない
78.3％

N=69
N=15（複数回答あり）
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N=54（複数回答あり） 
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ਤද ͷ༗ແͱͦͷཧ༝ࢪੜͷ実࠶ಀ͠ݟ　�1

ʮͦͷଞʯͷճ౴
ɾݕ౼த



89

ᶝ .*157഑৴について

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

ᶈ自ओチャンネルへの番組供څ
ているཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益目的」が 4 件で 28.6％、前回が 6 件で 20.0％、前々回が 10 件で 29.4％であった。「プ
ラットフォーム支援」が 7 件で 50.0％、前回が 15 件で 50.0％、前々回が 17 件で 50.0％で
あった。「チャンネルプロモーション」が 8 件で 57.1％、前回が 19 件で 63.3％、前々回が
19 件で 55.8％であった。「コンテンツの有効活用」が 0 件、前回が 3 件で 10.0％、前々回
が 4 件で 11.7％であった。「実施していない」が 55 件で 79.7％、前回が 41 件で 57.7％、前々
回が 33 件で 49.3％であった。

ていͳいཧ༝͠ࢪ࣮˙
「収益が合わない」が 11 件で 20.0％、前回が 8 件で 19.5％、前々回が 8 件で 26.6％であっ
た。「コンテンツ等に対する予算的な問題」が 3 件で 7.3％、前回が 4 件で 13.3％、前々回
が 4 件で 11.4％、「コンテンツの権利的な問題」が 26 件で 47.3％、前回が 20 件で 48.8％、前々
回が 12 件で 40.0％であった。「チャンネルプロモーションに繋がらない」が 9 件 16.4％、
前回が 11 件で 26.8％、前々回が 7 件で 23.3％であった。「その他」が 12 件で 21.8％、前
回が 5 件で 12.2％、前々回が 4 件で 13.3％であった。

実施している
20.3％

実施していない
79.7％

N=69
N=14（複数回答あり）
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N=55（複数回答あり） 
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ਤද �2　ࣗओチャンネル΁ͷ൪૊څڙͷ実ࢪͷ༗ແͱͦͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w� αϓϥΠϠʔ͔Βͷఏڙίンςンπͷड͚ೖΕ͕ແ͘ͳͬͨҝ
w� த౼ݕ
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実施している
2.9％

実施していない
97.1％

N=71
N=2
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N=67（複数回答あり） 
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ਤද �3　5ίϚʔεͷ実ࢪͷ༗ແ

ᶉ T コマース
「実施していない」が 67 件で 97.1％、前回が 68 件で 95.8％、前々回が 65 件で 97.0％であった。

なお、実施している目的は、「収益目的」「チャンネルプロモーション」という回答があっ
た。

てͳいཧ༝͠ࢪ࣮
「収益が合わない」が 21 件で 31.3％、前回が 18 件で 26.5％、前々回が 24 件で 40.0％であっ
た。「コンテンツ等に対する予算的な問題」が 4 件で 6.0％、前回が 6 件で 8.8％、前々回
が 7 件で 11.6％であった。「コンテンツの権利的な問題」が 24 件で 35.8％、前回が 28 件
で 41.2％、前々回が 19 件で 31.6％であった。「チャンネルプロモーションに繋がらない」
が 11 件で 16.4％、前回が 15 件で 22.1％、前々回が 12 件で 20.0％であった。「その他」が
15 件で 22.4％、前回が 14 件で 20.6％、前々回が 5 件で 8.3％であった。

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w� χʔζ͕ແ͍
w� த౼ݕ
w� ఺Ͱ༧ఆͳ࣌͠ݱ
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IPTV において放送サービス、放送外サービスとして、コンテンツ供څを実施している
中で、問題点・改ળ点など、感じていることをフリーアンサー形式で回答を求めた所、下
記のような内༰が寄せられた。

w�$"57 Ͱͷճ౴ಉ༷
w�ίンςンπఏ૿ڙՃʹ൐͍ɺίετෛ୲΋૿Ճ�ఏڙʹର͢ΔϦλʔン͕ࠐݟΊͳ͍
w�チャンネル告஌͕೉͍͠
w�ϦχΞͰͷ調ୡ࡞඼ʹ͍ͭͯɺݟಀ͠ͷݖར調੔
w�ϦχΞ΁ͷݙߩ౓ͷޮՌଌఆ
w�ޮՌଌఆ͕ࠔ೉
wࢹ�ௌʹඥͣ͘λΠτルڧԽ
w�ࣗओ放送΁ͷίンςンπఏڙ͸ैདྷΑΓܧଓ͍ͯ͠Δ͕ɺͲͷఔ౓ϓϩϞʔγϣンʹ͍͕ͯͬܨΔ
ͳ͍͑ݟ͕͔
w�઀৮཰ͷ௿͞ɻఏڙίンςンπ͕ϓϩϞʔγϣンʹ΍͍ͩͬͯ͘Δ͔
w�放送ͱ 70%ͷཱ͕྆՝୊
w�ར༻཰ͷ্޲

�. IPTV における放送サービス等の໰題఺・վળ఺について



92

ᶞ . ฤ੒ͱίϯςϯπについて

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

Ⅷ . 編成とコンテンツについて

1. 番組編成の「放送時間」の種類と比率について
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番組の調達先について、『自主制作番組』『外部調達番組（そのまま放送・配信）』『二次
加工番組（調達後、翻訳などの加工を経たもの）』『その他』の回答項目ごとに、放送時間
ベース・費用ベースの比率について聞いた。下記に項目ごとの回答結果をまとめた。

放送時間・費用ともに、前年同様「0％」「0.1％〜 10％」と「90.1％〜 100％」の件数が多く、
それ以外は少ない傾向となった。昨年からの変化した点は、『二次加工番組』の放送時間・
費用ともに「0％」の回答が昨年よりも 9 〜 10 件増加、『外部調達番組』の費用が「90.1％
〜 100％」との回答が昨年よりも 8 件増加した。

これらの回答結果から、『自主制作番組』『外部調達番組』『二次加工番組』を満遍なく
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2. 現状の番組編成の種類と比率（಺༁）
ᶃ 自ओ੍作番組の比率

『自主制作番組』では放送時間ベースで「0.1％〜 10％」が最も多く、昨年は「0.1％〜
10％」̓ 「0％」̓ 「90.1％〜 100％」の順であったが、今年は「0.1％〜 10％」̓ 「0％」̓ 「70.1％
〜 80％」「90.1％〜 100％」（同件数）との結果となった。

昨年と比較し主な૬違部分をみてみると、放送時間ベースで「40.1％〜 50％」が昨年の
0 件から 5 件に増加、費用ベースで「0.1％〜 10％」が昨年の 18 件から 23 件に増加、「10.1％
〜 20％」が昨年の 11 件から 4 件に減少、「40.1％〜 50％」が昨年の 0 件から 4 件に増加した。

『自主制作番組』の放送時間は若干の増加傾向にあるが、費用面では減少と増加が同ډ傾
向にあり、メリハリをつけた費用౤下の傾向がうかがえる。また回答平均値は、放送時間
ベースで昨年の 33.3％から 32.1％、費用ベースも昨年の 37.6％から 36.5％に減少した。

編成するのでなく、いずれかに偏った編成をしているチャンネルが多い傾向は昨年と変わ
らないが、『二次加工番組』の費用を減少させた分を『外部調達番組』に充てる傾向が若
干みられる。
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ਤද ��　֎෦調ୡ൪૊ͷൺ཰ʹ͍ͭͯ

『外部調達番組』は放送時間ベースで「90.1％〜 100％」が最も多く、次いで「0％」、「0.1％
〜 10％」と「20.1％〜 30％」が同件数で並んだ。費用ベースでも「90.1％〜 100％」が最
も多く、次いで「0％」「0.1％〜 10％」という結果となった。

昨年と比較し主な૬違部分をみてみると、放送時間ベースで「0.1％〜 10％」が昨年の
19 件から 9 件に減少、「40.1％〜 50％」が昨年の 0 件から 5 件に増加、費用ベースでも「0.1％
〜 10％」が昨年の 19 件から 11 件に減少、「40.1％〜 50％」が昨年の 1 件から 6 件に増加、
加えて「90.1％〜 100％」が昨年の 10 件から 18 件に増加した。『外部調達番組』は放送時
間・費用ともに増加傾向にあり、特に費用ベースでは「90.1％〜 100％」が増加しており、
昨年の年実態調査報告書で࿩題に上がった「OTT 配信サービスを含めた競合他社の増加
で主力コンテンツの放映権ߪ入額の高ಅ」が、より顕著になった傾向がうかがえる。また
回答平均値は放送時間ベースで昨年の 39.7％から 46.9％、費用ベースで昨年の 38.2％から
42.6％に増加した。

ᶄ 外෦ௐୡ番組（ͦの··放送・配信）の比率

『二次加工番組』では放送時間・費用ともに「0％」が最も多く、次いで「0.1％〜 10％」「90.1％
〜 100％」となり、10％以下が全体の 60％程度を占める昨年と同じ結果となった。

昨年と比較し主な૬違部分をみてみると、「0％」が放送時間ベースで昨年の 35 件から
45 件、費用ベースでも昨年の 37 件から 46 件と増加し、「0.1％〜 10％」が放送時間ベー
スで昨年の 20 件から 13 件、費用ベースでも昨年の 20 件から 15 件に減少した。この結果
から『二次加工番組』は費用をかけない傾向がうかがえる。また、回答平均値は放送時間
ベースで昨年の 26.3％から 20.0％、費用ベースも昨年の 24.0％から 19.9％に減少した。

ᶅ h ೋ࣍加工番組（ௐୡ後ɺ຋༁ͳͲの加工Λ経ͨ΋の）ɦ
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ਤද ��　ೋ࣍Ճ޻൪૊ͷൺ཰ʹ͍ͭͯ

その他は昨年同様、「0％」が大多数を占め、一方で回答平均値は放送時間ベースで昨年
の 0.8％から 0.9％、費用ベースで 0.3％から 1.0％に増加した。
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0 20 �0 �0 �0 100ʢˋʣ

N=84

増やす方向 現状維持 減らす方向

自主制作番組

外部調達番組

二次加工番組

31.0％
（26件）

13.1％
（11件）

17.9％
（15件）

4.8％
（4件）

76.2％
（64件）

10.7％
（9件）

77.4％
（65件）

61.9％
（52件）

7.1％
（6件）

ਤද �0　൪૊ͷ૿ݮಈ޲ʢશମʣ

�. 今後の番組の増減動޲（全体）
番組の制作形態別に「今後の番組の増減動向」について聞いた。全ての制作形態で「現

象維持」との回答が昨年同様に大多数を占め、多い順に『二次加工番組』ʼ『外部調達番
組』ʼ『自主制作番組』となった。
「増やす方向」では、『自主制作番組』が昨年の 34.9％から 31.0％と減少し、『外部調達番組』
が昨年の 9.3％から 13.1％、『二次加工番組』も昨年の 15.1％から 17.9％と共に増加した。
「減らす方向」では『自主制作番組』が昨年の 3.5％から 7.1％と増加、『外部調達番組』
が昨年の 14.0％から 10.7％と減少、『二次加工番組』は昨年の 3.5％から 4.8％と増加した。
これは『自主制作番組』を減少させ、『外部調達番組』や『二次加工番組』を増加させる
方向にシフトした傾向がうかがえる。

傾向の内訳を制作形態別にみると、『自主制作番組』は、昨年同様に「現状維持」の回

4. 今後の番組の増減動޲（಺༁）
ᶃ 自ओ੍作番組の増減動޲

増やす方向
34.9％

現状維持
61.6％

減らす方向3.5％

N=86

増やす方向
31.0％

現状維持
61.9％

減らす方向7.1％

N=84

ਤද �1　ࣗओ੍࡞൪૊ͷ૿ݮಈ޲
201�年౓調査2020 年౓調査
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『外部調達番組』は、昨年同様に「現状維持」の回答が最も多く、「増やす方向」が昨年 9.3％
から 13.1％に増加、「減らす方向」は昨年の 14.0％から 10.7％に減少した。『自主制作番組』
とは逆の結果を示し、昨年よりも若干の増加傾向にあることがうかがえる。

増やす方向9.3％

現状維持
76.7％

減らす方向
14.0％

N=86

増やす方向
13.1％

現状維持
76.2％

減らす方向
10.7％

N=84

ਤද �2　֎෦調ୡ൪૊ͷ૿ݮಈ޲

ᶄ 外෦ௐୡ番組（ͦの··放送・配信）の増減޲܏

201� 年౓調査2020 年౓調査

『二次加工番組』は「現状維持」が昨年の 81.4％から 77.4％に減少し、「増やす方向」が
昨年 15.1％から 17.9％、「減らす方向」も昨年の 3.5％から 4.8％に増加した。昨年よりも
現状維持が減少した分、若干の増加と減少が同ډする傾向がみられた。

ᶅ ೋ࣍加工番組（ௐୡ後ɺ຋༁ͳͲの加工Λ経ͨ΋の）の増減޲܏

増やす方向
15.1％

現状維持
81.4%

減らす方向3.5％

N=86

増やす方向
17.9％

現状維持
77.4%

減らす方向4.8％

N=84

ਤද �3　ೋ࣍Ճ޻൪૊ͷ૿ݮಈ޲
201�年౓調査2020 年౓調査

答が最も多く、「増やす方向」が昨年 34.9％から 31.0％に減少、「減らす方向」は昨年の 3.5％
から 7.1％に増加した。今年のトレンドとして『自主制作番組』が昨年よりも若干の減少
傾向にあることがうかがえる。
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ᶃ 編成のޮՌূݕと͠てɺ重視͠ている΋の
『編成の効果検証として重視しているもの』について、もっとも重視しているものは「加
入契約数」が 30 件、「自局の視聴率」が 25 件となった。昨年は「加入契約数」が 25 件、「自
局の視聴率」が 28 件であったため、「加入契約数」を重視することに転じたことがうかが
える。複数回答（3 つまで）においては「加入契約数」が 58 件と最も多く、「自局の視聴率」
がほぼ同数の 57 件、「プラットフォームからの評価」が 42 件と続いた。契約件数や視聴率、
プラットフォームからの評価を重視している点は昨年と同様である。

�. チャンネル編成について

ਤද ��　�ฤ੒ͷޮՌূݕͱͯ͠ॏ͍ͯ͠ࢹΔ΋ͷ

ʢ݅ʣ
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ॏ͍ͯ͠ࢹΔ΋ͷʢ3ͭ·Ͱʣ
Δ΋ͷ͍ͯ͠ࢹ΋ॏ࠷

ᶄվ編Λࡍ͏ߦに重視͠ている΋の
『改編を行う際に重視しているもの』について、もっとも重視しているものは「自社内の
分析データ」との回答が 54 件ともっとも多く、「コンテンツ調達の都合」の 11 件と比較
しても重要視していることがわかる。複数回答（3 つまで）では「自社内の分析データ」
が 75 件、「視聴者からの要望」40 件、「コンテンツ調達の都合」39 件、「有料 BS・CS 局
の動向」25 件、「プラットフォームからの要望」22 件と続いた。昨年の「視聴者からの要
望」47 件から 7 件減、「プラットフォームからの要望」が 18 件から 4 件増となっている。

ͦͷଞͷճ౴
w� Ϧʔチ཰
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ਤද ��　վฤΛࡍ͏ߦʹॏ͍ͯ͠ࢹΔ΋ͷ

ͦͷଞͷճ౴
w� ٬ͷधཁސ

ᶅΦリδナル番組の੍作の༗ແについて
『オリジナル番組制作の有無』について、「制作している」との回答が 81.0％となった。

この割合は昨年の 83.7％より微減となり、一昨年の 88.5％からも減少している結果と
なった。

ਤද ��　ΦϦδφル൪૊੍࡞ͷ༗ແ

制作して
いない
19.0％

制作している
81.0％

N=84

ᶆΦリδナル番組の੍作の目తについて
『オリジナル番組制作の目的』について、「独自性・専門性の開発のため」53 件（77.9％）、
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ᶇΦリδナル番組੍作における課題
『オリジナル番組制作における課題』について、「番組制作コストの೧出」43 件（63.2％）、「౤
下費用の回収」38 件（55.9％）、「制作スタッフの不足」29 件（42.6％）、「関係先（制作会社、
ܳ能事務所など）とのコネクション」14 件（20.6％）、「特に課題はない」7 件（10.3％）、
「制作ϊウハウの不足」6 件（8.8％）と続いた。上位 3 項目は昨年と変わらないものの，
「番組制作コストの೧出」は 80.6％から 63.2％と大幅に下がり、「౤下費用の回収」、「関
係先（制作会社、ܳ能事務所など）とのコネクション」が増える結果となった。

ਤද ��　ΦϦδφル൪૊੍࡞ͷ໨త

0 20 �0 �0
ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=68（複数回答あり）

（件）
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41
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26
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（38.2％）

2（2.9％）

（38.2％）

൪૊ൢചɾ഑৴ల։ͳͲ
৽نऩӹۀࣄ૑ग़ͷͨΊ

ͦͷଞͷճ౴
w� ஙߏੑ܎ؔ
w� ͷͨΊ্޲ྗ࡞੍

「チャンネルの認知向上、加入促進」41 件、（60.3％）、「編成コンηプト上の必要性」と「番
組販売・配信展開など新規収益事業創出のため」が 26 件（38.2％）と続いた。昨年の調
査とほぼ同様であった。昨年は「独自性・専門性の開発のため」62 件（86.1％）、「編成コ
ンηプト上の必要性」42 件（58.3％）であったため、独自性・専門性に関わることが減少
している。
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ᶈ「ϊ΢ϋ΢」「スλッフ」ෆ଍のղܾํ๏について

ਤද ��　ΦϦδφル൪૊੍࡞ͷ՝୊ɾεΩル

0 10 20 30

ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=29（複数回答あり）

ͷ社֎͔Βͷটᡈऀݧܦ࡞੍

ελοϑͷ௕ظతͳҭ੒

༺׆会社ͷ࡞੍

ಉۀଞ社ͱͷ࿈ܞ

ͷҭ੒ࡐքશମͰͷਓۀ

ͦͷଞ

౰ͨΔ΋ͷ͸ͳ͍͍ࢥ
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6

（41.4％）

（82.8％）

（75.9％）

（10.3％）

7（24.1％）

0

0

（20.7％）

『「ϊウハウ」「スタッフ」不足の解決方法』について、上位 3 項目「スタッフの長期的な
育成」、「制作会社の活用」、「制作経験者の社外からのটᡈ」は昨年と同様の結果となった。

「同業他社以外の放送事業者や映像事業者との࿈ܞ」は昨年の 36.4％から 24.1％に下がり、
「同業他社との࿈ܞ」も 30.3％から 10.3％に下がった。このことからオリジナル番組制作
においては、自社内で番組制作に取り組んでいることが考えられる。

ᶉ「੍作コスト」೧出のղܾํ๏について

ਤද ��　ΦϦδφル൪૊੍࡞ͷ՝୊

0 20 �0 �0
ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=68（複数回答あり）
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w� ίετύϑΥʔϚンε
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w� ൪૊ͷೝ஌౓࡞੍
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ਤද �0　ΦϦδφル൪૊੍࡞ͷ՝୊ɾίετ

ਤද �1　ΦϦδφル൪૊੍࡞ͷ՝୊ɾඅ༻ճऩ
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ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=43（複数回答あり）
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ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=38（複数回答あり）
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ͦͷଞͷճ౴
w� ΞδΞॾࠃ΁ͷ൪૊ൢച
w� ݮ࡟਺࡞੍
w� ւ֎ൢച

ᶊ「౤Լ費用」ճ収のղܾํ๏について
『「౤下費用」回収の解決方法』について、「マルチデバイスなどでの配信先の拡大」が昨
年の 76.5％から 84.2％へ増加、「஍方局や映像配信事業者等への番組販売」はほぼ変わらず、

「番組のビデオパッケージ化」は昨年の 44.1％から 34.2％に下がり、配信先の拡大へシフ
トしていることが考えられる。

�. コンテンツௐୡの現状について
「コンテンツ調達の現状について」の意見を記入式でたずねたところ、OTT との差別化
を課題とする回答が多く寄せられた。また、Ϣーβーニーζへの対応、配信権の確อといっ
た全体的なコンテンツ戦略を目指す動きも伺える。一方、コロナ禍での対応を課題とする

ͦͷଞͷճ౴
w� બ୒ͱूத

『「制作コスト」೧出の解決方法』については「スカパー！、CATV 局との࿈ܞ」が
65.1％ともっとも高く、各項目において、昨年とほぼ同様の割合となった。
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w�055 ͱͷࠩผԽΛ͍͔ʹਤΔ΂͖͔͕༗ྉ放送ͷ՝୊ͱଘ͡·͢
w�055 ΍ଞチャンネルͱͷࠩผԽɻྗڧͳίンςンπ͸多ֹͷ౤ࢿΛ͍ͯ͠Δ055ʹ͔͍ͯͬ࣋Ε
ͯ͠·͏Α͏ʹมԽɻ·ͨɺ#UP#ͱ #UP$ʹٻΊΒΕ͍ͯΔ΋ͷͷΪャοϓɺεΧύʔͱଞͷϓϥο
τϗʔϜͰ΋ظ଴͞Ε͍ͯΔίンςンπ͕ҧ͍͗͢Δɻࣗओ൪૊͸ࠩผԽʹͳΔ͕ɺඅ༻ରޮՌͱ
͍͏ҙຯͰ͸௿͘ͳΔ
w�70%ͳͲίンςンπͱͷ઀৮͕૿͑Δதɺ༗ྉ放送͚޲ͷಠࣗίンςンπͷ調ୡ͸༧ࢉతʹ΋೉
͘͠ͳ͖͍ͬͯͯΔɻݶΒΕͨϦιʔεͷதͰͷࠩผԽʹϑΥʔΧε͢Δ͜ͱ͕ॏཁ
w�ΞϝϦΧܥίンςンπͷ調ୡݖྉ͕೔ຊͷ࡞඼ʹֱ΂͍ͯͨߴΊɺຊ਺Λ多͘ߪೖग़དྷͳ͍ݱঢ়͕
͋Δɻ�·ͨϥΠηンαʔಠࣗͷ055αʔϏεΛ্ཱͪ͛ΔྲྀΕ͕૿͑ͯདྷ͓ͯΓɺͦͷͨΊɺߪ
ೖʹ੍͔͔͕ݶΔͳͲɺ�ങ෇͚Δձࣾ΍࡞඼͕ҎલΑΓݶΒΕ͖ͯͨ
w�ίετΛԼ͍͖͍͛ͯͨ
w�ίϩφͷӨڹͰΞϝϦΧͷܶ৔৽࡞өըͷެ։͕Ԇ͞ظΕ͍ͯΔ͜ͱ͔Βɺओྗ঎඼Ͱ͋Δ৽࡞ө
ըͷ調ୡʹ΋Ө͕ڹग़͓ͯΓɺͦͷ݀ຒΊ͕౰໘ͷ՝୊ͱͳ͍ͬͯΔ
w�ίϩφՒʹΑΓࣗओ੍࡞ͷݶքΛ͡ײΔதɺ֎෦͔Βͷ調ୡ͸チャンネルଘଓͷҝʹඞਢ͔ͱ͑ߟ
Δɻ調ୡઌͷ։ൃ͕ޙࠓͷ՝୊ͱ͑ߟΔ
w�ίンςンπ֫ಘڝ૪ͷܹԽͱߴಅ
w�ϓϥοτϑΥʔϜରࡦͷͨΊͷࢹௌ཰ରࡦͱɺࢹௌऀˍϑΝン֦େͷͨΊͷίンςンπ͕ํ͕޲ҟ
ͳΔ৔߹͕͋ΔͨΊɺ྆࣠Ͱܭը͍ͯ͘͠
w�ϓϨϛΞϜチャンネルࢹௌྉۚʹ࠷ͨͬ߹ݟ৽ɺಠ઎࡞඼ʹͩ͜Θͬͯ調ୡ
w�ϢʔβʔχʔζʹԠ͑Δ൪૊ฤ੒ɻଐੑͷҧ͏ෳ਺ϓϥοτϑΥʔϜͷ࠷େެ໿਺తͳฤ੒૊੒ͷ
ੋඇ
w�өը͸055ͱͷࠩผԽ͕࠷΋ਤΓʹ͍͘ɻ୯ମͰউෛ͢Δͱෛ͚ͯ͠·͏ͨΊɺಠࣗͷಛूฤ੒΍ɺ
͜͜Ͱ͔͠ݟΒΕͳ͍χοチͳөը΋͚ͯͭݟฤ੒͢Δ͜ͱΛҙ͍ࣝͯ͠Δ
w�ւ֎εϙʔπ放өݖྉ͕ߴಅ͢ΔதɺओྗίンςンπͰ͋Δւ֎πΞʔɺϝδャʔେձͷݖརΛத
௕ظతʹ҆ఆ֬อ͢Δ͜ͱ͕ฤ੒্࠷େͷ՝୊Ͱ͋Δ
w�֎෦͔Βͷ調ୡΑΓ͸ɺطଘ൪૊ͷೋ࣍ར༻ʹ஫ྗ͍ͯ͠Δɻ͜ͷઓུ͸͠͹Β͘ҡ࣋͞ΕΔ༧ఆ
w�֤εϙʔπδャンルʹ͓͍ͯࢼ߹தܧͱΦϦδφル൪૊΍Φϑγʔζン൪૊ͳͲ年ؒͱ௨ͯ͠放送
͠ɺ٬ސຬ଍্޲Λਤ͍ͬͯΔɻ�ɾଞہͱͷࠩผԽ�ɾ഑৴ۀࣄͱͷ૬৐ޮՌ
w�ؖࠃͱ͋·Γࠩ࣌ͳ͘放送͍͕ͨ͠ɺ放送ͨ͠൪૊͕͋ͬͯ΋࿮ʹऩ·Βͳ͍৔߹ɺظ࣌ΛͣΒ͠
ͯ放送͢Δ͔͠ͳ͍ঢ়گͳͷͰɺ͜ͷঢ়گΛվળ͢Δͷ͕ࠓͷ՝୊Ͱ͢
wڝ�߹チャンネルͰͷ放送ɺ഑৴Ͱ͕͍͋ͬͯͳ͍࡞඼Λ೦಄ʹஔ͖ͳ͕ΒɺߪೖλΠτルΛબͿ
w٬ސ�χʔζʹ߹ΘͤɺτϨンυʹ߹͏ίンςンπબఆΛ͜͏ߦͱ
w͕޿�ΔσόΠεͷར༻ಈ޲Λ౿·͑ɺ(༷ʑͳγʔンͰ౰ࣾͷίンςンπΛָ͓͠Έ͍͚ͨͩΑ͏
αʔϏεΛڧԽ͠·͢
w�ࠩผԽίンςンπͱͯࣗ͠ओ੍࡞͸౤ೖ͍͕ͨ͠ऩӹޮՌͱόϥンε͕೉͍͠
w͚޲ڙࢠ�ઐ໳チャンネルͰ͋Δ͕ςϨϏࢹௌऀʹݮ͕ڙࢠগ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕՝୊
wࢹ�ௌऀχʔζΛ͘ΈऔΔίンςンπͷ調ୡɻ՝୊͸ࢀ߹ڝೖʹΑΔ調ୡඅͷߴಅ
w࣌�୅ܶͷ৽نίンςンπ͸ৗʹෆ଍͍ͯ͠ΔɻࣗࣾͰ৽࣌࡞୅ܶΛ҆ఆతʹ੍࡞Ͱ͖Δମ੍࡞Γ
w�ॖখ͢ΔϚʔέοτͷதͰ͍͔ʹ٬֫ސಘ͠ɺརӹ֬อ͍ͯ͘͠ͷ͔͕ۓ٤ͷ࠷ॏཁ՝୊ͱ͑ߟΔ
w�৽ܕίϩφҎ߱ͷԻָۀքͷม༰ʹ஫͢ࢹΔඞཁ͕͋Δ
w�৽࡞ͷൺ཰ΛԼ͛ͳ͍Α͏഑ྀ
w�調ୡίετΛ͍͔ʹ֬อ͢Δ͔͕ॏཁͳہ໘ʹ͋Δɻ޿告ऩೖ΋ݱ͍͠ݫঢ়ͳͷͰɺ2࣍ར༻΋ؚ
Ίͨίンςンπઓུ͕ඞཁͰ͋Δ
w�౰ͨͬͨ΋ͷ͸ଞチャンネル͕ਅͯ͘͠ࣅΔɻಉ͡ίンςンπ͕ظ࣌Λม͑ͯ਺チャンネルͰฤ੒
͞ΕɺͲ͜΋ͨࣅΑ͏ͳฤ੒ʹͳΓ͕ͪɻಠࣗੑΛग़ͨ͢Ίʹ͸ΦϦδφル͕͔ܽͤͳ͍͕ɺΦϦ

੠も目立った。
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δφル͸අ༻ରޮՌ͕ѱ͘ɺརӹΛ࠷༏ઌ͢Δͱɺͳ͔ͳ͔૿΍ͤͳ͍
w�೔ຊөը͚ͩͰͳ͘υϥϚɺυΩϡϝンλϦʔ౳ɺࠃ಺ͷྑ࣭ͳΤンλʔςΠンϝンτ࡞඼Λ調ୡɻ
৽࡞͸055 Ͱ؍ΒΕΔ͕ڥ؀੔͖ͬͯͨͷͰɺγχΞλʔήοτʹ࡞໊͚ͨ޲өը΍υϥϚ౳ϥ
ΠϒϥϦ࡞඼ʹ஫ྗ
w�഑৴αʔϏεͱͷࠩผԽΛࣗࣾάルʔϓશମͰऔΓ૊Ή
w�഑৴ऀۀࣄͷ୆಄ʹΑΔւ֎υϥϚߴಅԽͷྲྀΕͷதɺࢹௌ཰֫ಘͷͨΊͷ࡞඼ͱ৽نՃೖଅਐͷ
ͨΊͷ൪૊Λ͍͔ʹόϥンεΑ͘調ୡ͢Δ͔͕՝୊ͱͳ͓ͬͯΓ·͢
w�අ༻ରޮՌ͕Ұ൪ͷ՝୊
w�放送ͱಉ࣌ʹ഑৴ʢݟಀʣͷݖར֬อ
w�放送ݖɺ഑৴ݖʢಛʹݟಀ͠ 
 Λಉ࣌ʹ֬อ͍ͯ͘͠
w�໨·͙Δ͘͠ϝσΟΞͷ͕ڥ؀มΘΔதɺมԽΛڪΕͣɺ͔ͭࠩผԽΛਤΕΔίンςンπͷબผɺ
͍͖͍ͨͯ͠ࢦ΋໨ޙࠓརͷ֫ಘΛݖ
w�དྷ年ʹ͍ͭͯ͸ɺ$07*% ͷӨڹͰԤभ࡞඼ʹେ෯ͳ੍࡞஗Ԇ͕ൃੜ͍ͯ͠ΔͨΊɺ࡞඼਺͕ݮগ
͍ͯ͠ΔதɺͲ͏࡞඼ΛूΊͯฤ੒͢Δ͔͕՝୊ɻ�೔ຊͷίンςンπ͸ɺΩʔہɺ͓Αͼɺͦͷ
Δ055αʔϏεͰಠ઎͢ΔͨΊʹϗʔル͍ͯ͠ࢿӡӦɺग़͕ہͰ͸Ωʔۙ࠷ͨ·ɺہɺ#4ہ$4
υόοΫ͕௕ظͰ͔͔Γɺ৽͍͠ίンςンπ΄Ͳ調ୡ͕೉͘͠ͳ͍ͬͯΔɻ

配信と編成の一致については、「放送の完全サイマル」が 31.0％と最も多いが、前回
の 51.5％から大きく下げた。「放送の部分サイマル」25.0％、「別編成でチャンネルも別」
14.3％と続く。前回の回答数 66 より回答対象者が増え、「配信していないし、配信する予
定もない」との回答が 29.8％あることについても留意されたい。

ᶃ IP リニア配信と編成のҰக

ਤද �2　*1 ϦχΞ഑৴ͱฤ੒ͷҰக

഑৴͍ͯ͠な͍͠ɺ
഑৴する༧定もな͍

����ˋ

放ૹの
શサΠϚル׬
3���ˋ

放ૹの
෦෼サΠϚル
����ˋ

N=84

放ૹͱผฤ੒Ͱ
νャンωル໊もผ

���3ˋ

�. IP リニア配信について

ᶄ IP リニア配信࣮ࢪのཧ༝
IP リニア配信を実施している理由は、「視聴者の利ศ性」29 件、「売上・収益面での期待」

27 件、「プラットフォームに対する配ྀ」25 件への回答が多い。既ଘ視聴者へのサービス、
新たな収益の૒方での展開がうかがえる。次いで「権利面でのॲ理ができた」も 21 件と
多くの回答があった。
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ʢ݅ʣ
N=59（複数回答あり）

0

10

20

30

ച্ɾऩӹ໘Ͱظ଴Ͱ͖Δ

ར໘ͷॲཧ͕Ͱ͖ͨݖ

ίετ໘Ͱݟ߹ͬͨ

૊৫ɾਓखͷख౰͕Ͱ͖ͨ

ϓϥοτϑΥーϜʹର͢Δ഑ྀ

ௌऀͷརศੑࢹ

放送΁ͷ༠ಋΛظ଴
ͦͷଞ

͋ͯ͸·Δ΋ͷ͸ͳ͍

27

21

12

5

25

29

16

3 2

ਤද �3　*1 ϦχΞ഑৴実ࢪͷཧ༝

ʮͦͷଞʯͷճ౴
w�δャンルΛ෼͚ΒΕΔ͔Β
w࣌�୅ʹԊͬͨखஈͰ

ʢ݅ʣ
N=25（複数回答あり）

0

�

10

1�

20

ച্ɾऩӹ໘Ͱظ଴Ͱ͖ͳ͍

ར໘ͷॲཧ͕Ͱ͖ͳ͍ݖ

ίετ໘Ͱݟ߹Θͳ͍

૊৫ɾਓखͷख౰͕Ͱ͖ͳ͍

ϓϥοτϑΥーϜʹର͢Δ഑ྀ

ௌऀͷརศੑ͕ਤΕͳ͍ࢹ

放送Λ༏ઌ͍ͯ͠Δ
ͦͷଞ

͋ͯ͸·Δ΋ͷ͸ͳ͍

9

11 11

2 2
4

0

5
4

ਤද ��　*1 ϦχΞ഑৴Λ༧ఆ͍ͯ͠ͳ͍ཧ༝

ᶇ IP リニア配信Λ予ఆ͠ていͳいཧ༝
IP リニア配信を予定していない理由は「権利面のॲ理ができない」「コスト面が見合わ

ない」がそれぞれ 11 件とトップ、次いで「売上・収益面で期待できない」9 件に回答が集まっ
た。前回は権利面が他を཭してのトップだったが、コスト、売上面との差がほとんどなく
なっており、経済的ଆ面が課題となってきていることがうかがえる。
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「OTT サービス」についての意見を記入式でたずねたところ、オリジナルコンテン
ツ、独占コンテンツ、専門チャンネルの特性による差別化を図る回答が目立った。一方、
OTT を自社の新たなサービスとして活用していく事業者も多数あり、放送、配信を総合
的にとらえる動きがうかがえる。

ᶈ 0TT サービスについての編成戦略やҙݟ・課題

w�055 αʔϏεͰ͸Ͱ͖ͳ͍اըͷ実ࢪ΍ಠࣗੑͷ͍ߴίンςンπͷ調ୡΛ৺͕͚͍ͯΔ
w�055 αʔϏεͰ͸·ͩ·ͩϥΠϒίンςンπ͕গͳ͍ͨΊɺฐࣾͷڝ߹૬खͱ͍͏ҙࣝ͸͋·Γͳ
͍ɻΉ͠Ζɺ055αʔϏεͷϢʔβʔʹ΋ฐࣾͷίンςンπʹ઀৮ͯ͠΋Β͑Δػձ͕૿͑ΔͷͰ
͋Ε͹ɺ্ख͘׆༻͍͖͍ͯͨ͠
w�055 αʔϏεΛ։࢝͢Δ͜ͱͰɺΑΓ෯ࢹ͍޿ௌऀʹಧ͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻチャンネルͱͷࠩผԽ
ΛਤΔͨΊɺ055αʔϏε͚޲ʹ͸ɺฤ੒಺༰ͷݶఆɺϥΠϒͷݟಀ͠഑৴͸͠ͳ͍ͳͲͱ੍ݶΛ
͔͚͍ͯΔ
w�055αʔϏεಉ༷ʹɺҰݟʹؾΒΕΔΑ͏ͳฤ੒Λ͏ߦͳͲͯ͠ɺ055ʹྲྀΕͳ͍Α͏ʹ͍ͯ͠Δɻ�
ҰํͰɺ055αʔϏεͱ΋ڞଘͯ͠ɺ૒ํʹͱͬͯϝϦοτͷ͋ΔΑ͏ͳऔΓ૊ΈΛ実͖͍ͯ͠ࢪ
͍ͨ
w�055 Ͱ͸ݟΒΕͳ͍ΦϦδφル൪૊ͷ࡞੒΍調ୡΛฤ੒͠ɺҰॹʹͯݟ΋Β͑ΔΑ͏ʹ͢Δ
w�055 ͸τοϓτϨンυΛ௥͍͔͚ΔҰ෦ͷਓͨͪͱղऍ͍ͯ͠Δɻ$4͸͔ޙΒྲྀߦʹ௥͍ͭ͘Ϩ
ΠτϚδϣϦςΟΛૂ͏
w�055 ͸ೳಈࢹௌɺ57͸डಈࢹௌͱ͍ͯͬࢥΔɻ$"57ʹՃೖͯͩ͘͠͞ΔΑ͏ͳγχΞ૚͸ྲྀߦ
ͷ࠷ઌ୺Λ௥͍͔͚Δਓͨͪͱ͸ҧ͏ͱ͍ͯͬࢥΔͨΊɺ࣭ͷ͍͍ΞʔΧΠϒͷίンςンπΛ͏·
͘13ͯ͠ฤ੒͍ͨ͠
w�055 Ϣʔβʔͱチャンネルࢹௌऀ૚͸ɺܾఆతʹҧ͏͜ͱ͔ΒɺチャンネルͰ͸γχΞλʔήοτ
ฤ੒ઓུΛҙࣝࠩ͠ผԽΛਤΔɻ·ͨ055͚ͨ޲ʹ αʔϏεʹ΋ਐग़͠ɺ৽ͨͳੈ୅ͷ։୓Λૂ
͍͍ͨ
w�ΦϦδφル࡞඼ͷॆ実
w�ΦンσϚンυαʔϏεΛͨͬ࢖෇ՃՁ஋ɻ·ͨ͸ಠ઎放өݖͷ֬อ
w�άルʔϓશମͰͷίンςンπ׆༻ʹΑΓɺಠࣗɾಠ઎ίンςンπͷڧԽΛਤΔ
w�ίンςンπอ༗਺Ͱ͑ݴ͹ɺ౸ఈ଍ݩʹ΋ٴ͹ͳ͍Ͱ͢͠ɺςϨϏ放送͸Ұ೔ ͳ͍໘͔ؒ࣌͠�2
ੵͷதɺͦΕΛແݶʹग़ͤΔ055ͱ͢΂ͯΛൺ΂Δͭ΋Γ͸͋Γ·ͤΜɻͨͩͰ͖Δ͜ͱͱͯ͠ɺ
055ʹग़͍ͯͳ͍࡞඼ɺग़͍ͯΔ࡞඼ͷ೺ѲΛపఈ͠ɺ放送ہͱͯ͠ͷ໾໨ɺྑ͞Λపఈతʹ୳Γ
ग़͠ɺશ໘ʹग़͍͖͍ͯͨ͠
w�δャンルͷ多༷ੑɺΦϦδφル࡞඼ͷڧԽΛਤΔ͜ͱͰࠩผԽͯ͠·͍Γ·͢ɻ�
w�チャンネルͱͯ͠͸͋Γ·ͤΜɻΉ͠ΖɺϓϥοτϑΥʔϜଆ͕Ճೖͷ؆ུԽɾίετμ΢ンͳͲɺ
౒ྗ͕ඞཁͳͷͰ͸ͱ͍ࢥ·͢
w�ͻͱͭͻͱͭͷ൪૊Λ͍͔ʹஸೡʹϢʔβʔ΁ૌ͕͔͍ͯ͘͠ٻɺ放送ہͱͯ͠ͷ഑৴ऀۀࣄͱͷ
ࠩผԽʹͳ͍ͬͯ͘ͱ͑ߟ·͢
w�ϐンϙΠンτͰڝ߹ʹͳͬͨ৔߹͸ۚࢿ໘Ͱ෼͕ѱ͍ͨΊɺઐ໳チャンネルͱͯ͠ͷڧΈʢίンς
ンπྔɺࣗओ੍࡞ͳͲʣΛੜ͔͠ର͍ͯ͠߅Δ
w�ϝΨώοτίンςンπͰόοςΟンά͢Δ͜ͱ͕͋ΔͨΊɺએ఻ൢଅͷޮՌ͕͍ٵऔΒΕͳ͍Α͏ɺ
Ωャンϖʔン౳ͷ޻෉Λ͢Δɻࣗࣾͷ055 αʔϏεͰ͸ɺେखͱ͸ҟͳΔ੾ΓޱͰͷ࡞඼調ୡͱ
ଧͪग़͠Λ͢Δɾ
w�ϢχʔΫͳͳΦϦδφル൪૊ͷ։ൃ΍ಛूฤ੒ͷڧԽ
w�ϦχΞ放送ͱҧ͏ܗͰੵۃతʹࢀೖ͍͖͍ͯͨ͠
w�Ձ֨ڝ૪ྗ͕՝୊
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w�ϫン΢ΣΠͷ放送αʔϏεͱ055 ͸ͯࣅඇͳΔαʔϏεɻࣗࣾͰ΋഑৴αʔϏεΛ実͍ͯ͠ࢪΔ
ͷͰ྆αʔϏεͷࠩผԽɻͨͩͲͪΒ΋ϢʔβʔχʔζʹԠ͑Δ఺Ͱ͸ڞ௨ͱ͑ߟΔ
w�ؔ࿈ͷ͋ΔίンςンπΛฒ΂Δ΄͔ɺಛूاըΛ૊ΜͰ੾ΓޱΛม͑ΔͳͲɺෳ਺ͷίンςンπΛ
࿈ಈͤͨ͞ฤ੒Ͱ放送ͷಛੑΛ࠷େࣄ͔͢׆ʹݶͰର߅
wا�ըฤ੒ͷ޻෉
wڝ�߹ͱͯ͠େมڴҖͰ͋Δ͕ɺ࿈ܞఏܞͳͲίンςンπϚʔέοτ૯ମͱͯ͠ͷ֦େ΋໛͠ࡧͳ͚
Ε͹ͳΒͳ͍ͱ͑ߟΔ
w�ʮڝ߹΁ͷରࡦ߅ʯͱ͍͏΄ͲͰ͸ͳ͍Ͱ͕͢ɺۀքશମͱͯ͠ɺϚルチσόΠε഑৴͕ݖ放送ݖ
ʹඞͣ෇ਵ͢Δ΋ͷͰ͋Δͱ͍͏ঢ়گʹͳΕ͹ͱ͍ࢥ·͢
wڞ�ଘ͢Δ͜ͱͰίンςンπϏδネεΛͱ΋ʹେ͖͍ͯ͘͘͜͠ͱ͕ॏཁ
wڙࢠ�ʹͱͬͯ:PV5VCF ΁ͷ܏౗͕͢͞·͍͜͡ͱ͔Βެࣜ:PV5VCF ͷ։ઃΛ͕͏ߦϚネλΠζ͕
ͱ͍͜͠ݫ
w�੍ࣗࣾ࡞ίンςンπΛத৺ʹਾ͑ͨฤ੒ઓུʹΑΓࠩผԽΛਤΔ
w�ઐ໳チャンネルͱͯ͠ίンςンπྔɾ࣭Ͱର͍ͨ͠߅
w�ઐ໳チャンネルͳΒͰ͸ͷࢹ͍͔ࡉ఺Ͱɺ055αʔϏε͕Χόʔ͖͠Εͳ͍ɺوॏͳ໊࡞΍ੑݸత
ͳ࡞඼ɺ·ͨ͸࠷৽࡞ΛηϨΫτͯ͠ࢹௌऀʹఏ͍͖͍ͨͯ͠ڙ
w�ઐ໳チャンネルͳΒͰ͸ͷฤ੒ͷ੾ΓޱɺࢹௌऀχʔζΛஸೡʹຬ͍͚ͨͯ͠͹ɺڝ߹ʹର߅ग़དྷ
͏Δͱ͑ߟ·͢
w�௕ؒ࣌Ұڍ放送ɺεϙʔπ΍ԻָͷϥΠϒதۃੵʹܧతʹऔΓ૊Ή
w�ಈը഑৴αʔϏεͷ੎͍͕ڴҖͰ͋Δɻ055ͱ͸·ͨҧ͏Ձ஋Λఏ͢ڙΔඞཁ͕͋Δͱ͡ײΔ
w�ಉίンςンπΛఏ͢ڙΔ055߹ڝαʔϏεͱͷࠩผԽΛਤΔ্Ͱɺө૾ɺೋ࣍Ճ޻ʢ実گɾղઆʣ
ʹ͓͚Δಠࣗੑͷ௥͕ٻΑΓॏཁʹͳΔͱ͑ߟΔ
w�ಠࣗίンςンπͷ։ൃ͕ඞཁͩͱ͑ߟΔ
w�ฤ੒໘ੵͱ഑৴ͷ࡞඼อ༗਺Λ͑ߟΕ͹ɺ౸ఈ௥͍͖ͭ·ͤΜͷͰɺ放送ͳΒͰ͸ͷ࡞඼ɺࣗΒݕ
ͨ͠·ೖΛ͍ͯ͠ߪͳ͕Βɺྀ͠ߟ඼ͳͲ࡞ௌऀʹରͯ͠༗ޮͳࢹ͸͠ͳ͍डಈతͳࡧ
w�放送ʴݟಀ͠ల։
w�放送ͱ഑৴Ͱݖར͕ผʹͳΓݖརॲཧ͕खؒ�ख͕͔͔ؒΔׂʹऩ͕ࢧ߹Θͳ͍ͷͰख͕෇͚ʹ͘
͍
w�放送ͱ഑৴Λ૊Έ߹Θͤͯίンςンπ�όϦϡʔͷ࠷େԽΛ໨͢ࢦ�ɾέʔε CZ έʔεͰͷ഑৴ۀࣄ
ऀͱͷ࿈ܞ΍ίンςンπఏڙ
w�࿈ܞͱಠࣗੑͳͲ༷ʑͳઓུ
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増えた
15.5％

減った
47.6％ 変わらない

36.9％

N=84

ਤද ��　७޿告අͷࡢ年౓ൺ

Ⅸ . 広告出稿媒体マーケティング活動について

ᶃ 各媒体の純広告費の増減（ࡢ೥度ର比）
各媒体の純広告費について昨年度比での増減および今後の予定について訊ねた。昨年度

調査との比較では「増えた」との回答は 15.5％で昨年度を上回ったものの、「変わらない」
36.9％％（前年度 47.7％）、「減った」は 47.6％（同 39.5％）で、全体としては削減が半分
近くにのぼり、現状維持というよりは減少傾向にあると思われる。

ᶄ各媒体の純広告費について（今後の予ఆ）
広告費の今後の出稿予定については、「増やす」との回答は 23.9％で昨年度の 5.8％を大

きく上回った。また、「減らす」については 30％（同 28％）。ここ数年減少傾向が続いた
が来年度以降、積極的な広告展開を目指す動きが見て取れる。

N=84

࣋ঢ়ҡݱ
����ˋ

తʹ૿΍͢ۃੵ Β͢ݮʹతۃੵˋ��� ���ˋ

΍΍૿΍͢
����ˋ΍΍ݮΒ͢

����ˋ

ਤද ��　७޿告අͷޙࠓͷ༧ఆ
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Ⅹ . マーケティング・宣伝販促戦略

ᶃ視聴者への重視項目
重視する項目を訊ねたところ、「パブリシティ」、「広告宣伝」、「販促キャンペーン」が

それぞれ 40 〜 50％台で、上位 3 項目については昨年度調査とほぼ同じ結果であった。「自
社メディア運営 44％（前年度 41％）で、重要性は引き続き認知されている。

0 20 �0 �0
ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=86（複数回答あり）

パブリシティ

広告宣伝

販促キャンペーン

イベント

自社メディア運営

タイアップ

その他

特にない

（件）

51

43

26

45

15

（59.3％）

41（47.7％）

（50.0％）

（30.2％）

（52.3％）

2

（17.4％）

（2.3％）

3（3.5％）

ਤද ��　ॏ͢ࢹΔϚʔέςΟンάπʔル

ͦͷଞͷճ౴
w� 4/4

ᶄ視聴者への重視媒体について
重視する媒体については、WEB や SNS での展開が昨年度に引き続きいずれも 70％を

超えており、今後も WEB，SNS が中心となる傾向が続いている。但し、コロナ禍の中で
の様々な自粛制限でイベント等の興行場での展開は困難であったため、昨年 74％が重要
と回答したが、本年は 14％に留まった。また、TV，ラジオ、新聞、雑誌の占める割合は
ほぼ横ばいとなった。
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ᶅະܖ約者との઀৮ස度Λ増やす͏͑Ͱの課題
未契約者との接৮ස度を増やすうえでの課題について訊ねたところ、以下のような回答

が寄せられた。
昨年度調査では SNS の効果的活用方法やチャンネルごとにジャンルの特性を活かした

ターήットを選定し、加入につなげるための運営方法やプロモーション手法、コンテンツ
開発の取り組みも引き続き注力すべき課題としている。

本年度調査においては、SNS の活用に加え、SVDO サービスへの顧客ྲྀ出へのݒ೦等
について示された。今後、SVOD サービスへの対応は本業界にとり、重要な増々重要性
をଳびるものと思われる。

w� 4/4 ͷ׆༻ͷ研究ɺදࣔը૾ͷ研究
w�4/4ͷڧ༺׆Խ
w�470%΋͋ΔதͰɺ༗ྉチャンネルʹ͔ࠓΒೖΔКࣗମ͕খ͘͞Ϧʔチ͕೉͍͠
w�470%αʔϏε΁ͷࠐݟΈ٬ྲྀސग़
w�470%αʔϏε΁ͷ٬ྲྀސग़
w�470%αʔϏε୆಄ʹΑΔ٬ྲྀސग़
w�8&#ɺ4/4౳ͷޮՌతͳ׆༻ํ๏
w�XFCɺ4/4ഔମΛར༻ͨ͠チャンネルೝ஌֦େɺ઀৮ػձͷ૿Ճ
w�8&#΍ 4/4ͷޮՌత͸׆༻ํ๏
w�͍͔ʹฐࣾチャンネルͷλʔήοτͱ͍ͯ͠Δ૚ʹ઀৮ͯ͠ɺαʔϏε঺հ͢Δ͔͕Ұ൪ॏཁͳϙ
Πンτͩͱ͍ࢥ·͢ɻχοチͳチャンネルͳͷͰɺϚε޿告͸අ༻ରޮՌ͕௿͍Ͱ͢
w�ΦンσϚンυૌٻͱ放送ૌٻͷ͢Έ෼͚�放送ૌٻͷ٬ސσʔλ׆༻ͷ๡͠͞
w�ίΞͳδャンルͰ͋ΔͨΊɺϚεͰͷ౤Լ͸ޮ཰తͱ͸ͣ͑ࢥɺજࢹࡏௌऀͱޮ཰తͳ઀఺ΛͲ͏

0 20 �0 �0 �0
ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣN=86（複数回答あり）

TV

ラジオ

新聞

雑誌

WEB

SNS

興行場

DM/チラシ

その他

特にない

（件）

24

18

22
72

14

（27.9％）

1（1.2％）

（20.9％）

（25.6％）

（83.7％）
71
（82.6％）

17

（16.3％）

（19.8％）

2（2.3％）

4（4.7％）

ਤද ��　ॏ͍ͯ͠ࢹΔഔମ

ͦͷଞͷճ౴
w� ZPVUVCF
w� ΨΠυࢽ
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ੜΈग़͔͢ʁ͕՝୊
w�ίϩφʹΑΔΠϕンτ౳ͷதࢭʹΑΓɺະܖ໿ऀ΁ͷ઀৮ස౓͕௿Լ͍ͯ͠Δ
w�ίンςンπʹڵຯΛͯͬ࣋΋Β͏͜ͱ͕Ͱ͖ͯ΋1'΁ͷՃೖোน͕͘ߴɺ཭୤͞Εͯ͠·͏
w�ͦΕͧΕͷ൪૊λʔήοτʹͲ͏ૌ͢ٻΔ͔͕՝୊
w�λʔήοτ͕ଘ͢ࡏΔഔମબͼͷ೉͠͞ɻ޿告͕ແବʹͳΒͳ͍Α͏ʹɺຊ౰ʹͦ͜ʹλʔήοτ
͕͍Δͷ͔ͷ൑அ͕ඇৗʹ೉͍͠
w�λʔήοτͱͳΔ �0Ҏ্ͷஉঁ΁ͷΞϓϩʔチഔମ͕ɺ৽ฉͳͲʹݶΒΕ͓ͯΓɺ৽ฉΛಡΜͰ
͍ͳ͍જࢹࡏௌऀ૚ʹϦʔチ͢Δ͢΂͕ͳ͍
w�チャンネルೝ஌౓
w�チャンネル໊΍಺༰ͷೝ஌௿Լ
w�χοチδャンルͷͨΊɺࠐݟΈ٬Λޮ཰తʹϦʔチ͢Δ͜ͱ͕೉͍͠
w�ネοτಈըࢹௌʹΑΔ༗ྉチャンネルͷϚʔέοτॖখ΍ۀք͚޲ഔମͷݮগɺίϩφӔͰձ৔ൢ
ଅ͕Ͱ͖ͳ͍�
w�ϓϥοτϑΥʔϜܖ໿΁ͷϋʔυル͕͍͜ߴͱ
w�ϓϥοτϑΥʔϜ಺ʹ͍Δະܖ໿ऀʹൢ͚ͨ޲ଅ͕ग़དྷ͍ͯͳ͍
w�ϝσΟΞͱͯ͠ͷ෼͔Γʹ͘͞�
w�ϝσΟΞͷ多༷Խͱܖ໿ํ๏ͷ೉͠͞
w�ϝσΟΞϓϥンχンάɻ�౰વͳ͕Βɺ֤ग़ิީߘϝσΟΞʹՃೖજࡏ૚͕Ͳͷׂ߹Ͱଘ͢ࡏΔͷ
͔͕ະ஌ͷͨΊɺΰルϑϚʔέοτɺબखಈ޲ɺ༗ྉ放送Ϛʔέοτͷಈ͔޲ΒɺԾઆΛཱ͍ͯͯ
Δ͕�֬ূ͕ͳ͍ͨΊΪャンϒルཁૉ͕͍ڧ఺
w�ϦΞルΠϕンτ実ࢪͷো֐ʢ$07*% ʵ 1�ͷӨڹʣɺએ఻޿告අͷݮ࡟
w�Ճೖํ๏ͷ෼͔Γʹ͘͞
wڝ�߹αʔϏεͷϓϩϞʔγϣン͕ඇৗʹ͘ڧɺチャンネル୯ମͰͷϓϩϞʔγϣンͰ͸ଠ౛ଧͪͰ
͖ͳ͍
wܖ�໿͕ࠐݟΊΔίンςンπͷ։ൃ
wܖ�໿खଓ͖ͷෳ͞ࡶΛઆ໌͢Δࣄ
wݩ�ʑ多チャンネルαʔϏεͷීٴ౓΍ೝ஌͕͘ߴͳ͍ͱ͜Ζʹ055 αʔϏεࢀ͕܈ೖ͖ͯͨͨ͠
ΊɺಛʹͪͨࢲͷϝΠンλʔήοτͰ͋Δதߴ年ʹͱͬͯඇৗʹΘ͔ΓͮΒ͍঎඼ʹͳͬͯ͠·ͬ
͍ͯΔ
w�ޮՌతͳ8FC ίϛϡχέʔγϣン͕ͳ͔ͳ͔͍ͤͩݟͳ͍
w޿�告ΛͤࡌΒΕΔഔମ͕ݶΒΕ͍ͯΔ͜ͱ
w�ࣗࣾҎ֎ͷҎ֎ͷϝσΟΞͰͷチャンネル告஌
w�ए年૚΁ͷϦʔチ֦େ
w�ঁ༏ͷύϒϦγςΠ੍ن
w�઀৮͢ΔͨΊͷಈػͷ෦෼Λ֎෦ʹͲ͏૿΍͍͔ͯ͘͠
w�ଞͷΤンλϝ৘報΍ڝ߹αʔϏεͷ৘報ͷํ͕多͘ɺ౰ࣾίンςンπʹؔ͢Δ৘報͕ຒ΋Εͯ͠·
͏ɻ͋Δ͍͸ϦʔチͰ͖ͳ͍
w�ʢ௚ۙʣίϩφͷӨڹͰݱ஍ൢଅ͕実͠ࢪਏ͍
w�ಉ༷ͷίンςンπΛѻ͏チャンネル͕多͘ɺࢹௌऀ͔ΒࠩͨݟผԽ͕ͣ͠Β͍
w�ಛఆδャンルઐ໳ͱ͍͏ಛੑͱ൪૊಺༰ͷೝ஌ෆ଍ɺ͞Βʹࢹௌํ๏ͷख͕ؒ՝୊ͱͳ͍ͬͯΔ
w�ಛఆͷϑΝン૚ͷғ͍ࠐΈ
w�ೝ஌౓ɺϒϥンυྗ
w�൪૊಺༰ͷೝ஌ෆ଍ɺ͞Βʹࢹௌํ๏ͷख͕ؒ՝୊ͱͳ͍ͬͯΔ
w�ະܖ໿ऀͱͷ઀৮ͷख๏ͱͯ͠ແྉ放送࿮Λઃ͚͍ͯΔ͕ɺޮՌతͳ׆༻ͷ͍͍ͯͤͩݟ͕ํ࢓ͳ
͍
w�༏ྑ٬ސʹର͢ΔλʔήςΟンάͷਫ਼౓
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ᶆޮՌ測ఆͰの重要項目
様々な施策の中で、効果測定での重要項目については、「加入獲得件数」、「視聴率」が

昨年度と同様最も重要視されている。また、「SNS での൓応」や「自社 )P へのアクηス数」
「自社 SNS へのエンήージメント率」などは 40 〜 50％台となっており引き続き効果を測
るうえでの重要項目となっていることがうかがえる。

0

20

�0

�0

�0
ʢ݅ʣ

N=86

Ճೖ֫ಘ݅਺

έーϒルہͳͲͷ৽نಋೖ݅਺
ௌ཰ࢹ

ࣗ社
)1 ΁ͷΞΫηε਺

ࣗ社
4/4 ΁ͷΤンήーδメンτ཰

ࣗ社ίールηンλー΁ͷ໰߹ͤ݅਺

メσΟΞ࿐ग़਺

ಛʹͳ͍
ͦͷଞ

4/4 Ͱͷ൓Ԡ

ॏ͍ͯ͠ࢹΔ͜ͱʢෳ਺ճ౴͋Γʣ� Δ͜ͱ͍ͯ͑ߟॏཁͱ࠷

74

1

42

31

42

14

0

59

3 3
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52

36

21
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ʢ݅ʗճ౴͕઎ΊΔׂ߹ʣ

（69.8%）

（86.0%）

（1.2%）

（16.3%）

（3.5%） （3.5%）

（36.0%）

（68.6%）

（48.8%） （48.8%）

（24.4%）

（41.9%）

（2.3%）（3.5%）（3.5%）
（5.8%）

（60.5%）

ਤද ��　ϚʔέςΟンάͷޮՌଌఆ

ͦͷଞͷճ౴
w� ϒϥンυೝ஌
w� ϓϥοτϑΥʔϜͷΞンέʔτ݁Ռ
w� ٬਺ސن٬਺ɺֹۚ΍৽ސೖߪ
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ᶇ視聴者のҙݟΛ൓映するҝの取Γ組Έ
視聴者の意見を൓映する取り組みとしては、最も重要とされることは「SNS 等との࿈ܞ」

であることに例年変化はみられない。次いで「プラットフォームとの࿈ܞ」を重要とする
事業者が多くなっている。

0

10

20

30

�0

�0

�0

�0
ʢ݅ʣ

N=86

ௌऀϓϩϑΟールͷ೺Ѳࢹ

ίールηンλーͷ֦ॆ

ϓϥοτϑΥーϜͱͷ࿈ܞ

4/4 ౳ͱͷ࿈ܞ

社಺γεςϜɾϑϩー੔උ

ಉδャンル（
જࢹ（ࡏ

ௌऀʹ͍ͭͯͷ ɹ

ϚーέςΟンά

ಉδャンルผഔମʹ͍ͭͯͷ ɹ

ϚーέςΟンά
ͦͷଞ

ଞഔମͱͷ࿈ܞ

औΓ૊ΜͰ͍Δ͜ͱʢෳ਺ճ౴͋Γʣ� Δ͜ͱ͍ͯ͑ߟॏཁͱ࠷

20

9

22 24

52

24

15 15

65

31

9

0 2 1

32

15

48

ਤද ͷ൓өମ੍΁ͷऔΓ૊Έݟௌऀҙࢹ　100

ͦͷଞͷճ౴
w� Ξンέʔτ
w� ඼調ୡ࡞



114

ᶠ . ϚʔέςΟϯάɾએ఻ൢଅઓུ

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

ᶈソーシャルメディアの活用について
対応済みの上位 3 つは、2019 年と変わらず、① Twitter（前年比＋ 8.6％）② YouTube（＋

16.3％）③ Facebook（＋ 9.9％）で、いずれも前年より大幅アップした。逆に前年割れし
たのが、Instagram（－ 1.7％）、ニコニコ動画（－ 1.0％）と GYAO（－ 2.2％）。ソーシャ
ルメディアの導入からレスポンスの経験を重ね、メディアの絞り込みを行っている傾向が
うかがえる。
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2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

ᶉ各ソーシャルメディアの活用目త
ソーシャルメディアの活用目的は、全メディア共通で「チャンネルの認知拡大」が圧倒

的。その他の目的をみると、メディア毎に特徴がみえてきた。Facebook は引き続き「キャ
ンペーン情報の告知」や「ファン育成」など顧客との長期的な関係を構築する目的も重視
されているが、Twitter は「認知拡大」以外の項目が減少した。コロナ禍で幅広い年代で
利用が急拡大した YouTube をみると、新規拡大が 7％も上昇しているのも特徴的だ。
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ਤද 103　ϚʔέςΟンά୲౰ऀͷ๊͍͑ͯΔ՝୊

ᶊマーケティング୲౰者の๊͑ている課題
マーケティング担当者が直面している業務上の課題からも、多様化するメディアへの対

応に಄を೰ませている様子がみえてきた。OTT メディアの急伸や YouTube・SNS が生
活の一部となってきた昨今、コンテンツへのアクηス方法や見方が分ࢄし、単純に性・年
ྸでઆ明できず、顧客像の把握が困難になっているようだ。
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2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

ᶋ今後のマーケティング活動にٻΊΒΕる͜と
今後のマーケティング上の課題を調査したところ、以下のような結果となった。上位 2

項目は「視聴者層拡大のためのマーケティング」と「解約๷止」と変わらずだが、ニーζ
が急増しトップに並んだのが「視聴者とのコミュニケーション強化」である（前年比＋
9.7％）。他にも、「プラットフォームにґଘしない独自の戦略」や「自社メディアの活用」
が増加し、チャンネル毎に多様化する顧客に対してஸೡにコミュニケーションを図り、対
応する必要性が業界全体の課題となっている。
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2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

19 年度末の実績 93 万件に対して、20 年度末では 80 〜 85 万件、21 年度末では 75 〜 80
万件、22 年度末では 70 〜 75 万件という回答がもっとも多くなり、直近の数年間の調査
結果と同じく、今後も年間 5 〜 10 万件程度のペースで減少が続くという厳しい予測が、
全体の 4 割から 5 割に上った。
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Ⅺ .…多チャンネル放送サービス全体の加入者数予測

1. スカパー！（124�128 度）

多チャンネル放送サービス全体の加入者数について、スカパー！、CATV などプラッ
トフォームごとに、今後 3 年間の予測をたずねた。それぞれ 2019 年度末（2020 年 3 月末）
の実績値または推計値を提示し、2020 年度末（2021 年 3 月末）、2021 年度末（2022 年 3 月末）、
2022 年度末（2023 年 3 月末）の各時点における予測値を実数で回答していただいた。
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2. スカパー！（110 度）
19 年度末の実績 216 万件に対して、20 年度末では、210 万〜 220 万と横ばいの予測が

大勢を占めた。21 年度末では横ばいの予想と減少（200 〜 210 万）が均衡し、22 年度末
においては減少が横ばいを上回る結果となっており、プレミアムサービスと比べるとゆっ
くりとしたペースではあるが、減少トレンドで推移すると考える事業者が昨年より増加し
ていることがみてとれる。
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19 年度の実績 8 万件に対して、20 年度末こそ横ばい予測が最多となったが、その後の
2 年間については、減少幅についてはやや見方が分かれるものの、減少予測が多数を占め
た。前回調査までは一定数の事業者が、将来的には 9 万件以上になるという増加の予測を
立てていたが、今回は極めて少なくなった。
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�. スカパー！プϨϛアムサービスޫ



123

‡ .�ଟνϟϯωϧ์ૹαʔϏεશମのՃ入ऀ਺༧ଌ

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

N=84（NA-1）ʢ݅ʣ

0

10

20

30

�0

�0

�0

�0

1 0000 00 0
11

32

０
〜
３
万
未
満

３
〜
４
万
未
満

４
〜
５
万
未
満

５
〜
６
万
未
満

６
〜
７
万
未
満

７
〜
８
万
未
満

８
〜
９
万
未
満

９
〜
10
万
未
満

10
〜
11
万
未
満

11
〜
12
万
未
満

12
万
以
上

39

ਤද 10����B　2020 年౓຤

N=84（NA-1）ʢ݅ʣ

0

10

20

30

�0

�0

�0

�0

0 0020 0 0 2

23

０
〜
３
万
未
満

３
〜
４
万
未
満

４
〜
５
万
未
満

５
〜
６
万
未
満

６
〜
７
万
未
満

７
〜
８
万
未
満

８
〜
９
万
未
満

９
〜
10
万
未
満

10
〜
11
万
未
満

11
〜
12
万
未
満

12
万
以
上

25
31

ਤද 10����C　2021 年౓຤

N=84（NA-1）ʢ݅ʣ

0

10

20

30

�0

�0

�0

�0

0 00 20 0 1 5

31

０
〜
３
万
未
満

３
〜
４
万
未
満

４
〜
５
万
未
満

５
〜
６
万
未
満

６
〜
７
万
未
満

７
〜
８
万
未
満

８
〜
９
万
未
満

９
〜
10
万
未
満

10
〜
11
万
未
満

11
〜
12
万
未
満

12
万
以
上

24
20

ਤද 10����D　2022 年౓຤



124

‡ .�ଟνϟϯωϧ์ૹαʔϏεશମのՃ入ऀ਺༧ଌ

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

4. CATV（༗ྉ多チャンネルサービスܖ約数）
19 年度末の推定値 682 万件から、20 年度末では横ばい予測が全体の半数、そして約 4

割が 650 万〜 670 万件と減少予測となった。21 年度末も同じ傾向となったが、翌 22 年度
末では 650 万件〜 670 万件が逆転して最多となった。こちらも前の設問同様、増加予測を
する事業者が、昨年と比較して大きく減少した。
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�. IPTV
2018 年度末の推定値 86 万件から、将来 3 ヵ年にわたって同じレンジにとどまるとの予

測がもっとも大きくなっており、横ばい傾向が顕著となった。前回調査と同様、21 年度
末と 22 年度末では増加と減少で見方が別れる傾向もみられるが、80 万〜 85 万まで減少
するとの回答が若干優勢となった。
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�. 各プラットフォーム予測値の平均
すべての回答の予測値をプラットフォームごとに平均したものが下表である。総合計

では 19 年度末実績の 1085 万件に対して、20 年度末が 1068.5 万件（前年比 98.9％）、21
年度末が 1052.5 万件（同 98.5％）、22 年度末では 1032.2 万件（同 98.9％）と、毎年 20 万
件に迫るペースで減少するという大変厳しい予想となった。プラットフォームごとでは、
IPTV がかろうじて微増するものの、その他のプラットフォームでは軒並み減少予測と
なっている。

201�年
౓຤ 2020年౓຤ 2021年౓຤ 2022年౓຤

契約数 契約数 前年比 契約数 前年比 契約数 前年比

εΧύーʂ
（�������౓） 93 88.1 94.7 79.9 90.7 69.3 86.7

εΧύーʂ（��� ౓） 216 212.9 98.6 212 99.6 210.3 99.2

εΧύーʂϓϨϛΞϜ
αーϏεޫ 8 7.7 96.3 7.3 94.8 7 95.9

εΧύーʂ߹ܭ 31� 308.7 97.4 299.2 96.9 286.6 95.8

$"57 682 672.1 98.5 664.8 98.9 656.6 98.8

*157 86 87.7 102.0 88.5 100.9 89 100.6

૯߹ܭ 1085 1068.5 98.5 1052.5 98.5 1032.2 98.1

ਤද 110　֤ϓϥοτϑΥʔϜ༧ଌ஋ͷฏۉ

�. � ೥後の予測数値に࠷΋ӨڹΛ༩͑るとࢥΘΕる要ૉ
最後に、3 年後の加入者予測数値を算出するに当たり、最も影響を与えると思われる要

Ҽについて、自由記述式でਘねた。この数年の傾向と同様、OTT サービスに関する言及
がಥ出した。また今回はコロナ禍の中での調査であったことからか、ؾܠや人ޱの変動、
生活スタイルの変化など、マクロ的な観点の影響を挙げる記ࡌが増加している。
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8. 今後重視するプラットフォームの順位（全体）
この質問では各チャンネルのマネジメントあるいは経営ا画業務者など、各チャンネル

のビジネス全体を理解している担当者に、「1. スカパー！プレミアム（124/128 度）」、「2. ス
カパー！（110 度）、「3. スカパー！プレミアム光」、「4.CATV」、「5.IPTV」、「6.OTT プラッ
トフォーム」の計 6 つのプラットフォームについて、経営視点からの優先順位に基ͮき 1
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〜 6 位までを選択していただき、さらに 1 位を選んだプラットフォームについては、その
理由について、自由記述式で回答してもらった。

ᶃ全体
まず、「1 位」と回答されたプラットフォームの割合を見ていくと、最も多く挙げられ

ているのは、スカパー！（110 度）の 29 件（34.5％）、次いで OTT プラットフォームが
25 件（29.8％）、3 番目は CATV で 21 件（25.0％）、以下スカパー！プレミアム（124/128
度）が 7 件（8.3％）、IPTV が 2 件（2.4％）となった。「1 位」の順位では、スカパー！（110
度）が前回調査同様の 1 位になっている。また、ここ数年の調査で重視度を増していた
OTT プラットフォームは、今回 2 番目に順位をあげ、CATV が 3 番目となり、前回と比
べると逆転となっている。しかし、「1 位」だけでなく「2 位」まで含めた順位を見ると、
前回同様 CATV が最も多く 57 件（67.9％）で、スカパー！（110 度）の 46 件（54.7％）、
OTT プラットフォームの 30 件（35.8％）の順となった。次いで、スカパー！プレミアム

（124/128 度）の 16 件（19.0％）、IPTV の 14 件（16.7％）、スカパー！プレミアム光の 5
件（6.0％）と続く。CATV は OTT プラットフォームと順位が逆転となり、前回調査か
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ら 3 位と順位を下げるも、「2 位」合算比率は前回調査と同程度であり、収益の安定性・マー
ケット伸長への期待が寄せられていることがわかる。

ᶅスカパー！（110 度）
「1 位」に挙げられた回答が最も多かったスカパー！（110 度）では、全 84 件のうち
34.5％に当たる 29 件が「1 位」の回答であった。次いで多いのは、「2 位」の 17 件（20.2％）、

「3 位」の 14 件（16.7％）、「6 位」14 件（16.7％）、「5 位」7 件（8.3％）、「4 位」3 件（3.6％）、
となっている。前年度「4 位」の割合は 20.9％から 3.6％へ大幅に減少している。

「1 位」に選んだ理由については、「売上規模が大きいため」「大きな収益源のҝ」といっ
た内༰がある。

ਤද 113　�ʮεΧύʔʂʢ12��12� ౓ʣʯͷॱҐ
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ͷΈ͔ͩΒ

w�େ͖ͳऩӹݯͷҝ
w�ച্ن໛͕େ͖͍ͨΊ

ᶄスカパー！（124 ／ 128 度）
「1 位」回答が 4 番目のスカパー！プレミアム（124/128 度）は、7 件（8.3％）が「1 位」
と回答、続いて「2 位」は 9 件（10.7％）、「3 位」の 15 件（17.9％）、「4 位」11 件（13.1％）、

「5 位」17 件（20.2％）、「6 位」25 件（29.8％）となっている。
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「1 位」に選んだ理由については、「現在、主力である」「将来性もまだあると
考えられる」といった内༰が多く、また「4K/8K サービスへの期待」などがあった。「コ

ンテンツに対する顧客の൓応がૣいため、加入促進にとって重要」など、プラットフォー
ムに対する期待も見られる。

1 位ΛબΜͩཧ༝ɾ
w� �,��,αʔϏε΁ͷظ଴
w�ίンςンπʹର͢Δ٬ސͷ൓Ԡ͕ૣ͍ͨΊɺՃ
ೖଅਐʹͱͬͯॏཁ
w�ςϨϏʹチϡʔφʔ͕಺ଂ͞Ε͍ͯΔ͜ͱͷϙ
ςンγャル͸ɺ૬มΘΒ͍ͣߴͱ͑ߟΔ
w�·ͩ੒௕Ͱ͖ΔϓϥοτϑΥʔϜͩͱ͍ࢥ·͢
wࡏݱ�ɺओྗͰ͋Δ
wࡏݱ�ɺओྗͰ͋Δͱಉ࣌ʹকདྷੑ΋·ͩ͋Δͱ
ΒΕΔ͑ߟ
wݱ�ঢ়࠷΋Ճೖऀ਺͕多͘ɺऩӹੑ͕͍ͨߴΊ
wࢢ�৔ࢀೖ͠ ͨ͹͔ΓͰ৳ͼ͠Ζ͕େ͖͍1'͔ͩΒ

wࢹ�ௌڥ؀ͷརศੑ
wۀࣄ�ऩӹ΁ͷӨ͕ڹେ͖͍ͷͰ
w�ऩೖ໘ʹ͓͚ΔӨ͕ڹେ͖͍ͨΊ
w�શ͕ͯର৅ͱ͍͍ͨݴͱ͜ΖͰ͕͢
w�શମͷࢹௌྉऩೖʹ͓͚Δ൒෼Ҏ্ͷച্͕͋
ΔͨΊ
w�૯߹తʹ
w�ച্ʹ௚݁͢ΔͨΊ
w�ച্ͷมಈཁૉ͕େ͖͍
w�ച্ن໛͕େ͖͘ɺ౒ྗ͕ച্ʹ൓ө͞Ε΍͢
͍ͨΊ

ਤද 11�　�ʮεΧύʔ �ʢ110 ౓ʣʯͷॱҐ
201� ೥ௐࠪ2020 ೥ௐࠪ

1位 32.6％

5位 4.7％
6位
11.6％

3位
14.0％

2位
16.3％

N=86

4位
20.9％

1位 34.5％5位 8.3％

6位
16.7％

3位
16.7％ 2位

20.2％

N=84

4位 3.6％

ᶆスカパー！プϨϛアムサービスޫ
スカパー！プレミアム光は、「5 位」「6 位」の回答が約 7 割を占める結果となり、前回

調査より 8.9 ポイントॖ小している。プラットフォームの優先度を下げた見方をする事業
者が多く出てきた結果は前回と変化なしの結果となった。
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「1 位」に選んだ理由については、「伸長の༨஍」「今後の需要が見込める事と、サービス
の分かりやすさ」といった市場規模や安定性に関するものが多く、また、未導入局が多い
チャンネル事業者にとっては、その点が「開拓の༨஍がある」として期待する回答も見ら
れた。

ᶇ CATV
「1 位」回答が 3 番目の CATV では、全 84 件のうち 42.9％に当たる 36 件が「2 位」の
回答であった。次いで多いのは、「1 位」の 21 件（25.0％）、「3 位」の 11 件（13.1％）、「4
位」8 件（9.5％）、「5 位」と「6 位」は 4 件（4.8％）となり、前年から比較をすると「1 位」
が約 5％μウン、「2 位」に関しては約 7％アップしている。

ਤද 11�　�ʮ$"57ʯͷॱҐ

2位 36.0％

3位
16.3％

1位 30.2％

6位
7.0％

5位 3.5％

N=86

4位
7.0％

2位 42.9％

3位
13.1％

1位 25.0％

5位 4.8％
6位 4.8％

N=84

4位
9.5％

201� ೥ௐࠪ2020 ೥ௐࠪ

ਤද 11�　�ʮεΧύʔ � ϓϨϛΞϜޫʯͷॱҐ

3位
9.3％

5位
43.0％

6位
33.7％

2位 1.2％

N=86

1位 0％

4位
12.8％

3位
7.1％

5位
46.4％

6位
21.4％

2位
6.0％

N=84

1位 0％

4位
19.0％

201� ೥ௐࠪ2020 ೥ௐࠪ
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ᶈ IPTV
IPTV の回答数順としては、「4 位」の 30 件（35.7％）、「3 位」の 24 件（28.6％）、「2 位」

の 12 件（14.3％）、「5 位」の 9 件（10.7％）、「6 位」の 7 件（8.3％）、「1 位」の 2 件（2.4％）
となっている。「4 位」の占める割合（35.7％）が前回調査から 13.6 ポイント増加した。

ਤද 11�　�ʮ*157ʯͷॱҐ

2位
20.9％

3位
38.4％

1位 4.7％6位 2.3％

5位
11.6％

N=86

4位
22.1％

2位
14.3％

3位
28.6％

1位 2.4％

6位
8.2％

5位
10.7％

N=84

4位
35.7％

201� ೥ௐࠪ2020 ೥ௐࠪ

「1 位」に選んだ理由については、「IPTV は通信事業者主導なので通信回ઢとのซ売で競
૪力は強い」といった内༰がある。

1 位ΛબΜͩཧ༝
w� *157͸௨৴ऀۀࣄओಋͳͷͰ௨৴ճઢͱͷซചͰڝ૪ྗ͸͍ڧ
w� *157΍055ϓϥοτϑΥʔϜͷਐग़͕ݦஶͰ͋Δ͜ͱɺεΧύʔʂϓϥοτϑΥʔϜͰ͸ฐࣾチャン
ネルࢀೖͷαʔϏε͕͋Γɺۀࣄऩӹߏ੒΋େ͖͍ͨΊɻ

1 位ΛબΜͩཧ༝
wޙࠓ�ͷधཁ͕ࠐݟΊΔࣄͱɺαʔϏεͷ෼͔Γ
΍͢͞
w�৳௕ͷ༨஍͕͋Δ�

w�ച্ͷ৳ͼ͠Ζ͕͋Δͱ͑ߟΔ͔Β
w�฼਺͕େ͖͍ͨΊ
w�ྑ͍ํ޲Ͱ΋ѱ͍ํ޲Ͱ΋ͦͷ1'ͷมԽʹΑ
ΔӨڹͷ෯͕େ͖͍ͱ͑ߟΒΕΔ͔Β
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ᶉ 0TT プラットフォーム
「1 位」回答が 2 番目の OTT プラットフォームは、25 件（29.8％）が「1 位」と回答、
続いて「2 位」は 5 件（6.0％）、「3 位」は 14 件（16.7％）、「4 位」16 件（19.0％）、
「5 位」8 件（9.5％）、「6 位」16 件（19.0％）となっている。前年調査から、「2 位」の割

合が 13.6 ポイント減少した。

「1 位」に選んだ理由については、「リーζナブルな価格設定が可能」「OTT プラットフォー
ムのみ成長率が高い事から」「成長が見込めるため」といった内༰が多く、期待を寄せる
事業者が多い。

ਤද 11�　�ʮ055 ϓϥοτϑΥʔϜʯͷॱҐ

2位
19.8％

3位
11.6％

1位
25.6％

5位
7.0％

6位
22.1％

N=86

4位
14.0％

2位
  6.0％

3位
16.7％

1位
29.8％

5位
9.5％

6位
19.0％

N=84

4位
19.0％

201� ೥ௐࠪ2020 ೥ௐࠪ

1 位ΛબΜͩཧ༝
w� 055ʹγϑτ͠ͳ͕Βɺ放送٬ސ͸εΧύʔʂ
110Λத৺ʹຬ଍ͤ͞ΔͱɺόϥンεΛॏ͠ࢹ
ͨ݁Ռ
w� 055ϓϥοτϑΥʔϜͷΈ੒௕཰͕͔ࣄ͍ߴ
Β
w�͢Ͱʹ055ల։Λ࢝Ί͓ͯΓɺ།Ұӈ্͕ݞ
ΓͷͨΊ
w�·ͩ৳௕ͷ༨஍͕͋ΔͨΊ
w�ϦʔζφϒルͳՁ֨ઃఆ͕Մೳ
w�Ճೖऀൢ͚޲ചՁ͕֨҆ՁͳͨΊ
w�Ճೖऀ૿͕ࠐݟΊΔͨΊ

w�Ոఉ಺ʢ΍ϞόΠルʣͷ௨৴ؾܠˍڥ؀ՈܭӨ
Γఴدʹͷ6*�69ऀ׆ୈ͕ͩɺੜ࣍گͷঢ়ڹ
͏༰қͳσόΠε઀ଓʹΑͬͯ҆Ձ؆ศʹίン
ςンπফඅΛָ͠·ͤΔαʔϏεͱͯ͠ਐԽ͠
ͦ͏͔ͩΒ
wࡏݱ�͸εΧύʔʂϓϨϛΞϜ͕ओͳച্Ͱ͋Δ
͕಄ଧͪͷͨΊ
wࢢ�৔͕֦େ͢ΔͨΊ
w�ੈքͷ਼੎͕055΁ͱ͍͔ͯͬ޲Δ͔Β
w�੒௕͕ࠐݟΊΔͨΊ
w�੒௕ੑͷ͞ߴɺച্΁ͷӨڹ
w�༗ྉಈըར༻ऀ͕૚͕͖͕ͨͯͬ޿ͱ͡ײΔͨΊ

�ʮϞόΠル౳ �1$౳഑৴ϓϥοτϑΥʔϜʯͷॱҐ
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自社の経営課題について「各チャネル等との関係」を聞いた。各種放送サービスやプラッ
トフォーム、配信系映像サービス、リアルなエンターテインメント、SNS などを、各事
業者はパートナーととらえているのか、競合ととらえているのか、その意識を明らかにし
ていく。

ਤද 11�　֤チャネル౳ͱͷؔ܎

Ⅻ . 経営課題について

1. 自社の経営課題

0 20 �0 �0 �0 100
最も重要な

ビジネスパートナー
重要な

ビジネスパートナー 特にどちらでもない どちらかと言えば
競合サービス

ʢˋʣN=84

ベーシックチャンネル

プレミアムチャンネル

IPTV

CATV

スカパー！

地上波TV

無料BSTV

レンタルビデオ

有料配信サービス

無料配信サービス

SNS

スポーツ・ライブなどの
リアルイベント

オンラインゲームなど
WEB上の娯楽

スマートフォン・
タブレットのアプリ

直接的な
競合サービス

20.2 16.7 22.6 17.9 22.6

9.5 19.0 35.7 25.0

23.8 32.1 8.3

54.8 32.1 8.3

65.5 31.0

6.0

8.3

16.7

4.8

7.1

2.4
2.4

2.42.4

3.6

10.7

3.6

14.3

0

0

48.8 17.9

10.7

9.5

2.4

3.6

25.0

19.0 29.8 26.2

13.1 64.3 11.9

83.3 13.1

11.9 73.8 13.1

45.2 38.1

50.0 21.4 14.3

61.9 23.8 11.9

8.3 17.9 41.7

21.4

2.4

1.2

2.4

0

0

0
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֤チャネル౳ͱͷؔ܎ʢ実਺ʣ
શ
ମ

࠷
΋
ॏ
ཁ
ͳ

Ϗ
δ
ω
ε

ύ
ồ
τ
φ
ồ

ॏ
ཁ
ͳ
Ϗ
δ
ω
ε

ύ
ồ
τ
φ
ồ

ಛ
ʹ

Ͳ
ͪ
Β
Ͱ
΋
ͳ
͍

Ͳ
ͪ
Β
͔
ͱ
ݴ
͑
͹

ڝ
߹
α
ồ
Ϗ
ε

௚
઀
త
ͳ

ڝ
߹
α
ồ
Ϗ
ε

1� ϕʔγοΫチャンネル �� 1� 1� 1� 1� 1�

2� ϓϨϛΞϜチャンネル �� � 1� 30 21 �

3�*157 �� 20 �3 1� � 2

��$"57 �� �� 2� � 2 2

�� εΧύʔʂ �� �� 2� 3 0 0

�� ஍্೾ 57 �� � 1� �1 1� �

�� ແྉ #457 �� � � �2 1� 12

�� ϨンλルϏσΦ �� 0 2 �2 20 10
�� ༗ྉ഑৴αʔϏεʢ/FUqJYɺ(PPHMF�
1MBZɺ"QQMF� J5VOFTɺ"NB[PO ϏσΦɺ
%";/ɺ)VMVɺE57ɺBV ϏσΦύεɺ
4#.ɺTNBSU�57ʣ

�� � 21 � 1� 3�

10� ແྉ഑৴αʔϏεʢ:PV5VCF
(ZBP
�
χίχίಈըͳͲʣ �� 3 1� 2� 22 1�

11�εϙʔπɾϥΠϒͳͲͷϦΞルΠϕンτ �� � 11 �� 10 2
12� ΦンϥΠンήʔϜͳͲ8&#্ͷޘ
ָʢϞόήʔɺ(3&&ͳͲʣ �� 0 3 �0 11 0

13�εϚʔτϑΥンɾλϒϨοτͷΞϓϦ �� 0 10 �2 11 1
1��4/4ʢ5XJUUFSɺ'BDFCPPLɺ-*/&ɺ
*OTUBHSBNɺNJYJ ͳͲʣ �� 12 3� 32 2 0

「最も重要なビジネスパートナー」としては昨年調査と同様、スカパー！が 1 位、CATV
が 2 位であったが、スカパー！が昨年度比 6％の増加であったのに対して、CATV は
4％の減少となった。その他、SNS（前回 2.3％→今回 14.3％）、リアルイベント（4.7％
→ 8.3％）などが票を伸ばした。また、有料配信サービスを「直接的な競合サービス」と
する割合が昨年からほぼ倍増（20.9％→ 41.7％）する結果となり、今回で最大の変化をみ
せた。

最も重要なパートナーと考えた理由について、自由回答形式で聞いた。自社の収益の柱
として、「CATV」、「スカパー！」、「IPTV」など最重要ととらえていることはもちろんで
あるが、今回はリアルイベントおよび SNS の項目でも大きな収入源としているࢫの回答
があり、収益構造を放送外に多様化させている事業者が出てきていることがうかがえる。

ᶃ࠷΋ॏཁͳύーτφー
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1. ϕーシッΫ・ϖΠチャンネル

2. プϨϛアム・ϖΠチャンネル

�. IPTV

4. CATV

�. スカパー！

�. ஍上೾ TV

w�チャンネルఏڙઌ͕εΧύʔͷΈͰ͋Γɺ͔
ͭϕʔγοΫύοΫʹࢀՃ͍ͯ͠Δ͔Β
w�ϝΠンͷऩೖݯͰ͋Δ

w�౰ࣾརӹʹେ͖͘Ө͢ڹΔͨΊ
w�༗ྉ放送ʹ͓͚Δશͯͷച্Λ઎Ί͍ͯΔͨΊ
w�ྲྀೖͤ͞ΔࡦࢪΛଧͪ΍͍͢

w�౰ࣾརӹʹେ͖͘Ө͢ڹΔͨΊ

w�ฐࣾͷ放送ۀࣄͱ഑৴ۀࣄͷཱ྆ͷͨΊ

w�$4 放送͕ۀࣄऩӹͷݯઘͰ͋ΔͨΊ
w�ίϩφ΋ؚΊαʔϏεશମ͕Ճ଎͍ͯ͠ΔͨΊ
w�ϓϥοτϑΥʔϜͱͯ͠൪૊څڙઌͱͯ͠ॏ
ཁ
w�ऩೖ͕େ͖͍
w�ऩೖ΁ͷӨ͕ڹେ͖͍
w�ऩೖΛ৳͹ͨ͢Ίͷύʔτφʔ΍ϏδネεΛ
ൃలͤ͞Δύʔτφʔ

w�多͘ͷજ٬͕ސࡏଘࡏ
w�౰ࣾརӹʹେ͖͘Ө͢ڹΔͨΊ
w�ച্͕ܦӦʹӨ͢ڹΔ
w�ฐࣾͷ放送ۀࣄͱ഑৴ۀࣄͷཱ྆ͷͨΊ
w�放送ϓϥοτϑΥʔϜͰ͋ΔͨΊ

w�$4 放送͕ۀࣄऩӹͷݯઘͰ͋ΔͨΊ
w�3FWFOVF ͷ͏ͪɺ࠷΋େ͖ͳׂ߹Λ઎ΊΔ
w�放送ۀࣄͱͯ͠த֩ͱͳΔϓϥοτϑΥʔϜ�
w�εΧύʔ͸ऩӹ্ඇৗʹେ͖ͳபͰ͋Γɺ放
送ݖΛऔಘͨ͠ϦΞルΠϕンτ͸Ճೖ૿Ճʹ
ͭͳ͕Δ
w�チャンネルఏڙઌ͕εΧύʔͷΈͰ͋Γɺ͔
ͭϕʔγοΫύοΫʹࢀՃ͍ͯ͠Δ͔Β
w�ϝΠンͷऩೖݯͰ͋Δ
w�Ճೖɾࢹௌऩೖʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅͢ҝ
wࢹߦݱ�ௌ૚ͷେ多਺͕Ճೖ͢ΔαʔϏεͰ͋
Γॏཁऩӹݯ
wޙࠓ�ͷऩӹͷபͱͳΔྖҬ͔ͩΒ
w�ऩӹʹӨڹΛٴ΅ͨ͢Ί
w�ऩೖͷେ͖͞ͱ਌࿨ੑΑΓ

w�ऩೖ΁ͷӨ͕ڹେ͖͍
w�ऩೖΛ৳͹ͨ͢Ίͷύʔτφʔ΍ϏδネεΛ
ൃలͤ͞Δύʔτφʔ
w�ऩೖׂ߹͕࠷΋͍ͨߴΊ
w�গͳ͘ͱ΋ࡏݱ͸Ұ৺ಉମͷϏδネεύʔτ
φʔͰ͋Δ͔Β
w�多͘ͷજ٬͕ސࡏଘࡏ
w�౰ࣾརӹʹେ͖͘Ө͢ڹΔͨΊ
w�ച্͕ܦӦʹӨ͢ڹΔ
w�ച্ͷֹ͕େ͖͍
w�ฐࣾͷ放送ۀࣄͱ഑৴ۀࣄͷཱ྆ͷͨΊ
w�放送ϓϥοτϑΥʔϜͰ͋ΔͨΊ
w�༗ྉ放送ʹ͓͚Δશͯͷച্Λ઎Ί͍ͯΔͨ
Ί

w�$4 放送͕ۀࣄऩӹͷݯઘͰ͋ΔͨΊ
w�ίϩφؚΊ҆ఆੑɺ഑৴ͱͷ࿈ܞͳͲ
w� +ɿ$0.�-JOL ͷΑ͏ͳ഑৴ͱͷ࿈ܞɺ҆ఆ͠
ͨੜ׆ΠンϑϥͳͲΛอ༗͍ͯ͠ΔͨΊ
w�3FWFOVF ͷ͏ͪɺ࠷΋େ͖ͳׂ߹Λ઎ΊΔ
w�ϝΠンͷऩೖݯͰ͋Δ
w�Ճೖɾࢹௌऩೖʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅͢ҝ
wࢹߦݱ�ௌ૚ͷେ多਺͕Ճೖ͢ΔαʔϏεͰ͋
Γॏཁऩӹݯ
wޙࠓ�ͷऩӹͷபͱͳΔྖҬ͔ͩΒ
w�ऩೖ͕େ͖͍
w�ऩೖΛ৳͹ͨ͢Ίͷύʔτφʔ΍ϏδネεΛ
ൃలͤ͞Δύʔτφʔ

w�ऩೖ΁ͷӨ͕ڹେ͖͍
w�গͳ͘ͱ΋ࡏݱ͸Ұ৺ಉମͷϏδネεύʔτ
φʔͰ͋Δ͔Β
w�৳௕ͷ༨஍͕͋ΔͨΊ
w�多͘ͷજ٬͕ސࡏଘࡏ
w�౰ࣾརӹʹେ͖͘Ө͢ڹΔͨΊ
w�ച্͕ܦӦʹӨ͢ڹΔ
w�ച্͕େ͖͍
w�ച্ߏ੒ൺ͕͍ߴύʔτφʔ
w�放送ϓϥοτϑΥʔϜͰ͋ΔͨΊ
w�༗ྉ放送ʹ͓͚Δશͯͷച্Λ઎Ί͍ͯΔͨ
Ί
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1. ϕーシッΫ・ϖΠチャンネル

2. プϨϛアム・ϖΠチャンネル

�. ஍上೾ TV

�. ແྉ #4TV

�. ແྉ #4TV

�. ༗ྉ配信サービス

11. スポーツ・ラΠϒͳͲのリアルΠϕント

14. 4/4

ᶄ௚઀తͳڝ߹αーϏε

最も回答が多かったのは「有料配信サービス」で、前述の通り、前回の調査から 2 倍近
く増加したため、回答もそれに関࿈する内༰が多い。「有料配信サービス」を加入者減少
の主要Ҽをみなすだけではなく、権利獲得料の高ಅをটいているという੠も目立った。

w�౰ࣾརӹʹେ͖͘Ө͢ڹΔͨΊ

w�εΧύʔ͸ऩӹ্ඇৗʹେ͖ͳபͰ͋Γɺ放
送ݖΛऔಘͨ͠ϦΞルΠϕンτ͸Ճೖ૿Ճʹ
ͭͳ͕Δ

w�ऩӹʹӨڹΛٴ΅ͨ͢Ί
w�ऩೖ͕େ͖͍
w�ऩೖ΁ͷӨ͕ڹେ͖͍

w�ॏཁͳ޿告खஈ
w�ऩೖ΁ͷӨ͕ڹେ͖͍
w�ऩೖ͕େ͖͍
w�Ճೖɾࢹௌऩೖʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅͢ҝ
w�౰ࣾརӹʹେ͖͘Ө͢ڹΔͨΊ

w�δャンルɺίンςンπ಺༰ʹΑΔ͕ɺΞϩέʔγϣン഑෼ͷऔΓ߹͍ͱ͍͏ҙຯͰ
w�チャンネル୯ҐͰͷՃೖͷ્֐ཁҼʹͳΔҝʢબ୒੍঎඼ͳͲʣ
wࢹ�ௌؒ࣌ͷݮগɺࢹௌऀχʔζɺ഑৴ͱͷൺֱʹΑΓબ͹ΕΔɺݟΒΕΔチャンネル͕ߜΒΕͯ
͍Δ
w�ಈը഑৴αʔϏεɺϥΠϒΠϕンτ΋ࣗࣾチャンネルͰఏ͍ͯ͠ڙΔͨΊ
w�ಉδャンルͷίンςンπ͸ɺ഑৴αʔϏεΛத৺ʹɺݟΒΕΔϓϥοτϑΥʔϜ͕૿͍͑ͯΔͨΊ
w�༗ྉαʔϏεͱͯ͠ಉ͡ίンςンπΛѻ͏ͨΊ
w�༗ྉ഑৴αʔϏε΍ແྉ഑৴αʔϏεͷ֦େʹΑΓ$4放送ͷར༻ऀ͕ݮগ޲܏ʹ͋ΔͨΊ

w�ಈը഑৴αʔϏεɺϥΠϒΠϕンτ΋ࣗࣾチャンネルͰఏ͍ͯ͠ڙΔͨΊ
w�ಉδャンルͷίンςンπ͸ɺ഑৴αʔϏεΛத৺ʹɺݟΒΕΔϓϥοτϑΥʔϜ͕૿͍͑ͯΔͨΊ
w�ಉδャンルͷϓϨϛΞチャンネル͸׬શʹ܎ؔ߹ڝʹ͋Γɺ༗ྉ഑৴ऀۀࣄ΋ฐ͕ࣾಠࣗͰ055
ϓϥοτϑΥʔϜΛ͓ͯͬ࣋Γ௚઀తʹڝ߹͢Δ
w�༗ྉ഑৴αʔϏε΍ແྉ഑৴αʔϏεͷ֦େʹΑΓ$4放送ͷར༻ऀ͕ݮগ޲܏ʹ͋ΔͨΊ

w�৽نՃೖ͕ୣΘΕΔ
w�ແྉ഑৴ͷͨΊ
w�༗ྉαʔϏεͱͯ͠ಉ͡ίンςンπΛѻ͏ͨΊ
w�༗ྉ഑৴αʔϏε΍ແྉ഑৴αʔϏεͷ֦େʹΑΓ$4放送ͷར༻ऀ͕ݮগ޲܏ʹ͋ΔͨΊ

w�৽نՃೖ͕ୣΘΕΔ
w�ແྉ഑৴ͷͨΊ
w�༗ྉαʔϏεͱͯ͠ಉ͡ίンςンπΛѻ͏ͨΊ
w�༗ྉ഑৴αʔϏε΍ແྉ഑৴αʔϏεͷ֦େʹΑΓ$4放送ͷར༻ऀ͕ݮগ޲܏ʹ͋ΔͨΊ

w�Ճೖɾࢹௌऩೖʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅͢ҝ
wޙࠓ�ͷऩӹͷபͱͳΔྖҬ͔ͩΒ

w�ऩೖΛ৳͹ͨ͢Ίͷύʔτφʔ΍ϏδネεΛ
ൃలͤ͞Δύʔτφʔ
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8. ϨンλルビデΦ

�. ༗ྉ配信サービス

10. ແྉ配信サービス

11. スポーツ・ラΠϒͳͲのリアルΠϕント

wܖ�໿ऀ͕ྲྀΕ͍ͯΔ
w�༗ྉαʔϏεͱͯ͠ಉ͡ίンςンπΛѻ͏ͨΊ

w�༗ྉ഑৴αʔϏε΍ແྉ഑৴αʔϏεͷ֦େ
ʹΑΓ$4放送ͷར༻ऀ͕ݮগ޲܏ʹ͋ΔͨΊ

w�αϒεΫαʔϏεͰ͋ΔͨΊ
w�εϙʔπதܧͷݖརۚߴಅΛট͍͍ͯΔ
wܖ�໿ऀ͕ͲͪΒ͔ͷαʔϏεΛબ୒͢Δ͜ͱ
ͰՃೖ �ղ໿ʹ௚݁͢ΔͨΊ
wܖ�໿ऀ͕ྲྀΕ͍ͯΔ
wݖ�ར֫ಘʹ͋ͨͬͯݖརྉͷߴಅͷݪҼʹͳΔ
wࢹ�ௌऀͷੜ׆श׳ʹ͓͚Δࢹௌؒ࣌ͱ౤Լࢹ
ௌྉۚͷୣ͍߹͍
w�ࣗࣾ 055Λ͍ͯͬߦΔͨΊ
w�ࣗࣾαʔϏεͷՃೖɾ੒௕ʹӨٴ͕ڹͿͨΊ
ͨΊ
w�৽نՃೖ͕ୣΘΕΔ
w�ಈը഑৴αʔϏεɺϥΠϒΠϕンτ΋ࣗࣾ
チャンネルͰఏ͍ͯ͠ڙΔͨΊ

w�ಉδャンルͷίンςンπ͸ɺ഑৴αʔϏεΛ
த৺ʹɺݟΒΕΔϓϥοτϑΥʔϜ͕૿͑ͯ
͍ΔͨΊ
w�ಉδャンルͷϓϨϛΞチャンネル͸׬શʹڝ
΋ฐ͕ࣾಠࣗऀۀࣄΓɺ༗ྉ഑৴͋ʹ܎ؔ߹
Ͱ055ϓϥοτϑΥʔϜΛ͓ͯͬ࣋Γ௚઀త
Δ͢߹ڝʹ
w�ಉछಉྨͷੜऀ׆ͷझຯᅂ޷ʹԠ͑ΔαʔϏ
εͷఏऀڙͰ͋Γɺए年૚ͷ৘報ߦಈʹ΋
Ϛοチ͢ΔαʔϏε
w�༗ྉαʔϏεͱͯ͠ಉ͡ίンςンπΛѻ͏ͨΊ
w�༗ྉ഑৴αʔϏεʹ͓͍ͯɺಉδャンルͷί
ンςンπͷॆ実͕Ճ଎͍ͯ͠Δ
w�༗ྉ഑৴αʔϏε΍ແྉ഑৴αʔϏεͷ֦େ
ʹΑΓ$4放送ͷར༻ऀ͕ݮগ޲܏ʹ͋ΔͨΊ

w�57FSɺλΠϜγϑτͳͲͷӨ͕ڹେ͖͍ɻ஍
্೾΋ޙࠓɺ࠶送৴ؚΊɺΑΓ͍͠ݫঢ়͕گ
༧૝͞ΕΔ
wܖ�໿ऀ͕ͲͪΒ͔ͷαʔϏεΛબ୒͢Δ͜ͱ
ͰՃೖ �ղ໿ʹ௚݁͢ΔͨΊ
wݖ�ར֫ಘʹ͋ͨͬͯݖརྉͷߴಅͷݪҼʹͳΔ
w�ࣗࣾ 055Λ͍ͯͬߦΔͨΊ
w�૬มΘΒͣɺແྉ഑৴αΠτ΁ͷҧ๏Ξοϓ
ϩʔυ͕͕޿ΓɺӨڹΛड͚͍ͯΔ

w�ಈը഑৴αʔϏεɺϥΠϒΠϕンτ΋ࣗࣾ
チャンネルͰఏ͍ͯ͠ڙΔͨΊ
w�ಉδャンルͷίンςンπ͸ɺ഑৴αʔϏεΛ
த৺ʹɺݟΒΕΔϓϥοτϑΥʔϜ͕૿͑ͯ
͍ΔͨΊ
w�ແྉ഑৴ͷͨΊ
w�༗ྉ഑৴αʔϏε΍ແྉ഑৴αʔϏεͷ֦େ
ʹΑΓ$4放送ͷར༻ऀ͕ݮগ޲܏ʹ͋ΔͨΊ

w�ಈը഑৴αʔϏεɺϥΠϒΠϕンτ΋ࣗࣾチャンネルͰఏ͍ͯ͠ڙΔͨΊ
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続いて、現状の経営戦略上の重要事項を、「コンテンツ」、「加入獲得・加入者サービス」、「コ
スト・収入」の順に聞いた。さらに、昨年調査で最も拡大したい年ྸ層として挙げられた

「30 代以下の視聴者獲得への取り組み」についても具体的な施策をお聞きした。

ᶃ コンテンツ
コンテンツについての課題に関して、グラフ内の 9 項目から重要度が高いものを最大 3

つまで、選択してもらった。前回の 1 位と 2 位が入れସわり、今回は「視聴者ニーζ」（63
件→ 68 件）がトップ、次いで「オリジナリティ」（66 件→ 60 件）の順になった。その他
の順位に変動はなく、引き続き、視聴者を引きつけられる独自性の高いコンテンツのニー
ζが高いようだ。

2. 自社における経営戦略上の重要ࣄ項

ਤද 120　ίンςンπͷݱঢ়՝୊ʢॏཁ߲ࣄʣ

（N=84） （件）0 10 20 30 �0 �0 �0 �0

重要事項はない

その他

過去コンテンツの手当

ライブラリーの充実

放送外権利の獲得

VODコンテンツ

多様化と安定性

制作能力

オリジナリティ

最新コンテンツ

視聴者ニーズ 68

25

60

25

13

10

21

8

1

1

0

ͦͷଞͷճ౴
w� ࣗࣾ 055ͷ֦େ

ᶄ加入者֫ಘ・加入者サービス
自社独自の取り組み（自社独自の販促活動からチャンネル認知度の向上まで）5 つと「各
事業者とのタイアップ強化」の計 6 つの課題の重要度を聞いた。昨年は、「各事業者と

のタイアップ強化」（前回 60 件）が最も多く選ばれたが、今回は減少し、「チャンネル認
知度向上」がトップとなった。また、今回は加入者向けのニーζ調査や、෇加サービスな
どが前回より増加しており、解約増加へࣃ止めをかけたいという意向が強まっているとも
考えられる。
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（N=84） （件）

各事業者との
タイアップ強化

0 20 �0 �0

重要事項はない

その他

チャンネル認知度の向上

定期的な加入者ニーズ調査

単チャンネル加入者向けサービス

加入者対象の付加的なサービス

自社独自の販促活動 38

12

33

30

48

42

1

4

ਤද 121　Ճೖऀ֫ಘɾՃೖऀαʔϏεͷݱঢ়՝୊

ᶅ コスト・収入（ࡒ຿体࣭）
「コスト・収入」に関する課題について、下表の 9 項目から選択௖いた。前回調査で最多
であった「放送外収入のための体制確立」は 7 件減少し 3 位に後ୀ、「費用の効率的な抑制」
が大きく増加しトップとなった。コロナ禍によるؾܠѱ化がආけられないと思われる状況
下の中、既ଘコストの圧ॖが各社の優先課題となっている格好だ。

ਤද 122　ίετɾऩೖʢࡒ຿ମ࣭ʣͷݱঢ়՝୊
（N=84） （件）0 20 �0 �0

重要事項はない

その他

効率的放送送出システムの導入

マーケティングコストへの対応

新規コンテンツへの投資

投資の拡大

広告事業のための体制強化

費用の効率的抑制

財務体質の健全化

字幕放送・リピート率
規制・CM規制等の対策

放送外事業収入のための
体制確立

22

51

27

38

36

21

10

11

1

0

2

ͦͷଞͷճ౴
w� ίンςンπೝ஌౓ͷ্޲
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下記の図表の通り、現在のメイン視聴者は 40 代以上であることと、今後拡大したい層
は 30 代以下であることは昨年調査時と変わらない。昨年と比較すると、10 代、20 代、30
代のஉ性においては、現状視聴者がそれぞれ昨年より 3 〜 6 ポイント増加しており、取り
組みに一定の成果が出ているものとみられるが、若年層ঁ性は変化がみられず、今後の課
題となりそうだ。取り組み自体を実施しているかとの設問では、実施している事業者が若
干減少した。（63.6％→ 58.1％）

ᶆए೥૚֫ಘへの取Γ組Έ

ਤද ঢ়ͱ֦େ͍ͨ͠૚ݱௌऀ年ྸͷࢹ　123

0 20 �0 �0

キ ッ ズ

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代
以上

உੑ

ঁੑ

உੑ

ঁੑ
உੑ

ঁੑ
உੑ

ঁੑ

உੑ

ঁੑ
உੑ

ঁੑ
உੑ

ঁੑ
͋ͯ͸·Δ΋ͷ͸ͳ͍

7
4

13

18

33

41

42

51

32

31

22

22

10

11

6

4

2

6

7

9

6

28

22

48

41

59

40

56

34

29

16

0

ௌऀࢹঢ়ͷओͳݱ
ௌऀࢹେ͍֦ͨ͠ޙࠓ

（N=86）ʢ݅ʣ
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w� 1��0年୅ʙ2000年୅Ҏ߱ʹ׆༂͍ͯ͠ΔΞʔ
ςΟετؔ࿈ίンςンπͷڧԽ
w� 30୅ҎԼ͕ࢹௌ͢ΔίンςンπʢΞʔςΟετʣ
Λੵۃతʹ֫ಘ͍ͯ͠Δ
w� 30୅ҎԼͷࢹௌऀ͚޲ͷίンςンπͷ調ୡɾฤ੒
w� �0年୅ͷ࡞඼ͷ調ୡˍฤ੒ૌٻ
w� #54΍ΞΠυル൪૊ͷ੍࡞౳
w�̢̘放送౳ʹΑΔೝ஌౓্޲
w� &$ ΍ 4/4 ʹΑΔ൪૊ɾ঎඼঺հ΍ &$΍
4/4/ʹΑΔड஫ͷ֦େ
w� 055঎඼ʹΑΔ֫ಘɻൺֱతए͍ੈ୅͚޲ίン
ςンπ഑৴
w� 4/4ͷ׆༻
w� 4/4ͷڧԽ
w� ΑΔ৘報ൃ৴ʹ༺׆4/4
w� 4/4ؔ࿈ͷڧԽ
w�ΞϓϦέʔγϣン։ൃ΄͔
w�Πϕンτ΍ίンςンπ഑৴

w�ΦϦδφル൪૊ͷاըɾ੍࡞ɺࢹௌऀχʔζͷ
೺ѲɺϒϥンσΟンά
w�λʔήοτʹ߹Θͤͨ൪૊ͷಛूɻ�5XJUUFSɺ
-*/&౳ͷ4/4ͷ׆༻
w�χʔζʹ߹ͬͨίンςンπ։ൃ
w�ϚルチϝσΟΞରԠ
wڭ�ҭࢢ৔ʹ͓͚Δߨԋձ౳ͷ実ࢪ
w�ࣗࣾίンςンπͷॆ実
w�ए͍ੈ୅ʹ൓�101,͍ߴ͕ڹ൪૊ͷڧԽ
w�ए年૚͚޲ίンςンπ։ൃ
w�৽ۀࣄنͷݕ౼
w�ੈ୅తʹϚοチ͢ΔίンςンπͷҰ෦ฤ੒ʗͦ
ͷϓϩϞʔγϣンࡦࢪͷ実ࢪ
w�ๅ௩Վܶઐ໳チャンネルͱͯ͠ݩߦڵͱͷڞ௨
՝୊Ͱ͋ΔͨΊɺ࿈ܞΛڧԽͯ͠औΓ૊ΜͰ͍
Δɻ�·ͨɺए年૚Λҙࣝͨ͠൪૊࡞ΓΛ実ࢪ
w�放送ͱແྉ഑৴ 	:PV5VCF
ͱͷ࿈ಈͨ͠ల։
w�༗ྉಈըαʔϏε΁ͷੵۃల։

ᶇ �0 ୅ҎԼ視聴者֫ಘのҝの۩体తͳ取Γ組Έ
具体的な取り組み内༰を聞いたところ、90 年代〜 00 年代など世代を意識した若年層向

けのコンテンツ獲得に加え、SNS の活用により認知の拡大を図ろうとする動きが活発で
あることがみてとれる。

ਤද 12�　ए年૚΁ͷऔΓ૊Έͷ༗ແ

取り組んでいる
58.1％

取り組んで
いない
41.9％

N=86
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ᶈͦのଞの経営課題
これまでに挙げられた課題に加え、その他各社が๊えている経営課題について自由回答

形式で聞いた。加入者の減少ならびに高ྸ化が継続する中、OTTとの差別化あるいは強化、
チャンネル認知向上、放送外の新規事業の拡大といった施策でಥഁޱを開こうとする事業
者の意識がුきூりとなっている。

w� $4放送֎Ͱͷऩೖ
w� %5)�$"57ͱ͍ͬͨطଘۀࣄʹ͓͚Δݻఆίε
τͷࢹݱ�ݮ࡟ௌऀʹΑΓͯݟ΋Β͏ؒ࣌Λ૿΍
ͨ͢Ίͷίンςンπ։ൃͱએ఻׆ಈͷੵۃల։�
w� 055ͷߋͳΔ֦େɻͦͷͨΊͷਓһ֬อ
w�ίϩφޙͷࢹௌऀݮগʹର͢ΔରԠɻ�ίンςン
πͷັྗ্޲ɻ�
w�δャンルࢢ৔ͷ௿໎ʢύチンίɾύチεϩࢢ৔ʣ
w�εΧύʔʂܖ໿ऀͷݮগ͕޲܏ɺޙࠓͲͷΑ͏
ʹਪҠ͍ͯ͘͠ͷ͔ͷۃݟΊͱɺͦΕҎ֎ͷϓ
ϥοτϑΥʔϜ΁ͷۀࣄల։
w�λʔήοτ૚΁ͷ͞ΒͳΔೝ஌ɺࢹௌɾߪೖͷ
֦େ
w�チャンネルͷࢹௌɺೝ஌ͷ্޲
w�チャンネルͷೝ஌ɺࢹௌͷ֦େɺ৽͍͠ۀࣄऩ
ೖιʔεͷ૑ग़�
w�チャンネルϏδネεҎ֎ʹɺ*1ۀࣄͷߋͳΔ੒
௕ͱ৽نϏδネεͷߏங
w�τϥϙン୅͕ͯ͗͢ߴɺۀࣄΛ֦େ͢ΔͨΊͷ
౤ࢿ͸े෼Ͱ͖·ͤΜɻ�εΧύʔͷ୯チャンධ
Ձ͸ద੾Ͱ͸ͳ͍
w�ネοτ഑৴ͱͷࠩผԽ
w�Ճೖऀͷݮগɻղ໿ऀ਺ͷ૿Ճ΁ͷରڧࡦԽ

w�Ճೖऀ֬อɺ޿告ऩೖͷ֬อɺ放送֎ऩೖͷ֬
อ
w�Ճೖऀ਺ͷݮগɻղ໿ऀ਺ͷ૿Ճ΁ͷରڧࡦԽ
wط�ଘۀࣄͰͷऩӹʹݶքΛ͍ͯ͡ײΔͷͰɺط
ଘۀࣄΛ࣠ͱ͠ͳ͕Β΋放送֎ऩೖΛ͍͔ʹ૿
΍͔͕͢՝୊
wۀ�態վֵͷద൱ݕ౼
wߋ�ͳΔՃೖऀ֫ಘͱ調ୡίετ
w�ࣗࣾ055ͷձһΛ૿΍͠ɺيಓʹͷͤΔ͜ͱ
w�ए年૚͕༗ྉ放送ʹՃೖ͠ͳ͍ڧ͕޲܏�·ͬͯ
͍Δ
w�७޲܏ݮʹ͋Δ$4ϚʔέοτΛϦΧόʔ͢Δ
ҝͷۀࣄɾࡦࢪ
w�৽نϏδネεʹ͓͚ΔޙࠓͷۃݟΊ
w�৽ۀࣄ։ൃ
w�ਓһମ੍ͷ੔උ
w�ਓࡒɺத௕ظઓུ
w�多チャンネルࢹௌܖ໿ऀ਺ͷ੒௕ಷԽ
w�ೝ஌౓ͷߋͳΔ্޲ɺ30୅ɾ�0୅Λத৺ͱ͠
ௌऀ૚ͷ֦େࢹͨ
w�放送֎ऩӹج൫ͷ͞ΒͳΔߏங
w�放送֎ऩೖͷ֬อ
w�放送ۀࣄͷݟ௚ཱͯ͠௚͠
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ʙ多チャンネル放送業界のൃ展のҝに取Γ組Ή΂͖とࢥΘΕる͜とɺظ଴͞Εる͜とʙ
ᶃ 加入者֫ಘ・加入者サービス

まずは、【加入者獲得・加入者サービス】について、下記 11 種の回答項目から、重要
と思われる項目を最大 3 つ選択してもらった。

・放送事業者とプラットフォームの共同プロモーションの強化
・プラットフォームによる新規加入獲得キャンペーンの積極的実施と予算౤下
・新規加入者特య（インηンティブ）の拡充
・新規加入増に直結する加入促進プランの構築と効率的なコスト運用
・スカパー！（110 ）˃のさらなる認知・普及
・多様な課ۚ決済方法の提供（コンビニ決済、プリペイドカード、WEB マネー等）
・カスタマーサービスの充実（コールηンター拡充、有料宅๚設置サポート等）
・コンテンツの多様性確อとその質的向上に対するプラットフォームの理解と促進
・多様な顧客ニーζにద合した、わかりやすく、選択自由なηット・パックメニューの開
発と拡充
・マルチスクリーンなど次世代放送サービスに対応するインフラ / サービスの提供
点の拡充ڌଳి࿩など他のサービスとのバンドル販促、販売ܞ・

�. 業界の課題

ਤද 12�　Ճೖऀ֫ಘɾՃೖऀαʔϏε　ۀքͱͯ͠ͷ՝୊

（N=86） （件）0 10 20 30 �0 �0

その他

セット・パックメニューの開発と拡充

プラットフォームの理解と促進

カスタマーサービスの充実

多様な課金決済方法の提供

スカパー！の認知・普及

新規加入増への効率的なコスト運用

新規加入者特典の拡充

PFの新規加入獲得キャンペーン

共同プロモーションの強化

取り組むべきこと、
期待されることはない

次世代放送に対応する
インフラ/サービスの提供
携帯電話などとの販促、

販売拠点の拡充

41

44

9

27

12

9

10

23

20

25

5

1

2

ͦͷଞͷճ౴
ɾϨίϝンυػೳ
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優先的に取り組むべき重要課題として最多数の回答を集めたのが、「プラットフォーム
による新規加入獲得キャンペーンの積極的実施と予算౤下」で 44 件（51.1％）、次いで、「放
送事業者とプラットフォームの共同プロモーションの強化」の 41 件（47.7％）、そして、「新
規加入増に直結する加入促進プランの構築と効率的なコスト運用」の 27 件（31.3％）であっ
た。プラットフォームによる新規加入獲得キャンペーン、放送事業者との共同キャンペー
ンに各事業者の関心が集まる結果となった。新規加入増に直結する加入促進プランの構築
と効率的なコスト運用にも多くの回答が集まっており、プラットフォームଆには新規加入
者を引き෇ける施策に大きな期待を寄せられていることが઱明となった。

ᶄղ約๷ࡦࢭ
次に、【解約๷止策】について、下記の 4 種の回答項目から特に重要と思われるものを

最大 3 項目、選択してもらった。

・解約๷止としての既加入者サービスの充実（マイレージ、ポイント制など長期契約イン
ηンティブプランの組成）
・定期的な市場調査による顧客ニーζの把握と各社へのフィードバック
・2 年固定割、༑達割、Ո଒割など多様な長期契約プランの組成と提供
・解約理由に対するৄࡉな調査分析及び対策の立案

最多数の回答を集めたのが、「解約๷止としての既加入者サービスの充実（マイレージ、
ポイント制など長期契約インηンティブプランの組成）」で 54 件（64.2％）、次いで「解
約理由に対するৄࡉな調査分析及び対策の立案」が 52 件（61.9％）、「定期的な市場調査
による顧客ニーζの把握と各社へのフィードバック」44 件（52.3％）と続いた。

新規加入が伸び೰む中で、解約理由を分析しつつ、既ଘ加入者の満足度を高めようとす
る意ཉが高まっていることがうかがえる。

ਤද 12�　�ղ໿๷ࢭରۀ　ࡦքͱͯ͠ͷ՝୊

（N=84） （件）

取り組むべきこと、
期待されることはない

多様な長期契約
プランの組成と提供

顧客ニーズの把握と
フィードバック

0 20 �0 �0

その他

解約理由の分析と対策

既加入者サービスの充実 54

44

29

2

52

3
ͦͷଞͷճ౴
ɾ/"
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ᶅ コスト
次に、【コスト】について、下記の 5 種の回答項目から特に重要と思われるものを最大

3 項目、選択してもらった。

・衛星トラポン料、送信業務ҕୗ料の௿減
・プラットフォーム手数料の௿減あるいは実勢に合った柔軟な料ۚメニュー
・CATV、IPTV 向け配信コストの௿減あるいは実勢に合った柔軟な料ۚメニュー
放送、聴֮障֕者向け字幕放送、高画質化（4K）対応などの対応に関わる政෎֐ࡂ急ۓ・

の対策費用支援策
・著作権・著作ྡ接権料率のద正なガイドライン作り

最多数の回答を集めたのは、昨年と同様「衛星トラポン料、送信業務ҕୗ料の௿減」の
75 件（87.2％）だった。また、「プラットフォーム手数料の௿減あるいは実勢に合った柔
軟な料ۚメニュー」は 65 件（75.5％）と昨年よりも増加した。「CATV、IPTV 向け配信
コストの௿減あるいは実勢に合った柔軟な料ۚメニュー」は 46 件（53.4％）で、昨年の
34 件（38.3％）と比較して増加。衛星トラポンに関しては 9 割に迫る事業者が重要とଊえ
ている。昨年と比較してプラットフォーム手数料に関する回答も増加しており、配信コス
トの௿減は事業者にとってۓ٤の課題となっていることが分かる。

ਤද 12�　�ίετ　ۀքͱͯ͠ͷ՝୊
（N=86） （件）

取り組むべきこと、
期待されることはない

著作権等の適正な
ガイドライン作り

CATV、IPTV向け
配信コストの低減

0 20 �0 �0 �0

その他

政府の対策費用支援策

PF手数料の低減

衛星トラポン料等の低減 75

65

46

11

14

0

4
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ᶆ業界全体と͠て
次に、【業界全体】について、下記の 4 種の回答項目から特に重要と思われるものを最

大 3 項目、選択してもらった。

・4K、8K など高ਫ਼ࡉサービス、次世代放送サービスへのプラットフォームの積極的取り
組み

・CATV/IPTV 加入者数の統一データの整備
・VOD コンテンツの編成など、次世代型放送実現に伴い急増する事業者のコスト負担に

対するプラットフォームの経済的支援策
・スカパー！（110 ）˃における )D チャンネル増に向けてのଳ域調整

ここでも最多数の回答を集めたのがコスト軽減に関する項目で、「VOD コンテンツの編
成など、次世代型放送実現に伴い急増する事業者のコスト負担に対するプラットフォーム
の経済的支援策」が 59 件（68.6％）にのぼった。次いで、「CATV/IPTV 加入者数の統一
データの整備」が 36 件（41.8％）であった。VOD コンテンツの編成など、次世代型放送
に向けた取り組みが本格化される中で、膨らむコストを抑えたい事業者の意向が明らかと
なった。

ᶇコロナ禍における取組
続いて、コロナ禍における取組について、フリーアンサーで回答してもらった。テレワー

ク・在宅勤務に関するコメントが多く、勤務体制を柔軟に変更することで感染拡大を抑え
る取り組みを実施していたことがうかがえる。イベントの延期・中止が大きな影響を与え
たというコメントも寄せられた。一方で、巣ごもり需要の拡大に答える形で、普段とは違
う番組制作を実施したなど、前向きなコメントも一部寄せられている。具体的な回答は下
記にྻ記した。

ਤද քશମͱͯ͠ͷ՝୊ۀ�　�12

（N=86） （件）

取り組むべきこと、
期待されることはない

CATV/IPTV 加入者
数の統一データの整備

コスト負担に対する
PFの経済的支援策

HD CH増に向けての
帯域調整

次世代サービスへの
PFの取り組み

0 20 �0 �0

その他

28

36

8

5

59

9

ͦͷଞͷճ౴
w� Ӵ੕ྉ͓ۚΑͼख਺ྉͷ௿ݮԽ
w� &1(౳ͷ༷࢓౷Ұ
w� εΧύʔ 3αʔϏεͷ౷Ұ
w� Ӵ੕ྉۚͷ஋Լ͛

w�ςϨϫʔΫ͕த৺ͱͳΓɺϦϞʔτΞΫηε͸΋ͱΑΓɺ[PPN΍ NFFUɺ-*/& ͳͲͷπʔル΁ͷ
଎ʹਐΜͩٸ຿γϑτ͕ۀ
w�ίϩφՒʹΑΓɺεϙʔπΛؚΊ֤ͨछΠϕンτͷԆظɾத͕ࢭେ͖͘Өͨ͠ڹɻۈ�຿ମ੍Ͱ͸
ଓ͍͕ͨگಈ͕͠೉͍ঢ়׆৔Ͱ͸ݱ΍ฤ੒ɾٕज़౳ͷ࡞੍ʹɺಛ͠ࢪ຿ͷਪ঑Λ実ۈ୐ࡏ
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w�ςϨϫʔΫɾޮ཰ԽରԠɺத௕ؚظΊͨऔΓ૊Έ
w�ςϨϫʔΫ͓Αͼࠩ࣌ग़ۈͳͲɺॊೈͳۈ຿ମ੍ͱมߋ
w�ςϨϫʔΫͰͷରԠΛத৺ͱͨ͠ۀ຿ମ੍΁ͷมԽ
w�ςϨϫʔΫͷ実ࢪɺೲ඼΍൪૊ͷチΣοΫମ੍ͷมߋͳͲ
w�ςϨϫʔΫͷਪਐ
w�ςϨϫʔΫͷ多༻ɺ൪૊੍࡞ͷѹॖ
w�ϦϞʔτͰͷऩ࿥Λ૿΍ͨ͠
w�ϦϞʔτϫʔΫͷਪ঑ͳͲ
w�ϦϞʔτϫʔΫͷ多༻
w�Ұ෦ैۀһΛআ͍ͯݪଇϦϞʔτϫʔΫΛ実ࢪɻφϨʔγϣンऩ࿥౳΋ϦϞʔτԽɻӦ׆ۀಈʹ͓
͍ͯ͸ΫϥΠΞンτͱͷ߹ҙͷ্Ͱର໘ϛʔςΟンάΛ実ࢪ
w�Ұ෦࿥ը放送ͷ実ࢪɺ൪૊੍࡞ελοϑͷγϑτͷݟ௚͠ɺࡏ୐ۈ຿ͷਪ঑౳
w�Ӧۀɾ੍࡞ͱ΋ࡏ୐ۈ຿ͱͳ͕ͬͨɺίϩφ͔ͩΒͦ͜ͷ૥͝΋ΓधཁʹԠ͑ΔܗͰಛ൪ͳͲ͍ͭ
΋ͱҧ͏൪૊੍࡞ʹ෗৺ͨ͠ɻίンςンπެԋؒظࢭٳதͷ།Ұίンςンπͱ઀৮Ͱ͖ΔഔମΛ৺
ֻ͚ͨ
w�ՄೳͳݶΓετϨʔδαʔϏεΛར༻ͨ͠ૉࡐͷड͚౉͠Λ実ࢪ
wݪ�ଇϦϞʔτϫʔΫʹΑΔۈ຿ମ੍
w࠷�େ ຿ͱͨ͠ۈ୐ࡏˋ�0
wࡏ�୐ɺϦϞʔτத৺ʹମ੍Λมߋ
wࡏ�୐Ͱͷ放送ӡ༻ʢσʔλೲ඼౳ʣ͕Մೳʹɻʢݱঢ়͸Ұఆ਺ͷग़ࣾΛ͍ͯ͠Δঢ়گʣ
wࡏ�୐ۈ຿ͷਪ঑
wࡏ�୐ۈ຿΁ͷγϑτɺ·ͨͦΕʹͱ΋ͳ͍ɺࡏ୐Ͱ放送ӡ༻͕ՄೳͳγεςϜߏஙɾମ੍ߏஙΛͨͬߦ
w�ࣗॗؒظதɿࡏ୐ۈ຿ˍ࣌୹ۈ຿ɺ੡࡞൪૊ͷࡱӨԆࡏݱ�ظɿࡏ୐ۈ຿ͷਪ঑ɺ௨ৗࠩ࣌ग़ۈ
w�ࣗ୐ۈ຿実ࢪத
w�ࣾһͷϦϞʔτϫʔΫΛՄೳͱ͢Δࣾ಺Πンϑϥͷ੔උ �ब্ۀͷルʔルɾΨΠυϥΠンͷ੍ఆ
w�ࣾ಺ձٞɺϛʔςΟンάͷऔࣺબ୒
w�ग़ࣾਓ਺ͷ੍ݶΛ͍ߦ൒਺Ͱۀ຿Λ͍ͯͬߦΔ
w�੍࡞ΨΠυϥΠンΛࡦఆ͠పఈͨ͠ײછ๷ࢭରࡦΛ͍ͯͬߦΔ
w�送ग़ۀ຿ͷチʔϜฤ੒ʹΑΔӡӦ�ɾࠩ࣌ग़ۈɺςϨϫʔΫͳͲΦϑΟεʹ͓͚Δࣾһελοϑͷ઀
৮ػձݮ࡟�ɾࣾ಺ͷκʔχンά�
w�൪૊੍͕࡞ετοϓ͠ɺࡏ୐ۈ຿͕૿͑ͨ
w�൪૊੍࡞͸ΨΠυϥΠンΛࡦఆ͠ӡ༻Λݟ௚ͨ͠
w�放送ελοϑҎ֎ͷࡏ୐ۈ຿ͷపఈ
w�๚໰͠ͳ͍Ӧ׆ۀಈͷ૿ՃʢϦϞʔτ঎ஊͷ実ࢪʣ

ᶈコロナ禍͕༩͑る業຿上の課題やϋーυル
続いて、コロナ禍が与える業務上の課題やハードルについてもフリーアンサーで回答し

てもらった。ここでもやはりイベント中止による影響は大きく、販促活動が実施できずプ
ロモーションに影響が出ている、スポーツやライブイベントの中止によるコンテンツ不足
といったコメントが多数寄せられている。また、在宅勤務での放送運用の確立や、社員の
メンタルヘルスを含めた健康の維持に関するコメントも多く、業務体制が大きく変わった
ことによってさまざまな影響が出ていることがうかがえる結果となった。

具体的な回答は下記にྻ記した。
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w�Πϕンτͱ࿈ಈͨ͠ൢଅΛಘҙʹ͖͕ͯͨ͠ʢ放送ɺ෇Ճۀࣄʣɺࠓ年ʹͯͬݶ͸ಓ͕ด͟͞Εͨ
··ʹͳ͍ͬͯΔ��
w�Πϕンτ։͕࠵Ͱ͖ͳ͘ͳΓɺチャンネルϓϩϞʔγϣンʹӨ͕ڹग़͍ͯΔͷͰͦͷ୅Ҋ͕ඞཁ
w�ΠϕンτରԠ
w�ΦϦδφル൪૊ͷւ֎ൢച։୓ʹมΘΔɺө૾ۀࣄͷ։୓
w�εϙʔπ΍ϥΠϒΠϕンτͷதࢭʹΑΔίンςンπෆ଍
w�ϥΠϒΠϕンτͷݮগʹର͢Δࡦࢪ
w�ϦΞルΠϕンτʹΑΔϓϩϞʔγϣンػձͷݮগ
w�ϦΞルΠϕンτͷݮগ
w�҆શͳίンςンπ੍ڥ؀࡞ͷ੔උ
w�҆ఆͨ͠൪૊੍࡞ͳͲ͕Ͱ͖ͳ͍
w�ԻָチャンネルͷϥΠϑϥΠンͰ͋ΔϥΠϒΠϕンτͷ実ࢪ΍ऩ࿥ͷݮগ
wײ�છ๷ࢭରࡦΛͱ্ͬͨͰͷϦΞルΠϕンτ΍൪૊ऩ࿥ͳͲ
wۀ�քશମ՝୊ͱͯ͠ૉ؅ࡐཧۀ຿ͷσδλルΦンϥΠンԽ 告ձࣾͱͷϦϨʔγϣンҡ޿告ओɾ޿�
େ֦࣋ Γํࡏʣͷ৽ͨͳࡦʢϓϩϞʔγϣンࣄ࠵େଅਐ֦࣋ௌҡࢹ�
wࡁܦ�ͷ௿໎ʹΑΓ޿告ऩೖͷ৳ͼ೰ΈΛ͍͔ʹ΄͔ͷۀࣄͰΧόʔ͍͔ͯ͘͠�൪૊ग़ԋऀ΍੍࡞
ελοϑͷ1$3ݕ査ͳͲࠓ·Ͱʹͳ͔ͬͨඅ༻ෛ୲͕ग़͖͍ͯͯΔ
w�ެԋࢭٳ΍ग़ԋऀͰ͋ΔੜెՔಇ͕ࠔ೉ͳͨΊɺ൪૊੍͕࡞଺ΓɺҰ࣌తʹίンςンπෆ଍ͷঢ়態
Ͱ͋Δɻ͜ͷঢ়گΛ͍͔ʹΫϦΞ͍͔͕ͯ͘͠՝୊
wࡏ�୐ۈ຿Ͱͷ放送ӡ༻ͷཱ֬ɾڧԽͱϝンλルϔルεΛؚΊͨࣾһͷ݈߁ͷҡ࣋
wۀ࡞�ͷޮ཰Խ
w�੍ࣗࣾ࡞ຊ਺ͷఆՁʹΑΔɺίンςンπڅڙ਺ݮগɻ�֤ΤϦΞ$"57ͳͲͱͷίϛϡχέʔγϣ
ンෆ଍
w�ࣾ಺Ϟϥルͷҡ࣋ɻࣾһ΁ͷద౓ద੾ͳࢦಋͱαϙʔτ
w�औํࡐ๏
w�ैۀһͷ҆શͱ݈߁Λҡ࣋͢Δ͜ͱ
w�৽نίンςンπʢϥΠϒʣͷݮগʹ͓͚Δɺ৽نՃೖ֫ಘͷۤઓͳͲ
w�ਧସ੍࡞ͳͲͷݱ৔ʹ͓͍ͯ͸ࡉ৺ͷ஫ҙ͕ඞཁͱͳΔ΄͔ɺ৽͍͠ίンςンπͷ҆ఆͯ֬͠څڙ
อ͕՝୊
w�送ग़ؔ࿈ͷۀքରԠ
w�ର໘Ӧۀͷ੍͕ݶ໰୊
w�௕ظతͳӦۀઓུ͕ඞཁͳ঎ஊʹ͸ϦϞʔτ͸ෆ͖޲Ͱ͋ΓɺऔҾઌ΁ͷର͕ࡦඞཁ
w�௚઀໘ஊʹΑΔࣾ֎Ӧ׆ۀಈ͕Ͱ͖ͳ͍�
w�ಛʹੜࣈນ͸ग़ࣾͰ͋Γͦͷີ্ۀ࡞ͳڥ؀ͱͳΔͨΊɺҰఆؒظͰ΋ࣈນൺ཰ͷ؇࿨͕๬·ΕΔɻ�
w�൪૊੍࣌࡞ʹ͓͚Δ੍ݱ��ݶ৔ͷਓ਺੍ݶ΍ϑΣΠεΨʔυ࢖༻ɺΞΫϦル൘ͷઃஔͳͲ
w�൪૊ૉࡐͷݖརݩͱͷड͚౉͠ɺ੍࡞൪૊ϩέ౳
w�൪૊ૉࡐͷड͚౉͠ɺ੍࡞൪૊ϩέ౳
w�放送ӡߦͷϦϞʔτϫʔΫԽ΍࣌ٸۓରԠͷڧԽ
w�放送ܧଓΛ実͢ࢪΔͨΊͷମ੍ڧԽ

ᶉͦのଞɺ多チャンネルの放送業界の経営課題
最後に、多チャンネル放送業界の経営課題についてフリーアンサーで回答してもらった。

OTT 事業者やプラットフォームとの共ଘを含む向き合い方に関する回答の他、配信プラッ
トフォームの競合サービスが台಄していく中で若年層をどのように取り込んでいくか、各
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w��0୅લ൒ҎԼ͸ʮӴ੕放送ͰίンςンπΛݟΔʯͱ͍͏ҙ͕ࣝඇৗʹ௿͍ɻثػͷઃஔ΍Ճೖͷϋʔ
υルΛԼ͛Δɺ৽ͨͳࢹௌελΠルΛఏҊ͢ΔͳͲͷࡦࢪΛૣٸʹ͠ͳ͚Ε͹਺年ޙͷະདྷ͸ͳ͍
w�055 ͷ׆༻
w�055 ͱɺ57཭Ε
w�055 ͱൺֱͯ͠Ճೖϋʔυル͕͘ߴྉ͕͍ۚߴ
w�055 ͷ੮רͱ 57཭Ε
w�055 ϓϥοτϑΥʔϜͱͲͷΑ͏ʹઓ͍ɺ·ͨ͸ڞଘ͍͔ͯ͘͠
w�055 ߹ڝͱͷίンςンπͷऀۀࣄ
w�470%ʹର͢Δରࡦ߅
w�αϒεΫ͕ओྲྀͱͳΔʢͳͬͨʣੈ࣌Ͱͷɺฤ੒ͷੜ͖࢒Γํ
w�δャンルΛ௒͑ͨチャンネルؒͷྗڠମ੍ͷڧԽ
w�εΧύʔʂϓϨϛΞϜαʔϏεͷੵۃతల։
w�εΧύʔ̍̎̐ʗ̔ͷૣظఫऩͱ̍̍̌౓΁ͷҠߦ
w�τϥϙン୅ͳͲͷ放送ίετ�
w�χϡʔε൪૊ͷඅ༻ରޮՌ
w�ւ֎ϓϥοτϑΥʔϜʹΑΔίンςンπ੍࡞අͷߴಅ
wݱ�୅ͷϢʔβʔΛҙࣝͨ͠αʔϏεస׵
wݻ�ఆඅͷ཈ࢭ͸΋ͱΑΓɺݪՁશମʹ͓͚Δ࠷దԽɻ৽͍͠औΓ૊Έ̐,
 ̔,΁ͷରԠ࣌ͷίετ
཈ࢭɻੈ࣍�୅αʔϏεͱͷ༥߹ਪਐ
w�ए年૚ͷऔΓࠐΈ
w�पลۀքશମͷσδλルτϥンεϑΥʔϝʔγϣンਐԽɾσδλルσΟεϥϓλʔ୆಄΁ͷରࡦʗ
ి೾ɾ௨৴ؔ࿈ߦ੓ͷઓུมԽ΁ͷ΢Υοチ΍ݺԠ
w�ॖখ޲܏ʹ͋ΔϚʔέοτΛͲͷΑ͏ʹ্͔ͤ޲Δ͔
w�ਓࡐෆ଍ɺチャンネルೝ஌౓ͷ্޲
w�多チャンネルʹର͢ΔϓϥοτϑΥʔϜͷ༏ઌ౓ͷ௿Լ
w�େख഑৴ϓϥοτϑΥʔϜʹෛ͚ͳ͍Α͏ͳ�γンϓルͰࢹௌऀʹͱͬͯΘ͔Γ΍͍͢ۀ態ʹͯ͠
͍͘ඞཁ͕͋Δ
w�த௕ظઓུɺดײ࠹ɺਓࡒͷྲྀग़
w�ಉ࣌഑৴ݕ౼ͷҰํͰ഑৴ͱͷڝ߹͕໰୊
w�ಛʹ %5)ϓϥοτϑΥʔϜ 	 εΧύʔ �
 ͕δϦශͰ༗ޮͳࡦࢪΛଧ͓ͯͯΒͣɺ͜ͷঢ়گΛଧഁɺ
վળग़དྷͳ͍ͱ֤ࣾڞʹ௿໎͕ଓ͘͜ͱʹͳΔ
w�഑৴ʹؔΘΔݖརॲཧͷ౷ҰͱγンϓルԽɺ௿ίετԽ
w�഑৴ϓϥοτϑΥʔϜ͕૿͖͍͑ͯͯΔঢ়گͰ放送ϓϥοτϑΥʔϜ͚ͩͰ͸༗ྉ多チャンネルࣄ
ͷ͔͍ͯ͑͘ߟքͰͲ͏ۀ実Λࣄ໿਺ɺऩೖΛक͍͚ͬͯͳ͍͜ͷܖ͸ۀ
w�഑৴ؚΊͨԻָஶݖ࡞ͷஂମަব
w�ച্ݮগʹ͓͚Δίετݮ࡟ͷҝɺ৽نίンςンπ΁ͷ౤͕ࢿͰ͖ͳ͘ͳΓɺ݁ՌɺՃೖऀ͕ݮՃ
଎͠ɺച্ݮ΋Ճ଎͢ΔҝɺෛͷεύΠϥルʹೖ͖͍ͬͯͯΔߋ�ʹɺ৽نϏδネεཱ͕֬Ͱ͖ͯ
ແ͍ҝɺઌ͑ݟ͕͖ߦͳ͍ঢ়態
w�༗ྉ放送ऀۀࣄͷ࠶ฤ

種サービスの「分かりにくさ」の解ফなど、昨年度からも引き続く課題に対する意見が多
く寄せられた。具体的な回答は下記にྻ記した。
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ᶃ各プラットフォームへの取Γ組Έ
配信について、各プラットフォームそれぞれへのコンテンツ配信実施状況について選択

式で聞いた。

各プラッフォホームの取り組みについては、「スカパー！」「CATV」がそれぞれ
61.8％、58.1％と約 6 割の事業者が実施している回答となった。「自社」プラットフォーム
での実施が 38.4％と続き、検討していると合わせると、約半数の事業者が「自社」での配
信展開を実施または検討していると言う回答になった。「AmazonPrimeVideo チャンネル」

「dTV チャンネル」での実施は 24.4％、19.8％となっており、「その他」の 15.1％と比較して、
この 2 社が配信プラットフォームでは牽引している事が見えた。但し、「実施したがやめた」

「実施を検討したがやめた」についても合わせるとそれぞれ約 2 〜 3 割の事業者が回答し
ている状況にも注視したい。

ᶄ各プラットϗームへの提供／ݕ౼
配信展開について実施中または実施を検討していると答えた事業者に対して、有料・無

料の取り組みについて提供方法を聞いた。また、「実施したがやめた」「実施を検討したが
やめた」と回答した事業者に対してもその理由を聞いた。

ਤද 12�　֤ϓϥοτϗʔϜͷऔΓ૊Έ

ⅩⅢ . 多チャンネル放送の課題について
1.「配信展開」について

ʢˋʣN=86

スカパー!

CATV

dTVチャンネル

自社

その他

Amazon Prime
Videoチャンネル

0 20 �0 �0 �0 100

61.6

58.1

19.8

24.4 1.2 16.3 17.4 33.7 7.0

1.2 8.1 15.1 41.9 14.0

1.2 9.3 7.0 23.3 1.2

1.2 5.8 10.5 10.5 10.5

38.4 1.2 11.6 9.3 33.7 5.8

15.1 05.8 4.7 69.8 4.7

すでに
実施している

具体的な
実施予定がある

現在実施を
検討している

実施を検討したが
やめた

検討したことが
ない

実施したが
やめた

ͦͷଞͷϓϥοτϑΥʔϜ
w�6�/&95　ɾ)VMV
�6�/FYU
�'0%
�1BSBWJ
�3BLVUFO
�1MBZTUBUJPO
�(ZBP
w� *157　ɾ-*7&഑৴　ɾNVTJD�KQ　ɾ:PV5VCF　ɾχίχίಈը
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0
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�0 ʢ݅ʣ

スカパー ! CATV 自社 その他dTV
チャンネル

Amazon Prime
Video チャンネル/"��� /"��� /"��� /"�1�

/"�2� /"�3�

33

3 3 3
4

3
4 4 4

0 01 1

5 5
2 2 2

4

8 8
9

8

13

26

22 23

12

17
14

放送サイマル（リニア） 放送とは別編成のリニア
コンテンツごと（TVOD） コンテンツごと（SVOD）
その他

0

10

20 ʢ݅ʣ

スカパー ! CATV 自社 その他dTV
チャンネル

Amazon Prime
Video チャンネル/"��� /"��� /"��� /"�1�

/"�2� /"�3�

10

0

2

0

3

0

3
2

0
1

00
1

5

1
0

2
1
0

2

4

0

7

3

11

5

13

0

4

放送サイマル（リニア） 放送とは別編成のリニア
コンテンツごと（TVOD） コンテンツごと（SVOD）
その他

ਤද 130　ఏڙʢݕ౼ʣํ๏ʗ༗ྉϓϥοτϑΥʔϜ
各プラットフォームへの提供ํ๏（༗ྉ � ແྉ）について

ਤද 131　ఏڙʢݕ౼ʣํ๏ʗແྉϓϥοτϑΥʔϜ

ͦͷଞͷఏํڙ๏
w�εΧύʔʂˠ൪૊͝ͱʹແྉରԠ
w�$"57 ແྉˠίϛ DI Ͱ൪૊ఏڙ
� ˠݟಀ͠഑৴

w�ࣗࣾແྉˠղઆ൪૊

ͦͷଞͷఏํڙ๏
w�εΧύʔʂ
w�$"57�
ˠݟಀ͠

有料については「スカパー！」「CATV」など放送が主࣠のプラットフォームで「放送
サイマル（リニア）」がそれぞれ 33 件 26 件と最も多い結果となり、放送を配信で視聴す
るิ完的な要ૉが強い事が分かった。配信系プラットフォームについては、「dTV チャン
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ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難

番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない

配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる

配信運用のコストが高い

加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない

必要性が低い

その他

0 5 10 15◎スカパー /�1�ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
4

2
2

2

3
14

1
1
1
1
1

1
1

0

ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難

番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない

配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる

配信運用のコストが高い

加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない

必要性が低い

その他

0 � 10 1�◎CATV /��ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
2

1
1

3
1

2

0
0
0
0
0
0
0

0

ਤද 132　ఏڙʗ実ࢪΛ΍Ίͨཧ༝

w�ϓϥοτϑΥʔϜͷࣄ৘

w�ࣗࣾ 055֦ॆͷͨΊ

ネル」が「放送とは別編成のリニア」が 17 件と一番多いのに対して、「AmazonPrimeVideo
チャンネル」「自社」は「コンテンツごと（SVOD）」が 22 件、23 件と最も多い結果となった。

「dTV チャンネル」については「dTV」と言う別の「SVOD」サービスを持つഎܠからも、
「SVOD」が主ྲྀの配信業界でリニア編成が࣠と言う独自性を見る事が出来た。

無料については、有料に比べて実施している事業者が少ない中「スカパー！」では「放
送サイマル（リニア）」が 10 件と一番多く、「CATV」は「コンテンツごと（SVOD）」が
13 件と一番多い結果となった。

提供 � ΛやΊͨཧ༝についてࢪ࣮
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ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難

番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない

配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる

配信運用のコストが高い

加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない

必要性が低い

その他

0 � 10 1�◎dTVチャンネル /�2�ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
5

4
2

14
1

6

2
0
0
0
0

2
5

5

ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難

番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない

配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる

配信運用のコストが高い

加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない

必要性が低い

その他

0 � 10 1�
◎Amazon Prime Videoチャンネル

/�21ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
4

3
0

11
3

5

0
0
0
0
0

2
3

3
w�ઌํ౎߹ͰϖンσΟンάͷ··

w࠾�༻࿮͕ແ͍

「実施したがやめた」「実施を検討したがやめた」と答えたプラットフォーム毎の事業者
数でみると「dTV チャンネル」が 25 社、「AmazonPrimeVideo チャンネル」が 21 社と
他と比べて多いのがわかる。回答内༰については「費用対効果 / 収支がみあわない」を理
由にした回答がಥ出して多かった。また、映像コンテンツ（番組）や෇ਵする音ָについ
て「配信権が得にくい」「配信権の獲得コストが高い」との回答数もそれぞれ一定数みら
れた。「スカパー！」「dTV チャンネル」「AmazonPrimeVideo チャンネル」については「プ
ラットフォームの事情」「࠾用࿮がない」「先方都合でペンディングのまま」と言った回答
もあり、プラットフォームଆの事情も一部あることもわかった。
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ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難

番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない

配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる

配信運用のコストが高い

加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない

必要性が低い

その他

0 � 10 1�◎自社 /�13ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
3

3
3

7
1

3

2
1
1
1
1

5
3

0

ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難

コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難

番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない

配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる

配信運用のコストが高い

加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない

必要性が低い

その他

0 � 10 1�◎その他 /��ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
0
0
0
0

0
0
0
0
0

1

1

1

4

2

w�/"

w�/"
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ᶅコンテンツ提供への障壁

ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難
番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない
配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる
配信運用のコストが高い
加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない
必要性が低い

その他
障壁は特にない

0 10 20 30 �0 �0◎スカパー /���ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
20

17
11

4

18
26

23

6
3
3
7

1

7
3

13

ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難
番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない
配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる
配信運用のコストが高い
加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない
必要性が低い

その他
障壁は特にない

0 10 20 30 �0 �0◎CATV /���ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
18
18

10

2

7
21

30

5
2
2
6

1

6
4

8

ਤද 133　ఏڙ΁ͷোน

w�Ճೖऀ͕৳ͼͳ͍

w�ࣗࣾ 055ͱͷ੗Έ෼͚

配信を取り組むにあたりどのような障壁があるかを複数回答で聞いた。

提供への障壁について
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ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難
番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない
配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる
配信運用のコストが高い
加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない
必要性が低い

その他
障壁は特にない

0 10 20 30 �0 �0◎dTVチャンネル /���ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
19

15
9

4

7
23

22

5
3
3
4
2

14
9

10

ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難
番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない
配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる
配信運用のコストが高い
加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない
必要性が低い

その他
障壁は特にない

0 10 20 30 �0 �0
◎Amazon Prime Videoチャンネル

/���ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ

22
19

11

6

8
22

22

7
3
3
4
2

8
10

10

w�Ξμルτ/(

w�Ξμルτ/(
w�ઌํ಺෦ͷ໰୊

提供 / 実施をやめた理由と同じく、「映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい」「映
像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い」と言った配信権についての回答と、「費
用対効果 / 収支がかみあわない」といった経済的な回答の 2 つが多くみられた。一方で「障
壁は特にない」との回答も多数あり、障壁なく取り組めている事業者が一定数いることも
確認できる。
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ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難
番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない
配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる
配信運用のコストが高い
加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない
必要性が低い

その他
障壁は特にない

0 10 20 30 �0 �0◎自社 /���ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
16

11
7

9

9
23

28

5
2
2
5

2

6
5

15

ʢ݅ʣ
映像コンテンツ（番組）の配信権が得にくい

映像コンテンツ（番組）の配信権の獲得コストが高い
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権処理が困難
コンテンツ（番組）に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

番宣に付随する音楽の配信権処理が困難
番宣に付随する音楽の配信権の獲得コストが高い

CMの配信権がクリアされていない
配信権の処理の仕方がわかりにくい

配信運用に手間がかかる
配信運用のコストが高い
加入数があまりとれない

費用対効果／収支がみあわない
必要性が低い

その他
障壁は特にない

0 10 20 30 �0 �0◎その他 /���ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ
7

5
3

1

3
8

46

2
2
2
1
1

8
13

2

w�/"

w�/"

ᶆ今後の視聴サービス展開
今後の NET 配信の展望について複数回答で聞いた。

今後の /&T 配信の展๬
「放送契約に෇ଳしたサービスを継続・強化」と「放送契約とは࿈動しない事業を拡大」
がそれぞれ 41 件と一番多い回答となった。続いて「他社のプラットフォームサービスを
行う」が 38 件、「費用対効果 / 収支で方਑を検討」が 36 件、「優先課題として強化・拡大」
が 34 件、「自社の独自のサービスを行う」が 31 件と続いた。対して「費用対効果 / 収支
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ʢ݅ʣ
放送契約に付帯したサービスを継続・強化

放送契約とは連動しない事業を拡大

他社のプラットフォームサービスを行う

自社の独自のサービスを行う

権利の獲得を含め積極的な投資を行う

費用対効果/収支で方針を検討

費用対効果/収支が悪いものは停止を検討

優先課題として強化・拡大

必要性が低く優先順位は低い

その他

当てはまるものはない

0 10 20 30 �0 �0/���ʢෳ਺ճ౴͋Γʣ

41

41

38

31

19

12

36

34

5

0

ਤද ͷ/&5഑৴ͷల๬ޙࠓ　�13

スカパー！
（110度）

スカパー！
（124/128度）

BS

CATV

IPTV

0 20 �0 �0 �0 100

11�� ���1 2���

つながる つながらない まだわからない

2��� 33�0 3���

�0�0 2��1 23��

�0�0 20�� 2���

�2�0 21�� 3���

（％）

N=88

ਤද 13�　ʮ�,放送αʔϏεʯ͸ࢢ৔։୓ʹͭͳ͕Δ͔

がѱいものはఀ止を検討」が 12 件、「必要性が௿く優先順位は௿い」が 5 件と少ない結果
となり、NET 配信の展望については積極的な回答が多い結果となった。

2. 放送のߴ度Խについて

ᶃ「4K 放送サービスにΑるӴ੕放送ࣄ業の৽ͨͳߴՁ値の૑出ɺ加入者の৳௕の可能性」
 について

2018 年 12 月のサービス開始から 2 年が経過した 4K 放送の市場開拓について選択形式
で回答を求めた。



162

ᶙf . ଟνϟϯωϧ์ૹの՝୊について

2020 年多チャンネル放送実態調査調査報告書
多チャンネル放送研究所　2021 年 3月

ҰൠՈఉにおける�,ීٴ

ҰൠՈఉにおける�,ීٴ

࿥ըࢹௌにΑるλΠϜシフトԽ

VODにΑるλΠϜシフトԽ

見ಀ͠ࢹௌのීٴ

εϚート5Vのීٴ�

ϓϨΠεシフトԽ

V3ө૾のීٴ

0 20 �0 �0 �0 100

ҰൠՈఉにおける5Vの
େܕԽʢ��ΠンνҎ্͕ඪ४ʣ

1��0

1�2

���3 ��1 11��

���2 �0�� ��� 10��

�0�� 1��1 3�� 10��

�0�0 3��� ��� 10��

32��

2�3 �1�� 33�� 22�1

3��0 ��0 2���

���� 2��� ��0 11��

31�� ���� ��0 12��

11�� ���� 11��

広く普及 あまり普及
していない

まったく普及
していない

（％）N=86
わからない

ਤද 13�　2021 年౓ͷ放送αʔϏεʹ͍ͭͯ

BS、CATV は 50％、IPTV も 42％が市場開拓に「つながる」と回答、「つながらない」
「まだわからない」を上回った。一方スカパー！については 124/128 度だけでなく、主力
の 110 度でも「つながる」の回答は 30％未満となり、4K 放送が直接的に加入を後押しす
る事については懐疑的な見方が強い結果となった。尚、今回の回答と前回調査の回答は全
く同じ結果となっており、4k の見解については足踏み状態が続いている事が分かった。

ᶄテϨビにおける視聴ڥ؀やスλΠルに関࿈する 2021 ೥時఺のීٴ度߹い
次にテレビの視聴環境やスタイルがどう普及していくのか、2021 年時点について、コ

ロナ禍が収ଋし、東ژオリンピックが開࠵されるとԾ定して回答を求めた。

高画質化については、4K は「あまり普及していない」、「まったく復旧していない」、「わ
からない」の合計が 8 割を超え、サービスが開始しても普及が進まない現状からネガティ

ブな回答が多く、8k に関しては「まったく普及していない」が 7 割以上となった。
既に普及している「録画視聴によるタイムシフト化」の「広く普及」の 7 割に続き、「VOD

によるタイムシフト化」「見逃し視聴の普及」の「広く普及」も 5 割以上となり、前回調
査と比べて配信による視聴スタイルが普及するという回答が増えている結果となった。
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取り組む予定である
2.4％

関心がない
29.8％

関心はある
59.5％

すでに取り組んでいる7.1％その他1.2％

N=84

ਤද 13�　73ө૾΍ॎܕಈը౳ͷίンςンπ੡࡞ঢ়گ

ͦͷଞͷճ౴
w�/"

ਤද 13�　�,΁ͷऔΓ૊Έ

すでに収録、制作は実施したが
まだ放送していない　14.0％

その他0％

関心がない
16.3％

関心はあるが
取り組み実績はない

32.6％

すでに制作、
放送実績がある
（スカパー！4K）
37.2％

N=86

ᶅ 4K についての経営ܭ画について
4K についての経営計画について、放送・制作・収録の実績の有無、関心の有無という

選択肢で 4K への取り組み状況、興味度を聞いた。

「すでに制作、放送実績がある」「すでに収録、制作は実施したがまだ放送していない」
が合わせて 51.2％を占め、放送実績の有無を問わず半数の事業者が 4K に関しԿらか取り
組んでいる。一方で「関心はあるが取り組み実績はない」「関心がない」合わせて 48.9％
とほぼ同等の割合で回答があり、実際の取り組みについては様子を見ている事業者も多く
4K の取り組みは二極化している傾向にある。

前回調査と比較すると「すでに収録、制作は実施したがまだ放送していない」が増加し
ており、4k による収録や制作が徐々に増えている事がわかる。

ᶆ VR 映像や縦型動画等のコンテンツ製作状گ
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今のところ
関心は無い
20.2％

その他 1.2％

業務への影響は不明だが、
関心はある
46.4％

業界の発展に
寄与すると
期待している
32.1％

N=84
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昨今の視聴サービス多様化の中で「VR 映像や縦型動画など」の映像コンテンツについ
ての制作・展開において取り組み状況、関心度を聞いた。
「すでに取り組んでいる」7.1％、「取り組む予定である」2.4％と 9.5％の事業者が取り組
む姿勢を見せた。また「関心はある」が 59.5％との回答結果となり、実際の取り組みは少
数であるものの、過半数以上の事業者が新たな映像領域に興味関心を示す事が伺える。

ᶇ人工知能（AI）の可能性について
今後の多チャンネル放送業界のポイントとして挙げられる人工知能（AI）。字幕生成や

映像制作における AI 技術の活用が、業界発展に繋がるかについて、その可能性を聞いた。

「業界の発展に寄与すると期待している」32.1％、「業務への影響は不明だが、関心はある」
46.4％、「今のところ関心は無い」20.2％との回答結果となり、多チャンネル業界と AI 技
術の関わりが草創期といえる昨今、大勢の事業者が期待・関心を寄せている事が分かる。

ただし、前回調査と比較すると「影響は不明」と回答している事業者の割合がほぼ変わっ
ておらず、この 1 年では大きな進展がなかった事が分かる。
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関心がない
45.2％

関心はある
35.7％

すでに
取り組んでいる
17.9％

取り組む予定である
1.2％

N=84

関心がない
46.4％

関心はある
35.7％

すでに
取り組んで
いる
15.5％

取り組む予定である
2.4％

N=84

「映像コンテンツの制作」「イベント・大会の運営」ともに、「すでに取り組んでいる」「取
り組む予定である」「関心はある」と半数強の事業者が関心を示している事は、世の中

の特に若年層からの注目度の高さがあるジャンル且つ、イベント事業（放送外収入）とし
ても魅力的だからだと推測させる。一方、「関心がない」の回答も 45.2％と多い。

前回調査と比較すると「取り組む予定である」との回答が減少しており、「関心がある」
と答えている事業者が、今後具体的に取り組むかどうかは経緯を見ていく必要がある。

ᶈ e スポーツコンテンツについての経営戦略
世界的な盛り上がりに対して遅ればせながら日本でも徐々に浸透してきた e スポーツ。

新たな放送コンテンツとして注目される中、取り組み状況、関心度を聞いた。
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トップページ

2020年多チャンネル放送実態調査ご協力のお願い

【ご��】
!"は多チャンネル放送研究所の活動にご協力*りまして/にありがとうございます。
この度、当研究所では「2020年多チャンネル放送実態調査」を実施させていただくこととなりました。
本調査は、200G年以来ご協力いただき今回で12回目をOえるものです。

2013年調査から、1.　回答者の皆様の\担^減、2.　回答データの速やかな集計を実現することにより、
分析・報告を従来以上に向上させることを目的として、Wrsを活用した調査手vをw用いたしました。
会員各社の皆様のご協力のお|を持~まして、201�年以�、本調査では100�の回答�を�ることができ、
従来以上に精�かつ多�的な調査データの分析を行うことができました。
今回も引き続き、皆様のご参考になるような分析と報告の作成を目指しております。
調査主旨・目的、そして�定する結果報告のイメージなどを下�に説明して参りますので�めてご参 いただき、
今後とも変わら¤皆様のご理解とご協力を*りたく、お願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多チャンネル放送研究所所長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ª　«¬

【お問い合わせ】
Wrsを活用した調査について、ご対応が±²な場合、下�までお問い合わせください。
´の質問¶にご回答いただく方vもご案内しております。

本調査に関するご»明な点、ご要¾、お問い合わせもお手数ですが、下�へご連Âください。

【ご回答ÃÄ】
2020年10Å30Æ（È）　23Ê�G分

多チャンネル放送研究所事務局Î（一社）衛星放送協会内Ò
Ó10ÔÕ00�2Ö×ØÙÚÛ2Õ8Õ2ÝÞビル4á
ÞrâÖ03Õã441Õ0��0

担当Ö：åæ　ç
rèéêë：ìêíîêïéèéðeêíeêîòíò.òóô

トップページ

【調査主旨の説明】
本調査の目的は以下の2点です。

　・1つには、多チャンネル放送事業全体の現況を、内外から信頼される公式の定点調査として集計し、
　　高質な分析と報告の実現を目指します。
　・2つ目は、現在各社の関心が高いトピックスについて、業界全体が現在どのように対応し、将来
　　どのように対策しようと考えているのかを、総括して業界内の実態として報告します。

多チャンネル放送業界を取り巻く事業環境は、決して順風満帆とは言えません。各プラットフォームの
契約者数も横ばいから場合によっては微減するケースもあり、一方で、通信キャリアや米国の配信
サービス事業も始まり、今後本格的な競争環境の到来が予測されます。業界全体の継続的な成長の為に、
多チャンネル放送業界は全体として、どのように対処していけばよいのか、前回調査から引き続き今回の調査でも、
「配信サービス」「4K・8K」などをトピックスとして設定しています。

【データの秘匿性確保に対する対応】
多チャンネル放送研究所では、会員各社よりご入力頂いた回答データの管理について、従来同様に
その秘匿性の担保に配慮しております。具体的には、

・1.当研究所から独立した外部の第三者機関（Web調査会社：バルク社）のみで集計・
　　管理し、ご回答頂いた生データが回答者以外の会員各社は元より当研究所の所長、研究員、
　　事務局の目に触れることがないように確実に対処いたします。

・2.研究所としては、調査結果については飽くまでもWeb調査会社より集計し、提供された
　　集計結果のみを分析し、報告いたします。

・3.以上2点をより確実なものとするためにデータの回収、集計作業の発注にあたっては、
　　多チャンネル放送研究所とWeb調査会社（バルク社）間で、秘密保持契約（ＮＤＡ）を締結し、
　　回答データの管理についても契約書内で明確に規定いたします。

・4.前回に引き続き質問内容の精査において、複数回答の関連付けから回答者の特定につながる
　　可能性のある設問を排除しております。社内規定など会社実績情報などの秘匿
　　性保持の観点から、無回答で対応される会員者の皆様へ、研究所としても可能な配慮
　　をする努力を行うことで、本調査結果が業界内外から公式の調査報告と信頼される
　　完成度を目指しております。

会員各社様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

【調査アウトプットイメージ」と業界への貢献】
衛星放送協会も設立22年となり、これまでの蓄積を踏まえつつ将来に向けた事業活動の必要に
迫られていることは疑いようもありません。こうした状況に鑑み、将来にわたる衛星放送事業の
健全な発展に向けて、2008年に当研究所が設立されたことは既にご案内のとおりです。

当研究所では激変するメディア環境に迅速に対応し、多チャンネル放送が発展するための具体的
な提言を行って参りたいと考えております。そのために、多チャンネル放送事業全体の実態を
つかむことが必須であると考え本調査を企画いたしました。

調査結果につきましては、引き続きご協力いただいた会員各社にフィードバックさせていただくほか、
業界発展のためのさまざまな提言の基礎として活用するべく予定しております。
過去11回に渡り実施した調査は、すでに官庁や事業者、関連業界、メディア等で引用され、
多チャンネル放送の在り方を示す重要な基礎資料の一つとして活用されております。
ご多忙な折、お手数をおかけしますが、趣旨をご理解の上、業界発展のため、
ご協力のほど重ねてお願い申し上げます。
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ƑネジメントƒƓ企画

ƑネジメントあるいはƒƓ企画などƔチャンネル全体のビジネス状況を理解されているご担当者への質問

ƕ多チャンネル放送全体のƖ入者予測についてƗいます。
Ƙ1 Ƙ1 各プラットフォーム全体のƖ入者数についての予測をプラットフォームƙに�入してください。

ƚƔチャンネルのƛ数予測ではありません。
ƚƜ�数Ɲでご入力ください。

1 【スƞƟーƠプơƢアム（124ƣ8）】
ƚ参考：201G年3ÅƤの実績：103ƥƛ（スƞƟーƦƧÝÞ社公ƨ）

1 2021年3ÅƤ予測 ƥƛ
2 2022年3ÅƤ予測 ƥƛ
3 2023年3ÅƤ予測 ƥƛ

2 【スƞƟーƠ（110Ʃ）】
ƚ参考：201G年3ÅƤの実績：214ƥƛ（スƞƟーƦƧÝÞ社公ƨ）

1 2021年3ÅƤ予測 ƥƛ
2 2022年3ÅƤ予測 ƥƛ
3 2023年3ÅƤ予測 ƥƛ

3 【スƞƟーƠプơƢアムƪ】
ƚ参考：201G年3ÅƤの実績：8.�ƥƛ（スƞƟーƦƧÝÞ社公ƨ）
ƚ数ƫはƬ数点ƭケタまで入力が可能です。

1 2021年3ÅƤ予測 ƥƛ
2 2022年3ÅƤ予測 ƥƛ
3 2023年3ÅƤ予測 ƥƛ

4 【ƮÝÞƯ（ư料多Ʊî契約数）】
ƚ参考：2018年Ʋ計ƫ：ã82ƥƛ（ƮÝsÕƦƲ計ƫ）

1 2021年3ÅƤ予測 ƥƛ
2 2022年3ÅƤ予測 ƥƛ
3 2023年3ÅƤ予測 ƥƛ

� 【ƳƴÞƯ】
ƚ参考：201G年3ÅƤのƲ計ƫ：8ãƥƛ（多チャンネル放送研究所Ʋ計ƫ）
ƚ数ƫはƬ数点ƭケタまで入力が可能です。

1 2021年3ÅƤ予測 ƥƛ
2 2022年3ÅƤ予測 ƥƛ
3 2023年3ÅƤ予測 ƥƛ

Ƙ2 Ƙ2 3年後の予測数ƫにƵもƶƷをƸえるとƹわれる要"はƺだとƹいますか。

Ƙ3 Ƙ3 今後重ƻするプラットフォームの順Ƽをご�入ください。（それƽれƾとつだけ）

1Ƽ 2Ƽ 3Ƽ 4Ƽ �Ƽ ãƼ

1 ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

2 ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

3 ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

4 ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

� ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

ã ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

Ƙ4 Ƙ4 上�設問で1Ƽをǁんだ理ǂをご�入ください。

ƕ収入についてƗいます。
Ƙ� Ƙ� 201G年度決ǃの実績ないしǄǅみから、プラットフォーム手数料等を除いたネット収入の総ǆを

下�の当てはまる数ƝからおǁǇください。（ƾとつだけ）
ƚǈÞÞプラットフォームで展ǉするǊǋチャンネルǌランド（Ɣ放送チャンネルのǍ生ǎǏ・チャンネル）もǐむ

ǀ 1 1ǑǒǓ満
ǀ 2 1Ǒǒ以上ǔ3ǑǒǓ満
ǀ 3 3Ǒǒ以上ǔ�ǑǒǓ満
ǀ 4 �Ǒǒ以上ǔ10ǑǒǓ満
ǀ � 10Ǒǒ以上ǔ20ǑǒǓ満
ǀ ã 20Ǒǒ以上ǔ30ǑǒǓ満
ǀ Ô 30Ǒǒ以上ǔ�0ǑǒǓ満
ǀ 8 �0Ǒǒ以上ǔ100ǑǒǓ満
ǀ G 100Ǒǒ以上

スƞƟーƠプơƢアム（124ƣ8）

スƞƟーƠ（110Ʃ）

スƞƟーƠプơƢアムƪ

ƮÝÞƯ

ƳƴÞƯ

ǈÞÞプラットフォーム
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ƑネジメントƒƓ企画

Ƙã Ƙã 前問の収入について、Ǖ上げのあったǖ目のǗ�をお答えください。
ƚƜ�数Ɲでご入力ください。
ƚ�はƬ数点ƭケタまで入力が可能です。

1 �
2 �

3 �
4 �
� �
ã �

【そのǘ】
Ô ƴƴƯ �
8 放送Ǚ　動画配信 �
G ǈÞÞǙ　動画配信 �
10 アプリサービス（ǚームなど） �
11 �
12 �
13 �
14 �
1� ư料イǛント
1ã �

�

ƘÔ ƘÔ 前問の（【そのǘ】）収入のǜでƵもǝƖした、あるいはǞ社がǟǠ上ǝǡしたǖ目はどれですか。
ǀ 1 ƴƴƯ
ǀ 2 放送Ǚ　動画配信
ǀ 3 ǈÞÞǙ　動画配信
ǀ 4 アプリサービス（ǚームなど）
ǀ � ǢǣǤǕ
ǀ ã Ǣǣ・Ʈǥ等Ǧ作ǧǨ
ǀ Ô ǩƯǩなどƟッケージメディアǤǕ
ǀ 8 ǪǤ
ǀ G ư料イǛント
ǀ 10 そのǘ
ǀ 11 当てはまるものはない

Ƙ8 Ƙ8 そのǖ目のǕり上げがǝƖした理ǂを具体的にお答えください。

ƕǫ用の現状についてƗいます。
ƘG ƘG 201G年度決ǃの実績ないしǄǅみから、プラットフォーム手数料等を除いたネットǫ用の総ǆを

下�の当てはまる数ƝからおǁǇください。（ƾとつだけ）
ƚǈÞÞプラットフォームで展ǉするǊǋチャンネルǌランド（Ɣ放送チャンネルのǍ生ǎǏ・チャンネル）もǐむ

ǀ 1 �000ƥǒǓ満
ǀ 2 �000ƥǒ以上ǔ1ǑǒǓ満
ǀ 3 1Ǒǒ以上ǔ3ǑǒǓ満
ǀ 4 3Ǒǒ以上ǔ�ǑǒǓ満
ǀ � �Ǒǒ以上ǔ10ǑǒǓ満
ǀ ã 10Ǒǒ以上ǔ20ǑǒǓ満
ǀ Ô 20Ǒǒ以上ǔ30ǑǒǓ満
ǀ 8 30Ǒǒ以上

Ƙ10 Ƙ10 前問のǫ用について、Ǭǭのあったǖ目のǗ�をお答えください。
ƚƜ�数Ɲでご入力ください。
ƚ�はƬ数点ƭケタまで入力が可能です。

1 �

2 ǢǣǦ作・Ǯ入ǫ �

3 Ƒーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǫ �

4 一Ǵ管理ǫ・そのǘ �

�

Ƙ11 Ƙ11 前問のǫ用のǜでǵǶにǝƖした、あるいは、Ǟ社がǟǠ上ǝǡしたǖ目はどれですか。
ǀ 1 Ǣǣ送信ǫ　（トラǷン、送信料など）Ǹし、プラットフォーム手数料は除く
ǀ 2 ǢǣǦ作・Ǯ入ǫ
ǀ 3 Ƒーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǫ
ǀ 4 一Ǵ管理ǫ・そのǘ
ǀ � 当てはまるものはない

Ƙ12 Ƙ12 そのǖ目のǫ用がǝƖした理ǂを具体的にお答えください。

ǹ告

ǩÞǺ：ƮƧ124ƣ8
ǩÞǺ：ƮƧ110ƩƣsƧ

ƮÝÞƯ
ƳƴÞƯƣáÞÞǺ
ƧǥÝÞƯ

そのǘ

合計

ǢǣǤǕ
Ǣǣ・Ʈǥ等Ǧ作ǧǨ
ǩƯǩなどƟッケージメディアǤǕ
ǪǤ

Ǣǣ送信ǫ　（トラǷン、送信料など）
Ǹし、プラットフォーム手数料は除く

合計
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Ƙ13 Ƙ13 配信に対応するためにǦ作ǫやǻǼ料がǝƖしたǽ合をお答えください。
配信に対応することによってǢǣǦ作ǫ・Ǯ入ǫは前年度とǗǾして変ǿがありましたか。当てはまるものを下�よりおǁǇください。
ƚ「配信」とはư料Ȁ無料Ưǈǩ、ǄȁしƯǈǩ、サイƑル配信の各サービスをǐみます。

Ȃ 1 変わっていない
Ȃ 2 1ǔ��Ǔ満
ǀ 3 �ǔ10�Ǔ満
ǀ 4 10ǔ1��Ǔ満
ǀ � 1�ǔ20�Ǔ満
Ȃ ã 21�以上
Ȃ Ô 配信には対応していない

Ƙ14 Ƙ14 201G年度決ǃの実績ないしǄǅみから、Ɠ業ȃȄについてȅ当するものをおǁǇください。（ƾとつだけ）
ǀ 1 3Ǒǒ以上のȃȆ
ǀ 2 3ǑǒǓ満のȃȆ
ǀ 3 ほȇȈȉ
ǀ 4 1ǑǒǓ満のǼȄ
ǀ � 1Ǒǒ以上ǔ3ǑǒǓ満のǼȄ
ǀ ã 3Ǒǒ以上ǔ�ǑǒǓ満のǼȄ
ǀ Ô �Ǒǒ以上ǔ10ǑǒǓ満のǼȄ
ǀ 8 10Ǒǒ以上ǔ20ǑǒǓ満のǼȄ
ǀ G 20Ǒǒ以上のǼȄ

Ƙ1� Ƙ1� Ɠ業ȃȄについて、前年にǗべ、ǝȄか減Ȅかお答えください。
ǀ 1 ǝȄ
ǀ 2 減Ȅ

ƕƒƓȊȋについてƗいます。
Ƙ1ã Ƙ1ã Ɣチャンネルと下�との関Ȍについて、ȍ当とƹうものをǁȎしてください。（それƽれƾとつだけ）

1 Ǜーȏックチャンネル ƿ

2 プơƢアムチャンネル ƿ

3 ƳƴÞƯ ƿ

4 ƮÝÞƯ ƿ

� スƞƟーƠ ƿ

ã Ȑ上ȑȒȓ ƿ

Ô 無料ȔȕȒȓ ƿ

8 ơンタルビデȖ ƿ

G ƿ

10 ƿ

11 ƿ

12 ƿ

13 スƑートフォン・タǌơットのアプリ ƿ

14 ƿ

Ƙ1Ô Ƙ1Ô 上�の設問で、ƔチャンネルがƵも重要なビジネスƟートȗーȘǇșȚ的な競合サービスと考えたțȜの理ǂをお答えください。

Ƶも重要なビジネスƟートȗーと答えた理ǂ

șȚ的な競合サービスと考えた理ǂ

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ ǀ

ǀ

ǀ

ǀ ǀ

ǀ ǀ

ǀ

ǀ ǀ ǀ

ǀ ǀ ǀ

ǀ ǀ ǀ

ǀ

ǀ

șȚ的な
競合サービ

ス

ど~らかと
言えば競
合サービス

特にど~ら
でもない

ǀ ǀ ǀ

ǀ

ǀ

ǀ ǀ ǀ ǀ

ǀ ǀ ǀ

ǀ ǀ ǀ

重要なビジ
ネスƟート

ȗー

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ

ȕＮȕ（ÞȝêȞȞeó、áéƱebòòȟ、âƳȠr、ƳìíȞéôóéè、èêȡêなど） ǀ

スǷーȢ・ライǌなどのリアルイǛント ǀ

ȖンラインǚームなどȣȤȔ上のȥȦ（ȧバǚー、Ȩȩrrな
ど）

ǀ

無料配信サービス（ȪòȫÞȫbeȬȨïéòȬÖȭȮȭȮ動画など） ǀ

ư料配信サービス（ȠeȞȯëêȡ、ȨòòôëeÖƴëéï、ÝȰȰëeÖêÞȫìeí、
ÝèéȱòìビデȖ、ǩÝȲȠ、Ǻȫëȫ、ȳÞƯ、éȫビデȖƟス、Ƨsǥ、
íèéóȞÖÞƯ）

ǀ

ǀ

Ƶも重要な
ビジネス
Ɵートȗー

ǀ

ǀ

ǀ

ǀ ǀ ǀ

ǀ

ǀ ǀ ǀ

ǀ ǀ ǀ

ǀ ǀ ǀ
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ƑネジメントƒƓ企画

Ɣチャンネルにおける現状のƒƓǟǠ上の重要事ǖはƺですか。
Ƙ18 Ƙ18Õ1 【ȮンǯンȢについて】の重要事ǖを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）

ȶ 1 ƻȷ者ȭーȸにȹȺに応えるȮンǯンȢの確保
ȶ 2 ƵȻȮンǯンȢの積ȼ的調Ƚ
ȶ 3 社としてのȖリジȗリǯィのあるȮンǯンȢの確保
ȶ 4 ȮンǯンȢȾ社Ǧ作能力の向上
ȶ � ȮンǯンȢ調Ƚȿの多様ǿとそのɀ定性の確保
ȶ ã ƯǈǩȮンǯンȢの積ȼ的確保
ȶ Ô ƮƧ放送ǻ以外のǻǼのɁ�（配信・Ƒーチャンɂイジンǰ・イǛントなど）
ȶ 8 ライǌラリーȮンǯンȢの一ɃのɄ実やưɅ活用
ȶ G 過去のȮンǯンȢ（Ƨǩ画質・ƝɆ無し）を放送する為に必要なǺǩǿやƝɆǦ作にɇかるȮストÖ
ȶ 10 そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ 11 重要事ǖはない

Ƙ1G Ƙ18Õ2 【Ɩ入者Ɂ�・Ɩ入者サービスについて】の重要事ǖを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 Ɩ入者Ɂ�キャンペーンなどのȾ社独ȾのǤǳ活動
ȶ 2 Ɩ入者対Ɋの付Ɩ的なサービス（ǷイントǦ、Ƒイơージ、インɋンǯィǌなど）
ȶ 3 特にɌチャンネルƖ入者向けのサービス
ȶ 4 定Ã的調査によるƖ入者ȭーȸのɍɎ
ȶ � チャンネルɏɐ度の向上
ȶ ã ƮÝÞƯ局・スƞƟー・ƳƴÞƯ事業者のƓ業活動、Ɩ入ǳɑキャンペーンとのタイアップǡǿ
ȶ Ô そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ 8 重要事ǖはない

Ƙ20 Ƙ18Õ3 【Ȯスト・収入（ɒ務体質）・ɓɔについて】の重要事ǖを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 社のɒ務体質の健全ǿ
ȶ 2 ȮンǯンȢ調Ƚ・Ǧ作ǫ用のɅ�的ɕǦ
ȶ 3 ǹ告事業収入のさらなるɁ�のための体Ǧǡǿ
ȶ 4 Ȼ規サービス・事業に対するɖ資のɗȴ
ȶ � 放送外事業収入Ɂ�のための体Ǧ確立
ȶ ã Ȼ規ȮンǯンȢに対するɖ資
ȶ Ô ƑーケǯィンǰȮストのɗȴあるいはɕǦ
ȶ 8 Ʌ�的放送送ǭȏスǯムのɘ入
ȶ G ƝɆ放送・リピート�規Ǧ・Ʈǥ規Ǧ・əɚɛɜ情報・ラウドネス対応等の対策
ȶ 10 そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ 11 重要事ǖはない

Ƙ21 Ƙ1G チャンネルの現状における主なƻȷ者の年ɝȘǇ性ƙについてお答えください（いくつでも）
また、今後ɗȴしていきたいと考えるƻȷ者の年ɝȘǇ性ƙについてもお答えください。（いくつでも）

1 キッȸ
2 10ɝɞ性
3 10ɝɟ性
4 20ɝɞ性
� 20ɝɟ性
ã 30ɝɞ性
Ô 30ɝɟ性
8 40ɝɞ性
G 40ɝɟ性
10 �0ɝɞ性
11 �0ɝɟ性
12 ã0ɝɞ性
13 ã0ɝɟ性
14 Ô0ɝ以上ɞ性
1� Ô0ɝ以上ɟ性
1ã あてはまるものはない

Ƙ22 Ƙ20 Ɣチャンネルにおいて30ɝ以下のƻȷ者（Ƀ）Ɂ�の為に、積ȼ的な取りǣみを行っていますか。
ǀ 1 取りǣんでいる
ǀ 2 取りǣんでいない

Ƙ23 Ƙ21 ɠƘ20ɡにおいてɠ取りǣんでいるɡをǁȎした方におɢきします。
30ɝ以下のƻȷ者（Ƀ）Ɂ�の為の、具体的な取りǣみをおɢかせください。

Ƙ24 Ƙ22 そのǘ、ƔチャンネルのƒƓȊȋについてご�入ください。

現状の主なƻȷ者

ɣ
ȶ

ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ

ȶ

ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ

ȶ
ȶ

今後ɗȴしたいと考え
るƻȷ者

ȶ

ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ

ɣ
ȶ

ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ

ȶ

ƻ
ȷ
年
ɤ
Ƀ
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ƑネジメントƒƓ企画

多チャンネル放送業界の発展の為に取りǣむべきとƹわれること、Ãɥされることはƺだと考えますか。
Ƙ2� Ƙ23Õ1 【Ɩ入者Ɂ�・Ɩ入者サービスについて】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）

ȶ 1 放送事業者とプラットフォームのɦ同プɧȧーȏɨンのǡǿ
ȶ 2 プラットフォームによるȻ規Ɩ入Ɂ�キャンペーンの積ȼ的実施と予ǃɖ下
ȶ 3 Ȼ規Ɩ入者特ɩ（インɋンǯィǌ）のɗɄ
ȶ 4 Ȼ規Ɩ入ǝにș結するƖ入ǳɑプランのɪɫとɅ�的なȮストɬ用
ȶ � スƞƟーƠ（110Ʃ）のさらなるɏɐ・ɭȘ
ȶ ã 多様なȊÈ決ɮ方vの提供（Ȯンビȭ決ɮ、プリペイドƞード、WrsƑネー等）
ȶ Ô ƞスタƑーサービスのɄ実（ȮールɋンターɗɄ、ư料ɯɰ設ɱサǷート等）
ȶ 8 ȮンǯンȢの多様性確保とその質的向上に対するプラットフォームの理解とǳɑ
ȶ G 多様なɲɳȭーȸにȍ合した、わかりやすく、ǁȎȾǂなɋット・Ɵックメȭɴーのǉ発とɗɄ
ȶ 10 Ƒルチスクリーンなどɵɶɝ放送サービスに対応するインフラƣサービスの提供
ȶ 11 ɷɸɹɺなどǘのサービスとのバンドルǤǳ、ǤǕɻ点のɗɄ
ȶ 12 そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ 13 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ2ã Ƙ23Õ2 【解約ɼɽ対策】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 解約ɼɽとしての既Ɩ入者サービスのɄ実（Ƒイơージ、ǷイントǦなど長Ã契約インɋンǯィǌプランのǣ成）
ȶ 2 定Ã的なɾ場調査によるɲɳȭーȸのɍɎと各社へのフィードバック
ȶ 3 ɿ年ʀ定ǽ、ʁȽǽ、ʂʃǽなど多様な長Ã契約プランのǣ成と提供
ȶ 4 解約理ǂに対するʄʅな調査分析ȘǇ対策の立案
ȶ � そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ ã 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ2Ô Ƙ23Õ3 【Ȯストについて】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 衛星トラǷン料、送信業務ʆǨ料のʇ減
ȶ 2 プラットフォーム手数料のʇ減あるいは実ʈに合ったʉʊな料Èメȭɴー
ȶ 3 ƮÝÞƯ、ƳƴÞƯ向け配信Ȯストのʇ減あるいは実ʈに合ったʉʊな料Èメȭɴー
ȶ 4 əɚɛɜ放送、ȷʋʌɜ者向けƝɆ放送、高画質ǿ（ʍK）対応などの対応に関わるʎʏの対策ǫ用Ǭʐ策
ȶ � Ƕ作ǻ・Ƕ作ʑȚǻ料�のȍʒなʓイドライン作り
ȶ ã そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ Ô 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ28 Ƙ23Õ4 【業界全体として】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 4K・8Kなど高精ʅサービス、ɵɶɝ放送サービスへのプラットフォームの積ȼ的取りǣみ
ȶ 2 ƮÝÞƯƣƳƴÞƯƖ入者数のʔ一データのʕʖ
ȶ 3 ƯǈǩȮンǯンȢのʗ成など、ɵɶɝʘ放送実現にʙいɚǝする事業者のȮスト\担に対するプラットフォームのƒɮ的Ǭʐ策
ȶ 4 スƞƟーƠ（110Ʃ）におけるǺǩチャンネルǝに向けてのɸʚ調ʕ
ȶ � そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ ã 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ2G Ƙ24 ȮɧȗʛにおけるƔチャンネルの業務体Ǧ（放送・配信ɬ用ƣ送ǭƣǢǣǦ作ƣƓ業ƣʜ務体Ǧなど）で
変ʝされた事があれば、具体的な取りǣみをおɢかせください。

Ƙ30 Ƙ2� 放送事業者Ȁチャンネル供ʞ者として「放送継続」がʟȿ事ǖですが、今後も続くと�定されるȮɧȗʛがƸえる
業務上のȊȋやʠードルがあればƔチャンネルのお考えをおɢかせください。

Ƙ31 Ƙ2ã そのǘ、多チャンネルの放送業界のƒƓȊȋについてご�入ください。

ƕ「配信展ǉ」についてƗいます。
Ƙ32 Ƙ2Ô Ɣチャンネルの、下�のプラットフォームでの展ǉについてお答えください。（それƽれƾとつだけ）

す
で
に
実
施
し
て
い
る

具
体
的
な
実
施
予
定
が
あ
る

現
在
実
施
を
ʡ
ʢ
し
て
い
る

実
施
を
ʡ
ʢ
し
た
が
や
め
た

ʡ
ʢ
し
た
こ
と
が
な
い

実
施
し
た
が
や
め
た

1 スƞƟーʣ ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
2 ƮÝÞƯ ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
3 ȳÞƯチャンネル ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
4 ÝèéȱòìÖƴóêèeÖƯêȳeòチャンネル ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
� Ⱦ社 ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
ã そのǘ （　　　　　） ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

Ƙ2Ôでɠすでに実施しているɡɠ具体的な実施予定があるɡɠ現在実施をʡʢしているɡいʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ33 Ƙ28 Ɣチャンネルの、下�のプラットフォームでの提供（ʡʢ）方vについて、ư料・無料それƽれお答えください。（それƽれいくつでも）

ư料 無料

放
送
サ
イ
Ƒ
ル

（
リ
ȭ
ア

）

放
送
と
は
ƙ
ʗ
成
の
リ
ȭ
ア

Ȯ
ン
ǯ
ン
Ȣ
ご
と

（
Þ
Ư
ǈ
ǩ

)

Ȯ
ン
ǯ
ン
Ȣ
ご
と

（
Ƨ
Ư
ǈ
ǩ

)

そ
の
ǘ

放
送
サ
イ
Ƒ
ル

（
リ
ȭ
ア

）

放
送
と
は
ƙ
ʗ
成
の
リ
ȭ
ア

Ȯ
ン
ǯ
ン
Ȣ
ご
と

（
Þ
Ư
ǈ
ǩ

)

Ȯ
ン
ǯ
ン
Ȣ
ご
と

（
Ƨ
Ư
ǈ
ǩ

)

そ
の
ǘ

1 スƞƟーʣ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

2 ƮÝÞƯ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

3 ȳÞƯチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

4 ÝèéȱòìÖƴóêèeÖƯêȳeòチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

� Ⱦ社 ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

ã そのǘ （　　　　　） ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ
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ƑネジメントƒƓ企画

多チャンネル放送業界の発展の為に取りǣむべきとƹわれること、Ãɥされることはƺだと考えますか。
Ƙ2� Ƙ23Õ1 【Ɩ入者Ɂ�・Ɩ入者サービスについて】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）

ȶ 1 放送事業者とプラットフォームのɦ同プɧȧーȏɨンのǡǿ
ȶ 2 プラットフォームによるȻ規Ɩ入Ɂ�キャンペーンの積ȼ的実施と予ǃɖ下
ȶ 3 Ȼ規Ɩ入者特ɩ（インɋンǯィǌ）のɗɄ
ȶ 4 Ȼ規Ɩ入ǝにș結するƖ入ǳɑプランのɪɫとɅ�的なȮストɬ用
ȶ � スƞƟーƠ（110Ʃ）のさらなるɏɐ・ɭȘ
ȶ ã 多様なȊÈ決ɮ方vの提供（Ȯンビȭ決ɮ、プリペイドƞード、WrsƑネー等）
ȶ Ô ƞスタƑーサービスのɄ実（ȮールɋンターɗɄ、ư料ɯɰ設ɱサǷート等）
ȶ 8 ȮンǯンȢの多様性確保とその質的向上に対するプラットフォームの理解とǳɑ
ȶ G 多様なɲɳȭーȸにȍ合した、わかりやすく、ǁȎȾǂなɋット・Ɵックメȭɴーのǉ発とɗɄ
ȶ 10 Ƒルチスクリーンなどɵɶɝ放送サービスに対応するインフラƣサービスの提供
ȶ 11 ɷɸɹɺなどǘのサービスとのバンドルǤǳ、ǤǕɻ点のɗɄ
ȶ 12 そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ 13 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ2ã Ƙ23Õ2 【解約ɼɽ対策】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 解約ɼɽとしての既Ɩ入者サービスのɄ実（Ƒイơージ、ǷイントǦなど長Ã契約インɋンǯィǌプランのǣ成）
ȶ 2 定Ã的なɾ場調査によるɲɳȭーȸのɍɎと各社へのフィードバック
ȶ 3 ɿ年ʀ定ǽ、ʁȽǽ、ʂʃǽなど多様な長Ã契約プランのǣ成と提供
ȶ 4 解約理ǂに対するʄʅな調査分析ȘǇ対策の立案
ȶ � そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ ã 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ2Ô Ƙ23Õ3 【Ȯストについて】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 衛星トラǷン料、送信業務ʆǨ料のʇ減
ȶ 2 プラットフォーム手数料のʇ減あるいは実ʈに合ったʉʊな料Èメȭɴー
ȶ 3 ƮÝÞƯ、ƳƴÞƯ向け配信Ȯストのʇ減あるいは実ʈに合ったʉʊな料Èメȭɴー
ȶ 4 əɚɛɜ放送、ȷʋʌɜ者向けƝɆ放送、高画質ǿ（ʍK）対応などの対応に関わるʎʏの対策ǫ用Ǭʐ策
ȶ � Ƕ作ǻ・Ƕ作ʑȚǻ料�のȍʒなʓイドライン作り
ȶ ã そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ Ô 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ28 Ƙ23Õ4 【業界全体として】取りǣむべきこと、Ãɥされることを、下�ǖ目からǁȎしてください。（Ƶȴȵつまで）
ȶ 1 4K・8Kなど高精ʅサービス、ɵɶɝ放送サービスへのプラットフォームの積ȼ的取りǣみ
ȶ 2 ƮÝÞƯƣƳƴÞƯƖ入者数のʔ一データのʕʖ
ȶ 3 ƯǈǩȮンǯンȢのʗ成など、ɵɶɝʘ放送実現にʙいɚǝする事業者のȮスト\担に対するプラットフォームのƒɮ的Ǭʐ策
ȶ 4 スƞƟーƠ（110Ʃ）におけるǺǩチャンネルǝに向けてのɸʚ調ʕ
ȶ � そのǘɈÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖɉ
ȶ ã 取りǣむべきこと、Ãɥされることはない

Ƙ2G Ƙ24 ȮɧȗʛにおけるƔチャンネルの業務体Ǧ（放送・配信ɬ用ƣ送ǭƣǢǣǦ作ƣƓ業ƣʜ務体Ǧなど）で
変ʝされた事があれば、具体的な取りǣみをおɢかせください。

Ƙ30 Ƙ2� 放送事業者Ȁチャンネル供ʞ者として「放送継続」がʟȿ事ǖですが、今後も続くと�定されるȮɧȗʛがƸえる
業務上のȊȋやʠードルがあればƔチャンネルのお考えをおɢかせください。

Ƙ31 Ƙ2ã そのǘ、多チャンネルの放送業界のƒƓȊȋについてご�入ください。

ƕ「配信展ǉ」についてƗいます。
Ƙ32 Ƙ2Ô Ɣチャンネルの、下�のプラットフォームでの展ǉについてお答えください。（それƽれƾとつだけ）
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ʢ
し
た
こ
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な
い

実
施
し
た
が
や
め
た

1 スƞƟーʣ ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
2 ƮÝÞƯ ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
3 ȳÞƯチャンネル ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
4 ÝèéȱòìÖƴóêèeÖƯêȳeòチャンネル ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
� Ⱦ社 ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ
ã そのǘ （　　　　　） ƿ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ ǀ

Ƙ2Ôでɠすでに実施しているɡɠ具体的な実施予定があるɡɠ現在実施をʡʢしているɡいʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ33 Ƙ28 Ɣチャンネルの、下�のプラットフォームでの提供（ʡʢ）方vについて、ư料・無料それƽれお答えください。（それƽれいくつでも）
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1 スƞƟーʣ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

2 ƮÝÞƯ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

3 ȳÞƯチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

4 ÝèéȱòìÖƴóêèeÖƯêȳeòチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

� Ⱦ社 ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ

ã そのǘ （　　　　　） ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ
Ɉ　Ö　ɉ
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ƑネジメントƒƓ企画

Ƙ2Ôでɠ実施をʡʢしたがやめたɡɠ実施したがやめたɡをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ34 Ƙ2G Ɣチャンネルの、下�のプラットフォームでの提供実施をやめた理ǂをお答えください。（それƽれいくつでも）
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1 スƞƟーʣ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ

2 ƮÝÞƯ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ

3 ȳÞƯチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ

4 ÝèéȱòìÖƴóêèeÖƯêȳeòチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ

� Ⱦ社 ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ

ã そのǘ （　　　　　） ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ

Ƙ3� Ƙ30 Ɣチャンネルの、下�のプラットフォームでの提供においてʌʩとなっていることをお答えください。（それƽれいくつでも）
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1 スƞƟーʣ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ

2 ƮÝÞƯ ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ

3 ȳÞƯチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ

4 ÝèéȱòìÖƴóêèeÖƯêȳeòチャンネル ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ

� Ⱦ社 ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ

ã そのǘ （　　　　　） ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

Ɉ　Ö　ɉ
ȶ

Ƙ3ã Ƙ31 Ɣチャンネルの今後のȠrÞ配信についてのお考えをお答えください。（いくつでも）
ȶ 1 放送契約に付ɸしたȠrÞ配信サービスを継続・ǡǿしていく
ȶ 2 放送契約とは連動しないȠrÞ配信事業をɗȴしていく
ȶ 3 ȠrÞ配信サービスにおいては、ǘ社のプラットフォーム（スƞƟーƠ・ƦʪƮǈǥ・ȳÞƯ・éèéȱòì・ÝȰȰëe等）をʫったサービス（sÖȞòÖsÖȞòÖƮ）を行っていく
ȶ 4 ȠrÞ配信サービスにおいては、Ⱦ社の独Ⱦのサービス（sÖȞòÖƮ）を行っていく
ȶ � ȠrÞ配信については、ǻǼのɁ�をǐめた積ȼ的なɖ資を行っていく
ȶ ã ȠrÞ配信については、ǫ用対Ʌ果ƣ収Ǭを重ƻして今後の方ʬをʡʢする
ȶ Ô 現在行っているȠrÞ配信について、ǫ用対Ʌ果ƣ収Ǭがʭいものについてはサービスのʮɽをʡʢする
ȶ 8 ȠrÞ配信はʟȿȊȋとしてǡǿ・ɗȴしていく
ȶ G ȠrÞ配信については必要性がʇいため、ʟȿ順Ƽはʇい
ȶ 10 そのǘ （　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 11 当てはまるものはない
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ƑネジメントƒƓ企画

「4K・8K」など放送の高度ǿに関するƔチャンネルのお考えとしてȅ当するものをǁȎしてください。

ƕ放送の高度ǿに関連し、「ʍK・ʯK」についておƗいします。
Ƙ3Ô Ƙ32 2018年12Åから110度ƮƧƣsƧでのȻ4ʰ8ʰ衛星放送がスタートし、今後はƮÝÞƯ、ƳƴÞƯにおいても4K放送サービスが本格ǿしていく予定です。

4Kサービスは多チャンネル放送業界のȻたなʱƫのʲǭ、Ɩ入者のʳ長につながるとƹいますかʴ（それƽれƾとつだけ）

ƮÝÞƯ ƳƴÞƯ
ɣ ɣ

1 つながる ǀ ǀ
2 つながらない ǀ ǀ
3 まだわからない ǀ ǀ

Ö
Ƙ38 Ƙ33

2021年Ê点においてȅ当するものをǁȎしてください。（それƽれƾとつだけ）
ƚȮɧȗʛが収ʵし、×ØȖリンピックがǉʶされるとʷ定してお答えください。

1 一ǴʂʸにおけるʍKɭȘ ʹ
2 一ǴʂʸにおけるʯKɭȘ ʹ
3 一ǴʂʸにおけるÞƯのȴʘǿ（�0インチ以上がʺʻ） ʹ
4 ʼ画ƻȷによるタイムȏフトǿ ʹ
� Ưǈǩによるタイムȏフトǿ ʹ
ã ǄȁしƻȷのɭȘ ʹ
Ô スƑートÞƯのɭȘ ʹ
8 プơイスȏフトǿ ʹ
G ƯȩʥʦのɭȘ ʹ

Ƙ3G Ƙ34 ʍKについて、ƔチャンネルのƒƓ計画においてあてはまるのはどれですかʴ（ƾとつだけ）
ǀ 1 すでにǦ作、放送実績がある（スƞƟー4Kなどǘ局での放送ǐむ）
ǀ 2 すでに収ʼ、Ǧ作は実施したがまだ放送していない
ǀ 3 関心はあるが取りǣみ実績はない
ǀ 4 関心がない
ǀ � そのǘ

ƕ放送のʽǣみだけでなく、Ȼたなʥʦビジネス展ǉも踏まえておƗいします。
Ƙ40 Ƙ3� 今後のǟǠ上、Ưȩʥʦやʾʘ動画などのȻたなʥʦȮンǯンȢのǦ作、展ǉにおいてȅ当する考え方をおɢかせください。（ƾとつだけ）。

ǀ 1 すでに取りǣんでいる
ǀ 2 取りǣむ予定である
ǀ 3 関心はある
ǀ 4 関心がない
ǀ � そのǘ　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ƙ41 Ƙ3ã ʿˀɐ能（ÝƳ）を活用したƝɆ生成やʥʦǦ作などが、業務のɅ�ǿやȻたなビジネスチャンスの事ˁとして取り上げられていますが、
多チャンネル業界における今後の可能性について、どのようにお考えですか。ȅ当する考え方をおɢかせください。（ƾとつだけ）。

ǀ 1 業界の発展に˂ƸするとÃɥしている
ǀ 2 業務へのƶƷは»明だが、関心はある
ǀ 3 今のとこ˃関心は無い
ǀ 4 そのǘ

Ƙ42 Ƙ3Ô 今後のǟǠ上、eスǷーȢȮンǯンȢのǦ作、イǛント・ȴ会のɬƓにおいてȅ当する考え方をおɢかせください。（ƽれƽれƾとつだけ）

1 ʥʦȮンǯンȢのǦ作 ʹ
2 イǛント・ȴ会のɬƓ ʹ

Ö
Ƙ43 Ƙ38 多チャンネル研究所の今後の活動にÃɥすることをおɢかせください。今後の研究活動の参考にさせていただきます。
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ǯơビやʥʦȮンǯンȢにおけるƻȷ環境やスタイルに関連して以下のような動きがあります。これらは今後どの˄度ɭȘするとƹいますかʴ
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スƞƟーƠ（ǩÞǺ）

スƞƟーƠ（ǩÞǺ）ご担当者への質問

Ƙ44 Ƙ1 ƔチャンネルのスƞƟーƠへのǢǣの配信ȿの配信˅態をお答えください。（それƽれƾとつだけ）

124ƣ8 ƿ
ƿ

ƪ ƿ
ƿすべて「配信していない」をǁȎした方はアンケートˆˇ

Ƙ1で「2.110」でɠ1.Ǜーȏックɡɠ2.プơƢアムɡɠ3.「Ǜーȏック」「プơƢアム」ˈ方ɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ4� Ƙ2 今後のスƞƟーƠ（110ƩɉÖにとって、Ɣチャンネルが考える必要とƹわれるǎǏはどのようなものでしˉうか。ȅ当するǖ目をǁȎしてください。（いくつでも）

ȶ 1 ǄたいチャンネルをțƙにǁȎできる「アラƞルト」
ȶ 2 特定ジャンルƟック（同ジャンル、ˊなるジャンルのǣみ合わせでǡ力Ɵック）
ȶ 3 «きなǢǣを«きなだけǁべるÅǆʀ定Ǆ放ȋƟック
ȶ 4 高ǆプơƢアムƟック：全てのǡ力ȮンǯンȢがǄれるƵ高ˋƟック
ȶ � ȅ当するものはない

Ƙ4ã Ƙ3 上�のǎǏが必要とƹう理ǂをおɢかせください。

Ƙ1でɠ1.Ǜーȏックɡɠ2.プơƢアムɡɠ3.「Ǜーȏック」「プơƢアム」ˈ方ɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ4Ô Ƙ4 Ɣチャンネルは、スƞƟーƠÖにおいて、放送サービス・放送外サービスとして、下�のいʤれかへのȮンǯンȢ供ʞを実施していますか。

また実施している目的をお答えください。（それƽれいくつでも）
ƚ実施していない場合は「実施していない」をおǁǇください。

1 ƿ

2 ƿ

3 ƿ

4 ƿ

Ƙ4でɠ1.収Ȅ目的ɡɠ2.プラットフォームǬʐɡɠ3.チャンネルプɧȧーȏɨンɡɠ4.ȮンǯンȢのưɅ活用ɡɠ�.そのǘɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ48 Ƙ� 実施しているǜで、問ȋ点・�ˌ点など、Ⱥˍていることがあればご�入下さい。

Ƙ4でɠã.実施していないɡ　をǁȎした方のみお答えください。
Ƙ4G Ƙã 実施していない理ǂをおǁǇください。（それƽれいくつでも）
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ȶ

ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ

ȶ ȶ

ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

チャンネル
プɧȧー
ȏɨン

ȮンǯンȢ
のưɅ活用

そのǘ
実施してい

ない

ǀ
ǀ

ǀ
ǀ

「Ǜーȏッ
ク」「プơƢ
アム」ˈ方

ǀ
110Ʃ

収Ȅ目的
プラット

フォームǬ
ʐ

Ǜーȏック プơƢアム

ǀ ǀ
ǀ
ǀ

配信してい
ない

ǀ
ǀ
ǀ

スƞƟーƠȖンデƑンド（無料）

スƞƟーƠȖンデƑンド（ư料）

ȔȕスƞƟーƠ

スƞチャン

スƞƟーƠȖンデƑンド（無料）

スƞƟーƠȖンデƑンド（ư料）

ȔȕスƞƟーƠ

スƞチャン
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ケーǌルƓ業

ケーǌルȀƳƴÞƯƓ業ご担当者への質問

2 Ƙ�0 Ƙ1 ƔチャンネルのƮÝÞƯへのǢǣの配信ȿの配信˅態をお答えください。（ƾとつだけ）
ǀ 1 Ǜーȏック ƿƘ2へ
ǀ 2 プơƢアム ƿƘ2へ
ǀ 3 ǛーȏックとプơƢアムˈ方 ƿƘ2へ
ǀ 4 配信していない ƿƘ11へ

Ƙ1でɠ1.Ǜーȏックɡɠ2.プơƢアムɡɠ3.ǛーȏックとプơƢアムˈ方ɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ�1 Ƙ2 ƮÝÞƯに配信されている場合、șˏの配信局数をǁȎしてください。（ƾとつだけ）

ǀ 1 100局以下
ǀ 2 101Õ1�0局
ǀ 3 1�1Õ200局
ǀ 4 201Õ2�0局
ǀ � 2�1Õ300局
ǀ ã 301Õ3�0局
ǀ Ô 3�1局以上

Ƙ�2 Ƙ3 ː年度とǗべ、配信局数はどのように変ǿしましたか。（ƾとつだけ）
ǀ 1 ǝえた
ǀ 2 変わらない
ǀ 3 減った

Ƙ�3 Ƙ4 ƮÝÞƯにおいては、ビッǰǛーȏック以外のǎǏɪ成（ƢȭǛーȏック、ジャンルɋット、アラƞルトǤǕ等）に関するˑ˒がありますが、
Ɣチャンネルはこの問ȋについてどのようにお考えでしˉうか。
多チャンネル業界全体の成長を考える立場から、Ɣチャンネルが考えるƵ˓とƹわれる主力ǎǏとȖプȏɨンǁȎǎǏɪ成を下�からǁȎしてください。

1 ビッǰǛーȏック
2 アラƞルト
3 ƢȭƟック
4 ジャンル
� Ưǈǩ
ã ǁȎ可能なƢȭƟック
Ô そのǘ（　　　　　　　）

Ƙ�4 Ƙ� 上�をǁȎした理ǂをおɢかせください。

Ƙ�� Ƙã Ɣチャンネルをɘ入する全ƮÝÞƯ局の実˔の!ȈɌʱ・配信ɶɸ数・総Ǖ上について、ː年度と対ǗしてǝƖしましたか、減˕しましたか。
（ƾとつだけ）また、それはː年度対Ǘでƺ�くらいでしˉうか。
ƚƜ�数Ɲでご入力ください。
ƚː年度対Ǘで��ǝ（10��）の場合は「�」と�入してください。また、ː年度対Ǘで��減（G��）の場合は「�」と�入してください。

1 !ȈɌʱ ƿ ǀ � ǀ �

2 配信ɶɸ数 ƿ ǀ � ǀ �

3 総Ǖ上 ƿ ǀ � ǀ �

Ƙ�ã ƘÔ また、ː年度対Ǘでǝ減が��をこえる場合については、おもな理ǂをご�入ください。

!ȈɌʱ

配信ɶɸ数

総Ǖ上

Ƙ�Ô Ƙ8 Ɣチャンネルは、˖ＡȒȓにおいて、放送サービス・放送外サービスとして、下�のいʤれかへのȮンǯンȢ供ʞを実施していますか。
また実施している目的をお答えください。（それƽれいくつでも）
ƚ実施していない場合は「実施していない」をおǁǇください。

1 ȓ˗ＤɈƚ作ǏɌƼȊÈʘのƯǈǩサービス）ƿ

2 ȕȓ˗ＤɈƚÅǆǄ放ȋʘのƯǈǩサービス） ƿ

3 ˘˗ＤɈƚƻȷ料無料のƯǈǩサービス） ƿ

4 Ƒルチデバイス ƿ

� Ǆȁし˙生 ƿ

ã Ⱦ主チャンネルへのǢǣ供ʞ ƿ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȮンǯンȢ
のưɅ活用

そのǘ
実施してい

ない

ǀ ȶ
ǀ ȶ
ǀ ȶ

減˕変わらないǝƖ

ǀ

ǀ

ǀ

主力ǎǏ
Ɉƾとつだけɉ

ȖプȏɨンǁȎ
ǎǏɈいくつでもɉ

ɣ ɣ
ǀ ȶ

収Ȅ目的
プラット

フォームǬ
ʐ

チャンネル
プɧȧー
ȏɨン

ǀ ȶ
ǀ ȶ
ǀ ȶ

ȶ

ȶ

ȶ
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Ƙ8でɠ1.収Ȅ目的ɡɠ2.プラットフォームǬʐɡɠ3.チャンネルプɧȧーȏɨンɡɠ4.ȮンǯンȢのưɅ活用ɡɠ�.そのǘɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ�8 ƘG 実施しているǜで、問ȋ点・�ˌ点など、Ⱥˍていることがあればご�入ください。

Ƙ8でɠã.実施していないɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙ�G Ƙ10 実施してしない理ǂをおǁǇください。（それƽれいくつでも）

1 ȓ˗ＤɈƚ作ǏɌƼȊÈʘのƯǈǩサービス）ƿ

2 ȕȓ˗ＤɈƚÅǆǄ放ȋʘのƯǈǩサービス） ƿ

3 ˘˗ＤɈƚƻȷ料無料のƯǈǩサービス） ƿ

4 Ƒルチデバイス ƿ

� Ǆȁし˙生 ƿ

ã Ⱦ主チャンネルへのǢǣ供ʞ ƿ

すべての方におƗいします。
Ƙã0 Ƙ11 Ɣチャンネルが、ƳƴÞƯへǢǣを配信する˔の配信˅態をお答えください。（ƾとつだけ）

ǀ 1 Ǜーȏック ƿƘ12へ
ǀ 2 プơƢアム ƿƘ12へ
ǀ 3 ǛーȏックとプơƢアムˈ方 ƿƘ12へ
ǀ 4 配信していない ƿアンケートˆˇ

Ƙ11でɠ1.Ǜーȏックɡɠ2.プơƢアムɡɠ3.ǛーȏックとプơƢアムˈ方ɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙã1 Ƙ12 ƳƴÞƯにおいては、放送サービス以外に、Ưǈǩのȭーȸが高まっており、ともすれば放送よりも配信サービスのǎǏ力がʟȿされる

˚˛も指˜されています。今後も成長がÃɥされるƳƴÞƯɾ場において、多チャンネル放送全体の成長を考える立場から、Ɣチャンネルが考える
Ƶ˓とƹわれる主力ǎǏとȖプȏɨンǁȎǎǏɪ成を下�からǁȎしてください。

1 ビッǰǛーȏック
2 アラƞルト
3 ƢȭƟック
4 ジャンル
� Ưǈǩ
ã ǁȎ可能なƢȭƟック
Ô そのǘ（　　　　　　　）

Ƙã2 Ƙ13 上�をǁȎした理ǂをおɢかせください。

Ƙã3 Ƙ14 ƳƴÞƯにおける!ȈɌʱ・配信ɶɸ数・総Ǖ上について、ː年度と対ǗしてǝƖしましたか、減˕しましたか。（ƾとつだけ）
また、それはː年度対Ǘでƺ�くらいでしˉうか。
ƚƜ�数Ɲでご入力ください。
ƚː年度対Ǘで��ǝ（10��）の場合は「�」と�入してください。また、ː年度対Ǘで��減（G��）の場合は「�」と�入してください。

1 !ȈɌʱ ƿ ǀ � ǀ �

2 配信ɶɸ数 ƿ ǀ � ǀ �

3 総Ǖ上 ƿ ǀ � ǀ �

ȶ
ǀ ȶ

ǀ ȶ
ǀ ȶ
ǀ ȶ

ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

主力ǎǏ
Ɉƾとつだけɉ

ȖプȏɨンǁȎ
ǎǏɈいくつでもɉ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

収Ȅが合わ
ない

ȮンǯンȢ
等に対する
予ǃ的な問

ȋ

ȮンǯンȢ
のǻǼ的な

問ȋ

チャンネル
プɧȧー
ȏɨンにˎ
がらない

そのǘ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ǝƖ 変わらない 減˕
ǀ

ǀ

ǀ

ȶ

ȶ

ɣ ɣ
ǀ ȶ
ǀ ȶ

ǀ
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Ƙã4 Ƙ1� また、ː年度対Ǘでǝ減が��をこえる場合については、おもな理ǂをご�入ください。

!ȈɌʱ

配信ɶɸ数

総Ǖ上

Ƙã� Ƙ1ã Ɣチャンネルは、ƳƴÞƯにおいて、放送サービス・放送外サービスとして、下�のいʤれかへのȮンǯンȢ供ʞを実施していますか。
また実施している目的をお答えください。（それƽれいくつでも）
ƚ実施していない場合は「実施していない」をおǁǇください。

1 ȓ˗ＤɈƚ作ǏɌƼȊÈʘのƯǈǩサービス）ƿ

2 ȕȓ˗ＤɈƚÅǆǄ放ȋʘのƯǈǩサービス） ƿ

3 ˘˗ＤɈƚƻȷ料無料のƯǈǩサービス） ƿ

4 Ƒルチデバイス ƿ

� Ǆȁし˙生 ƿ

ã Ⱦ主チャンネルへのǢǣ供ʞ ƿ

Ô ȒȮƑース ƿ

Ƙ1ãでɠ1.収Ȅ目的ɡɠ2.プラットフォームǬʐɡɠ3.チャンネルプɧȧーȏɨンɡɠ4.ȮンǯンȢのưɅ活用ɡɠ�.そのǘɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
Ƙãã Ƙ1Ô 実施しているǜで、問ȋ点・�ˌ点など、Ⱥˍていることがあればご�入ください。

Ƙ1ãでɠã.実施していないɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
ƘãÔ Ƙ18 実施してない理ǂをおǁǇください。（それƽれいくつでも）

1 ȓ˗ＤɈƚ作ǏɌƼȊÈʘのƯǈǩサービス）ƿ

2 ȕȓ˗ＤɈƚÅǆǄ放ȋʘのƯǈǩサービス） ƿ

3 ˘˗ＤɈƚƻȷ料無料のƯǈǩサービス） ƿ

4 Ƒルチデバイス ƿ

� Ǆȁし˙生 ƿ

ã Ⱦ主チャンネルへのǢǣ供ʞ ƿ

Ô ȒȮƑース ƿ ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

収Ȅが合わ
ない

ȮンǯンȢ
等に対する
予ǃ的な問

ȋ

ȮンǯンȢ
のǻǼ的な

問ȋ

チャンネル
プɧȧー
ȏɨンにˎ
がらない

そのǘ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

チャンネル
プɧȧー
ȏɨン

ȮンǯンȢ
のưɅ活用

そのǘ
実施してい

ない

ȶ ȶ ȶ ȶ
ȶ

（　　　　　）
ȶ

収Ȅ目的
プラット

フォームǬ
ʐ
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ʗ成ご担当者への質問

ƕʗ成・ȮンǯンȢについてƗいます。
Ƙã8 Ƙ1 Ǣǣʗ成について「放送Ê間Ǜース」「ǫ用Ǜース」それƽれのおおよそのǽ合をご�入ください。（Ê間は˖˝のÊ間を除きます。）

ƚƜ�数Ɲでご入力ください。
ƚ�はƬ数点ƭケタまで入力が可能です。

1 Ⱦ主Ǧ作Ǣǣ ƿ � �

2 外部調ȽǢǣ（そのまま放送・配信） ƿ � �

3 ˞ɵƖˀǢǣ（調Ƚ後、˟ˠなどのƖˀをƒたもの） ƿ � �

4 そのǘ ƿ � �

� 合計 ƿ � �

Ö ƘãG Ƙ2 Ɣチャンネルの、今後の各Ǣǣのǝ減の動向について
ȅ当する予定を下�3つのう~からǁȎしてください。（それƽれƾとつだけ）

1 Ⱦ主Ǧ作Ǣǣ ƿ
2 外部調ȽǢǣ ƿ
3 ˞ɵƖˀǢǣ ƿ

Ö ƘÔ0 Ƙ3 ʗ成のɅ果ʡˡとして、重ƻしているものはなんですか。（ȵつまで）
また、そのǜでƵも重ƻしているものはなんですか。（ƾとつだけ）

1 Ⱦ局のƻȷ�
2 ǘ局とǗべたƻȷ�・ˢɻ�
3 プラットフォームからのˣʱ
4 Ɩ入契約数
� 解約発生数
ã Ǖ上高
Ô ǹ告収入
8 Ɵǌリȏǯィ数
G そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10 特になし

すべての方におƗいします。
Ö ƘÔ1 Ƙ4 �ʗを行う˔に、重ƻしているものはなんですか。（ȵつまで）

また、そのǜでƵも重ƻしているものはなんですか。（ƾとつだけ）

1 Ⱦ社内の分析データ
2 調査会社・Ȯンサルǯィンǰ会社による分析・報告
3 Ȑ上ȑ局の動向
4 無料Ȕȕ・˖ȕ局の動向
� ư料Ȕȕ・˖ȕ局の動向
ã ȮンǯンȢ調ȽのÙ合
Ô プラットフォームからの要¾
8 ƻȷ者からの要¾
G ǹ告ǟǠ上の必要性
10 そのǘ
11 特になし

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

重ƻしてい
るもの

Ƶも重ƻし
ているもの

ɣ ɣ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

重ƻしてい
るもの

Ƶも重ƻし
ているもの

ɣ ɣ
ȶ ǀ

ǀ ǀ ǀ

今後ǝやす
予定

現状ˤ持
今後減らす

予定

ǀ ǀ ǀ

放
送
Ê
間
Ǜ
�

ス

ǫ
用
Ǜ
�

ス

ǀ ǀ ǀ
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すべての方におƗいします。
ƘÔ2 Ƙ� ƔチャンネルはȖリジȗルǢǣをǦ作していますか。（ƾとつだけ）

ǀ 1 Ǧ作している
ǀ 2 Ǧ作していない

Ƙ�で「ƭ˥Ǧ作している」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔ3 Ƙã Ǧ作しているとお答えのƔチャンネルにおたʤねします。ȖリジȗルǢǣの目的はƺですか。（いくつでも）

ȶ 1 独Ⱦ性・˦˧性のǉ発のため
ȶ 2 Ǯ入Ǣǣよりもǫ用対Ʌ果が高い
ȶ 3 チャンネルのɏɐ向上、Ɩ入ǳɑ
ȶ 4 ƻȷ者のȭーȸが高い
ȶ � ǢǣǤǕ・配信展ǉなどȻ規収Ȅ事業ʲǭのため
ȶ ã ʗ成Ȯンɋプト上の必要性
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ƙ�で「ƭ˥Ǧ作している」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔ4 ƘÔ ȖリジȗルǢǣの企画・作成にあたって、Ǟ社が˨えているとƹわれるȊȋを、以下のǜからǁȎしてください。Ɉいくつでも）

ȶ 1 特にȊȋはない
ȶ 2 Ǧ作˩ウʠウの»˪
ȶ 3 関Ȍȿ（Ǧ作会社、˫能事務所など）とのȮネクȏɨン
ȶ 4 Ǧ作スタッフの»˪
ȶ � ǢǣǦ作Ȯストのˬǭ
ȶ ã ɖ下ǫ用の回収
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ƘÔで「ɿ˥Ǧ作˩ウʠウの»˪」「ʍ˥Ǧ作スタッフの»˪」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔで、「Ǧ作˩ウʠウの»˪」、「Ǧ作スタッフの»˪」をǁȎした方にお˭ねします。

ƘÔ� Ƙ8 これらのȊȋを解決するためにưɅとƹわれる方vを、以下のǜからǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 Ǧ作ƒˮ者の社外からの˯˰
ȶ 2 スタッフの長Ã的な˱成
ȶ 3 Ǧ作会社の活用
ȶ 4 同業ǘ社との連ɷ
ȶ � ˲4˳以外の放送事業者やʥʦ事業者との連ɷ
ȶ ã 業界全体でのʿ˴の˱成
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 8 ƹい当たるものはない

ƘÔで「˵˥ǢǣǦ作Ȯストのˬǭ」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔで「ǢǣǦ作Ȯストのˬǭ」をǁȎした方にお˭ねします

ƘÔã ƘG これらのȊȋを解決するためにưɅとƹわれる施策を、以下のǜからǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 スƞƟー、ƮÝÞƯ局等との連ɷ
ȶ 2 同業ǘ社との連ɷ
ȶ 3 ǹ告スǷンサーへのɋールスǡǿ
ȶ 4 ˲1˳ǔ˲3˳以外の提ɷȿのǉ˶
ȶ � ɧーȮストでのǦ作˩ウʠウǉ発
ȶ ã そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ Ô ƹい当たるものはない

ƘÔで「˷˥ɖ下ǫ用の回収」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔで「ɖ下ǫ用の回収」をǁȎした方にお˭ねします

ƘÔÔ Ƙ10 これらのȊȋを解決するためにưɅとƹわれる施策を、以下のǜからǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 Ƒルチデバイスなどでの配信ȿのɗȴ
ȶ 2 Ȑ方局やʥʦ配信事業者等へのǢǣǤǕ
ȶ 3 ǢǣのビデȖƟッケージǿ
ȶ 4 そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ � ƹい当たるものはない

ʗ成

すべての方におƗいします。
ƘÔ2 Ƙ� ƔチャンネルはȖリジȗルǢǣをǦ作していますか。（ƾとつだけ）

ǀ 1 Ǧ作している
ǀ 2 Ǧ作していない

Ƙ�で「ƭ˥Ǧ作している」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔ3 Ƙã Ǧ作しているとお答えのƔチャンネルにおたʤねします。ȖリジȗルǢǣの目的はƺですか。（いくつでも）

ȶ 1 独Ⱦ性・˦˧性のǉ発のため
ȶ 2 Ǯ入Ǣǣよりもǫ用対Ʌ果が高い
ȶ 3 チャンネルのɏɐ向上、Ɩ入ǳɑ
ȶ 4 ƻȷ者のȭーȸが高い
ȶ � ǢǣǤǕ・配信展ǉなどȻ規収Ȅ事業ʲǭのため
ȶ ã ʗ成Ȯンɋプト上の必要性
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ƙ�で「ƭ˥Ǧ作している」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔ4 ƘÔ ȖリジȗルǢǣの企画・作成にあたって、Ǟ社が˨えているとƹわれるȊȋを、以下のǜからǁȎしてください。Ɉいくつでも）

ȶ 1 特にȊȋはない
ȶ 2 Ǧ作˩ウʠウの»˪
ȶ 3 関Ȍȿ（Ǧ作会社、˫能事務所など）とのȮネクȏɨン
ȶ 4 Ǧ作スタッフの»˪
ȶ � ǢǣǦ作Ȯストのˬǭ
ȶ ã ɖ下ǫ用の回収
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ƘÔで「ɿ˥Ǧ作˩ウʠウの»˪」「ʍ˥Ǧ作スタッフの»˪」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔで、「Ǧ作˩ウʠウの»˪」、「Ǧ作スタッフの»˪」をǁȎした方にお˭ねします。

ƘÔ� Ƙ8 これらのȊȋを解決するためにưɅとƹわれる方vを、以下のǜからǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 Ǧ作ƒˮ者の社外からの˯˰
ȶ 2 スタッフの長Ã的な˱成
ȶ 3 Ǧ作会社の活用
ȶ 4 同業ǘ社との連ɷ
ȶ � ˲4˳以外の放送事業者やʥʦ事業者との連ɷ
ȶ ã 業界全体でのʿ˴の˱成
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 8 ƹい当たるものはない

ƘÔで「˵˥ǢǣǦ作Ȯストのˬǭ」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔで「ǢǣǦ作Ȯストのˬǭ」をǁȎした方にお˭ねします

ƘÔã ƘG これらのȊȋを解決するためにưɅとƹわれる施策を、以下のǜからǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 スƞƟー、ƮÝÞƯ局等との連ɷ
ȶ 2 同業ǘ社との連ɷ
ȶ 3 ǹ告スǷンサーへのɋールスǡǿ
ȶ 4 ˲1˳ǔ˲3˳以外の提ɷȿのǉ˶
ȶ � ɧーȮストでのǦ作˩ウʠウǉ発
ȶ ã そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ Ô ƹい当たるものはない

ƘÔで「˷˥ɖ下ǫ用の回収」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔで「ɖ下ǫ用の回収」をǁȎした方にお˭ねします

ƘÔÔ Ƙ10 これらのȊȋを解決するためにưɅとƹわれる施策を、以下のǜからǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 Ƒルチデバイスなどでの配信ȿのɗȴ
ȶ 2 Ȑ方局やʥʦ配信事業者等へのǢǣǤǕ
ȶ 3 ǢǣのビデȖƟッケージǿ
ȶ 4 そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ � ƹい当たるものはない

ʗ成

すべての方におƗいします。
ƘÔ8 Ƙ11 ˸˹リȭアで配信している（もしくは配信を予定している）内容は、放送のʗ成とどの˄度一˺していますか。（ƾとつだけ）

ǀ 1 放送の完全サイƑル
ǀ 2 放送の部分サイƑル
ǀ 3 放送とƙʗ成でチャンネル˻もƙ
ǀ 4 配信していないし、配信する予定もない

Ƙ11で「1˥放送の完全サイƑル」ǔ「3.放送とƙʗ成でチャンネル˻もƙ」をǁȎされた方のみお答えください。
ƘÔG Ƙ12 ˸˹リȭアで配信している（もしくは配信を予定している）理ǂについて、あてはまるものをすべておǁǇください。（いくつでも）

ȶ 1 Ǖ上・収Ȅ˼でÃɥができるから
ȶ 2 ǻǼ˼の処理ができたから
ȶ 3 Ȯスト˼でǄ合ったから
ȶ 4 ǣ˽・ʿ手の手当ができたから
ȶ � プラットフォームに対する配慮から
ȶ ã ƻȷ者のǼ˾性が˿れるから
ȶ Ô 放送への̀ɘをÃɥしているから
ȶ 8 そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ G あてはまるものはない

Ƙ11で「4˥配信していないし、配信する予定もない」をǁȎされた方のみお答えください。
Ƙ80 Ƙ13 ˸˹リȭアでの配信を予定していない理ǂについて、あてはまるものをすべておǁǇください。（いくつでも）

ȶ 1 Ǖ上・収Ȅ˼でÃɥができないから
ȶ 2 ǻǼ˼の処理ができないから
ȶ 3 Ȯスト˼でǄ合わないから
ȶ 4 ǣ˽・ʿ手の手当ができないから
ȶ � プラットフォームに対する配慮から
ȶ ã ƻȷ者へのǼ˾性が˿れないから
ȶ Ô 放送をʟȿしているから
ȶ 8 そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ G あてはまるものはない

Ƙ81 Ƙ14 ȮンǯンȢ調Ƚの現状についておɢきします。Ɣチャンネルのʗ成ǟǠのお考えやご́Ǆ、Ȋȋなどありましたらご�入ください。

Ƙ82 Ƙ1� ː今、多チャンネル放送の競合の可能性として注目されるǈÞÞサービスについて、Ɣチャンネルとしてそれに対̂する為のʗ成ǟǠや
お考え、ご́Ǆ、Ȋȋなどありましたらご�入ください。
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Ƒーケǯィンǰ

Ƒーケǯィンǰご担当者への質問

ƕƑーケǯィンǰについてƗいます。
Ƙ83 Ƙ1 Ƒーケǯィンǰ・ǱǲǤǳのう~の各̃体の̄ǹ告ǫについて、ː年度と対Ǘして総ǆはǝえましたか、減りましたか。（ƾとつだけ）

ǀ 1 ǝえた
ǀ 2 変わらない
ǀ 3 減った

Ƙ84 Ƙ2 Ƒーケǯィンǰ・ǱǲǤǳのう~の各̃体の̄ǹ告ǫについて、今後の予定をお答えください。（ƾとつだけ）
ǀ 1 積ȼ的にǝやす
ǀ 2 ややǝやす
ǀ 3 現状ˤ持
ǀ 4 やや減らす
ǀ � 積ȼ的に減らす

Ƙ8� Ƙ3 ƻȷ者へのƑーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǟǠにおいて、重ƻしているものについておɢかせください。（いくつでも）
ȶ 1 Ɵǌリȏǯィ
ȶ 2 ǹ告Ǳǲ
ȶ 3 Ǥǳキャンペーン
ȶ 4 イǛント
ȶ � Ⱦ社メディアɬƓ
ȶ ã タイアップ
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 8 特にない

Ƙ8ã Ƙ4 ƻȷ者へのƑーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǟǠにおいて、重ƻしている̃体についておɢかせください。（いくつでも）
ȶ 1 ÞƯ
ȶ 2 ラジȖ
ȶ 3 Ȼɢ
ȶ 4 ̅̆
ȶ � Wrs
ȶ ã ƧȠƧ
ȶ Ô ̇行場
ȶ 8 ǩǥƣチラȏ
ȶ G そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 10 特にない

Ƙ8Ô Ƙ� ƔチャンネルにおいてǓ契約者（無料チャンネルではǓƻȷ者）とのȚ触̈度をǝやすうえでȊȋとなっていることをおɢかせ下さい。

Ƙ88 Ƙã ƻȷ者へのƑーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǟǠについて、Ʌ果測定ではƺを重ƻしていますか。（いくつでも）
そのǜで、Ƶ重要と考えていることはどれですか。（ƾとつだけ）

1 Ɩ入Ɂ�ƛ数
2 ケーǌル局などのȻ規ɘ入ƛ数
3 ƻȷ�
4 Ⱦ社Ǻƴへのアクɋス数
� Ⱦ社ƧȠƧへの̉ンǚージメント�
ã ƧȠƧでの̊応
Ô Ⱦ社Ȯールɋンターへの問合せƛ数
8 メディア̋ǭ数
G そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10 特にない

Ƙ8G ƘÔ Ɣチャンネルでƻȷ者の́Ǆを̊ʥする為に取りǣんでいることはどれですか。（いくつでも）
そのǜで、Ƶ重要と考えていることはどれですか。（ƾとつだけ）

1 ƻȷ者プɧフィールのɍɎ
2 ȮールɋンターのɗɄ
3 プラットフォームとの連ɷ
4 ƧȠƧ等との連ɷ
� 社内ȏスǯム・フɧーʕʖ
ã ǘ̃体との連ɷ
Ô 同ジャンル（̌在）ƻȷ者についてのƑーケǯィンǰ
8 同ジャンルƙ̃体についてのƑーケǯィンǰ
G そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10 特にない

ƘG0 Ƙ8 以下の̍ーȏャルメディア、動画ɦưサイトの活用について、Ƶも当てはまるものをお答えください。（それƽれƾとつだけ）

1 áéƱebòòȟ ƿ
2 ÞȝêȞȞeó ƿ
3 âƳȠr ƿ
4 ƳìíȞéôóéè ƿ
� ȪòȫÞȫbe ƿ
ã ˞Ȯ˞Ȯ動画 ƿ
Ô ȨȪÝǈ ƿ
8 そのǘ（　　　　　　） ƿ

ƚすべて「対応する予定はない」を答えた方はƘ10へ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

重ƻしてい
ること

Ƶ重要と考
えているこ

と
ɣ ɣ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ

ǀ ǀ ǀ ǀ

既に対応ɮ
だが、今後
も注力した

い

既に対応ɮ
であり、現
状で̎分

Ǔ対応だ
が、対応す
る予定

対応する予
定はない

ǀ ǀ ǀ ǀ

取りǣんでいること

ǀ ǀ ǀ ǀ
ǀǀ ǀ ǀ

ɣ

Ƶ重要と
考えていること

ǀ ǀ ǀ ǀ

ǀ ǀ ǀ ǀ

ǀ
ǀ ǀ ǀ ǀ
ǀ ǀ ǀ

ɣ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
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Ƒーケǯィンǰ

Ƒーケǯィンǰご担当者への質問

ƕƑーケǯィンǰについてƗいます。
Ƙ83 Ƙ1 Ƒーケǯィンǰ・ǱǲǤǳのう~の各̃体の̄ǹ告ǫについて、ː年度と対Ǘして総ǆはǝえましたか、減りましたか。（ƾとつだけ）

ǀ 1 ǝえた
ǀ 2 変わらない
ǀ 3 減った

Ƙ84 Ƙ2 Ƒーケǯィンǰ・ǱǲǤǳのう~の各̃体の̄ǹ告ǫについて、今後の予定をお答えください。（ƾとつだけ）
ǀ 1 積ȼ的にǝやす
ǀ 2 ややǝやす
ǀ 3 現状ˤ持
ǀ 4 やや減らす
ǀ � 積ȼ的に減らす

Ƙ8� Ƙ3 ƻȷ者へのƑーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǟǠにおいて、重ƻしているものについておɢかせください。（いくつでも）
ȶ 1 Ɵǌリȏǯィ
ȶ 2 ǹ告Ǳǲ
ȶ 3 Ǥǳキャンペーン
ȶ 4 イǛント
ȶ � Ⱦ社メディアɬƓ
ȶ ã タイアップ
ȶ Ô そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 8 特にない

Ƙ8ã Ƙ4 ƻȷ者へのƑーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǟǠにおいて、重ƻしている̃体についておɢかせください。（いくつでも）
ȶ 1 ÞƯ
ȶ 2 ラジȖ
ȶ 3 Ȼɢ
ȶ 4 ̅̆
ȶ � Wrs
ȶ ã ƧȠƧ
ȶ Ô ̇行場
ȶ 8 ǩǥƣチラȏ
ȶ G そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 10 特にない

Ƙ8Ô Ƙ� ƔチャンネルにおいてǓ契約者（無料チャンネルではǓƻȷ者）とのȚ触̈度をǝやすうえでȊȋとなっていることをおɢかせ下さい。

Ƙ88 Ƙã ƻȷ者へのƑーケǯィンǰ・ǱǲǤǳǟǠについて、Ʌ果測定ではƺを重ƻしていますか。（いくつでも）
そのǜで、Ƶ重要と考えていることはどれですか。（ƾとつだけ）

1 Ɩ入Ɂ�ƛ数
2 ケーǌル局などのȻ規ɘ入ƛ数
3 ƻȷ�
4 Ⱦ社Ǻƴへのアクɋス数
� Ⱦ社ƧȠƧへの̉ンǚージメント�
ã ƧȠƧでの̊応
Ô Ⱦ社Ȯールɋンターへの問合せƛ数
8 メディア̋ǭ数
G そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10 特にない

Ƙ8G ƘÔ Ɣチャンネルでƻȷ者の́Ǆを̊ʥする為に取りǣんでいることはどれですか。（いくつでも）
そのǜで、Ƶ重要と考えていることはどれですか。（ƾとつだけ）

1 ƻȷ者プɧフィールのɍɎ
2 ȮールɋンターのɗɄ
3 プラットフォームとの連ɷ
4 ƧȠƧ等との連ɷ
� 社内ȏスǯム・フɧーʕʖ
ã ǘ̃体との連ɷ
Ô 同ジャンル（̌在）ƻȷ者についてのƑーケǯィンǰ
8 同ジャンルƙ̃体についてのƑーケǯィンǰ
G そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10 特にない

ƘG0 Ƙ8 以下の̍ーȏャルメディア、動画ɦưサイトの活用について、Ƶも当てはまるものをお答えください。（それƽれƾとつだけ）

1 áéƱebòòȟ ƿ
2 ÞȝêȞȞeó ƿ
3 âƳȠr ƿ
4 ƳìíȞéôóéè ƿ
� ȪòȫÞȫbe ƿ
ã ˞Ȯ˞Ȯ動画 ƿ
Ô ȨȪÝǈ ƿ
8 そのǘ（　　　　　　） ƿ

ƚすべて「対応する予定はない」を答えた方はƘ10へ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

重ƻしてい
ること

Ƶ重要と考
えているこ

と
ɣ ɣ

ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ

ǀ ǀ ǀ ǀ

既に対応ɮ
だが、今後
も注力した

い
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が、対応す
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Ƒーケǯィンǰ

Ƙ8でɠ1.既に対応ɮだが、今後も注力したいɡɠ2.既に対応ɮであり、現状で̎分ɡɠ3.Ǔ対応だが、対応する予定ɡ　いʤれかをǁȎした方のみお答えください。
ƘG1 ƘG 各Ȝの̍ーȏャルメディアの活用の目的についておɢかせください。（それƽれいくつでも）

1 áéƱebòòȟ ƿ
2 ÞȝêȞȞeó ƿ
3 âƳȠr ƿ
4 ƳìíȞéôóéè ƿ
� ȪòȫÞȫbe ƿ
ã ˞Ȯ˞Ȯ動画 ƿ
Ô ȨȪÝǈ ƿ
8 そのǘ（　　　　　　） ƿ

すべての方におƗいします。
ƘG2 Ƙ10 ƔチャンネルのƑーケǯィンǰ担当者が現在、業務上˨えているȊȋはなんでしˉうか。

ȅ当するǖ目をǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 Ȼ規Ɩ入Ɂ�（˕̏高ɤǿによるƖ入ȿʅりÖǐむ）
ȶ 2 多チャンネルƻȷ者の高ɤǿ（ȮンǯンȢとの»一˺）
ȶ 3 多様ǿするʥʦサービス（プラットフォーム）へのƑーケǯィンǰ対応
ȶ 4 ƻȷ者̐性のɍɎ（șȚ契約ではないため、ɍɎが±²）
ȶ � ̑年Ƀへのɏɐɗȴ・アプɧーチ
ȶ ã 多様ǿする̃体（̍ーȏャルメディア、デバイス）への対応
ȶ Ô プラットフォームとの連ɷǡǿ
ȶ 8 Ƒーケǯインǰ予ǃの確保
ȶ G 各̒ƧȠƧにおけるプɧȧーȏɨンのɅ果測定
ȶ 10 Ⱦ社メディア（ウ̓ǌサイト、スƑ̔サイト、アプリ等）の活用
ȶ 11 そのǘ（　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 12 特にない

ƘG3 Ƙ11 多チャンネル放送業界のʝなる発展の為に、今後のƑーケǯィンǰ活動に̕められることはなんでしˉうか。
ȅ当するǖ目をǁȎしてください。（いくつでも）
ȶ 1 ƻȷ者Ƀɗȴ（Ȼ規Ɩ入Ɂ�、̑年Ƀの取りǅみ等）のためのƑーケǯィンǰ
ȶ 2 解約ɼɽ（既Ɩ入者サービスのɗɄ等）施策
ȶ 3 ƻȷ者とのȮƢɴȭケーȏɨンǡǿ（イǛント、ƧȠƧの活用等）
ȶ 4 プラットフォームとの連ɷǡǿ
ȶ � チャンネルをまたいだ横̖的なプɧȧーȏɨン
ȶ ã プラットフォームに̗̘しない独ȾのǟǠ
ȶ Ô ̙ǹいɃにリーチできるƑーケǯィンǰ
ȶ 8 ターǚットを̚ったƑーケǯィンǰ
ȶ G 放送のみに頼らないȻ規ビジネスǉ発
ȶ 10 ̍ーȏャルメディアなどȻしいメディアの積ȼ的な活用
ȶ 11 Ⱦ社メディア（ウ̓ǌサイト、スƑ̔サイト、アプリ等）のɈより一Ƀの）活用
ȶ 12 そのǘ（　　　　　　　　　　　　　）
ȶ 13 特にない

ȶ ȶ ȶ
ȶ ȶ ȶ

チャンネル
のɏɐɗȴ

キャンペー
ン情報の告

ɐ
フ̛ン˱成

ȶ ȶ ȶ

ȶ ȶ ȶ

Ȼ規ɃのɁ
�

ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ
ȶ

ȶ ȶ ȶ
ȶ ȶ ȶ

ȶ ȶ ȶ
ȶ ȶ ȶ （　　　　）

（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）

そのǘ

（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
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ࢿ
ɹ
ྉ

ǹ告

ǹ告ご担当者への質問

ƕǹ告Ɠ業についてƗいます。
ƘG4 Ƙ1 Ɣチャンネルでは、ǹ告Ɠ業活動を行っていますか。

ǀ 1 はい ƿƘ2へ
ǀ 2 いいえ ƿアンケートˆˇ

Ƙ1でɠ1.はいɡをǁȎした方のみお答えください。
ƘG� Ƙ2 Ɣチャンネルのǹ告Ɠ業活動について、201G年4Å̜2020年3ÅのǕ上げに対するǽ合をご�入ください。　

ƚƜ�数Ɲでご入力ください。
ƚ�はƬ数点ƭケタまで入力が可能です。

1 タイム �
2 スǷット �
3 そのǘ �

合計 �

ƘGã Ƙ3 ǹ告Ǖ上を一Ƀʳばすために取りǣみたいことはなんですか。（いくつでも）
そのǜで、Ƶ重要と考えていることはどれですか。（ƾとつだけ）

1 タイムǹ告のɁ�ǡǿ
2 スǷットǹ告のɁ�ǡǿ
3 ǹ告ʽのɗȴ
4 ǹ告Ɍʱのƫ上げ
� 通Ǥ・インフォƑーȏャルのǡǿ
ã プɧɂクト・プơイスメントへの取りǣみǡǿ
Ô ǹ告ɝ理̝との関Ȍǡǿ
8 スǷンサーへのɂイơクトɋールスǡǿ
G 放送外でのǹ告Ǖ上のǡǿ
10 業界全体でのキャンペーンのǡǿ
11 協̞スǷンサーɁ�の為のイǛントǡǿ
12 そのǘ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
13 ǹ告Ǖ上をʳばす必要性をȺˍないので特にない

ƘGÔ Ƙ4 ƔチャンネルがƵ重要と考えることについて、その理ǂをおɢかせください。

取りǣみた
いこと

Ƶ重要と考
えているこ

と

ɣ ɣ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
ȶ ǀ

ȶ ǀ
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